
●

●

ＲＯＴＡＲＹ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

≪ＣＯＰＹ≫

　　　　　　　　』●●　　　　　　　　穴

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

ＧＯＶＥＲＮＯＲ：　ＹＯＳＨＩＴＡＫＡ　ＴＳＵＫＡＭＯＴＯ

ＯＦＦＩＣＥ：　　Ｈｏｔｅｌ Ｎｅｗ ｏｓａｋａ

３･５ Ｎａｋａｎｏｓｈｉｍａ Ｋｉｔａｋｕ，０ｓａｋａ ５３０， Ｊａｐａｎ

ＣＡＢＬＥ ＡＤＤＲＥＳＳ：　ｌｎｔｅｒｏｔａｒｙ　Ｏｓａｋａ

Ｎｏ．　Ｉ　　Ｊｕｌｙ１，１９６９ ガバナー月信

New Presjdent of Rotary lnternational

James F. Conway

　　　　　　　appeals to every Rotarian to

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　　　530大阪市北区中之島3-5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06一441－1431　内線248

第１号　昭和４４，７．１

REVIEW and RENEW!

James F. Conway　国際ロータリー会長と塚本義険がけｰ（1969.5.17.しｰクづうシ,ﾀﾄﾞI・クラづにおいて）
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ガバナー塚本　義隆

　Lﾉｰｸうﾗｼ,ｸﾄﾞ・ｸぅうに滞在中の５月17日

(上)の夜，私たちｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉこﾆｰの一部を，

国際ﾛｰﾀﾘｰの新会長ﾘﾑ・ｺこﾉｳｪｰさんが夕食

に招待してくれました。その席上で彼はこん

なことを申しました。大へん印象深い言葉で

ありましたので，ここで皆さんにご紹介した

いと思います。

　　『今晩の集まりは私どもが身ぢかで会える

唯一の機会かと思います。国際協議が連日早

くからおそくまで聞かれておりまして，お互

い大へんに忙しいからです。それで今晩は，

私が新年度の課題として選んだ　REVIEW

and RENEW について，皆さんに私の考え

を親しく聞いていただきたいと思います。

　1970年２月23日をもってﾛｰﾀﾘｰは65歳と

なります。私の国ｱﾒﾘｶやその他多くの国ぐ

にでは，65という言葉は仕事をしている人び

とにとっては，ひとつのﾏｼﾞｯｸ・すこﾉﾊﾟｰとな

っています。というのは，65というのは退職

の年齢を意味するからであります。多くの人

たちにとって，定年退職は喜びごとでもあり

ます。引退後ののんびりした生活は，彼らが

かねてから待ち望んでいたものであるから

です。

　しかし，私の考えではﾛｰﾀﾘｰはまだ仕事

道具を片付けて引込んでしまう段階ではあり

ません。　私たちには，ﾛｰﾀﾘｰがそんなこと

にならないように注意する責任があります。

ﾛｰﾀﾘｰはぼんやりとぼけてしまぅには，あ

まりにも偉大な存在であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　65歳で一応引退してから，再び新たな人生

　　　を始める人びともおります。この人たちは自

　　　分自身を新たにし，自らの視野を広くし，活

　　　勣を新たにして再出発するのであります。私

　　　は国際ﾛｰﾀﾘｰの会長として，新しい計画や

　　　事業は今年は一切提案するつもりはありませ

　　　ん。その代わりに，私は，ひとつひとつのロ

　　　ｰﾀﾘｰｸﾗうに，１人１人のﾛｰﾀﾘｱﾆﾉに向って

　　　ＲＥＶＩＥＷ ａｎｄＲＥＮＥＷ を訴えたいのであ

　　　ります。

　　　　ＲＥＶＩＥＷ ａｎｄＲＥＮＥＷ というのは，じ

　　　っとすわって唱えていればよいお題目ではあ

　　　りません。　これは，ﾛｰﾀﾘｰの体質の改善に

　　　必要な実用的な処方箆なのであります。どん

　　　なに成功している会社でも，また事業拡大，

　　　商売繁盛を誇っている如何なる組織でも，時

　　　には静かに立ち止まって反省し，健全な判断

　　　を下す必要かおるものです。

　　　　私の判断によれば，７月から始まる1969一

　　　70年度こそは，ﾛｰﾀﾘｰにとって決定的な年

　　　となるでありましょう。われわれは今日，変

　　　化の最も激しい世界に住んでおります。私ど

　　　もは果して1970年の音楽ﾘｽﾞﾑに合わせて足を

　　　歩んでいるかどうかをこの目でしかと確かめ

　　　頭で調べ直さねばなりません。各ﾛｰﾀﾘｰｸﾗ

　　　うはこのことをしっかりと認識していただき

　　　たい。ﾜﾙﾂが盛んであった古い時代と，現在

　　　とではﾃこﾉﾎﾟがまるでがいます。宇宙旅行の時

　　　代にﾌｫｰﾄﾞのＴ型で走るような考えで，ﾛｰﾀ

　　　ﾘｰｸﾗうを運営することは許されないのであ

　　　ります。

　　　　古いながらも今日なお新しいといううﾛｸﾞﾗ

　　　ﾑも中にはあるかも知れません。もちろん，

　　　それはそれで続けてもらってよろしい。柚が

　　　皆さんに指摘したいのは，全く無風の海上に

２　－
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浮かぶ帆船のように，じっと止まっているだ

けにすぎぬ活勣づﾛｸﾞﾗﾑのことであります。

その船は全然どこへも行きません。舵をにぎ

る人，つまりそのﾛｰﾀﾘｰｸﾗうの会員はどこ

へも行きつくことがないのであります。

　私が訴えたいと思うＲＥＮＥＷＡＬ－やり直

しーは，これとはいささかちがうわけです。

やり直しには，ふたつの面があります。個人

個人の出直しには，生活に新たな興味を覚え

ることが必要です。これは大切なことであり

ます。あなたがもし，たえずやり直すことを

試みなければ，あなたはいつもじっと立ち止

まっていることになります。無風状態の海上

の帆前船のようにです。どこへも行きつくこ

とはできません。たまたま風が出てくれば，

少しは勣けるかも知れませんが，漕ぎ手のあ

る船に追い抜かれるでしょう。その船は前へ

進もうという意欲を持っているからです。そ

の船長は推察力を活かして新生面を切り開く

のであります。かれは自分の近くを十分に眺

めまわし，広く世界を見回して，こう言うの

です。　゛こいつはやらねばならん。おれがや

るぞ″と。彼は俄然活気を取り戻したのであ

ります。彼は出直したのです。どのﾛｰﾀﾘｰｸ

ﾗづも，どのﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人も，このように動

かなければなりません。

　さらにひとつふたつ申し上げたい｡ﾛｰﾀﾘｰ

は独占的なｸﾗづではありません。またそうあ

ってはならないのです。貴族階級のような人

でなければ新会員に入れてもらえないなどと

は，とんでもないことであります。　ﾛｰﾀﾘｰ

は新会員を必要といたします。りっぱな，質

のよい新会員を必要とします。それも先きざ

きのことではありません。いますぐに必要と

しているのであります。　ﾛｰﾀﾘｰは毎年１割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　の会員を，いろいろの理由から失っているの

　　です。この損失を柚ぅためにも，また強固な

　　ｸﾗﾘを築きあげるためにも，ｸぅづかその会員

　　をふやす努力を不断に続けることが必要であ

　　ります。私は，ｸぅう会長の皆さんに提案しま

　　す。会員を５人ずつの組に分けてﾁｰﾑをこし

　　らえて下さい。その１組ごとに，向う１年の

　　うちに新会員１人ずつを推薦する責任を持た

　　せて下さい。これは，前年度からこしらえて

　　もらっている会員推薦委員会の制度をこわす

　　ものではありません。

　　　　もしもﾛｰﾀﾘｰがよいものであるならば，

　　それほど価値のあるものならば，そして伊藤

　　一郎君が自分が会員であることを誇りとして

　　いるのであるならば，彼，伊藤一郎君は自分

　　の古い友人を，あるいは，町に生れた新しい

　　ﾋﾟｽﾞﾈｽの新人をさがし出して，ﾛｰﾀﾘｰの歯車

　　を彼の胸に付ける機会を与えるべきだと思う

　　のであります。

　　　最後に，われわれは，新しいﾛｰﾀﾘｰｸぅう

　　の設立を必要といたします。世界いたるとこ

　　ろでｸﾗづの拡大がつづいております。それで

　　もなおかつ，今まで何もなかったようなとこ

　　ろに，新しい商某地が，ﾋﾞｽﾞﾈｽの中心地が全

　　く忽然と現われつつあるのであります。これ

　　らのどの新開地にもﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの新設を必

　　要としていることを知っていただきたいので

　　あります｡』

　　　　以上が，新ＲＩ会長jﾑ・ｺこﾉｳｴｰさんの話

　　　の要点です。私はいま，これに付け加えるべ

　　　き何ものをも持ちません。彼の強く訴えると

　　　おり，各ｸぅうが，また，ﾛｰﾀﾘｱこﾉ１人１人が

　　　ＲＥＶＩＥＷａｎｄＲＥＮＥＷ しようではありま

　　　せんか。一一調べなおし，出直そうではあり

　　　ませんか。

３　－
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○第365地区1969-70年度

　クラプ出席競争規定

（1）出席競争は７月１日より翌年６月30日ま

　での年度について行なう。

（2）出席競争は会員数の多少により，地区内

　のｸぅうをつぎのとおり３区分し，それぞれ

　の区分について行なう。

　　第１区分　　会員　49入以下

　　第２区分　　//　　50入より99入まで

　　第３区分　　　//　　100人以上

（3）各月の出席はその月のｸﾗづ会員数による

　区分に入れ，また，１ヵ年の出席は，年間

　のｸぅづ会員平均数による区分に入れ，それ

　ぞれ順位を決定して月ﾊﾟﾅｰ月信に発表す

　る。同率のｸぅづが２以上あるときは，会員

　数の多念を上位に，また，会員数も同じ場

　合は，創立の古きを上位とする。

（4）年間出窓の優秀なｸぅづに対しては，第１

　区分ならびに第２区分は，それぞれ上位の

　10ｸぅづに，また，第３区分は上位の２ｸぅづ

　にｶﾞﾊﾞﾅｰより賞を贈る。

　　各区分を通じての最優位のｸﾗづに対して

　は，地区年次犬合の席上で優勝旗が贈られ

　る。

○クラブ出席競争についての考え方

　1969－70年度の当地区内各ｸﾗづ間の出席競

争は上掲の規定によって行なうことに改めま

した。その主旨は：

　ａ）毎月の出席率100％あるいはこれに近

　　い成績を収めているｸﾗづは，ほとんど例

　　外なしに，50人前後までの会員を有する

　　ｸﾗづであり，会員数の多いｸﾗづは上位達

　　成がむつかしいのが現実である。

　ｂ）これは日本のみならず世界共通の現象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　といえる。それゆえ，国際ﾛｰﾀﾘｰは長

　年の経験にかんがみて，出席競争はほぼ

　同じ大きさのｸぅﾗ問においてのみ許され

　ると規定している。（手続要覧1968年10

　月収17ﾍﾟｰj）

（つ1949年，日本が国際ﾛｰﾀﾘｰに復帰以

　来すでに本年は満20年に及び，ｸぅづの数

　は当時の７ｸﾗづから今は900ｸぅうにも拡

　大した。また，各ｸﾗづの会員数も次第に

　増加して，小，中，大さまざまな規模の　●

　ｸﾗづが出現している。ゆえに，在来のよ

　うに一律無差別に出席競争することは般

　早適当とは思われない。当地区は国際規

　定に準じた出席競争を行なうべき時期に

　到達したと判断するのである。

d）1969年２月末における当365区74ｸぅづ

　を，国際出席規定により会員数に従って

　区分すると，

　　25人未満のｸﾗづ（Ｇ）は該当なし；25

　～49人のｸﾗﾗ（Ｆ）が31ｸぅづ；50～99人

　（Ｅ）が38ｸぅづ；100人～199人（Ｄ）が

　４ｸﾗづ；200人～299人（Ｃ）が１ｸﾗづで

　ある。

ｅ）国際ﾛｰﾀﾘｰ事務局の意向もたずねた　

●

　ぅえ，今回別掲の規定のように，当地区

　のｸﾗづを第１，第２，第３のｸﾙｰうに区

　分して，出席競争を行なうことにしまし

　た。新規定を各ｸﾗづにおいてご覧下され

　今まで上位になる見込みなしと思われて

　いた多人数のｸﾗｦも考え直して大いに頑

　張っていただきたく，また，常に上位を

　保っていた会員数の少ないｸﾗづも，今後

　は競争相手の幅が狭くなったことを頭に

　入れて，ますますご勉励あらんことをお

　願いします。

４　－
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年度はじめに当りご注意いろいろ

　司政ﾛｰｸﾘｰ新会長ｺこﾉｳｴｰさんの要請どお

り，第365地区の活勁のやりかたを少し変え

てみたいと思います。　その点について第12

ﾍﾟｰｼﾞに書きましたのでご一読をお願いしま

す。同時に，６月７目の地区協議会でお話し

　　　　　ましたが，お忘れなく励行願いたい諸点を次
●　　　

ぎにしるします。

　◇委員会資料　これは４色の用紙に印刷さ

れて「ｸﾗづ会長必携」の中にはいっておりま

す。必ず会長からそれぞれの委員長へ配付の

うえ熟読してもらって下さい。資料のない委

員会については，会長から活動すべき内容を

明示して委員が働きやすいようにご配慮下さ

い。

●

　◇ＲＩへの年度初め報告　別項の年間力しこﾉ

ﾀｰに指定してあるとおりに，ｸぅづから提出

すべき各種の報告と送金とを７月早や目にお

願いします。

　◇クラブ出席率の報告　６月分の報告は７

月10日までに必着するよう原田前月ﾊﾟﾅｰあて

にお出し下さい。７月分から後は私の事務所

あてに。

　◇新会員・退会会員・変更会員の報告

　これは幹事さんへのお願いですか，報告用

紙を手に入れて，新会員・退会員・変更会員

　（会員種類・職業分類・住所など）をかなら

ずその都度，国際ﾛｰﾀﾘｰ中央事務局および

がけ一事務所へご提出下さい。

　◇クラブの刊行物　ｸうづ会報そのほかｸﾗﾗ

で発行されている刊行物は１部を月ﾊﾟﾅｰﾍお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

送り下さい。他の１部をｴﾊﾟﾆﾉｽﾄこﾉの国際ﾛｰﾀ

ﾘｰ中火事信仰へ郵送。

　◇名誉会員の資格　ﾛｰﾀﾘｰｸぅうの名誉会

員はｸﾗう定款第５条に定めてあるとおり，

ﾛｰﾀﾘｰの理想推進に貢献された人を推挙す

ることかできます。単に市長とか会議所会頭

とかの肩書きの故に推挙すべきではありませ

ん。また名誉会員はﾛｰﾀﾘｰ年度の１年限り

でありますから引続いて名誉会員になっても

らうにはｸぅづ理事会で継続の決議を要しま

す。

　◇公式訪問について　この月信の８～９面

に日程表が出ておりますが，あのとおり実行

させていただくつもりです。　１ヵ月ぐらい前

に賠面を差し上げて確認いたしますか，訪間

口の10日ないし２週間前までに「ｸぅうの計画

及び目標の要約」を月ﾊﾟﾅｰ事務所あてにお送

り下さるようお願いします。それをよく読ん

でからご訪問しますので，訪問時のｸﾗう協議

会は，この報告書の繰り返えしではなく，自

由活発にｸぅづの運営や活動について協議を進

めていただきたく存じます。なお，このｸﾗう

協議会はｸﾗう会長司会の下に進行を願いま

す。また，形式的行事は一切抜きにして（例

えばｿこﾉｸﾞを歌うとか，旗を立てるとか）ｻﾞ,汐

八ぅﾝのお話し合いを希望いたします。新設ｸ

ぅうのご訪罰はｎ月になります。　その日取り

は改めてご通知いたします。

　　　　◇新ＲＩ会長の方針伝達お願い　６月７日

　　　の地区協議会の席上で私から申上げました，

　　　ｺこﾉｳｴｰ会長の言葉はこの月信の第２～３面

　　　に再掲しました。これは，ぜひｸﾗﾗ会長さん

　　　から全部の会員へ例会の席上でお伝えいただ

　　　きたくお願い申上げます。

５　－
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ｉ･１．半期報告(Semi Annua1 Report)

項 送 金 先

｜

２．人頭分担金(per Capita Dues)1人当り

　　(中途入会者はその半期間追加送金は不要)
３

「ロータリアン」（The Rotarian）

　　　　　　　購読数報告

￥1，440(4弗)

　(半年分)

　　　　　　　　(半年分)

１部につき　￥540(1弗50)

４．ロータリー財団への寄付

　　(これは７月１日のみ　但し随時・特別寄付可)

　　新入会員の10弗の寄付は入会の際　￥３,６００

１弗寄付￥360（1年分）

　報　　　告　　　先

●Ｒ．Ｉ．中央事務局

・(写)ｶﾞバナー

●Ｒ．Ｉ．中央事務局

●(写)東京都千代田区有楽町1-12

　　　三井銀行本店内

　国際ロータリー在日財務代行者
　(フィスカル・エイジェント)

　佐藤喜一郎氏

●(写)ガバナー

●東京都千代田区丸ノ内ビル757号

;I東京ロータリークラブ内

ロータリー米山記念奨学会

●東京都千代田区丸ノ内３－４

日石ビル７階

　「ロータリーの友」編集事務所

●三井銀行木店内（又は三流銀行本

　店内）

国際ロータリー在日財務代行者

　（フィスカル・エイジェント）

　佐藤喜一郎口座

●1.三井銀行京橋支店左記口座

●2.振替口座東京４ １８１７

●三井銀行丸ノ内支店

　「ロータリーの友」編集事務所口座

(前期)　5.ロータリー米山記念奨学会への寄付

　　　　　　　(会員1人毎月￥５０､半年分￥３００)

６

「ロータリーの友」購読数報告　１人当り（半年分）￥660

（雑誌を受取った月より起算、月割１部￥１１０の計算にて払込まれること）

７．地区資金（District Funjs）

　会員（名誉会員を除く）１人あたり（半年分）￥６００

　ただし中途入会者、および新クラブ設立の場合、その半年間は追加送金不要。

８

９

ガバナー月信（写）購読料

１クラブ（半年分）￥１、８００

　　　　　　　　　__

万国博協力金

会員（名誉会員を除く）１名あたり1969年分￥６００を７月１日に、1970年分

￥５００を１月１日にくりあげ、送金ください。

10.地区大会分担金

　　にれは1月１日のみ）

（１名当り）　￥1,500

●

－
－
－
－
－

｜

●大阪市北区中之島３－５

　　　　　　　新大阪ホテル１階

　ガバナー事務所内

　　　　　　　地区資金委員

●

●大阪市東区北浜５丁目

住友信託銀行　本店営業部

｜国際ロータリー第365区

！地区会計　西村半次郎口座



７月12日～

10月25目

　　　　－10月５日

　～11日

11月９日l

　～15日ｉ
一
１月18日？

～24日

２月23日

２月27日

　～28日

３月15日

　～21日

３月下旬～|

　．四■　●　II４月上旬

　４　　月

５月31日～
　６月４日

適当の

時　　期

毎　　月

その都度

●
一一一一一一 一一一一－

近接都市クラブ連合討論会（lnterdty Genera1 Forum）

青少年活動週間（Youth activitiesWeek）

ロータリー財団週間（Rotary Foundation Week）

ロータリー雑誌週間（Rotary’s Magazine Week）

ロータリー創立記念日（Anniversary of Rotary）

1969年度年次地区大会､（AnnuaI District Conference）

世界理解週間（World understanding Week）

次年度会長・幹事・決定報告（公式名簿記載資料提出）

－

国際大会出席代表信任状（Credentjal of Convention）

国際大会（lnternationa1 Conventicn）

－
－
－
－

●

時期および場所…原田ガバナー月信３月15日第10号参照

国立京都国際会館　ホス　ト　　京都南Ｒ．Ｃ．

●Ｒ．Ｉ．中央事務局（Ａ）

●（写）ガバナー（Ｂ）

ガバナー（又は大会出席者）｜

アメリカ合衆国、ジョージア州、アトランタ市にて

1970－71年度地区協議会（District Assembly）

クラブ討論会（Forum on Club Level）（4大奉仕部門別に年４回開催）

クラブ協議会（Club Assembly）（年５回以上開催）

出席率報告（翌月10日までに必着するよう注意!!）

新入会者、退会者、その他変更

●Ｒ．｜．中央事務局

●文献注文先

ガバナー事務所

●Ｒ．Ｉ．中央事務

●ガバナー事務

ｊ
ｊ
文
文
英
和
ぐ
ぐ
局
所

　Rotary lnternationa11600 Ridge Avenue,Evanston，lllinois,60201,U.S.A.

｛禁妾|香ﾃﾞ

I

?jでﾎﾟk崇賢jSで内３丁目４日石ビル４階国際ロータリー文献事務所｝電話東京（２１２）４９８１



1969～70年度第365地区

●
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１ ９ ６

　火

　水

　木

　金

　上

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

９・　７月予定日取

　一一一一一一　-一一一一‥　-‥一一　　　　　　一一一一

　　(ガバナー会議，東京)

　　(第365地区委員会)

　　　高　　　　槻

　　　橿　　　　原

　　　京　都　北

　　　　　-

　　　和　歌　山

　　　八　　　　尾

　　　福　　　　井　　△

　　　大　　　　野　　△

　　(ＩＣＧＦ　敦　　賀)

　　　　　-

　　　大　　　　津

　　　粉　　　　河

　　　奈　　　　良

　　　　　-　　　　△

　　　宮　　　　津

　　　　　-

　　　京都山科

　　　海　　　　南

　　　　　　堺

　　　大阪往吉

　　(ＩＣＧＦ　長　　浜)

　　　大和郡山

　　　　　-

　　　岸　和　田

　　　田　　　　辺　　△

　　　　　△印　宿　泊

１９６９ ・　８月予定日取

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10
11

12

13

14

15
16

17

18

19

20
21

22

23

24

25

26
27

28

29

30

31

全
土
日
月
火
水
木
全
土
日
月
火
水
木
全
土
日
月
火
水
木
全
土
日
月
火
水
木
全
土
日

　那智勝浦　△
　白　　　　浜

　　　-
　大　阪　南
　五　　　　条
　和歌山東
　鯖　　　　江
(ＩＣＧＦ　京都北)

　　　-
　高　　　　石
　守　　　　口
　京　都　南
　八　日　市
　　　-

　　　-
　大　　　　東
　和　　　　泉
　福　知　山　　△

　綾　　　　部　　△(ＩＣＧＦ　宮　　阻)△

　　　-
　松　　　　原
　大　阪　北
　有　　　　田
　河内長野
　池　　　　田

　　　△印　宿　泊

　
　
　
ク
ラ
ブ
例
会
で
卓
話

　
一
三
時
四
五
分
よ
り
一
六
時
三
〇
分

　
　
　
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
出
席

　
こ
の
時
間
割
に
よ
っ
て
、
各
ク
ラ
ブ

の
理
事
・
役
員
、
委
員
長
が
た
の
お
時

間
や
ご
労
苦
を
な
る
べ
く
減
じ
、
ま
た

ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
は
、
地
区
全
ク
ラ
ブ

の
訪
問
を
早
く
完
了
し
た
い
。

　
㈲
　
原
則
と
し
て
日
帰
え
り
訪
問
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
交
通

機
関
の
事
情
で
宿
泊
を
必
要
と
す
る
場

所
は
喪
中
に
△
印
を
付
け
ま
し
た
。

　
㈲
　
夕
食
の
ご
招
待
は
勝
手
な
が
ら

ご
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

日
の
う
ち
に
、
訪
問
の
結
果
報
告
を
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
あ
て
に
し
た
た
め
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
、
夜
の
糾
問
を
い
た
だ
き

た
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

〔
Ｉ
Ｃ
Ｇ
Ｆ
の
日
取
に
つ
い
て
〕

イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
口
取
０
な
ど
は
、
三
月
十
五

日
付
の
㈲
目
前
ガ
バ
ナ
ー
月
信
第
一
〇

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

一
８

一



ガバナー公式訪問予定口取

（１９６９・６・７）

１９６９ ・　９月予定日取

1

2
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7
8
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10
11

12

13

14

15
16

17

18

19
20
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24

25
26

27

28

29
30

31
1％

１ ９ ６

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　土

　日

　月

　火

　水

　木

　金

　水

９・１０月予定日取

　　　蜂　　　　山　　△
　　　舞　鶴　東
　　　　　-
　　　大阪天満橋

　　　堺　　　　南
　　　枚　　　　方
　　　茨　　　　木
　　　彦　　　　根
　　　　　　体育の日
　　（ＩＣＧＦ　　　堺　）

　　　勝　　　　山　　△
　　　武　　　　生　　△
　　　福　井　北
　　　枚　　　　岡
　　　和歌山南
　　（ＩＣＧＦ　高　　槻）

　　　長　　　　浜
　　　貝　　　　塚
　　　　　-
　　　富　田　林
　　　大阪淀川
　　（ＩＣＧＦ　八　　尾）

　　　京　都　西
　　　大和高田
　　　敦　　　　賀
　　　　　-
　　　大　　　　阪
　　　京　　　　都
　　　　　△印　宿　泊

1

2
3

4

5

6

7
8

9

10
11

12

13

14
15

16

17

18

19

20
21

22

23

24
25

26

27

28
29

30

月
火
水
木
全
土

日
月
火
水
木

全
土

日
月
火
水
木
全
土

日月
火

水
木
全
土

日
月
火

　大　阪　西

　宇　　　　洽
　　　-
　吹　　　　田
　御　　　　坊　　△
（ＩＣＧＦ　田　　辺）

　　　-
　豊　　　　中
　近江ハ幡
　橋　　　　本
　泉　大　津
　水　　　［」

　　　　敬老の日
　　　-
　東　大　阪
　泉　佐　野
　　　-
（ＩＣＧＦ　粉　　河）

　　　-
　　　　秋分の目△
　新　　　　宮
　大　阪　東

　京　都　東（ＩＣＧＦ　大和郡山）

　小　　　　浜　　△
　舞　　　　鶴　　△

　　　△印　宿　泊

●

●

　
〔
公
式
訪
問
の
日
取
に
つ
い
て
〕

　
田
　
訪
問
の
日
取
り
は
毎
週
の
訪
問

先
き
を
同
じ
地
方
と
せ
ず
、
な
る
べ
く

ち
が
っ
た
ク
ラ
ブ
を
選
び
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
あ
る
地
方
の
み
が
先
き
に
な
り

ま
た
は
、
後
図
わ
し
に
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

り
ま
す
。

　
圈
　
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
・
ゼ
ネ
ラ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ホ
ス
ト
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

ヘ
は
、
で
き
る
だ
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

前
に
訪
問
し
て
、
そ
の
際
、
十
分
な
打

合
わ
せ
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
圓
　
新
し
い
ク
ラ
ブ
へ
は
な
る
べ
く

早
目
に
訪
問
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
圃
　
公
式
訪
問
は
、
各
ク
ラ
ブ
と
も

そ
の
ク
ラ
ブ
の
例
会
日
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
日
一
日
で
す
べ
て
を
完
了
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
は

次
ぎ
の
よ
う
な
時
間
割
に
よ
っ
て
目
的

を
達
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
一
〇
時
四
五
分
よ
り
Ｔ
一
時
ま
で

　
　
　
会
長
・
幹
事
と
の
懇
談

　
　
こ
一
時
三
〇
分
よ
り
コ
二
時
三
〇
分

一９-



松
居
　
久
左
衛
門
（
京
都
東
）

小
西
平
ハ
郎
（
大
阪
南
）
一

古
　
市

◆
国
際
奉
仕
部
門

　
　
●
平
　
沢

　
　
　
帽
　
内

　
　
　
奈
　
良

○
伊
界
社
会
奉
仕
お
よ
び

●稲
　
畑
　
勝
　
雄
（
大
　
阪
）

実
（
大
阪
北
）
・
・
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
緒
　
方
　
準
　
一
　
（
奈
　
良
）

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
露
　
口
　
四
　
郎
（
大
　
阪
）

興
（
京
都
東
）

伝盾

ﾊﾞﾐ

啓跨

組
合
わ
せ
地
区
ク
ラ
ブ
委
員
会

●
半
　
佐
　
不
　
岡
　
卜井比奈

沢藤破関佐良山田

　
　
興
（
京
都
東
）

裕
　
洽
（
福
　
井
）

　
　
治
（
京
　
都
）

辰

－

-●一

久久　恭

相馬伝二

⌒⌒奈京⌒⌒大大

都

X-/

阪良
－－

津

心

（
和
歌
山
）

○
青
少
年
交
換
・
歓
待
委
員
会

　
　
●
堀
　
内
　
　
　
清
（
京
　
都
）

　
　
　
奈
良
常
五
郎
（
犬
　
阪
）

　
　
　
泉
　
　
　
市
　
郎
（
奈
　
良
）

　
　
　
藤
　
田
　
勝
　
一
　
（
和
歌
山
）

○
ア
ト
ラ
ン
タ
犬
合
行
委
員
会

●
久
　
木

田

富

村

孝

治
（
犬

古
（
京

阪

心

都

心
一一‥一一

　
　
須
賀
川
太
郎
（
大
阪
南
）

　
　
山
中
次
　
郎
（
京
　
都
）

○
財
団
奨
学
金
委
員
会

- ‥ 一 一 一 一

　　　　　　　　　　　　　●

皆金堀加峯露

口
　
四
　
郎
（
大
　
阪
）

村
　
英
　
薫
（
大
阪
東
）

藤
　
英
　
夫
（
京
都
西
）

場
　
雅
　
夫
（
京
　
都
）

子
又
兵
衛
（
吹
　
ｍ
）

川

利
男
（
茨

○
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
委
員
会

　
　
●
須
賀
川
太
郎
（
大
阪

絹
　
川

清
（
京

古
谷
庄
太
郎
（
大
阪

･ - 一 一 －

　
　
　
森
　
下

　
　
　
井
　
関
　
久

○
財
団
推
進
委
員
会

弘

心京

楠

　木

　心

----

都西都市
－－－－

（
和
歌
山
）

一一一一一一一一一一一一

　
　
●
山
　
中
　
次
　
郎
（
京
　
都
）

　
　
尾
形
繁
之
（
堺
）

　
　
井
狩
殲
治
郎
（
大
　
阪
）

　
　
山
本
幸
兵
衛
（
和
歌
山
）

○
財
団
同
窓
生
委
員
会

－ - - －一 一 － － 一 一

●

●
露
　
口
　
四
　
郎
（
大
　
阪
）

木
　
下
　
伊
　
平
（
京
都
東
）
　
一

田
中
藤
兵
衛
（
京
都
北
）

一
◆
拡
大
部
門

●
堀

　
吉

　
足

　
松
　
山

　
井

■
地
区
幹
事

　　　　　　　　●

生今江古

内田達

保

島

清

清
（
京
　
都
）

忠
（
京
　
都
）

信
（
奈
　
良
）

重
（
大
　
阪
）

□

善

造

関

久

楠

（
大
　
津
）
　
一

（
和
敬
山
）
　
一

駒井藤田

一龍基敬

夫雄雄三

⌒⌒⌒⌒大大大大

阪阪阪阪－－－－

大
淵
甲
子
郎
（
大

矢
　
部
　
文

山
口
格
太

阪

心

郎治

⌒⌒大大

阪阪－－

■
地
区
会
計

　
　
　
西
村
半
次
郎
（
大
　
阪
）

右
の
と
お
り
七
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
Ｉ

れ
地
区
委
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

■皿■■－一一 - － －

八
一
九
六
九
－
七
〇
地
区
大
会

　
委
員
会
∇

　
　
●
大
会
委
員
長

一一

　
立
　
石
　
一
　
真
（
京
都
市
）

　
〃
　
　
副
委
員
長

　
北
川
真
次
郎
（
　
〃
　
）

　
〃
　
　
幹
　
事

　
中
野
康
男
（
　
〃
　
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長

　
田
中
　
　
豊
（
　
″
）

　
″
　
委
　
員

　
西
村
大
治
郎
（
京
都
）

　
川
　
島
　
春
　
雄
（
京
都
北
）

　
前
　
田
　
　
　
勝
（
京
都
東
）

　
杉
原
孝
太
郎
（
京
都
西
）

　
大
野
木
繁
夫
（
京
都
山
科
）

　
寺
　
田
　
甚
　
吉
（
宇
　
治
）

　
加
　
藤
　
栄
　
一
　
（
大
阪
南
）

●
予
算
委
員
長

　
西
村
半
次
郎
（
太
　
阪
）

●
信
認
状
委
員
長
（
未
定
）

●
決
議
委
員
長
　
（
未
定
）

●
選
挙
委
員
長
　
（
未
定
）

●印は長
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一
九
六
九
－
七
〇
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
主
要
役
員
お
よ
び
第
三
六
五
地
区
委
員

○
一
九
六
九
－
七
〇
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
．

　
主
要
役
員
な
ら
び
に
日
本
各
地
区
の

　
ガ
バ
ナ
ー
氏
名

Ｒ
Ｉ
会
長
Ｊ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ

Ｆ
．
Ｃ
ｏ
ｎ
ｗ
ａ
ｙ

　
　
（
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｖ
ｍ
ｅ

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
。
Ｕ
．
Ｓ
．
Ａ
．
）
一

事
務
総
長
（
i
e
o
r
g
e

R
.

M
e
a
n
s

！

　
　
　
　
(
Ｅ
ｖ
ａ
ｎ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
。
Ｕ
．
Ｓ
．
Ａ
．
）
一

（
地
区
）

三
五
〇

三
五
二

三
五
三

三
五
五

三
五
七

三
五
八

三
五
九

三
六
〇

三
六
一

三
六
五

三
六
八

三
六
九

三
七
〇

三
七
三

　
（
ガ
バ
ナ
ー
）
　
（
所
属
ク
ラ
ブ
）
一

秋
山
　
康
之
進
（
札
　
幌
）
　
」

黒
田
　
政
文
（
三
　
沢
）

穴
沢
　
養
　
一
（
会
津
若
松
）

伊
藤
　
辰
治
（
新
　
潟
）

森
田
　
勝
彦
（
新
千
葉
）

佐
々
木
　
秀
一
　
（
東
京
東
）

上
野
　
　
泰
（
横
浜
東
）

滝
沢
　
ぐ
夫
（
松
　
木
）

方
円
　
茂
平
（
金
沢
西
）

塚
本
　
義
隆
（
大
　
阪
）

若
林
与
左
衛
門
（
神
　
戸
）

笠
　
　
潤
一
郎
（
　
呉
　
）

富
永
　
猪
佐
雄
（
佐
世
保
）

日
高
　
安
壮
（
宮
　
埼
）

-- ・一 一一 一一 一

第
三
六
五
地
区
　
組
織
表
一

■
地
区
詰
問
委
員

　
ク
ラ
ブ
サ
ー
ビ
ス

／゛ＷＷ

　
原
　
田
　
秀
　
雄
（
大
阪
北
）

国
際
奉
仕

　
平
　
沢
　
　
　
興
（
京
都
東
）

拡
　
　
大

　
堀
　
内
　
　
済
こ
示
　
都
）

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

　
結
　
方
　
準
　
一
　
（
奈
　
良
）

社
会
奉
仕

　
森
　
　
刀
五
郎
（
大
阪
南
）

織
見
辛
什

　
泰
　
　
示
治
郎
（
京
都
北
）

北

村

孝

治

郎
（
犬
　
津
）

出

京

勇

次

郎

北

洋

敬

一

一一一

郎

鳥

=養

利

一

㎜j一

郎

（
京
都
北
）

（
犬
　
阪
）

（
京
　
都
）

・
ク
ラ
ブ
サ
ー
ピ
ス
部
門

　
総
括
担
当

　
　
　
原
田
　
秀
雄
（
大
阪
北
）

○
地
区
資
金
委
員
会

●

ヽ･一一 一一

　
　
●
大
淵
甲
子
郎
（
大
　
阪
）

　
　
　
古
　
川
　
　
　
進
（
大
阪
北
）

　
　
　
前
　
田
　
　
　
勝
（
京
都
東
）

○
地
区
指
名
委
員
会

　
　
●
原
　
田
　
秀
　
雄
（
大
阪
北
）

　
　
　
平
　
沢
　
　
　
興
（
京
都
東
）

　
　
　
北
村
孝
治
郎
（
大
　
津
）

　
　
　
堀
　
内
　
　
清
（
京
　
都
）

　
　
　
緒
　
方
　
準
　
一
　
（
奈
　
良
）

○
会
員
拡
大
・
職
業
分
類
委
員
会

　
　
●
山
岸
勇
次
郎
（
京
都
北
）

-

熊
　
谷
　
栄
　
次
（
大

一一一一

　
　
　
森
　
田
　
二

　
　
　
浜
　
巾
　
成

　
　
　
古
　
市

　
　
　
井
　
関
　
久

○
広
報
委
員
会

郎
（
京

都阪
－-

一
　
（
大
　
諧
‥
）

実
（
大
阪
北
）

楠
（
和
歌
山
）

　
　
●
坂
　
田
　
に
Ｊ
　
郎
（
大

　
　
　
中
　
村
　
止
　
吾
（
大

　
　
　
日
高
為
政
（
京

○
立
法
案
検
討
委
員
会

阪

心

阪

心

　都

　－

一

　
　
●
回
　
ｍ
　
秀
　
雄
（
大
阪
北
）

　
　
　
箕
　
田
　
貫
　
一
　
（
大
阪
西
）

　
　
　
西
村
人
治
郎
（
京
都
）

○
意
義
あ
る
業
績
宣
委
員
会

　
　
●
結
　
方
　
準
　
一
　
（
奈
　
良
）●

一

　
　
　
森
　
　
寿
五
郎
（
大
阪
市
）

　
　
　
北
村
孝
治
郎
（
大
　
津
）

○
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
地
区
委
員

　
　
　
不
　
破
　
　
治
（
京
　
都
）

○
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
委
員
会
専
門
委
員

　
　
　
阪
　
田
　
靖
　
人
（
大
阪
北
）

一
◆
職
業
奉
仕
部
門

●
秦
　
宣
　
北

　
孝
治
郎
（
京
都
北
）

久
　
力
　
松
（
大
　
阪
）

川
　
一
　
栄
（
大
阪
北
）

・
社
会
奉
仕
部
門

　　　　　　　　●

小宮村森

　
刀
五
郎
（
大
阪
南
）

上
　
　
　
勇
（
大
阪
東
）

本
　
　
　
章
（
堺
　
南
）

池
　
　
弘
（
京
都
西
）

ｉ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

　
　
●
宮
　
本
　
　
　
章
（
堺
　
南
）

　
　
　
上
　
田
　
隆
　
三
（
犬
　
阪
）

　
　
　
森
　
田
　
泰
　
輔
（
橿
　
原
）

　
　
　
鎖
　
　
　
　
新
（
京
都
南
）

　
　
　
厄
　
　
　
雄
　
一
　
（
奈
　
良
）

○
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

　
　
●
小
　
池
　
　
　
弘
（
京
都
西
）

　
　
　
奈
良
常
五
郎
（
大
　
阪
）

●印は長
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
よ
り
も
ご
苦
労
さ
ま
、
と
申
し

上
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
私
の
過
去
の

実
感
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
申
し
上
げ
た
い
こ
と
か

あ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
こ
の
ガ
バ
ナ
ー

月
信
の
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
も
と
も
と
、
月
信
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー

が
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
幹
事
さ
ん
に
あ
て

書
く
手
紙
で
す
。
外
国
の
ガ
バ
ナ
ー
は

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
自
身
が
便
せ
ん
に

打
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
、
活

版
印
刷
の
り
っ
ぱ
な
も
の
を
何
千
枚
も

コ
ピ
ー
を
つ
く
っ
て
地
区
全
会
員
に
送

っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
何
人
が
果
し
て
読

ん
で
下
さ
る
か
疑
問
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
私
は
こ
の
月
信
の
写
を
お
送
り
す

る
の
を
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
必

要
な
項
目
は
ク
ラ
ブ
会
長
ざ
ん
か
ら
例

会
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
ク
ラ

ブ
会
報
に
の
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
ク
ラ
ブ
役
員
の
方
々
に

は
、
急
い
で
知
ら
せ
た
い
こ
と
が
あ
る

●場
合
を
考
え
て
、
コ
ピ
ー
を
十
部
だ
け

各
ク
ラ
ブ
ヘ
お
送
り
し
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
公
式
訪
問
の
こ
と
で
す
。

本
年
度
の
訪
問
日
程
を
全
部
決
め
て
お

り
ま
す
が
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
】
日
だ
け

で
訪
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。
急
ぐ
よ
う
な
感
じ
で
す
が

ク
ラ
ブ
協
議
会
に
重
点
を
お
い
て
十
分

お
話
を
伺
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
三
時
間

は
こ
れ
に
当
て
た
い
の
で
す
。
ク
ラ
ブ

例
会
で
の
ご
馳
走
は
い
た
だ
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
夕
食
は
ご
遠
慮
申
し
上
げ

る
こ
と
を
お
ゆ
る
し
願
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
日
割
は
さ
る
三
月
十
五
日

原
田
前
ガ
バ
ナ
ー
の
月
信
に
発
表
し
て

い
た
だ
い
た
通
り
で
、
七
↓
十
月
の
上

阪
口
午
後
の
四
時
間
半
ぐ
ら
い
で
行
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
食
事
な
ど
は
出

さ
ず
に
、
低
額
な
参
加
料
で
催
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
ご
工
夫
願
い
ま
す
。
そ
し
て
討
議

題
目
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
事
前

に
よ
く
ご
相
談
下
さ
れ
て
、
参
加
ク
ラ

ブ
の
活
動
報
告
の
羅
列
に
終
ら
ぬ
よ
う

そ
し
て
適
切
な
問
題
の
真
剣
な
討
議
が

●

行
な
わ
れ
る
よ
う
、
新
風
を
吹
き
入
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
会
場
の

装
飾
や
記
念
品
・
お
み
や
げ
は
全
廃
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
出
席
競
争
の
仕
方
を
本
乍
‐

度
は
改
め
ま
し
た
。
改
め
た
点
と
昌
之
目

に
つ
い
て
は
別
の
ペ
ー
ジ
に
詳
述
し
ま

し
た
か
ら
お
読
み
下
さ
い
。

　
そ
の
次
に
、
地
区
年
次
大
会
で
す
が

今
秋
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
春
の
二
月
、

二
十
七
、
八
両
日
（
金
、
土
）
に
国
立

京
都
国
際
会
館
（
宝
池
）
で
聞
催
し
ま

す
。
花
の
三
月
を
ね
ら
っ
た
の
で
す
が

万
国
博
の
関
係
か
ら
か
、
昨
年
十
月
に

申
込
ん
だ
時
に
は
、
す
で
に
予
約
満
員

で
会
場
が
取
れ
ま
せ
ん
。
や
か
を
得
ず

右
の
日
取
り
に
決
め
ま
し
た
。
二
十
六

日
（
木
）
に
前
夜
懇
談
会
を
聞
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。
最
近
二
年
ば
か
り
省
略

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
特
異
の
前
夜
懇

談
会
が
は
じ
め
て
聞
か
れ
た
の
は
、
昭

和
十
年
五
月
、
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て

で
あ
り
、
こ
ん
ど
は
そ
の
三
十
五
周
年

に
当
り
ま
す
。
明
年
五
月
の
ア
ト
ラ
ン

タ
世
界
大
会
に
は
相
当
思
い
切
っ
た
規

則
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
様
子
で
す
か

ら
本
秋
十
一
月
ご
ろ
配
布
さ
れ
て
来
る

は
ず
の
改
正
提
案
を
十
分
研
究
し
討
議

す
る
機
会
を
こ
の
前
夜
懇
談
会
に
も
ち

た
い
と
考
え
る
の
で
す
。

　
Ｊ
ａ
ｍ
ｅ
８

Ｕ
ｏ
ｎ
ｗ
ａ
ｙ
さ
ん
が
国
際
ロ

ー
タ
リ
ー
の
新
会
長
に
本
日
就
任
さ
れ

世
界
中
の
ク
ラ
ブ
な
ら
び
に
口
Ｉ
タ
リ

ア
ン
ヘ
の
活
動
方
針
を
示
し
ま
し
た
が

こ
れ
は
本
月
信
の
第
一
～
三
面
に
掲
げ

た
と
お
り
で
す
。
リ
ビ
ュ
ー
と
い
う
の

は
「
再
び
見
る
」
と
い
う
意
味
で
、
顧

み
た
り
、
反
省
し
た
り
、
批
評
し
た
り

復
習
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
お
師
匠

さ
ん
が
弟
子
を
集
め
て
教
え
た
技
術
を

演
じ
さ
せ
る
温
習
会
も
つ
ま
り
「
レ
ビ

ュ
ー
」
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
リ
ニ

ュ
ー
は
千
ぺ
ん
一
律
を
や
め
て
や
り
直

す
、
出
直
す
こ
と
で
す
。
一
新
で
す
。

　
会
長
、
幹
事
さ
ま
、
私
ど
も
も
ひ
と

つ
リ
ビ
ュ
ー
、
リ
ニ
ュ
ー
す
べ
く
向
う

一
年
開
、
苦
楽
を
ご
Ｉ
緒
に
し
て
が
ん

ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
／
　
但
し

ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｓ
Ｉ

日
・
曜
日
だ
け
は
休
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
　
本
）
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ロータリーに対する処方箇

ＲＩ会長Jim Conway

　ＲＩ新会長jﾑ・ｺこﾉｳｪｲさんは，本年度に

は何も新計画を提案するつもりはない。その

代わり，65歳を迎えるﾛｰﾀﾘｰに対して処方

笈を書いた。それがＲＥＶＩＥＷ ａｎｄＲＥＮＥＷ

だというのです。

　ﾘﾋﾞｭｰというのは在庫調べと呼んでもよろ

しい。すべての分野にわたって総点検をやっ

てほしい。今すぐにやってほしいというので

あります。（今すぐ人間らクヘ人ってくれ，

とすすめるお医者さんのようです）。

　彼の言葉をもう少し紹介しましょう。

　人間は年40ともなれば，物をなかめる範囲

がとかく狭くなります。生活の様式も変化が

乏しくなりがちです。交友も次第に限られた

間だけとなります。人間は習慣にとらわれや

すい動物で，あたりを見回わすにつけても，

もはや青年のときのような新鮮な感覚は消え

失せているのです。そのような人は，人生の

再出発，あるいは，生活のやり直しの能力を

失なってしまったのかも知れません。

　われわれ個人の考え，また，個人としての

行動は，いきおい，ﾛｰﾀﾘｱこﾉとしての考え方

や行動に影響するのは当然であります。

　そこで，あなたかたの活動を洗いざらい総

点検していただきたい。現在おやりになって

いる活動はほんとうに意義のあることなのか

どうでもよいことでありはしないか。時代お

くれの恐れはないのか。もし仮りに，現在の

活動はりっぱなものだと判断された，と致し

ましょう。その場合には，もういちど疑問を

そこへ投げかけてください。その判断は自己

満足による結果にあらずと言い切れるかと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　自己満足はいつの世にも存在する悩みであ

ります。人間はとかくこれに陥りやすい。わ

れわれは，今あるかままに執着し，また物ご

とをあるがままの状態においておくことを好

むものです。自分の大切にしているものには

理屈抜きでいつくしみを感じます。これは自

分が努力して手に入れたものである。これを

奪い取るものがこの世におるなどとは，およ

そ考え及ばないのです。

　けれどもみなさん，そんなに甘くみてはい

けません。自分かいつくしみ，大切にしてい

るものを傷つけ，ひっくり返そうとするたく

らみが，常に何処かで行なわれつつあるので

す。物ごとを変えようという努力が絶えずっ

づけられているのです。しかし，変革の中に

は，もちろん，よいことかあります。それは

進歩でもあるからです。

　かつてｱﾒﾘｶ合衆国上院の牧師Peter Mar-

sha11が，上院本会議の開会に当ってお祈り

した有名な言葉があります：

　｢神よ，私たちが改革の必要性について絶え

　ず注意深くありますように，そのために神

　のお力を伝える通路を常に開きおき給え。

私たちが心の触角を絶えず鋭敏に保つこと　●

　　　　ができますように，それにより私たちの考

　　　　えることが常に真すぐで，かつ真実であり

　　　　得るように助け給え｡」

　　　　変化を求める努力の中には，善悪混合とい

　　　うｹｰｽもあります。それは変革の目的がよく

　　　ても，方法が悪いものがあるからです。その

　　　１例としてあげられるのは，ｺﾛﾑﾋﾟｱ大学に

　　　おける学生騒動であります。

　　　　学生騒動は最近いたるところで起こってお

　　　ります。ﾄﾞｲﾂ，ﾒｷｼｺ，ﾌﾗこﾉｽ，日本，ﾆｭｰﾖ

　　　ｰｸ，ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ，南米のいくつかの都市，そ

２　－
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の他でも広がっております。

　私はｺﾛ乙ﾋﾞｱ大学の学生騒動の原因を知ろ

うと試みました。私の友人にCoulter Mc-

Dowe11という人がいます。　ﾛｰﾀﾘｰ財団の

元奨学生です。彼の語るところによれば，大

学の運営についてもう少し発言権を得たいと

いうのが，はじめの学生の要望だったそうで

す。それは，大学の経営面ではなくて，授業

課目の内容ないし授業の方法についての発言

権の増大を求めたものでした。

　この元ﾛｰﾀﾘｰ奨学生は，いま，世界でも

知名の物理学者です。彼はｺﾛﾑﾋﾞｱ大学で奨

学生として勉強の機会を与えられ，大学院を

出たのです。彼は学生の坐りこみ戦術と，そ

れに伴なって起こった騒動については全面的

に同情すると中しています｡ただし,大学の財

物破壊だけは許せないというのです。彼の意

見によれば，大学の学長や理事諸公の考え方

が教育の本質論，ないし教育の方法論につい

て余りにも時代離れがしているといいます。

　簡単にいえば，大学の当局者たちか，極端

な自己満足におちいっていたのが原因だと彼

は感じているのであります。

　昨秋，私は南米のﾘｵ・ヂ・ｼﾞｬﾈｲﾛに行き

ました。その時に，づうｼﾞﾙのﾛｰﾀﾘｰ財務代行

者をつとめているAmerico Campello君と

話しました。同君は著名な建築設計家で，同

市にある大学の教授です。ここの学生らは一

体何を要求しているのか，なぜ騒動を起こし

ているのかと彼にたずねました。

　同君が答えていうには，はじめの要求は，

授業の方法を改善してほしい，教授らの給与

を引上げてほしい，授業課目を決めるに際し

ては学生の声を聞いてほしい，あまりにも古

くさいから，というのであったのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　このふたつの話を聞くと，ﾘｵの大学生の

　　要求が，ｺﾛﾑﾋﾟｱ大学の場合と，いかにも似

　　ていることに気がっくでしょう。ｺﾛﾑﾋﾟｱ大

　　学でもﾘｵの大学でも，学生たちは成功を収

　　めました。

　　　私の考えでは，大学当局者がも少し進歩的

　　であって，自己満足におちいっていなかった

　　ならば，学生の要求も出なかったであろうし

　　騒動も起こらなかっただろうと思われます。

　　　このような時に必要なのはleadership －

　　指尽力－であります。それは国際ﾛｰﾀﾘｰの

　　指導力でもなく，ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの指尽力でも

　　ありません。それはﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人による指導

　　力であります。国際ﾛｰﾀﾘｰやﾛｰﾀﾘｰｸﾗうは

　　問題解明のために討論の機会を提供すること

　　はできますが，すべては個人にかかっており

　　ます。ﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人か何を考え，何を行なう

　　かによって，ことの進む道は決まるのであり

　　ます。

　　　理想は個人の行動によってのみ実現するの

　　です。その個人とはあなた自身を除外して一

　　体誰が適当であるというのでしょう？　往み

　　よい町をつくるために，よりよき社会をつく

　　るために，よりきれいな世界をつくるため

　　に，それに立ち向うべき情熱をかきたてるた

　　めにわれわれは，指導力を必要とします。

　　　　ﾛｰﾀﾘｰがかち得た今日の名声を永続せん

　　　とするには，今関いている美しい花がしぼん

　　　で枯れおちるのを待っていてはなりません。

　　　会員の気力が消え失せるとき，その組織は衰

　　　えるのであります。衰退を防ぐには，その組

　　　織の中に新しい人材を迎え入れねばなりませ

　　　ん。新しく，若い，活動期に向う青年を迎え

　　　入れて，会員層を厚くすることが大切であり

　　　ます。

３　－
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[ｺ奉仕活動にメスを入れよ回

　英の史家ﾄｲこ忠一（Arnold Toynbee）に

よれば，文明は動くものであって静止の状態

ではない。航海するのであって，碇泊の港で

はないといっています。団体や個人を保守温

存するには革新を行なう外に道はない。自分

rl身および自分のすることを絶えず反省し，

やりなおして一新するにある，とﾄﾞﾗ｡訪-

　（PeterDrucker）は述べています。

　たえず反省し，出直おしておれば，やる方

法や行なう手順が変わり，また，表わし方は

ちがってくるかも知れません。けれども，組

織自体の目指すところや，その基本的な特長

は必ずしも変更されるものではありません。

　65年少に最初のﾛｰﾀﾘｰｸﾗづか生れたころ

は，男の人はみな，かちかちにのりのついた

袖口，かたいｶﾗｰのﾜｲｼｾﾂを着ていたもの

です。靴も高いところにﾎﾟﾀこﾉのついたものだ

った。そののちｽﾀｲﾙは急変してずっと楽な

姿勢となり，日常生活もくつろいだ形にかわ

ったのであります。だからといって，男の本

質が変化したわけではなく，男の生きる目的

がちがってきたわけでもありません。

　ﾛｰﾀﾘｰの原則は今もなお健全であり，さ

らに高く造営することも可能です。しかし目

的成就の方法や長年つづけてきた手順には変

更を加えて，今日の必要にﾏ9ﾁした改良が望

ましいことにもなりましょう。

　ｺﾆﾉｳｴｰＲＩ会長がわれわれに与えてくれ

た今回の処方屋は，個人やｸうづの活動，地区

の活動，また国際ﾚﾍﾞﾙの活動にﾒｽを加える

のに最も適当な機会をとらえた雄叫びであり

ます。（ﾘｮｰj・三一ﾆﾉｽﾞ）

-

口国際ロータリー副会長新任回

　ＲＩ理事会は1969－70年度の国際ロータリー

副会長につぎの３人を選任しました。

　J.P.Duminy（第１副会長）

　　　南アフリカRondebosch，Cape Prov.

　Carlos Canseco Gonzales （第２副会長）

　　　メキシコMonterrey，Nuevo Leon

　W.Jack Davis （第３副会長）

　　　パーこ。タHamilton

回ロータリー財団管理委員任命回

　ﾛｰﾀﾘｰ財団管理委付（trustees）はｎ人

から成っておりますが，そのうち７人はＲＩ

元会長で，この巾に東ケ鰯潔直前会長が新た

に加わりました。その他の４人はﾍﾞﾃぅこﾉの元

ＲＩ役員で，その中に東京の湯浅恭三君が加

わっております。

　1969 － 70 年度の財団管理委員長にはRI

1964－65年度会長Charles W. Pettengin

　（米国ｺﾈﾁｶ｡訃州Greenwich）が任命され

ました。

[口ロータリー財団の活動拡大さる口　　●

　　　　ﾛｰﾀﾘｰ財団管理委員会では新年度におけ

　　　る活動をつぎのとおり拡大することを決定発

　　　表しました:

　　　　(1)1971－72学年度から専門的訓練の研修

　　　　　補助金は，女子も有資格者とすること。

　　　　　(従来は男子のみ)

　　　　(2)研究ｸﾙｰう交換の補助金件数を毎年50

　　　　　から60に増加すること。

　　　　(3)特別補助金づﾛｸﾞﾗﾑに，一層積極的参

　　　　　加を勧奨し，かつ同づﾛｸﾞﾗﾑのための資

　　　　　金を追加すること。

４　一
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回lnteraet，Rotaract Clubの

　　　　　　創立手数料と会員負担金回

　国際ﾛｰﾀﾘｰにおけるｲこﾉﾀｰｱｸﾄおよびﾛｰﾀ

ーｱｸﾄに関する文献配布・登録手続などの費

用の１部を支弁するため，本年７月１日から

次のとおりｽﾎﾟﾆﾉｻｰのﾛｰﾀﾘｰｸﾗう，ｲこﾉﾀｰｱｸ

ﾄｸﾗﾗ，［］-ﾀｰｱｸﾄｸﾗうから納付してもらう

ことになりました（1969年５月ＲＩ理事会決

定）。

　ａ）ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ロ一ﾀﾘｰｸうづは，新設したｲこﾉ

　　ﾀｰｱｸﾄｸﾗﾅに対するＲＩの認証を申請

　　する際に，創立手数料（Organization

　　fee）としてアメリカ貨10ドルをＲＩに納付

　　する。

　ｂ）ｲこﾉﾀｰｱｸﾄｸうづは毎年ｎ月１日現在の

　　会員数にもとづき，会員１入あたり年額

　　50ｾﾆﾉﾄを12月１日までにｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘ

　　ｰｸﾗうに納入し，ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾘ

　　はこれを毎年おそくとも12月31日までに

　　ＲＩへ送金する。

　ｃ）ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづは，新設したﾛｰ

　　ﾀｰｱｸﾄｸﾗうに対するＲＩの認証を申請

　　する際に，創立手数料（Organization

　　fee）としてアメリカ貨10ドルをＲＩへ納付

　　する。

　ｄ）ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗうは毎年ｎ月１日現在の

　　会員数にもとづき，会員１入あたり年額

　　１出しを12月１日までにｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰ

　　ｸううに納入し，ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづは

　　これを毎年おそくとも12月31日までにＲ

　　Ｉへ送金する。

　＜注＞　本年６月30日までにすでに創立さ

　　れているｲこﾉﾀｰｱｸﾄ，ﾛｰﾀｰｱｸﾄについ

　　ては創立手数料は納付におよびません。

　　ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ，ﾛｰﾀｰｱｸﾄの定款，細則が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

上記関係の部分についてそれぞれ改訂妁

れました。近くＲＩからｽﾎﾟこﾉｻｰｸﾗﾗﾍ

送付されます。

□青少年活動週間が新設された□

　昨年度は１月中旬にlnteract Week かお

りましたが，本年からこれをとりやめて，10

月５日～11日をYouth Activities Week （青

少年活動週間）と定め，ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ，ﾛｰﾀｰｱ

ｸﾄ，青少年交換，その他の青少年活動を含

めて各ｸﾗづでそれぞれ行訂を計画し実行して

もらうことになりました。いろいろ変ったづ

ﾛｸﾞぅﾑを今から組んでおくように，各ｸﾗづの

理事会で研究して下さい。

　この青少年活動週間は，世界１万３千何百

のﾛｰﾀﾘｰｸﾗうが，共通した目的，しかも極

めて重要な目的のために，企画を立て一致団

結の下で実行しようとするものです。これは

新しく設定された第１回の週間であります。

ﾛｰﾀﾘｰの青少年への奉仕をreview and

renewするために，意義のある週間となるよ

うに各ｸﾗうの心づかいをお願いいたします。

計画に必要なﾊﾟﾝﾌﾚ･油類は国際ﾛｰﾀﾘｰ文献

東京事務所に問合わせれば送ってくれます。

にUホッジスＲＩ元会長央妻の悲運回

　　　　ﾛｰﾀﾘｰ財団から同委員の湯浅恭三さん（束

　　　京）のところへ７月14日入った知らせによる

　　　と，1967－68年度のＲＩ会長であったLuther

　　　Hodgesさん（元ｱﾒﾘｶ商務長官）は米国北

　　　ｶﾛﾗｲﾅ州Research Triangle Parkの自邸

　　　で６月下旬火災のために重傷，またMartha

　　　夫人は焼死されたとのことです。煉瓦二階建

　　　の自邸から漏電により出火したらしく，夫人

５　－
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はかねてから心臓が悪くて階下で就寝，ﾎｯﾘ

ｽさんは二階にいたか，白内障の手術からよ

うやく回復申であった由。出火に気づいて夫

人は二階へ夫をさがしに，ﾎ,Ｊｽさんはよろ

めきながらﾏﾙﾀ夫人をさかしたかお互いに出

会わず，ﾎlぶｽさんはついに窓から飛び降り

て垂傷を負うた。消防手が後刻夫人を発見し

た時には煙に巻かれて窒息死されていたとい

う。まことにお気の毒の極みであります。

□□地区大会出席のＲＩ会長代理

　　芳賀津二念氏(東京南)に決定□□

　来年２月27～28日，出立京都国際会館で開

かれる本地区大会（ﾎｽﾄ京都南ＲＣ）に，Ｒ

Ｉ会長Conwayさんの代理として芳賀雄二

彦氏かご臨席くださることに決定いたしまし

た。

　芳賀氏は大阪の生まれで神戸商人出身，

1964年までﾆ｡該ﾝ汽船株式会社の取締役副社

長として活躍しておられました。

　ﾛｰﾀﾘｰ歴は1952年東京南ｸうづに入会され

昭和33年に同ｸうづ会長，1967～68年度第358

地区月ﾊﾟﾅｰ，1968～69年度はＲＩの国際奉仕

委員をつとめられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

□□福井地区のICGFの報告□□

　地区内第１ｸﾙｰうのｲこﾉﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙﾌｫｰ

ぅﾑが７月12日（土）12時から17時まで敦賀

市体育会館で開催され，福井県下のﾛｰﾀﾘｱこﾉ

210人の参加を得て大成功を収めました。四

大奉仕部門に各50分，一般討議30分という割

りふりで，ｾﾞﾈﾗﾙﾘｰﾀｰ原田直前月ﾊﾟすｰをはじ

めとし，部門別ﾘｰﾀﾞｰもそれぞれたくみに討

議を進め，また辿切なｲこﾉﾌｫｰﾒｰｼｮこﾉを与え

られて出常会員一同にとって大へんよい勉強　●

となりました。参加ｸぅうは福井（38）福井北

（18）勝山（16）小浜（29）大野（15）鯖江

（2D武生（22）敦賀（48）の８ｸﾗうでした。

世話役をつとめていただいた敦賀ｸﾗづの皆さ

んが万事ｶﾞﾊﾞﾅｰの意図のとおりに設営下され

たことに対して特にお礼申上げます。なお明

年のﾎｽﾄ役は鯖江ｸぅうが引受けて下さること

になりました。但し参加ｸﾗうについては次年

度ｶﾞﾊﾞﾅｰが決定されることと思います。

(部門別) (ﾘｰﾀｰ) (捕　佐)

社会奉仕高瀬　　昇(大野)島田　義万(同)

職業奉仕伊藤三代二(福井)伊藤　　貞(同)

ｸﾗづ奉仕米国竜太郎(武生)滝見新兵衛(同)●

国際奉仕鹿野　克美(小浜)堺井　俊二(同)

□□第１回地区合同委員会開かる□□

　　　　44年７月２日n:00～15 : 00， 新大阪ﾎﾃﾙ

　　　３階にて開催，出席59人，欠席16人。まず塚

　　　本月ﾊﾟﾅｰより隣席の原田直前月ﾊﾟす一に向って

　　　最大の感謝を述べ，いろいろなご功績の中で

　　　も(1)ﾛｰﾀﾘｰ財団に特に力を入れられた結果

　　　200％地区となったこと。　これは日本唯一で

　　　ある(2)最近の３ヵ月間に８ｸうづか新設された

　　　ことは特筆すべきであると付言しました。

６　－
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叉粉削けす実力ij

○
ガ
バ
ナ
ー
月
信
に
つ
い
て

　
月
信
第
一
号
回
一
頁
に
も
書
き
ま
し

た
よ
う
に
、
本
年
は
、
月
信
を
お
送
り

す
る
の
は
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
あ

て
二
部
と
、
ク
ラ
ブ
役
員
用
と
し
て
コ

ッ
ピ
ー
ー
〇
部
、
計
こ
一
部
を
ク
ラ
ブ

事
務
室
あ
て
に
発
送
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
従
来
通
り
全
会
員

に
配
付
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
希
望
か
、
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
か

ら
出
て
お
り
ま
す
が
、
Ｒ
１
本
部
か
ら

の
注
意
に
よ
る
と
、
「
ガ
バ
ナ
ー
の
マ

ン
ス
リ
ー
・
レ
タ
ー
は
、
地
区
内
の
各

ク
ラ
ブ
の
会
長
並
び
に
幹
事
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
一
部
は
エ
バ
ン
ス
ト
ン

事
務
局
に
、
更
に
も
う
一
部
は
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
に
送
付
し
て
下
さ

い
。
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
タ
ー
は
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ク
ラ
ブ
役
員
に
送
る
公

式
通
信
で
あ
り
、
か
つ
、
運
営
事
項
に

関
し
て
い
る
の
で
、
各
ク
ラ
ブ
会
員
宛

に
送
付
さ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
」
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仝
会
員
に
コ
ッ
ピ
ー
を
送
る

と
、
み
ん
な
が
読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
考
え
か
ら
、
ク
ラ
ブ
会
長
や
幹
事

か
ら
の
伝
達
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
、

結
局
、
そ
の
内
容
が
会
員
に
伝
わ
ら
ず

に
終
る
と
い
う
お
そ
れ
が
多
い
の
で

す
。
　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
本
年
は
前
記

の
よ
う
な
制
度
と
い
た
し
ま
し
た
の
で

会
長
・
幹
事
の
方
が
た
は
こ
の
趣
旨
を

よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
例
会
の

席
上
で
、
ま
た
二
回
、
三
回
に
分
け
ら

れ
て
結
構
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
マ
ン
ス

リ
ー
・
レ
タ
ー
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

と
が
ら
を
会
員
に
伝
え
て
い
た
だ
く
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ガ
バ
ナ
ー
月
信
の
内
容
は

ク
ラ
ブ
会
報
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
例
会
欠
席
の
方
に
お
知

ら
せ
で
き
る
し
、
ま
た
ク
ラ
ブ
会
報
の

内
容
を
豊
富
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

○
地
区
委
員
変
更
の
お
知
ら
せ

　
さ
き
に
発
表
し
ま
し
た
地
区
組
織
表

の
う
ち
、
左
記
の
通
り
地
区
委
員
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

●

△
意
義
あ
る
業
績
賞
委
員
会

　
（
追
加
）
　
原
田
秀
雄
（
大
阪
北
）

△
社
会
奉
仕
部
門

　
小
池
　
弘
（
京
都
西
）
か
ら

　
　
　
　
奈
良
常
五
郎
（
大
阪
）
に

△
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

　
委
員
長
に
　
奈
良
常
五
郎
（
大
阪
）

△
国
際
奉
仕
部
門

　
奈
良
　
伝
（
大
阪
）
か
ら

　
　
　
　
世
戸
一
夫
（
大
阪
南
）
に

△
世
界
社
会
奉
仕
お
よ
び

　
組
合
せ
地
区
ク
ラ
ブ
委
員
会

　
奈
良
　
伝
（
大
阪
）
か
ら

　
　
　
　
奈
良
常
五
郎
（
大
阪
）
に

△
青
少
年
交
換
・
歓
待
委
員
会

　
委
員
長
に
　
世
戸
一
夫
（
大
阪
南
）

　
委
員
　
奈
良
常
五
郎
（
大
阪
）
を
削
除

△
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
部
門

　
須
賀
川
太
郎
（
大
阪
南
）
か
ら

　
　
　
　
　
奥
村
竜
三
（
大
阪
北
）
に

△
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
委
員
会

　
　
　
（
追
加
）
奥
村
竜
三
（
大
阪
北
）

　
須
賀
川
君
に
代
わ
り
奥
村
君
を
同
委

　
員
長
に
お
願
い
し
ま
す

●

○
ク
ラ
ブ
幹
事
変
更
の
お
知
ら
せ

　
茨
木
ク
ラ
ブ

　
　
幹
事
　
（
新
）
広
瀬
　
興
一

〇
地
区
幹
事
の
担
当

　
古
田
・
大
淵
・
山
口

　
　
　
地
区
の
諸
会
合
・
他
地
区
と
の

　
　
　
連
絡
、
地
区
資
金
関
係

　
生
駒
・
矢
部

　
　
　
地
区
内
ク
ラ
ブ
関
係
の
事
務

　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
庶
務
お
よ
び
同
会
計

　
古
田
・
山
口

　
　
　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ
び
海
外

　
　
　
地
区
・
ク
ラ
ブ
関
係

　
今
　
井

　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
月
信

　
江
　
藤

　
　
　
万
国
博
ロ
ー
タ
リ
ー
関
係

○
新
設
ク
ラ
ブ
の
人
頭
分
担
金
に

　
つ
い
て

　
五
月
一
五
日
以
後
に
認
証
さ
れ
た
ク

ラ
ブ
は
今
期
分
の
人
頭
分
担
金
（
一
人

四
ド
ル
）
の
払
い
込
み
は
不
要
で
す
。

来
年
一
月
一
日
に
後
期
分
の
み
払
い
込

め
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

一
７
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
幹
事
さ
ま

　
何
年
か
前
、
ザ
・
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
誌

に
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
錆
」
と
い
う
一
文

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
話
で
す
。
一
人
の
ま
じ
め
な
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
が
、
自
分
の
ク
ラ
ブ
を
何
と

か
し
て
り
っ
ぱ
な
も
の
に
し
よ
う
と
、

一
生
懸
命
に
努
力
し
て
み
ま
し
た
。
柏

当
の
成
果
を
あ
げ
た
の
で
す
が
、
あ
る

点
ま
で
行
っ
た
と
き
、
錆
び
つ
い
た
た

め
に
、
ど
う
し
て
も
な
め
ら
か
に
勤
か

ぬ
部
分
が
あ
っ
て
、
う
ま
く
進
ま
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
錆
は

自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

さ
じ
を
役
げ
て
、
そ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・

ク
ラ
ブ
か
ら
脱
退
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
世
の
中
に
は
馴
れ
る
と
い
う
こ
と
か

あ
り
ま
す
。
馴
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
り
か
た
い
こ
と
で
あ
り
、
よ
い
こ
と

で
す
が
、
油
断
を
す
る
と
惰
性
に
流
れ

感
激
と
清
新
さ
を
失
な
い
が
ち
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
い
つ
と
も
な
く
、
赤
い

●
錆
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
私
ど
も
は
馴
れ
て
し
ま
っ
て
、
や
や

ら
す
る
と
、
そ
の
赤
い
錆
を
、
錆
と
気

が
っ
か
ず
に
過
し
て
し
ま
い
や
す
い
の

で
あ
り
ま
す
。

　
錆
は
と
り
去
っ
て
磨
き
な
お
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら
磨
き
な
お
せ

ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
疑
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
愛
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
疑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
錆
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

錆
を
と
り
去
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
ま
す
。
疑
わ
な
い
も
の
に
は
錆
は
見

つ
か
ら
な
い
し
、
愛
せ
な
い
も
の
に
は

そ
の
錆
が
と
り
除
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
疑
う
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
、
こ
の
二

つ
が
あ
っ
て
、
始
め
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の

錆
が
片
づ
く
で
あ
り
ま
し
サ
っ
。
（
岩

切
章
太
郎
君
著
、
無
尽
灯
よ
り
）

　
コ
ン
ウ
エ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
は
自
己
満
足

が
一
番
恐
ろ
し
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

自
己
流
足
し
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や

ク
ラ
ブ
は
錆
を
生
じ
や
す
く
、
ま
た
、

錆
が
見
つ
か
り
に
く
い
の
で
あ
り
ま

す
。
村
正
の
名
刀
で
も
、
手
入
れ
を
忘

●

れ
ず
、
た
ま
に
は
磨
か
な
け
れ
ば
錆
を

生
ず
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
第
二
、
第

三
面
に
害
い
た
コ
ン
ウ
エ
ー
さ
ん
の
こ

と
ば
を
お
読
み
下
さ
い
。

　
自
己
満
足
が
恐
ろ
し
い
こ
と
の
一
例

と
し
て
、
コ
ン
ウ
エ
ー
さ
ん
は
、
学
生

騒
動
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

学
生
騒
動
の
原
因
に
は
わ
れ
わ
れ
大
人

に
大
い
に
責
任
が
あ
る
。
こ
れ
を
対
岸

の
火
災
視
し
て
、
だ
れ
か
が
消
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る

こ
と
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
も
許
さ

れ
な
い
、
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
、
元
駐
日
大

使
エ
ド
ウ
イ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、

　
「
ア
メ
リ
カ
で
も
学
生
騒
動
は
非
常
に

多
い
が
、
日
本
の
よ
う
に
長
期
間
つ
づ

き
は
し
な
い
し
、
学
園
で
の
暴
力
も
日

本
の
よ
う
に
危
険
な
も
の
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
も
し
暴
力
と
い
う
も
の
が
大

学
に
お
け
る
意
志
決
定
の
一
つ
の
力
に

な
る
の
を
い
っ
た
ん
認
め
て
し
ま
う
と

結
局
は
、
大
学
が
学
問
研
究
と
教
育
の

府
と
し
て
の
機
能
を
ひ
ど
く
失
う
こ
と

に
な
る
段
階
ま
で
、
暴
力
と
い
う
も
の

は
段
々
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
（
拡
大
）
し

て
い
く
も
の
だ
と
い
う
事
実
に
気
付
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て

は
、
学
生
暴
力
に
よ
る
大
学
の
破
壊
が

日
本
で
行
な
わ
れ
て
き
た
ほ
ど
ひ
ど
く

な
れ
ば
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
あ
り

そ
う
に
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
園
紛
争
の
原
因
の
一
つ

は
「
大
学
自
体
が
時
代
の
進
歩
に
対
し

て
、
な
か
な
か
早
く
適
応
で
き
な
い
と

い
う
不
満
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

彼
ら
の
大
学
自
治
権
そ
の
も
の
が
、
大

学
の
、
時
代
へ
の
適
応
を
遅
く
し
て

い
る
の
で
す
」
と
も
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏

は
申
し
て
い
ま
す
。
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
８
月

号
）
　
学
園
紛
争
は
、
囚
の
将
来
に
も
影
響

す
る
重
大
問
題
と
思
い
ま
す
。
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
の
中
に
は
多
数
の
大
学
関
係
の

方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
″
大
変
で
す
ね

え
″
と
他
人
ご
と
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ

で
片
付
け
ず
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
∵
人
一

人
が
真
剣
に
考
え
、
討
議
し
、
解
決
へ

の
努
力
に
片
棒
を
か
つ
ぐ
べ
き
だ
と

考
え
る
の
で
す
が
、
い
か
か
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）
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純金の輝きではない

　　　　ＲＩ会長　James F. Conway

　平ﾘｼｬの革新政治家ﾍﾟﾘｸしｽ（Perikles）は

紀元前431年に次のような言葉を残しており

ます。「われわれは冒険精神によって今日の

名声を確固たるものにしたのである」と。こ

の言葉はﾛｰﾀﾘｰにも当てはまるのではない

でしょうか。

　名声が永遠に残るか，あるいはまた一時的

なものにとどまるか否かは，歴史の上にそれ

がどんな足跡をしるすかによって決まるので

す。　その点では，ﾛｰﾀﾘｰの名声はまだ一時

的なものであります。その名声は金仏に輝い

てはおりますが，純金の輝きではなく，ﾛｰﾀ

ﾘｱこﾉ個人の意志と，精神と，決意と，献身と

の上に金張りをしたものにすぎません。この

名声を永遠に輝かせたいと欲するならば，私

たちはこれらの資質を，絶えず更新していか

なければならないのであります。

　およそ，組織というものは，その中にいる

人びとか衰えはじめると同時に，衰退し始め

るものであります。゛では，ﾛｰﾀﾘｰか衰え

はじめたと思うのか″と，皆さんは私にお尋

ねになるでしょう。この質問に対し，私はは

っきり゛否″とお答えするものであります。

　゛では，なぜ衰退ということとﾛｰﾀﾘｰとを

結び付けて述べるのか″と諸君はおたずねで

しょう。これに対して私は次のようにお答え

します。

　　゛組織かその活力を常に維持していくため

には，絶えず人材を補給しておかねばならな

い。この雅実をいまや多くの団体が当然のこ

ととして認めるようになってきたからです″

と。

　衰退を防ぐためにﾛｰﾀﾘｰは，他のどの団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　体でもしているように，新しい人材を集めて

　　　使節に押し立てねばなりません。一府会員の

　　　日今回くするため，若い，これから人生の活

　　　引割を迎えようとする新会員を必要としてい

　　　るのであります。

　　　　しかし，ﾛｰﾀﾘｰにとって人材という問題

　　　は常にきびしい試練であります。すでに会員

　　　となっている人材をいかに活用するか。10

　　　年，!5年，20年あるいはそれ以上の会員歴の

　　　ある人びと，各種専門職業で第１級の地位を

　　　ムめる会員など，これらの諸君の才能をどの

　　　ように活用するかは，私たちにとって常に大

　　　きい課題であります。

　　　　実際には，これらの会員は，現在知られて

　　　いるよりもさらに豊かな才能の持ち主であり

　　　ﾛｰﾀﾘｰのために，現在よりももっと多くの

　　　時間を割くことかできるのであり，これら諸

　　　君の多くは，何か仕事を依頼されるのを待ち

　　　受けているのです。

　　　　このひとびとの才能を活用するのは難かし

　　　いことではありません。現在活躍中の各委員

　　　会がその定員を１～２名増やして，この人び

　　　とにそれら委員会に入ってくれるようお願い

　　　すればよいのであります。

　　　　さきに私は改革ということの必要性を強調

　　　するために，全世界の学生暴動を引用しまし

　　　た。ﾛｰﾀﾘｰがこれまで努力してきた分野を

　　　ＲＥＶＩＥＷすることか如何に緊要であるかを

　　　皆さんに印象づけるために，私は特に学生暴

　　　引を実例としてあげたのであります。

　　　　現代においては，私たちは絶えず自分白身

　　　を新たにして再出発する必要があります。も

　　　しこれを怠れば私たちは沈滞してしまうこと

　　　になります。

　　　　自己脱皮を行なう一つの方法は，何か自分

　　　が特に関心を持っていることを始めることで

２　－
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口]ＲＩ会長コンウェイさん来日回

　国際ﾛｰﾀﾘｰ会長知mes F. Conwayさん

はEvelyn夫人同伴，９月中旬に日本を公式

訪問のしらせがありました。東京，名古屋，

大阪の３ヵ所でｲこﾉﾀｰｼﾃｨ公海を闘いて会長

夫妻を歓迎しますが，大阪では９月19日（金）

12 : 30 から新大阪ﾎﾃﾙで開催されます。400

人内外の参加を予定しております。なお，ｺ

こﾉｳｪｲ会長夫妻は午後万国河合場を視察，同

夜大阪ﾛｲ拍しﾎﾃﾙにＤ白ののち，20日（土）

10 : 05大阪国際空港から香港へ向け出発され

ます。

[コアーチ・クランフ賞沖山明一君へ[口]

　ﾛｰﾀﾘｰ財団では，今度ｱｰﾁ・ｸうこﾉﾌ覚を

設けて米・英・目の３名のﾛｰﾀﾘｱこﾉに贈るこ

とになりました。日本の受頁岩は横兵車ＲＣ

の沖山同一君で，７月29日，財団管理委員長

ﾁｾｰﾙｽﾞ・ﾍﾟﾃこﾉ利しから次のような表形状が届

けられました。

　｢このたび貴殿はﾛｰﾀﾘｰ財団への顕著なる

貢献者へ送るｱｰﾁ・ｸうこﾉﾌ宣ΛΓch Klumph

Award for Distingし1ishedService to the

Rotary Foundationの受覚者に選ばれまし

た。本官は，貴殿が多数のﾛｰﾀﾘｱこﾉﾍﾎﾟｰﾙ・

ハリス・ﾌｴﾛｰとなることを奨励されたことを

含むﾛｰﾀﾘｰ財団への真に卓越した奉仕に対

して贈られるものであります。1917年，ﾛｰﾀ

ﾘｰ財団設立の構想を提示されたｱｰﾁ・ｸﾗこﾉﾌ

元国際ﾛｰﾀﾘｰ会長の名に因みｱｰﾁ・ｸうこﾉﾌ

覚と呼ばれることになりました。本官の第１

回受賞岩として選ばれたのは，全世界でただ

３人のﾛｰﾀﾘｱこﾉであります。心からの祝辞を

呈すると共に，貴殿の多大なるご尽力に対し

て深甚の感謝の意を衷します｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

□前年度の新設クラブ数は最高記録図

　1969年６月30｢|をもって絡った１半開に世

界各地で540の新ｸぅぅが設立されました。こ

れは従来の最高玉縁(1953－54年)であった

487を破って折出獄となりました。なお新設

クぅうの半数を越える289がｱﾁﾞｨｼｮﾅﾙ・ｸぅづ

であることも注目されます。

　1969年６月30日永現在，地域別のｸぅう数と

会口数は次の表のとおりです。

　地域別1ﾔﾂﾞ万回ｽﾞﾂﾞJy宍
会

回

数

言ﾋﾞ⑤回こﾉﾄﾞI，　　　51　1,013　44,200

ｱﾘｱ　　　　　　　　123　1,656　72,100

欧大汗，北ｱﾌﾘｶ，
ル部地中心地ﾉｧ　　　　104　2,363　99,200

ｲ=Fﾘｽ，ｱｲﾙぅこﾉﾄﾞ　　　28　1,072　48,800

言ﾚ尚ふ　163　1,901　60,300

米田，ｶﾅﾀ，ﾊﾟｰヱｭﾀ　71　5,848　333,0()0

　合　　　　　計　　　540　13,853　657,600

□１年間に５％の会員純増を／口

　　　　ＲＩﾆｭｰｽ８月号の付録として各ｸぅう会長

　　　あてに「今回増強計圃指針」という１枚の用

　　　続か同封されています。各ｸぅぅの会回礼犬の　●

　　　目標を達成するために手引となり役に立ちま

　　　すからご利用下さい。

　　　　ｺこﾉｳｪｲ会長は，５人組をっくり，各組か

　　　ら１人ずつの新公言を推薦するという方法を

　　　おすすめしています。

　　　　第365区内吝ｸぅうの過去５年間の会員増加

　　　は年間平均２人にすぎません。われわれの組

　　　織に活気を加え，前進を図るには，若い新人

　　　を迎え入れ，年開少くとも５ﾊﾞｰｾこﾉﾄの純増

　　　が必要と思います。そのためには１割の新令

　　　員を入れなければ足りません。

４　－
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回数によるから，ﾊﾟｰｾこﾉﾄ及び次のﾊﾟｰｾこﾉﾄ

に必要な額に変更か生ずることもあるので

御汁意ありたい。

　なお，本年４～６月に新設の８ｸううは計

算から除かねている。
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□□西豪州から研究グループ来る□□

　第245区（四分州）と当地区との交換が決

定し実行貼‰の段階に入りました。受入れは

1970年の３月15日～５月15目ですか，受入れ

の方針としてBakerﾛｰﾀﾘｰ財団前委員長が

Lﾉｰｸうぅｼｯﾄﾞで話された意向を体して；

　（Ａ）地区内旅行は観光本位とならぬよう；

　（Ｂ）文化・経済・社会・教育・政治など，

　　あらゆる面の勉強・研究ができるよう

　（Ｃ）ﾛｰﾀﾘｱこﾉのみならず，一般府民とも十

　　分接触の機会が与,えられるよう；

　（Ｄ）日本のふっうの家庭生活を体験させる

　　ため，できるだけそのような家庭で寝酒

　　りができるよう（ﾎﾃﾙ・旅館などにまわ

　　さぬよう）；

　（Ｅ）青年であることを考え，すべての面で

　　あまり上等の待遇をせぬよう；

　（Ｆ）旅行は強行軍的な日程をさけ，十分に

　　研究や討論の時間を与えるよう；

　（Ｇ）受入れる個人・地区の費用も，決して

　　ぜいたくに流れないよう；

などの点に留意して計画したいと思います。

　匹豪州245地区はPerthﾛｰﾀﾘｰｸぅづを中心

として53のｸﾗﾘかおり，約2,400入の会員を

もっています。日本，とくに近畿地方とは貿

易関係がはなはだ密接であります。

　受入れ委員を次の諸君にお願いします。

　　（大阪府）富入力松（和敏山県）広川善ハ

　　（奈良県）高机公男（京都府）不破　治

　　（滋賀県）比佐久馬（福井県）黒川誠一

□□国際青少年交換

　　　　　　さよならパーティロロ

　７月23日18時～20時，京都市東山ハ坂通り

のハ坂ｽｷﾔ牛で開催，来日ｱﾒﾘｶ少年Nei1

Graf君，Stcvcn Wei1ﾌﾞ打と，渡米する日本

少年川口に且，戸川見所剥仰はか，堀内詐害

只長，原口に〔雨月ﾊﾟﾅｰをけじめ関係者13人加

山帽した。彫上辻表されたｱﾒﾘｶ少年の日本

印象は；

　Steven Wci1君（日本人は親切立入で，

そのhosl）italityには感心する」

　Nci1 Graf方　「日本は美しい国で，こん

なところに日夜住んでいる日本人は幸せだと

思う」

　古前仏‾白川見所山方はGraf方，Wei1方

と同道で７月26日渡米し，目下滞在中です。

□□9月分出席報告締切は10月９日□□

　吝ｸぅうからの出店報告は翌月10日までに

月ﾊﾟﾅｰ事務所へ必着のこととなっています

が，10月10目は祭日に当りますので，９月分

は10月９目（本）正午までに到着するようご

該当願います。

□□出席報告の未着は出席率60％□□

　地区協議会の席上，またその後幹事あて通

信で申し上げました通り，毎月10ロの締切日

までに出席佐竹が屈かない場合は，そのｸﾗう

の出席率は60％として報告しますのでご了承

願います。

□ロクラブ例会場・事務所変更□□

京都西クラブ

　(例会場)11月10目(月)より京都ｼﾞﾗこﾉﾄﾞﾎﾃﾙ

　　　　　京都市ﾄﾞ京区堀川塩小路松明町

　　　　　　　　　　　(電)075－341－2311

　(小:務所ｸｎ月１目よ国司上

□□茨木クラブ幹事ふたたび変更□□

８月６目より （新）大福　一雄

一 ８　－

●

●
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
幹
事
さ
ま

　
八
月
十
七
日
か
ら
大
学
法
が
施
行
さ

れ
て
、
紛
争
「
爪
紅
」
大
学
は
下
手
を

す
る
と
廃
校
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い

う
事
態
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
　
「
大
学
」
に
よ
れ
ば
「
大
学
は
初
学

徳
に
入
る
の
門
な
り
」
　
「
大
学
の
道
は

明
徳
を
明
か
に
す
る
に
在
り
」
と
そ
の

冒
頭
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
は
知
識
の
注
入
が
主
眼

と
さ
れ
、
徳
育
な
ど
な
き
に
等
し
い
。

と
す
れ
ば
、
大
学
の
名
を
冠
す
る
こ
と

自
体
が
僣
称
だ
と
い
う
べ
き
で
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
『
払
、
東
大
に
長
く
勣
め
て
い
て
感

じ
た
の
は
、
ど
う
も
東
人
生
は
頭
ば
か

り
発
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
知
識
の
発
達
、
し
か
も
そ
の
知
識

は
大
学
の
受
験
科
目
だ
け
の
知
識
が
亮

達
し
て
い
て
、
社
会
常
識
も
何
も
あ
ま

り
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

試
験
は
一
つ
の
競
争
で
す
か
ら
、
柏
手

が
病
気
で
大
府
す
れ
ば
喜
び
、
相
手
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
け
れ
ば
喜
ぶ
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
東
大

へ
入
っ
て
く
る
学
生
た
ち
は
他
人
の
こ

と
な
ど
は
全
く
考
え
な
い
。
自
分
だ
け

●
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
生
活
を
送
っ
て

き
て
お
り
、
母
親
も
同
じ
よ
う
な
考
え

方
で
育
て
た
者
た
ち
で
す
。
私
は
東
大

で
の
最
初
の
授
業
時
間
の
と
き
に
よ
く

話
し
た
の
で
す
が
「
君
た
ち
は
今
ま
で

は
他
人
の
こ
と
は
考
え
な
い
で
、
白
目
分

の
こ
と
だ
け
考
え
て
東
大
へ
入
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
大
学
へ
入
っ
た
ら
仙
人

の
こ
と
を
考
え
る
人
問
に
な
っ
て
み
な

い
か
。
大
学
で
一
番
人
切
な
こ
と
は
、

よ
い
友
達
を
つ
く
る
こ
と
だ
」
と
。

　
五
目
、
私
ど
も
の
高
等
学
校
時
代
は
、

お
し
り
に
手
ぬ
ぐ
い
を
ぶ
ら
下
げ
、
と

っ
歯
の
下
駄
を
は
い
て
歩
き
ま
し
た
が

入
学
へ
入
る
と
髪
を
の
は
し
て
分
け
、

靴
を
は
き
一
応
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
た
格
好

で
歩
い
た
と
・
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
と

い
う
の
も
自
分
は
紳
士
に
な
っ
て
、
他

人
に
い
や
な
気
持
ち
を
与
え
ま
い
と
考

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
雨
の
目
に
ぬ
れ
た
ま
ま
の
レ

イ
ン
コ
ー
ト
で
電
車
に
乗
る
よ
う
な
こ

と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
必
ず
レ
イ
ン
コ

ー
ト
を
説
ぎ
、
ぬ
れ
た
と
こ
ろ
を
中
に

し
て
手
に
持
ち
電
車
に
入
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
今
の
学
生
に
そ
の
話
を
す
る
と
、
ハ

ア
な
る
ほ
ど
、
と
い
う
わ
け
で
、
言
わ

れ
て
初
め
て
気
が
付
き
「
ぼ
く
ば
そ
ん

な
こ
と
習
い
ま
せ
ん
」
い
っ
て
い
る
よ

●

う
な
次
第
で
す
。
ま
た
、
混
ん
だ
電
車

か
ら
降
り
る
と
き
、
出
口
に
さ
っ
と
、

み
ん
な
勣
い
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

ず
い
ぶ
ん
急
い
で
い
る
な
、
と
思
っ
て

い
る
と
、
他
人
を
押
し
の
け
て
電
車
を

降
り
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
お
り
ま

す
。
今
の
学
生
は
何
人
か
集
ま
る
と
、

競
争
し
て
自
分
が
頭
を
先
き
へ
出
そ
う

と
い
う
考
え
が
非
常
に
強
い
の
で
す
。

　
ま
た
東
大
学
生
の
多
く
は
そ
ろ
ば
ん

を
は
じ
く
こ
と
が
う
ま
い
の
で
す
。
友

だ
ち
と
話
を
し
て
い
て
も
、
た
と
え
ば

渋
谷
へ
出
て
行
く
の
に
あ
の
道
を
通
っ

た
ほ
う
が
得
か
、
蝸
か
と
そ
ろ
ば
ん
を

に
し
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
学
生
が
将

来
、
日
本
の
指
導
者
に
な
っ
た
ら
一
体

ど
ん
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
と
、
私

は
ず
い
ぶ
ん
心
配
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
大
学
紛
争
を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な

考
え
方
が
Ｉ
原
囚
で
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
高
等
学
校
ま
で
の
聞
に
、
教

科
目
の
知
識
だ
け
し
か
勉
強
し
な
い
で

人
を
押
し
の
け
て
い
く
と
い
う
、
い
わ

け
試
験
と
い
う
殼
争
の
み
を
目
ざ
し
て

入
学
へ
入
り
、
い
き
な
り
左
穏
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
触
れ
る
と
、
そ
れ
が
強
烈

に
学
生
に
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
す
。

出
立
大
学
、
つ
ま
り
受
験
勉
強
の
激
し

い
大
学
が
紛
争
を
起
し
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
、
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
感

じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
』
　
（
大
阪
倶
楽

部
に
お
け
る
加
藤
橘
夫
教
授
講
演
）

　
日
本
に
お
け
る
大
学
紛
争
の
解
決
は

大
学
当
局
や
文
部
宵
だ
け
に
委
か
せ
て

お
け
な
い
重
要
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
青
少
年
委
員
会

を
設
け
て
い
る
の
は
、
社
会
の
将
来
に

責
任
を
も
っ
も
の
は
現
代
の
青
少
年
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
認
識
に
立
つ

か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
第
二
、
三
面
に
コ
ン
ウ
ェ
イ
会
長
の

訴
え
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

地
域
社
会
で
新
し
く
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
と
に
取
り
組
む
の
は
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
大
学
紛

争
の
直
接
�
囚
の
ひ
と
つ
は
前
記
の
加

佐
氏
の
談
話
に
あ
る
よ
う
に
、
試
験
勉

強
に
わ
が
少
年
を
か
り
た
て
、
徳
育
を

忘
れ
て
い
る
親
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
の
免
状
さ

え
あ
れ
は
が
れ
勝
ち
に
採
用
を
急
ぐ
産

業
人
に
も
責
任
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

と
思
い
ま
す
。
少
年
の
あ
こ
が
れ
を
呼

ぶ
［
入
学
］
と
い
う
文
字
自
体
に
も
門

屈
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。

　
門
題
を
提
起
し
ま
し
た
。
わ
が
こ
と

に
非
ず
と
Ｉ
し
ゅ
う
せ
ず
、
研
究
し
て

下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）
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　　　　　　　一一　--‥･･--･-･･･

大阪都ホテル
｜

大阪東 木 大阪コクサイホテル東区内本町橋詰町58　；

大阪北：　水 阪急百貨店　　　　　北区角田町41

大阪南　　火 大阪商工讐阿片7東9木四回58 1

大阪西北 火 フアミリー会館福島区堂島浜通４丁目６

大阪西南

大阪住吉

水 科学技術センター７階西区靭1-118

金 近鉄百貨店阿倍野店6階集会室阿倍野区阿倍野筋1-1

犬阪天詐丿橋 上 松坂屋大阪店８階長生殴　　　東区京橋2－35

大阪西 月 阪神百貨店７階グリーンルーム　　北区梅田1

大阪淀川

大　　津

金

火

阪神百貨店７階グリーンルーム　　北区梅田1

大津商工会議所　　　　打出浜1-3

鯖　　江 金 鯖江商工会館　　　　　本町3-2-12

堺 木 堺商工会議所会館５階　・之itf西1-8　1

堺　　南

一一一新　　宮
　　　一一一白　　浜

吹　　田

月　｜　堺商工会議所会館５階　戎之町西1-8

水 三和銀行新宮支店　　　　大橋通り　ｉ

土 唐風荘内　　　　　　白浜町浜通り

木 摂津信用金庫片山支店　片山町3-16-19

遍
？
新
白
炭
一
高
高
・
武
・
田

石
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槻

--･
生

---
辺
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豊　　中
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07754-2-4185

0778-51-2800
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-･-
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--‥

=･㎜㎜･･ -■-■㎜･a･･㎜㎜

　　　　門真1048

海南商工会議所内　　　　日方1200

左に同じ

ｰ-－--－-－---－辻村佐平奈良県棒原町大宇萩原2552
　左に同じ

ｰ一一
　左に同じ

一一-
　左に同じ

　一一一一-
　左に同じ

ｰ一一一一一一－
　左に同じ

祇園会館　　　　東山区祇園石段下

左に同じ

　　　　　　　　　ｰ-匹馴比

京都産業会館8階下京区四条室町角
－　一一　　　　　-－－
左に同じ＿＿_　　　＿＿

左に同じ

ｰ一一　－-------
左に同じ
ー
左に同じ
ー
水口商工観光会館内　甲賀郡水口町鹿深
－　　　　　一一-
峰山酒造会館内　中郡峰山町杉谷719の1

左に同じ

宮津商工会議所　　　　　　　鶴賀
　　　　　　一一一一-　　　　　－
左に同じ
一
那智勝浦町勝浦490

左に同じ

一　　　　　　　　　　　====㎜　　㎜左に同じ

枚方寝屋川商工会議所　　枚方市岡束町14-30
　小浜商工会議所

■■㎜㎜■■■■㎜㎜■■■㎜㎜■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜

　左に同じ

左に同じ

伏原

新大阪ホテル１階　北区中之島3-5

左に同じ

06-779-1501　羽賀一郎会計事務所内天王寺上之官町27福島ビ

06-941-2661　左に同じ

06-361-1381　左に同じ

06-942-5300　高島屋本社

左に同じ

　　　……………一一

0720-41－0605

　　　　　　　一一
0729-82-1221

0726-23-2164

0725-41-5204

　0725-2-3501

i 0724-62-8184

　06-991-1131

07348-2-4363

■■■ J ･ ･ ･ ･ - ■ ■ ･ ･ - j ㎜ ･ ･ ･ ㎜ - ･ ■ ■ - ･ ･ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ - - I I I - ･

0 7 4 5 8

-

2

-

0 5 0 1

･ ･ ･ = = ･ - ･ 一 ■ ㎜ ■ ㎜ ･ ･ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■

0 7 2 1 5 - 2 4 1 5

075-231-8738

075-561－0163

075-211-6865

075-361-1111

■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜-㎜･■･･-■■

075-221-5994

07486-2-1676

　　　　　　－07726-2-0330

07722-2300

07355-2-0225

0720-41-0605

-－----………
07705-2-1040

06-441－1431

｜

06-

__＿|

771-1307 1

　　　　　1

南区難波新地6-14　1　06-631-1101

㈱中央写真内　　　　西区靭1の104
－－--－
近鉄百貨店阿倍野店内　阿倍野区阿倍野筋1-1

松坂屋大阪店秘書課内　東区京棚2-35
一　　　　一
左に同じ

左に同じ

ｰ--－左に同じ

四じ　　　　　　　　　１

左に同じ　　　　　　　　　　　　ｉ
　　　　　　　　　--左に同じ　　　　　　　　　　　　ｉ

一一一一　一一一一一　一新宮商工会議所　　上本町2の3の1　1

　　堺市上653

大手町3番46号

宇治里尻71-5
－一一一一一一
　　西汀町1

　　西汀町1

　　西汀町1

　本郷町2-12

o6-443-1876 1

06-621-1231(6513)

　　　　-一一一一一一

　06-942-2201

-　　一一

06-361-1201(795)

0778-51-0112 1

0722-38-3250 1

川　上　九

－一一
野　田　三

一一-一一一一
松　野　文

　　一一一一--
好木渋

一一
八　木　豊

津志本

-一ふｰ･=････=皿I･
丹　羽　正

－－一一一一
小　嵐

矢

－
安

倉

-一一

田

専

一

一

一

英

･一一

流

-一一

－

一
一

一一

正

一一

樹

一

一

一

郎

-一

流

--･一

勝

徳
頁

洽

一浪

吉治郎

秀

知
圭
一

田
山
一

他
見

森
‐
‐
‐
‐
蓬
三

田

雅合
浦

夫
幸

一一一一

倍

　-■¶-
森

一一

一

恙

野　村　元　次

一一一升　ロ　海　仙

一一一一一一
山本英治

一一一一
小　池　　　弘

　==＝〃＝=
脱　田　　　武

－-----－-－--
志摩藤右衛門
--
塩見愛之助

］
茂
一
員

・
渡
月

一
郷
望

白

- 一

江

－

浜

－

中

－

和

一

細

－ ･

高

一 一

白

- 一 一 一

束

－

森

一 一

揆

－

浅

一

念

一一

城

－

赤

一一 -

井

井

－蒲

－岡

梅

－

同

一

水

一

個

- 一 一

浜

■ ■ ■ j - -

岩

杉

一

ロ

ー -

見

一

条

一

中

一

江

㎜

稲

一

井

－

- 一 一

島

- - -

田

- - 一 一

田

一

子

一

野

一

石

a ■ ･ - ■ ■

上

一 一 一 一

上

一 一 一

生

村

㎜■■

田

－

垣

- - - - 一 一

阪

－ -

中

㎜ a ■ ㎜ ■ ㎜

原

- ･■㎜･㎜㎜･■j■

阪之上

■㎜　　　　㎜㎜㎜㎜･･晶皿･･■･--■

0722-38-3250 1　井

0735-2-5144

0722-71-0346
一一一一一一－
0726-75-0485

068-53-409則

068-53-4098

107702-2-0205

0774-21-3101～2

0734-23-9031
一一一一一一
0734-23-9031

　　　　　一一073ト23-9031

福

一片

上

-－

㎜ = ■ ･ 皿 ■

原

一

山

一

--一

司

一一
治

治　郎

一

秀　哉

一一
良　三

一
秀　蔵

一

賢　一

一

公男

一一一一一一

清一

一一一一

秀　蔵

-一

憲　二

理　一

一-　-一

敏　章

-

栄五郎

　－

和三郎

-一

二　郎

勇

一宗

一碩

ｉ

ｌ

猛

一一一

一
一
一

一

一

一

半

一一

栄

　正

一
憲一郎

一一一一
栄一

一一一
成　一

〃■

健

章

昇

･㎜㎜■ ･ ㎜

一

夫

－ 一 一 一 一

正

角　谷　龍

一一一一
長　束　良

－一一一
木　津　斜

小野寺

　　　－一越　井　睦

大原正
-■= = = －

雄

一

鼎

一

一

一
一

一一一

雄

---

平

-－

裕

－

次

－

蔵

一一

栄

和

一
道

－一
杯

｜

吉　｜

■㎜-LJ
稔　｜

㎜-lj
斉　１

一
夫　｜

㎜|¶
固　｜

一･
平　｜

一
弘　！

伊

－

松

一一-

堀

-－

中

一一一

八

落

－
村

－井

一木

－田

－城

一木

－井

－出

－ロ

一落

－居

塚

一一一

木

･一一一一一一一一

田　中

藤

一一

東

南

= 〃

辻

= - ■ j

号

吉

- -

号

吉

－

木

－

前

一

倉

- -

亘

蕪

吉

- 一 一 -

真

一

山

－

置

西

- -

鵜

一

上

一

豊

唇

世

座

稲

一

樋

一

次

一

尹

楠

- - 一 一

号

有

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ J

吉

見

冲

津

－

聊

右

- 一 一

旦

濾

言

青

－ －

亘

今

一

一 -

酒

貝

中

－

藤

一 一

松

- -

入

－

飯

－

一

一

一

- -

森

㎜ ㎜ I ■

今

一 一

加

－

原

㎜ ･ - ･ ㎜

曽

－

田

一

山

井

－

西

一･

－

村

-･-

部

---

年

－

井

－

田

－

村

-－

川

－

地

－

北

一一一

本

一一

田

－

下

－

下

－

田

一一

沢

-一

肩

－

島

林

一

木

－

村

－

田

－

ロ

ｰ-

田

－

崎

－

･-･㎜=

畑

----

光

薮

-－

藤

---

田

－

江

一･

村

－

川

---

辺

--

田

－

埼

－

柳

---

山

－

野

－

田

－

桝

野

－
平

－永

--
江

－田

－谷

井

--一一

藤

一

田

-－

我

一

村

－

県

禎治郎

一

首　治

一一一
広　夫

一　　-一一

春男

利　蔵

-一一一
利　夫

一
昭三郎
一
敏　隆

一一
　一

一一佐　平

－一一一
式　雄

一一
祐一

一一
　清
-
芳雄

孝吉

一清二

省　吾
－
喜四良

一真　弘

一良　式

-－
　博

一一
光　洽

-
　績
-
啓　二

利

一
啓
一

一利

－師

　-一一一一

保

一

一

勇

一一一

雄

一

郎

尚

安　功

一一
宗　次

----－-
安兵衛

　　-一一
孝一

義　嶺

-一一一一一一一一一一

勝雄

車　郎

-－
盛三

清兵衛
-一一一一

稔

孝

一一
大

一
幸

良

一
但

一正

夫

■－■

郎

勇

一一一

雄

一

雄

一一

男

皿- j ･

平一

-一
義

一一
和

恵

一

和

一

一一

武

一一

林

一一
康

一

知

－

芳

一
満

郎

-一一 -

雄

一 一 一 一

男

一 一 一

男

弘

－

男

－

順

- ･ - ･

夫

－

勉

㎜ ■ ■ -

一

一

一

作

- - -

兼

- - -

衛

一 一

洽

･ 一 一 一

義

－－一一
款　弘

俊　男

和歌山

　　■■■㎜

和歌山東

･6-･･-･･････■･　I･|･

和歌山南

大和郡山

八　　尾

八日市

火

一

木

一

火

一

木

- 一 一

木

一

火

一

木

－ -

水

一

火

■ ■ ■ ㎜ ■

火

一

木

一

金

一

月

一

火

一

水

一

金

県経済センター６階
-･
南都銀行郡山支店

奈良県繊紆会館

八尾商工会議所会館

八日市商工会議所

　　南郡山町

　　日の出町

本町2丁目2番8号

　浜野町3-27

■■■■■■■㎜■■■■■ ･ ■ ･ ･ ･ ㎜ ■

0 7 4 3 5

-

2

- 1 1 2 1

1 ■ ■ ㎜ ･ ･ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■㎜■■ ･ ■ ■ ㎜ ㎜

0 7 4 5 5

-

2

-

4 3 6 6

－

0 7 2 9

-

9 1

-

2 1 2 9

0 7 4 8 2
-
2
-
0 1 8 6

左に同じ
ｰ一一--
左に同じ
ｰ--－松永医院内

高稲商工会議所
－
左に同じ
一
左に同じ
一
左に同じ

左に同じ

　　　　　一左に同じ

左に同じ
一　一
宇治商工会議所
-･
県経済センター２階

県経済センター２階

　　　　　一一県経済センター２階

左に同じ

三和銀行高田支店

左に同じ

左に同じ

07455-2-5601

　　　　一一0729-91-2129

吉　村

一‥
大　北

東

-
菱　川

一一
同

一一一
平　野

－　　一一
臭　田

一一一一
村島

一一一
長谷川

-

菱　田

魯吾

-一一新一郎

島本安次郎

永　井　政　善
　　　－－井上善克
　　　-片岡信雄

田　申　秀　銀

(1969.6.7現在)



●

●

≪ＣＯＰＹ≫

ＲＯＴＡＲＹ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

GOVERNOR:　YOSHITAKA　TSUKAMOTO

OFFICE:　　Hotel New Osaka

3･5 Nakanoshima Kitaku， 0saka 530，Japan

CABLE ADDRESS:　lnterotary　osaka

Ｎ０．４　　０ｃｔ．１，１９６９ ガバナー月信

President of Rotary lntemational

James F. Conway

　　　　　　　　appealsto every Rotarian to

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　　　530大阪市北区中之島3-5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06－441－1431　内線248

第４号　昭和44.10.1

REVIEW and RENEW!

　　　　　　　　　　Co㎡:enをs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Page）

Rotary is a “living force¨‥‥‥‥‥‥‥2

Contributions to Rotary Foundation

　for 1968-69 record high ‥‥‥‥‥‥‥･1

Mr.Hideo llarada new Paul Harris

　Fellolv･‥‥‥‥‥‥・････････････････････4

South American regional conference‥4

Rotary Foundation Scholarship

５

　　　　　　　　目　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ページ)

ﾛｰﾀりーは｀生ける力″　･I････I･････････････2

ﾛｰﾀﾘｰ財団への寄付額著増‥‥‥‥‥‥‥‥４

原田秀雄君にPaul Harris Fellow の称号４

南米地域大会12月４～７日開催‥‥‥‥‥‥４

ﾛｰﾀり一奨学生に堀江正彦君･‥‥‥‥‥‥‥５

次年度jﾊﾟt-・ﾉΞﾆｰ

　　　　地区２分割の場合の北部候補者…･６

大阪でのｺこﾉｳｴｰ会長歓迎会‥‥‥‥‥‥‥６

国際交換２青年帰る　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

Candidate for Governor nominee ‥‥‥6

President Conway visitsosaka‥‥‥‥6

Youth Exchange Students back home‥7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j匍丹，紀南，紀北のICGF開催‥‥‥‥‥8Three lnterclty Genera1 Forums ……8

Significant　Achievement Awards‥‥10　　意義ある業績賞へ申込を　‥‥‥‥‥‥‥‥10

Club attendance report for Λugust‥‥11　　8月出席報告…………………………11

What your Governor has to say……12　クラづ会長と幹事さま‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12



ＥＶＡＮＳＴＯＮ　ＡＤＶＩＳＥＳ

叉ｙＭごトか丈ﾌﾞかかごたｔトt丈刈丿まｙＭ漣溥挙ガガガヤ忙剔りい汁メ回恚弐哉､寅4涯かち烈づJリ4tJjそか浹俵哉ぺktｷ･卜牽

ロータリーば生ける力″

　　　　　　ＲＩ会長　Jim Conway

親愛なるロータリアン諸君

　長年の間，私は歴代ＲＩ会長が年々新しい

ﾀｰｹﾞｯﾄと特定の活動を提唱してきたのを見

てまいりました。これらはいずれも地区ｶﾞﾊﾞﾅ

ｰの負担を重くすることになり，また毎年新

ﾚくﾀｰｹﾞｯﾄや活動計画が提唱されるため，

努力をどこに集中したらよいのか迷うｸﾗうが

多くでてきました。したがって私としては，

ここであたりを見まわしてみて，これまで行

なってきたことを観察し，状況を検討してみ

てから，再出発すべき時であると考えたので

あります。

　私のいうＲＥＶＩＥＷ ａｎｄＲＥＮＥＷ とは特

に何を意味するのか。これからお話ししたい

と思います。　まずＲＥＶＩＥＷについて説明

しましょう。私は各ｸﾗうがこれまで行なって

きたことを調べ直して下さるよう望むもので

あります。換言すれば，活動記録を調べて，

皆さんおよび皆さんのｸﾗうか奉仕の４部門で

行なってきたことを正しく検討してくれるよ

う望むものであります。

　常に自分を批判して下さい。1969～70年度

の社会か抱えている諸問題は，1920年代，30

年代，40年代，あるいは50年代のそれとは大

きな違いかおり，60年代初期のそれとさえも

大きく違っていることを銘記していただきた

い。

　もし皆さんが何か本当に価値のあることを

しているのであれば，大変結構なことです。

しかしもし皆さんか可もなく不可なく，ある

いは時代おくれのことをしているのであれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　　ば，それを止めて，あたりを見まわし，何か

　　　他にもっと価値のある活動を探して下さい。

　　　ｸﾗﾘで毎年同じ活動を行なっているが，その

　　　成果か段々小さくなってきているというよう

　　　なものはありませんか。

　　　　皆さんのｸﾗづで新しい活動をやってからど

　　　のくらい経っているでしょうか。ご存じのよ

　　　うに，人生において静止しているものは何も

　　　ありません。悲しいことに私達が生きること

　　　を始めたということは，同時に死ぬことを始

　　　めたことでもあるのです。もう一つ悲しいこ

　　　とに，進歩をやめることは，退歩が始まるこ

　　　とを意味するのです。

　　　　ですから私達は立ちどまって景色を楽しん

　　　でいるわけにはいきません。自己満足してい

　　　ることはできないのです。無間心な人にはな

　　　にごとも成功しません。皆さんのｸﾗづがﾏこﾉﾈ

　　　ﾘに陥っているようでしたら，私の最初の

　　　ｱｲﾃﾞｱを実行して下さい。すなわち状況を再

　　　検討することです。

　　　　“ＲＥＮＥＷ”というｱｲﾃﾞｱの裏には，二

　　　重の意味かあります。第１に私達はこれまで

　　　ｸﾗづで行なっていることに新しい生気を吹き

　　　こんで，ﾛｰﾀﾘｰ活動を刷新しなければなり

　　　ません。その第２は，私達自身が脱皮するこ

　　　とです。

　　　　私達は金魚鉢の水のようなものでありま

　　　す。水は新しくしなければ，よどんで腐って

　　　しまいます。それと同じように，常に自己刷

　　　新をしていかないと，私達はよどんで活気を

　　　失ってしまうのであります。

　　　　ﾉｰﾍﾞﾙ物理学賞の受賞者，ﾙｲｽ・ｱﾙﾊﾟﾚｽﾞ博

　　　士がかつて次のように言ったことを思い出し

　　　ます。“もし諸君かいつも安全な事だけをし

２　－
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ているなら，意義ある新しい業績を達成す

るのに十分な努力をしているとは言えない”

と。

　地域社会において，ｸうづの存在を印象づけ

るのは，皆さんの過去の業績ではなく，現在

皆さんが行なっていることであります。同じ

くまたﾛｰﾀﾘｰがその存在を世界社会に印象

づけるためには，世界社会奉仕活動に参加し

なければなりません。

　先に申し上げましたか，1960年代か抱えて

いる諸問題は，過去のそれとは大きく違って

おります。この点についてかつて次のように

言った人があります。“町が新しい水道の敷

設を緊急に必要としているときに，井戸ﾎﾟﾝう

の塗替えを行なうべきではない”。

　歴代ＲＩ会長の１人であり，ｶﾅﾀ，ｳｲﾆﾍﾟ

ｸﾞ出身のﾚｽﾘｰ・ﾋﾟjｮこﾉが,“ﾛｰﾀﾘｰとは「生け

る力」－1iving force － である”と表現した

ことがあります。　そして1918年の力こﾉｻｽ国際

大会において，彼は次のように演説しており

ます。“ﾛｰﾀﾘｰが今後もその「生ける力」

を保持していこうとする場合，それを可能な

らしめるのは，よどんだ現在から解放された

人々であり，未来の呼び声を感じとる人々に

ちがいない”と。これにまさる適切な表現を

私は聞いたことかありません。

　皆さんの地域社会か何を必要としている

か，それは私より皆さんのほうがよく知って

おります。しかし皆さんの地域社会では，こ

れまで行なわれていない何事かを，新らたに

行なう必要があるはずです。これだけははっ

きり言えると思います。

　いずれのｸﾗづのいずれの会員も，新人を入

会させるために絶えず努力しなければ，ｸﾗﾗ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ

　　は活気を失い，あるいは退化し，４大奉仕部

　　門における効果的な活動が不可能になるほど

　　会員数か減少してしまうでありましょう。会

　　員の減少は，死亡，退職，移住，転職などが

　　主な原因です。しかしｸﾗづが何も意義ある活

　　動をしないので，それを不満として退会する

　　人もいます。それらの退会者を補充するため

　　に，絶えず新しい血を導入し，若い人々を入

　　会させてｸﾗづの増強を計らなければならない

　　のであります。　新しいｱｲﾃﾞｱの持主，新機軸

　　を打ち出す人々，創造力の豊かな人々，有益

　　な示唆をしてくれる人々を入会させて下さ

　　い。

　　　皆さんが今日ﾛｰﾀﾘｱこﾉであるのは，誰かか

　　ﾛｰﾀﾘｰを皆さんに分ち合ってくれたからで

　　あります。ですから皆さんもその人々と同じ

　　ように，気前よく思いやりをもって，誰かに

　　ﾛｰﾀﾘｰを分ち合うように努めるのが当然で

　　はないでしょうか。

　　　　故ｵｽｶｰ・ﾊﾏｰｼｭﾀｲこﾉ２世か死ぬ２日前

　　　に，女優ﾒﾘｰ・ﾏｰﾁこﾉに次のように書きのこ

　　　しました。

　　　　　“ﾍﾞﾙは，君がそれを鳴らすまでﾍﾞﾙでは

　　　　　ない。

　　　　　歌は君がそれをうたうまで歌ではない。

　　　　　君の心のなかにある愛は，そこにそのま

　　　　　まおいておくために授けられたものでは

　　　　　ない。

　　　　　愛は，君がそれを人に与えるまで愛では

　　　　　ないのだ”

　　　　この“愛”という字の代りに“ﾛｰﾀﾘｰ”を

　　　入れてみると，私の意味することかお分りい

　　　ただけると思います。（９月19日，大阪ﾛｰﾀ

　　　ﾘｰｸﾗづにおける卓話より）

３　－
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［ロロータリー財団への寄付額著増□

　ﾛｰﾀﾘｰ財団週間がｎ月９日～15日に行な

われます。その週間には各ｸぅうでそれぞれ何

か興味の深い，広報価値のある催しを今から

計画，実行されるようお願いします。　この

うﾛｸﾗﾑをつくる参考としては「ﾛｰﾀﾘｰ財団

週間ｷｯﾄ」とか「ﾛｰﾀﾘｰ財団の話」などの

文献をご覧下さい。

　この財団週間のために，うれしいﾆｭｰｽが

あります。それは1970～71年度には前年より

もずっと多くの若い人たちが海外に派遣され

勉強できることになるというのです。これは

1968～69年度中に，150万ドルという新記録の

寄付が財団によせられた直接の結果でありま

す。150万ドルという寄付額は前年度に比し

29.7ﾊﾟｰｾこﾉﾄの著増に当ります。

　本年は523人にのぼる青年（女性を含む）

がﾛｰﾀﾘｰ財団から奨学金をもらって「国際

理解の大使」としてﾛｰﾀﾘｰから海外へ派遣

されているのです。

　　「ﾛｰﾀﾘｰ大使」の数をさらに増加して国

際理解の推進に役立たせるために，特にこの

週間を利用して寄付額拡大につき各ｸﾗﾗの一

段のご尽力をお願いします。

口］原田秀雄君に口

　PauI Harris FOIlowの称号

　わが第365区における新しいﾎﾟｰﾙ・ハリス・

ﾌｪﾛｰか生まれました。　それは大阪北ｸぅう会

員原田秀雄君（直前月ﾊﾟすｰ）でありまして，

おめでとうございます。

　８月28日付でﾛｰﾀﾘｰ財団から通知かあり

ましたが，このﾎﾟｰﾙ・ハリス・ﾌｪﾛｰ・ﾒﾀﾙは

来るべき地区年次大会の席上で公式にお渡し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

することになっております、C写真版はその

ﾒﾀﾙ）

　ﾎﾟｰﾙ・ハリス・ﾌｪﾛｰというのはﾛｰﾀﾘｰ財団

へ1､000ドルの寄付をした人へ贈られる感謝の

称じであります。

昌］海外クラブと接触する方法口

　ｸぅづへの公式訪問の際やＩＣＧＦなどでよ

くｶﾞﾊﾞﾅｰに質問を受けるのですが，国際奉仕

活動を活発にしよぅとするには，まず柏手を

さがすことが第一一です。これに最も便利なの

は沈ﾝﾌﾚｯﾄ706のProjects in lntemationa1

Service（日本版　゛国際奉仕計画″）です。

50力国の600ばかりのｸﾗうが互いに接触した

いとの申込みを登録した一覧表なのです。国

別に掲載されており，接触の方法として，

世界社会奉仕；書簡やうﾛｸﾞぅ乙や印刷物の交

換；青少年の交換；ﾏｯﾁﾄﾞ・ｸﾗづの相手希望

など５欄か設けてあり，接触用語も明記して

あります。1969～70年版がｸぅづ会長へ送られ

てありますからご利肝下さい。

４　－
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［口］南米地域大会12月４～７日開催□］

　南米ｳﾙｸﾞﾜｲ国のﾓこﾉﾃﾋﾟﾁﾞｵ（ばらの都と呼

ばれる）において1969年の国際ﾛｰﾀﾘｰ南米

地域大会が12月４～７日に開催されます。そ

のころの南米は春です。 18世紀初期にできた

ｳﾙｼﾞﾜｲ国は本年144周年を迎えましたが，日

本とほぽ同じ気候であり，国の広さは日本の

半分，国の人口280万の半分140万をﾓこﾉﾃﾋﾟﾁﾞｵ

市が占めています。国語はｽﾍﾟｲこﾉ語です。文

化は先進国なみで，政治は民主主義，社会制

度も完全な自由を享受しています。　　・

　このﾛｰﾀﾘｰ地域大会に参加希望の方は次

へ申込んでﾎﾃﾙの予約をして下さい。

　Conferencia Regiona1 Sudamericana

　de R. I.

　Bartolome Mitre 1356-ler. Piso

　Montevideo，Uruguay

口］わが国から選出されている

　　　　　　国際ロータリー各種委員□］

Consultative Group-Club Service

　　　　　　　　　　　安野　　譲次（一宮）

Extension（vice-Chairman）

　　　　　　　　　　　神野　　太郎（豊橋）

Extension　　　　　向笠　　広次（中津）

Public Relations　　島津　　久厚（都城）

World Community Service

　　　　　　　　　　　斉木　亀治郎（姫路）

Japan Tranportation for 1971 Conven･

tion（Sydney）（長）柏原孫左衛門（東京）

　　　　　　　　　　　今田　　　恵（西宮）

　　　　　　　　　　　西村　　二郎（新潟）

Rotary Foundation Trustees

　　　　　　　　　　　東ｹ崎　　潔（東京）

　　　　　　　　　　　湯浅　　恭三（東京）

R.I.Fisca1 Agent in Japan

　　　　　　　　　　　佐藤　喜一郎（東京）

　　　　　　　（代理）柏原孫左衛門（東京）

Literature Agent in Japan

　　　　　　　　　　　田　　　　誠（東京）

一

口］ロータリー奨学生に堀江正彦君口］

　1970～71学年度のﾛｰﾀﾘｰ財団奨学生（大

学卒業）として第365区から推薦した堀江正

彦君（Masahiko Horie）が承認されたむね

９月４日付書面をもってＲＩこｰこﾉ戈事務総長

から通知がきました。同君は大阪ﾛｰﾀﾘｰ・

ｸうづの推薦によるもので，明年７月以降１ヵ

年間，ｱﾒﾘｶ・ﾙｲjｱﾅ州ﾆｭｰ・ｵﾘこﾉ戈にある

Tulane university　に留学することになり

ました。

　　　　一堀江正彦君の略歴一

国　籍　日本

出生地　岡山県津山市山下28

生年月　昭和21年７月１日

住　所　大阪市城東区野江西之町3 －82

学　業　昭和44年３月，大阪大学経済学部卒

　　　　業，経済学学士。さらに同大学法学

　　　　部に現在在学。

専攻希望分野　　国際経済

　　（同君は政治経済学的な視角からｱﾒﾘｶを

　研究すると同時に，一民間外交使節として

　日本を紹介することにより日米関係をより

　よき方向に向うよう努力したいと述べてい

　ます。関西学生国際問題研究会゛ＩＡＢ″

　元会長をつとめた）

５－
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□□次年度ガバナー・ノミニー

　地区２分割の場合の北部候補者□□

　1970－71年度より当地区が２分割される場

合を考慮し，京都・奈良・滋賀・福井地区の

ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉこz一候補者を選考しておく必要を

認め，７月21日（月）新大阪ﾎﾃﾙにおいて，

国際ﾛｰﾀﾘ一紬則第12条第５節㈲項に基く当

地区月ﾊﾟﾅｰ指名委員会を開催し，堀内清，北

村孝治郎，平沢興，原田秀雄，塚本義隆の各

委員が出席して信恵審議の結果，上記者府県

地区の同年度の月ﾊﾟすｰ・ノこz一候補者として

京都ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ会員の粕川済君を全員一致

推薦いたしました。

　細川清君の略歴は別記のとおりです。

　もし他の候補者を推薦されるｸﾗづがある場

合には，候補者指名に関するｸﾗづ例会におけ

る採沢決議案を来る10月20日までに月ﾊﾟﾅｰﾍ

ご提出下さい。指定の期日までに決議案の提

出がなければ，ｶﾞﾊﾞﾅｰは「地区月ﾊﾟﾅｰ指名委

員会」の推薦した候補者をもって当地区の

月ﾊﾟﾅｰ披指名者たるべきことを宣言いたしま

す。（万一，地区分割が上掲の年度から実施

されない場合は候補者指名を取り消すことに

なります）
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絹川　清君略歴

-

　　　（ＫＩＹＯＳＨＩＫＩＮＵＫＡＷＡ）

生年月日　1900年12月27日

本　　籍　京都市上京区一条通鳥丸西人広橋

　　　　　殿町410番地

現住所　同　上

最終学歴　］.928年３月九州帝国大学法文学部

　　　　　法律学科卒業

職　　歴

　1928年７月株式会社公成社常務取締役就任

　1932年３月株式会社公成社取締役社長就任

　1955年４月社会福祉法人平安徳義会理事

　1959年ｎ月京都府建設工事紛争審査会貫目

　1963年６月商号変更により公成建設株式会

　　　　　　社となり，取締役社長に留任

ﾛｰﾀﾘｰ歴

　1933年９月京都ＲＣ入会，京都ＲＣ副幹事

　1934年７月京都ＲＣ幹事

　1935年７月京都ＲＣ幹事

　　　　　　第70区年次大会大会委員

　1936年７月京都ＲＣ幹事

　1938年１月　　//

　1950年４月第60区年次大会大会委員長

　1954年10月第60区第61区連合年次大会副大

　　　　　　会委員長

　1955年７月京都ＲＣ会長

　1967年８月財団法人ﾛｰﾀﾘｰ米山奨学会常

　　　　　　務理事

　　□□大阪でのコンウェー会長

　　　　　歓迎会□□

　　　　Jim conway 国際ﾛｰﾀﾘｰ会長は９月19日

　　　（金）正午新大阪ﾎﾃﾙ会館４階で催された大

　　　阪市内ｸﾗづの合同例会へEvelyn夫人同伴で

　　　出席，西日本５地区にある77ｸﾗﾘから参集し

　　　た461人のﾛｰﾀﾘｱこﾉとｹﾞｽﾄを前にﾛｰﾀﾘｰの

　　　REVIEW and RENEW について力強く訴

　　　えました。（第２～３面）

　　　　この会合は塚本365区ｶﾞﾊﾞﾅｰが主宰，若林

６　－
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368区，笠369区，日高373区の各ｶﾞﾊﾞﾅｰのほか，

松本兼二郎ＲＩ前理事や多くのＲＩ元役員も

参加しました。席上，大阪市内12ｸぅうを代表

して浅田敏章大阪ＲＣ会長からEvelyn夫人

へ竹細工花篭を記念に贈り，夫人は大喜びで

した。この会合は金曜日が例会日に当る大

阪，大阪住吉，大阪淀川，大阪城南の４ＲＣ

の合同例会の形をとりましたか，実質は多数

のｸぅづの連合集会で超満員，まれにみる盛会

でありました。

　これよりさきｺこﾉｳｴｰ会長夫妻は公式訪問

のためｱﾒﾘｶより10日東京着，Ｕ日（木）夕，

ﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙで，16日（火）昼，名古屋観光ﾎﾃﾙ

で，17日（水）正午京都ﾎﾃﾙでのﾛｰﾀﾘｰ会

合にそれぞれ出席しました。

　19日（金）は京都から来阪の途中，茨木の

松下電器のテレビエ場を参観，また午後は万国

博会場の建設状況を視察しましたが，万国博

鈴木事務総長から，ﾛｰﾀﾘｰｸﾗうが国際親善

館の建設や平和のﾊﾞﾗ園を企画援助してくれ

ていることを感謝したところ，ｺこﾉｳｴｰ会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　は，万国博の機会に，日本のﾛｰﾀﾘｰは国際

　　　理解と友好とに大いにつくすだろうと答えま

　　　した。

　　　　同日４時半から大阪ﾛｲﾔﾙ・ﾎﾃﾙで大阪の

　　　新聞記者団と会見，質問に答えて日本ﾛｰﾀﾘ

　　　ｰの驚異的発展ならびにその奉仕活動につい

　　　て30分にわたり語りました。

　　　　夫妻は20日（土）10 : 10大阪空港から香港

　　　に向け出発しましたが，ｼこﾉ月ﾎﾟｰﾙ，濠州，

　　　ﾆｭｰj-ﾗこﾉﾄﾞ，フィj一島を経て，ｻこﾉﾌﾗこﾉｼｽｺ

　　　経由ｴﾊﾟこﾉｽﾄこﾉﾍ帰える予定です。

　　　　＜出席ｸﾗづ名＞

　　　東京，東京世田谷，東京品川，福井，勝山，

　　　小浜，舞鶴，舞鶴東，長浜，大津，水口，綾

　　　都，福知山，京都，京都東，京都北，京都

　　　南，京都西，奈良，大和郡山，大和高田，五

　　　条，高槻，大束，箕面，池田，茨木，吹田，

　　　守口，東大阪，八尾，松原，富田林，河内長

　　　野，豊中，豊中南，堺，堺南，高石，泉大津

　　　和泉，岸和田，貝塚，泉佐野，門真，有田，

　　　橋本，海南，粉河，田辺，白浜，和歌山，和
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歌山東，和歌山南，神戸，尼崎北，米子，米

子東，岡山東，呉，三原，松江，福岡市，福

岡西，大分，宮崎，大阪，大阪北，大阪南，

大阪東，大阪西，大阪住吉，大阪淀川，大阪

城南，大阪阪南，大阪西北，大阪西南

□□国際交換２青年帰る□□

　1968～69年度企画による国際青少年交換計

画，第365区と第522区との交換学生古市章君

　（大阪北ＲＣ推薦）西川原博君（京都ＲＣ推

薦）の両君は無事使命を果たして帰国しまし

た（ｶﾞﾊﾟﾅｰ月信第３号参照）ので９月８日

　（月）15 : 00～17 : 00 新大阪ﾎﾃﾙにおいて

ｶﾞﾊﾞﾅｰ主催で歓迎会を開き派遣先でのすばら

しい体験談を聴く機会を得ました。当日の出

席者は両本人のほかに西川君の両親，古市夫

人，原田直前月ﾊﾞﾅｰはじめ，奥村竜三，世戸

一夫，泉市郎の諸君。

　両君は先きに来日したSteven Wei1 君，

Neil Graf 君と一緒に７月26日，大阪空港を

出発，ﾎﾉﾙﾙ１泊のうえ加州ﾌﾚｽﾉ空港へ27

日着，California State College を見学の

のち，ﾜｲﾙ君の家庭でﾊﾟｰﾃｨを催してくれ，

また，前年，研究訥しｰづ交換団長として当地

区へ来たことのあるWilliam S. Rogersに

も会い，あたたかい歓迎をうけました。

　その後両君はそれぞれ別のｽｹjｭｰﾙによっ

ておのおの楽しい，意義のある数多くの貴重

な体験をしたが，８月16日再び両君一緒に

ﾊﾞｰｸﾚｰ大学，ｽﾀこﾉﾌｵｰﾄﾞ大学などを参観，９

月３日日本へ帰着しました。

　両君の宿泊した家庭はそれぞれ家風が異な

っており，体験内容も違っているが両君とも

４回以上ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづで話をして日本の紹介

をしたほか，米国の家庭生活やﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ

の良い点を学んできました。『可愛い子には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

旅をさせよ』の諺どおり大へんよい結果を得

て喜んでいると，両君の家庭では感謝されて

おりました。

□□米山記念奨学会の寄付金増額□□

　８月28日開催の米山記念奨学会評議員会に

おいて，事業拡大と進展のために，ﾛｰﾀﾘｱこﾉ

１人の寄付年額を従来の600円から1,000円に

増額の件が承認され，45年１月から実施した

いとの通知がありました。つきましては，当

地区内の各ｸﾗづにおいてもこれに賛成してい　　●

ただければありがたいと思います。ご賛成な

らば明年１月に下半期分として500円を送金

下さるようにお願い申上げます。

□□第13回世界ジャンボリーヘの

　　協力依頼□□

　ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ日本連盟および準備委員会（常

務委員長松方三郎氏）より次のような依頼が

ありました。

　　『昭和46年８月，静岡県朝霧高原において

開催される第13回世界ｼﾞﾔこﾉﾎﾟﾘｰにつきまして

はかねてよりご高配をいただき感謝しており

ます。ご承知のように，この大会は，富士の

　　　裾野に世界120余国より12,000人余の外国青

　　　少年と，わが国より8,000人の青少年が集会

　　　して挙行するものであり，その成否は，直接

　　　わが国の国際的信義にもかかわる重大な行事

　　　といえます。

　　　　また，世界の青少年が相集うこの大会は，

　　　わが国の青少年活動に対しても好個の刺激を

　　　与えるものといえ，これを機会として，わが

　　　国の青少年活動が大いに飛躍するものと期待

　　　されます。

　　　　つきましては，貴ｸﾗづにおかれましても本

　　　大会のもつ国際親善への役割りを十分にご理
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解のうえ，本大会に対するご協力につき今後

格段のご高配をいただきたくお願い巾し上げ

る次第であります。

　なお，具体的なことがらにつきましては，

それぞれ地域のﾎﾞｰｲｽｶｳﾄよりお願いにまい

り，辿絡もさし上げますので，よろしくご尽

力のほどをかさねてお願い申し上げます｡』

□□両丹地方のＩＣＧＦの報告□□

　８月23日（土）12 : 30より17:30まで宮津

市中央公民館において第４組（両丹地区）の

ｲこﾉﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｫｰﾗﾑが塚本月ﾊﾟす一出

席の下に開催されました。ﾎｽﾄは宮津ＲＣ，

参加者は綾部（16）福知山ぐ13）舞鶴（20）

舞鶴東（13）峰山（27）宮津（38）合計127

人。ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾘｰﾀｰには山岸勇次郎ﾊﾞｽﾄ・ｶﾞﾊﾞ

ﾅｰ（京都北）を迎え，５部門に分けて討議，

そのﾘｰﾀｰおよび補佐に次の諸君か当りまし

た：

　　　　　　　　　　ﾘｰﾀﾞｰ　　　補　佐

ｸぅう水仕Ａ（宮津）白杉儀一郎　野間野徳治

ｸﾗづ奉仕Ｂ（宮津）山添　正美　宮城　　徹

社会奉仕　ぐ峰山）足速　敏夫　増田　桂一

職業奉仕　（綾部）塩見　清毅　松田　安治

国際奉仕（舞鶴東）池川　淳郎　西野　　正

　討議の問題には（１）会員推薦委員会の具

体的な活動方法（２）年長会員と若い会員の

親ぽくの進め方（３）会員拡大と職業分類の

調整（４）ﾋﾟﾘﾀｰの早退乱座（５）公害の問

題（６）青少年と職業奉仕（７）地方ｸぅうと

国際奉仕（８）大人と青少年の思想的断層，

などか出て，大へん熱のこもった，活発な

ﾌｫｰﾗﾑでした。

　なお，次年度のﾎｽﾄは舞鶴ｸぅづか引受けて

下さることになりました。組合わせは次年度

ｶﾞﾊﾞﾅｰが決定されます。

　ﾎｽﾄ宮津ｸﾗづの皆さん，ありがとうござい

-

ました。

　　　□□紀南地方のＩＣＧＦ開催□□

　　　　第５組のｲﾝﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｫｰﾗﾑが９

　　　月６日（土）午後Ｏ時半から５時半まで田

　　　辺ＲＣの例会場（紀陽銀行田辺支店３階会

　　　議室）で開催されました。　参加者は，有田

　　　（29）御坊（28）白浜（30）那智勝浦（20）

　　新宮（22）円辺（60）のほかに和歌山，和歌

　　山東，和歌山南からも４人傍聴，合計193人

　　で，ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾘｰﾀｰには平沢興ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾟﾅｰを迎

　　え，塚本月ﾊﾟﾅｰ，井関月ﾊﾟﾅｰ・ﾉこz-も出席し

　　ました。会場は例会場ではあるが，広からず

　　狭からず，好適の場所でした。ことに拡声装

　　置が完璧で，５個の有線ﾏｲｸと６個の無線

　　ﾏｲｸか配置され，発言の便利と声の到達がよ

　　かったのに感心しました。ﾎｽﾄ田辺ｸうづに敬

　　意を表します。

　　　　次のとおり６部門の討議が行なわれました

　　　が，各ﾘｰﾀﾞｰの勉強ぶりと各ｸﾗうの発言が至

　　　極活発であったのには感銘を覚えた次第で

　　　す。出題とﾘｰﾀｰは；

　　　　職業奉仕（公害問題と不良商品；職業上の

　　　　　身近かな親切；青少年に対し職業奉仕へ

　　　　　の川心を高める方法）川口正三（有田）

　　　　社会奉仕（一般社会での時間励行；危険な

　　　　場所のﾊﾟｽ停移動）矢倉甚兵衛（田辺）

　　　　青少年（家庭のしつけ；享楽主義的青少年

　　　　　の鍛錬；観光地青少年の社会教育をどう

　　　　　するか）藤堂俊光（白浜）

　　　　国際奉仕（国際理解を深める方法と条件）

　　　　　岩崎正夫（新宮）

　　　　ｸうう奉仕Ａ（微笑分類の地域特性とﾊﾟﾗこﾉｽ

　　　　　化；会員推薦委員会の効果的活動）

　　　　　小林良平（御坊）

　　　　ｸうう奉仕Ｂ（広報と日本語ﾛｰﾀﾘｰ文献の

　　　　　難解）東　通央（那智勝浦）
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　なお，明1970年のICGFは御坊ｸうづがﾎｽﾄ

を引受けて下さることに決定。ただし参加

ｸうづの組合わせは未定です。

□□紀北地方のＩＣＧＦ開催□□

　９月20日（土）12時から16時半まで，和歌

山県粉河町立体育館において第６組のｲこﾉﾀｰ

五ﾉﾃｲ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｫｰﾗﾑを開催，和歌山（24）

海南（33）橋本（39）和歌山東（29）和歌山

南（17j粉河（22）の６ｸﾗうから164人か参

加,ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾘｰﾀｰに緒方準一元ｶﾞﾊﾞﾅｰを迎え，

井関ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉΣﾆｰも臨席されて,残暑きびし

い中で活発な研究討論会かもたれました。

　部門別の論題とﾘｰﾀｰは次のとおり；

　　　　　　　　　　　ﾘｰﾀｰ　　　　　副

ｸﾗづ奉仕（和歌山東）山東英蔵　菅井康郎

職業奉仕（和歌山）雑賀豊太郎　島村富朗

社会奉仕（橋本）　中村　岩夫　武田文介

青少年奉仕（海南）中村　哲三　川日程司

国際奉仕（和歌山南）得津太郎　土橋　宏

　（1）会員拡大，推薦，選考，区域限界。

　（2）職業奉仕活動への全会員の積極参加意

　　欲増進の方法；

　　労使円満な協調体制をつくるについて；

　　四つのﾃｽﾄの活用。

　（３）ＲＥＶＩＥＷａｎｄＲＥＮＥＷ を社会奉仕

　　活動に適用するに当って；交通安全への

　　活動。

　（4）青少年活動週間へのよい計画；有職青

　　少年への奉仕活動。

　（5）国際奉仕活動を刷新する方策；万国博

　　会場での例会計画について。

　なお，席上，1968－69年度第365区の出席

競争で第１位を占めた橋本ｸﾗづへ塚本月ﾊﾞﾅｰ

から優勝旗を贈りました。　また，明年度の

ICGFのﾎｽﾄは和歌山ｸﾗﾂが引受けました

が，参加ｸﾗづの組合わせは未定であります。

　今回のﾎｽﾄ粉河ｸﾗづに感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

□□意義ある業績賞に応募／□□

　　「意義ある業績賞JSignficant achieve-

ment Awardsか１地区１ｸｸづに対してｍら

れます。審査に参加するｸぅうは申込み用紙に

記入してｎ月１日までに当地区の「意義ある

業績賞委員会」（ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所気付）あてに

提出して下さい。この地区委員は次のとおり

です。

　　委員長　緒方　準一

　　委　員　森　寿五郎　　北村孝治郎

　これは地区内で奉仕活動が最も優秀なｸぅづ

に対して国際ﾛｰﾀﾘｰ会長から表彰するもの

で，選考基準は次ぎによります；

　ａ）ﾛｰﾀﾘｰ綱領の１またはそれ以上を達

　　成するのに役立つ企画であること

　ｂ）ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾂﾞ，地域社会，国，または，

　　世界の大事な要求を淘すために役立つ企

　　圃であること

　ｃ）ｸﾗづ会員の多数が自身でその企画に参

　　与するものであること

　ｄ）企画か成功を収める見込が十分か，

　　ま，た継続成功を保証できる程度に基礎

　　か確実もなのであること

ｸぅづ合同の企画は審査対象となりません。

　　　□□規定改正案が送来された□□

　　　　ＲＩ中央事務局から規定改正案と決議案か

　　　最近各ｸぅづあてに英文で送られてきておりま

　　　す。　全部で63件あり，明年５月の世界大会

　　　（米国ｱﾄﾗﾝﾀ市）へ提案されるものですが，

　　　この中には重要かつ画期的な案件が多数含ま

　　　れていますから，各ｸﾗづで討論会を開くと

　　　か，特別委員を任命するとか，十分に研究の

　　　ぅえ，明春の地区年次大会（京都）でも討議

　　　できるようにご準備おき下さい。
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８　月‥出　席　報　告

(Attendance Report for AtJgust)

順位 ク　ラ　う 例会 会　員 6月末比 出席率 前月順 順位 ク　う　づ 例会 会　員 6月末比 出席率 前月順

第１区分（49人以下）　41ｸﾗづ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

和　　　泉
大和高田

高　　　槻
椙　　　本

河内長野
水　　　口

京　都　北
京　都　西

橿　　　原
人　　　津

彦　　　根

新　　　宮
和歌山東

大　阪　西
大阪淀川

吹　　　田

大阪住吉
京　都　東

宇　　　流
布　　　良

　　堺
京　都　南

茨　　　木
岸　和　田

福　　　井

富　田　林
泉　大　津

御　　　坊
東　大　阪

田　　　辺
幅　井　北

泉　佐　野
犬　阪　東

堺　　　南
長　　　浜

豊　　　中

和　歌　山

４

４

４

４

５

５

５

４

５

４

４

４

４

４

５

４

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

59

58

52

52

51

50

81

75

50

78

55

52

70

85

65

58

61

82

60

94

95

83

51

58

83

51

66

56

50

65

65

54

80

61

55

54

84

－２

十２

－１

一

年１

年２

一

一１

－１

＋１

一

一１

－

－

－

十４

一

一２

十２

一

一５

－１

十１

－

一

一

十１

十１

－１

十２

一

一２

十１

十２

十１

－１

十１

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

10〔).00

　99.75

　99.67

　99.18

　99.03

　98.62

　98.59

　98.53

　97.93

　97.84

　97.81

　97.70

　97.47

　97.42

　97.41

　97.35

　96.95

　96.81

　96.55

　96.52

　96.50

　96.25

　96.07

　95.77

　95.08

　95.00

　94.94

　94.82

　94.n

　93.98

　92.59

　92.45

1

6

2

3

4

5

9

8

7

12

10

n

14

13

15

19

18

25

20

23

31

17

22

32

34

24

21

27

26

29

33

28

30

35

16

37

38

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41.

有　　　田
松　　　原

五　　　条
京都山科

枚　　　方
高　　　石

近江八幡

和歌山南
大阪阪南

八　日　市
海　　　南

枚　　　岡

勝　　　出
納　　　圧

入阪大高橋
池　　　田

大阪西北
白　　　浜

粉　　　河

敦　　　賀
那智勝浦

豊　中　南
峰　　　山

武　　　生
福　知　山

箕　　　面
八　　　尾

宮　　　洋

舞　　　鶴
綾　　　部

門　　　真
大　　　東

大和郡山
大阪西南

舞　鶴　東
守　　　口

火　　　野
小　　　浜

寝　屋　川

貝　　　塚
大阪城南

４

４

４

４

４

４

４

５

４

５

４

４

４

５

５

５

４

５

４

４

５

４

４

４

４

４

４

５

４

５

４

４

４

４

４

４

５

４

５

４

５

46

46

41

36

44

41

45

47

27

30

49

45

32

38

47

47

33

34

24

46

33

22

38

49

49

21

45

41

48

46

22

28

41

34

44

47

29

40

24

45

31

－１

十１

十１

十７

十２

－１

十３

－２

　－

十２

十１

　－

　－

　－

　－

　－

十４

－２

一

一

一

一

十２

十１

－３

－

十１

－１

－１

ギ１

一

一

一

一

十１

－１

一

一

ふ４

一

一よ･５

100.00

100.00

100.00

100.00

　99.43

　99.39

　98.34

　98.30

　98.15

　98.00

　97.87

　97.78

　97.66

　96.841

　96.59

　96.49

　96.21

　96.00

　95.83

　95.56

　95.55

　95.45

　95.33

　95.31

　95.26

　95.24

　95.08

　95.01

　94.79

　94.66

　94.32

　93.75

　93.13

　92.65

　92.59

　92.56

　91.43

　90.00

　90.00

　89.21

　88.09

10

1

3

4

16

18

2

6

11

26

13

23

17

28

12

5

25

21

20

34

38

7

29

24

36

15

33

8

22

37

27

31

9

14

30

40

39

19

35

32

36

第３区分（100人以上）　４クラう

１

２

３

４

大　阪　南

京　　　都

人　阪　北

大　　　阪

４

４

４

５

].40

179

150

290

－４

十３

十１

－２

98.50

94.46

92.79

91.32

１

３

２

４第２区分（50～99人）　37ｸうづ

ｸﾗづ　82　　会昌　4,733

　　　　　　　　　　－11－

（６月末比　十23） 平均出席率　96.26％
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
今
日
の
世
の
中
は
若
い
世
代
の
も
の

で
あ
る
と
人
口
統
計
学
者
は
申
し
て
お

り
ま
す
。
人
の
見
方
に
よ
っ
て
意
見
も

変
っ
て
き
ま
す
が
、
今
日
の
若
い
世
代

は
、
人
類
史
上
未
だ
か
つ
て
前
例
が
な

い
ほ
ど
勤
勉
な
、
万
事
に
深
い
関
心
を

寄
せ
、
私
心
を
持
た
な
い
世
代
で
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
ま
た
逆
に

得
手
勝
手
な
、
唯
物
主
義
に
溺
れ
た
世

代
で
あ
り
、
無
政
府
状
態
へ
の
道
へ
突

進
せ
ん
と
し
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
若
い
人
た
ち
を

知
り
、
理
解
し
、
そ
し
て
彼
ら
と
共
に

活
動
す
る
こ
と
か
必
要
で
す
。
本
年
度

初
め
て
設
け
ら
れ
た
、
十
月
五
日
か
ら

十
一
日
ま
で
の
「
青
少
年
活
動
週
間
」

は
、
今
日
の
若
人
が
直
面
し
て
い
る
諸

問
題
の
解
決
に
、
建
設
的
な
方
法
で
も

っ
て
援
助
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
の
に

良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
あ
る
生
物
学
者
が
、
一
匹
の
蟻
を
観

●
察
し
た
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
蟻
は

か
ら
だ
の
大
き
さ
に
比
し
て
途
方
も
な

く
重
荷
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
麦
わ
ら

の
一
片
を
運
ん
で
い
た
の
で
す
。
蟻
は

や
が
て
地
面
の
割
れ
目
に
さ
し
か
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
は
歩
い
て
渡
る
に
は
幅

が
広
過
ぎ
ま
し
た
。
す
る
と
、
蟻
は
、

ど
う
し
よ
う
か
と
思
案
す
る
か
の
よ
う

に
、
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
や
が
て
、
背
負
っ
て
い
た
麦

わ
ら
を
、
そ
の
割
れ
目
に
渡
し
て
そ
の

上
を
歩
い
て
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。
蟻

の
重
荷
は
前
進
の
た
め
の
掛
け
橋
と
転

じ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
蟻
の
話
に
は
、
今
日
の
青
年
層

に
見
ら
れ
る
不
安
動
揺
に
関
し
て
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
　
一
部
少
数
の
若
人
の
要
求
は
。

　
「
世
代
の
断
層
」
を
Ｉ
層
ひ
ろ
げ
る
か

に
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
青
年
の
不
安

動
揺
は
、
ま
た
そ
の
反
面
で
、
建
設
的

な
方
向
に
転
じ
、
良
い
結
果
を
生
か
こ

と
が
で
き
る
重
荷
の
一
つ
で
あ
る
と
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
み
な
青
少
年
の
手

●

本
」
と
い
う
、
広
く
使
わ
れ
て
い
る
標

語
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
標
語
に
恥
じ
な

い
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
る
た
め
に
は
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
行
動
こ
そ
最
善
の
お

説
教
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
日
の
若
い
人
た
ち
は
、
今
ま

で
の
ど
の
世
代
の
青
少
年
よ
り
も
注
意

深
く
大
人
の
行
動
を
観
察
し
て
お
る
の

で
す
。

　
あ
る
大
き
い
大
学
の
学
部
長
を
し
て

お
ら
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
、
か
れ
の

ク
ラ
ブ
で
の
卓
話
で
、
今
日
の
青
年
層

の
一
大
特
色
は
、
非
常
に
鋭
い
分
析
的

な
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
述
べ
て

い
ま
す
。
新
聞
記
事
の
大
見
出
し
の
影

に
、
台
頭
し
つ
つ
あ
る
新
世
代
す
な
わ

ち
、
今
ま
で
の
い
ず
れ
の
時
代
よ
り
も

優
れ
た
教
育
を
う
け
、
働
く
た
め
に
は

十
分
な
道
具
を
持
ち
、
ま
た
、
不
幸
な

人
々
に
対
し
て
は
、
は
る
か
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
世
代
の
真
の
姿
が

う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
青
年
層
に
対
し

て
、
良
き
市
民
と
な
る
た
め
に
責
任
あ

る
態
度
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ

な
方
法
で
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
二
、
三
を
挙
げ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
、
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
、
青
少
年

交
換
、
少
年
の
ク
ラ
ブ
、
職
業
指
導
、

四
つ
の
テ
ス
ト
の
普
及
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
は
み
な
、
若
い
世
代
の
人
た
ち

に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
人
道
的
な
理
想
を

い
だ
く
よ
う
に
す
す
め
る
こ
と
で
あ

り
、
「
世
代
の
断
層
」
に
掛
け
橋
を
す

る
の
に
役
立
つ
活
勣
な
の
で
あ
り
ま

す
。
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｒ
・
ミ
ー
ン
ズ
）

　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
私
た
ち
は
、

次
代
の
た
め
に
、
私
た
ち
か
青
少
年
で

あ
っ
た
こ
ろ
と
比
べ
て
、
例
え
わ
ず
か

で
も
世
界
を
よ
く
す
る
よ
う
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
の

方
法
は
、
青
少
年
が
、
今
私
た
ち
の
し

て
い
る
仕
事
を
、
引
継
ぎ
や
す
い
よ
う

に
す
る
た
め
準
備
を
整
え
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
現
代
の
若
人
の
あ
る
も
の
は
、

明
日
の
指
導
者
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で

す
。
（
O
v
e
A
r
k
i
1
）
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GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

ＧＯＶＥＲＮＯＲ：　ＹＯＳＨＩＴＡＫＡ　ＴＳＵＫＡＭＯＴＯ

ＯＦＦＩＣＥ：　　Ｈｏｔｅｌ Ｎｅｗ Ｏｓａｋａ

３,５ Ｎａｋａｎｏｓｈｉｍａ Ｋｉｔａｋｕ， ０ｓａｋａ ５３０，Ｊａｐａｎ

ＣＡＢＬＥ ＡＤＤＲＥＳＳ：　ｌｎｔｅｒｏｔａｒｙ　ｏｓａｋａ

●　　　Ｎ０．５　　Ｎｏｖ．１，１９６９

一一

ガバナー月信

●

President of Rotary lntemational

James F. Conway

　　　　　　　　appealsto every Rotarian to

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　　　　530大阪市北区中之島3－5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06－441－1431　内線248

第５号　昭和44.11.1
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EVANSTON　ADVISES

●

●

回帆船とクィーン・エリザベス号[に]

　ｶﾙｰｻｰｽ氏はｲｷﾞﾘｽ外務省の終身官僚であ

ります。彼は中年ですが独身で余暇を閑寂に

過すことを好み，長年，帆走を趣味としてい

ます。小さな船で世界の海を１人で帆走する

ことが楽しみなのです。しかし，彼はもう若

くはないので，友人たちが，余り冒険をしな

いよう説得しましたが，きき入れません。そ

こで万一遭難した場合にすぐ援助を求められ

るようにと，昨年の夏，彼の50回目の誕生日

に，りっぱな無線電話機を贈ったのです。

　さて，昨年の９月のある日，加しｰｻｰｽ氏

は，夏期休暇を利用して大西洋に乗り出し悪

天候の下，激しい疾風のなかを帆走しており

ました。ちょうど同じころ，今はｱﾒﾘｶの海

岸に余世を送っている巨船ｸｨｰこﾉ・ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ号

が引退を間近かに控え，ﾆｭｰﾖｰｸからｻｻﾞこﾉ

づﾄこﾉﾍ向け，大西洋を航行していました。

この巨船の見張員は洋上の彼方に小さな帆船

を見付けて，びっくりしました。その小船の

帆は疾風をまともに受けてひきちぎれんばか

りにあおられています。見張員は急いでこの

ことを船長に報告しました。揺れを少なくす

るために，巨船はその時すでに半速で航行し

ていましたが，報告を受けた船長は停船を命

じ，小船に点滅信号を送らせました。相手に

は無線設備などないと思ったからです。

　この信号に気付いた孤独な船乗りは，双眼

鏡を使って，霞と水しぶきの合い間に浮ぶ汽

船の巨大な船影と船体に記されている世界殼

大のこの汽船の船名を見分けたようです。汽

船側から送られてくる信号を解読するいとま

もなく彼はすぐあの無線電話機にとりつき，

周波数を合せて話しかけました。嬉しいこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　に，ｸｨｰこﾉ・ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ号の通信士からすぐ応答

　　があります。加しｰｻｰｽ氏が，゛こちらの活か

　　聞きとれますか″と話しかけるど大きくは

　　っきり聞えます。どうぞ″と通信上が答えま

　　す。すると加しｰｻｰｽ氏から驚くべき言葉が返

　　えってきました。　゛停船しているようです

　　が，淑故のようですね。何かお役に立つこと

　　かおりませんか″。ｸｨｰこﾉ・ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ号に向っ

　　て，氏はこのように言ったというのです。

　　　　この活を間いて私たちは大笑いしました。

　　　しかしそれは邪気のあるものではなく，温た

　　　かな，そして失なったものをとりもどした時

　　　のような，そしてまた胸にこみあげてくるよ

　　　うな感じのものでした。なぜなら，引かに圧

　　　倒的な大自然と闘いながらも，敗北を認めよ

　　　うとしない，誠実で孤独な１人の人間をそこ

　　　に感じたからであります。

　　　64年前のﾎﾟｰﾙ・ハリスもそのような人間であ

　　　ったのです。彼もまた，荒れ狂う大きな世界

　　　に向っで何かお困りのようですね。お役に

　　　立つことはできませんか″と言った人間なの

　　　です。これを聞いた彼の友人たちも少し笑っ

　　　たかも知れません。しかし，たとえ笑ったと

　　　しても，その笑いはやはり温たかな，そして

　　　邪気のないものであったことでしょう。なん

　　　となれば，そこにはやはり，圧倒的な押しよ

　　　せる世間の荒波と闘いながら，なおかつ，敗

　　　北を認めない，誠実で孤独な人間の悲しみと

　　　可笑し味が感じられたからです。

　　　　さて，皆さん，私たちはこの言葉を手本と

　　　して前進しようではありませんか。必要とあ

　　　れば，゛お困りのようですね。何かお役に立

　　　てますか″と。

　　　く1969年５月，国際協議会におけるＲＩ第１副会

　　　長William C. Carter 氏の講演より＞

２　－
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口クラブの姿は新会員にどう映るか□

　あるﾛｰﾀﾘｱこﾉからﾛｰﾀﾘｰﾍ入会をすすめ

られた友人か，ﾛｰﾀﾘｰの目的，特に地元ｸﾗ

うの活動について質問しました。まだ35～6

の若い人で，責任の地位にある人物です。彼

は自分の余暇を割いて青少年のために，特に

近隣の市の貧民訴に住む前人を援助すること

に奉仕している人なのです。

　　「時間は私にとって貴重な財です。もしも

ﾛｰﾀﾘｰﾍ入会するとなれば，そのための時

間はつくります。けれど，その時間が有意義

に活用されるのかどうか確かめておきたいの

で，あなたのご意見を伺わせて下さい」と彼

は申しました。

　このような質問を受けたとき，ﾛｰﾀﾘｱこﾉな

ら誰れでも，どのよぅな返答をすべきか考え

ておく必要があります。なぜなら今日，若く

てﾛｰﾀﾘｱこﾉになる資格を有し，教育もあり，

地域社会をよくするために関心を寄せ，か

つ，活動に加わることを願っている人たち

が，しばしば持ち出す質問であるからであり

ます。

　ﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人がこの質問に答えなければな

らないと同時に，［］-ﾀﾘｰｸﾗうもその姿を鏡

の前に立って写し出してみなければなりませ

ん。新会員になりそうな人の目にｸぅうはどの

ように映るでしょうか。奉仕ｸﾗづであること

がはっきり識別されるでしょうか。奉仕の機

会は新しく続々と現われてまいります。とこ

ろがです。その問題はﾛｰﾀﾘｱこﾉか取り熊むに

ば大きすぎる″とが余りにも厄介な問題

である″とか理窟を言って引込み思案する向

きがあります。それでは，今日までのﾛｰﾀﾘ

ｰのりっぱな業績を無視することに等しいの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

です。奉仕を必要とする諸問題は非常な勢い

をもって追って参ります。そのまぶしい光に

出会っては，たとえﾛｰﾀﾘｰｸぅうの過去の業

績が輝いているといっても，そんな斜陽は，

一般社会の人々に対しては，まことに弱々し

い光りしか放たないのだということをわれわ

れは自覚せねばなりません。

　ﾛｰﾀﾘｰはﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人に奉仕の動機を与

えよぅとするのです。そのためには，各地の

ｸﾗう自体がまず，奉仕活動の尽きぬ源泉とな

らなければなりません。ｸぅづがこの機能を果

すにはいろいろな方法があります。その中で

も最も玉藻なもののひとつは，毎週のづﾛｸﾗ

ﾑです。　もしもｸﾗうの例会が，その地域によ

って真に大事な問題を討議する場所となるな

らば，ｸぅづは重要な教育的役割を果たすこと

になるのであります。このようなうﾛｸﾞﾗﾑの

結果として，個々の会員は，何か最重要な問

題であるかを判別することができるのです。

。ﾛｰﾀﾘｰｸぅづの奉仕活動がはっきり世間に

わかれば，会員の増強に大いに好影響を及ぼ

すのであります。新会員を誘い込めるよう

な，りっぱな奉仕りﾛｼﾞぅ乙が先行すべきか，

強力な奉仕活動を行なうために必要な新会員

を入会させる方が先きか，という質問は，鶏

が先きか，卵が先きかという昔からの質問と

同じです。ﾛｰﾀﾘｰでは，奉仕活動を活発に

する努力と，そのために必要な会員増強の努

力とが，他行して行なわれなければならない

のであります。＜ｼﾞｮｰｼﾞＲ．ﾐｰこﾉｽﾞ＞

＝■■ＪａＪ＝■－Ｊ

ロータリーの世界現勢

－■■■■■■還＝＝■■還』－■
－
－
―
ｒ

Ｗ

147の国および地域にわたり，10月１日現在　ｉ

ｸﾗづ数は13,935，ﾛｰﾀﾘｱこﾉは658,250人。

・ｄ■■■－－－■－■－■■－■■■■■■－■■－■■－■■－
・㎜－－をー
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□ロータリー財団への365区

　　　　　昨年度寄付額は73％の著増回

　ﾛｰﾀﾘｰ財団Charles W. Pettingi11管理

委員長から，原田秀雄直前月ﾊﾟﾅｰあてに，９

月23日付で次ぎのよぅな感謝状が参りまし

た。同時に塚本月ﾊﾞﾅｰあてにも，第365区が

前年の記録を保持するか，昨年以上の成績を

あげて下さるように期待しますと申越されて

います。各ｸぅづ今長さまが，本月の財団週間

を利用してご尽力たまわりますようお願い申

上げます，

　原田秀雄さまｰ一拝啓，地区月ﾊﾟﾅｰとして

の貴殿の年度中，貴地区よりのﾛｰﾀﾘｰ財団

に対する寄付額は，その前年度に比較し73ﾊﾟ

ｰｾこﾉﾄの増額を記録されました。これは貴殿

をはじめ，貴地区ﾛｰﾀﾘｰ財団委回会倣びに

貴地区内吝ｸぅうが人きな誇りとされ得るりっ

ぱな業績であります。

　ﾛｰﾀﾘｰ財団管理委付今では貴殿のご尽力

を深く感謝いたしております。なお，貴殿と

ともに財団のためにご活躍下された方々へ

払当管理委員会の感謝の意をお伝え願えれ

ば幸甚に存じます。　　　　　　　敬　具

　　　　　　　　　　ﾁﾔｰﾙｽＷﾍﾟﾃこﾉ平ﾙ

ｺ]ロータリー財団の活動大飛躍回

　ﾛｰﾀﾘｰ財団への寄付が1968 － 69年度に

150万ﾄﾞﾙの新記録を達成したので，その直

接の結果として，1970－7]_年度の奨学生は前

例のない多数が選ばれることになりました。

すなわち，205人の大学卒業生，53人の大学

在学生，37人の専門訓練生で合計295人にの

ぼります。このほかに研究ｸﾙｰうとして50組

　(300人)が1969－71年度に地区間で交換さ

れます。この中で日本の地区と交換が決定し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー ４　－

たのは；

　365区対245区（西部豪州）

　357区対101区（ｽｺｯﾄﾗこﾉﾄﾞ）

　353区対717－719区（ﾆﾆｭｰﾖｰｸ）

　352区対504区（力すﾀﾞ・米国）

　研究訥レづは次の1970－72年度には60組と

なり，10組増加します。　上記の奨学六合は

n5万ﾄﾞﾙ，研究訥レづに45万ﾄﾞJし，合計160万ド

ルを要します。

　上掲奨学生295人のうち男は213人，女が82

人で，47力国から外国の47力国へ１平門肝聡

します。

　ﾛｰﾀﾘｰ財団開始以来の奨学金受削者は約

4,000人，その額９万万白しで，76ヵ国から95

カ国へ⑤聡しました。大学卒業生の受打者は

付設以来2,734人，:万門訓練生は1966－67年

に創姶良177人，入学往学生の受行者は1968

－69年創始後163人です。研究訥レうは1965

－66年に創始以来，1970－71年の分までを合

計すると1,200人に上ります。

□ロータリー財団の諸統計□

①　1969月６月30日現在日本のﾎﾟｰﾙ・ハリス・

　フェロー（干ﾄﾞIJし），オナラリー・フェローＣ５百ﾄﾞﾙ）

　など財団への特別寄行者の人数

　　ﾎﾟｰﾙ・ハリス・フェロー　　　　　　　84人

　　オナﾗリー・フェロー　　　　　　　　　　22人

　　メモリアル・ｺこﾉﾄﾘﾋﾟｭｰﾀｰ　　　　　８人

　　ｻｽﾃｰﾆこﾉｸﾞ・ｺこﾉﾄﾘﾋﾟｭｰﾀｰ　　　75人

　　ﾎﾟｰJし・ハリス・サフェロー　　　　　　35人

　　　　　　　　　　　　合計　　224人

②　1917年ﾛｰﾀﾘｰ財団国立以来全世界のロー

　タリーよりの寄付額合計（1969年６月30目

　現在）　　　　　　　16,888,539.74臼し

　1917年ﾛｰﾀﾘｰ財団創立以来日本のロータリー
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□ロータリー財団寄付額

　　　　　パーセント上昇のクラブ口

　1969.9.30.現在で次のｸﾗづがﾛｰﾀﾘｰ財団

への寄付額ﾊﾟｰｾこﾉﾄが増加しております。

　　　　　（6月30日現在）（9月30日現在）
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⊇lnteract，Rotaractの分担金払込［に］

　ｲこﾉﾀｰｱｸﾄまたはﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗうをｽﾎﾟこﾉｻｰ

したﾛｰﾀﾘｰｸﾗぅへ，ＲＩ力ヽら近く，合口賃

貝合（annual dues）の送金書式を送ってき

ます。

　ｎ月１日現在の会且数にもとづき，ｲこﾉﾀｰ

ｱｸﾄｸぅづ会員は１人につき米貨50ｾこﾉﾄ（年

額），ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗづ会員は１人につき米貨

１ﾄﾞIﾙ（年額）の会員負担金をｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀ

ﾘｰｸﾗづへ12月１日までに納入しなければな

りません。ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづはそれを12

月31日までにＲＩへ送金することになってお

ります。これは本年５月の国際ﾛｰﾀﾘｰ理事

会が，これらの両種ｸﾗづに関する文献配布費

や管理諸費用の一部を支弁するために新設し

た会員負担金であります。（jﾊﾟﾅｰ月信第２

号５ﾍﾟｰｼﾞ参照）

-

　　回国際ロータリー各種委員（追加）□

　　　月信第４号５ﾍﾟｰぶに掲載の，わが国から選

　　任されている国際ﾛｰﾀﾘｰ各種委員のﾘｽﾄに

　　次の通り追加します。

　　　1971 Convention　　　安野譲次（一宮）

　　　lnternationa1 Service 難波放言（西宮）

　　　Committee to Study Genera1

　　　　Redistricting of Rotary Clubs

　　　　　　　　　　　　　松本兼二郎（東京）

　　　Liaison Me�jer to Membership　　　　　●

　　　　Development Committee

　　　　　　　　　　　　　原田秀雄（大阪址

　　□□米山奨学生の応募締切り日□□

　　　ﾛｰﾀﾘｰ米山奨学今は昭和45年度奨学生応

　　募要綱を次ぎのとおり決めました：

　　　各地区の受付締切り　　　44年12月10ロ

　　　同選考　　　　　　　　　45年１月下≒

　　　なお本年度は第365区，368区，369区は３

　　地区合同で選考を行なうことになりました。

　　ロロロータリー規定改正案

　　　　　　　　　　　　　　　略説明ロコ

　　　本月信の付録として，明年５月の国際犬合

　　　（米国ｱﾄぅこﾉﾀ市）に福山される案件63の解　　●

　　説を原田直前月ﾊﾟﾅｰをわずらわして書いてい

　　ただきました。各ｸﾗづで十分ご研完ご検討下

　　さい。

　　　その中には，RI,理事の選出とその地域別

　　割当，規定審議機構の改革，ｸﾗづ拡大，地区

　　大会，ｸぅづ運営，会員制度，出席規定などに

　　関する多数の重要かつ㈹期的な改正案が忿ま

　　れています。

　　□□勝山ロータ７アクト誕生□□

　　　勝山ＲＣのｽﾎﾟこﾉｻｰにより地区内７番目の

　　勝山ﾛｰﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗづが誕生しました。約半

６　－
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年ﾚ）阜偏をへてさる９月12日創立総会を開　　　　（４）万国博とﾛｰﾀﾘｰ・国際青少年交換壮

者，10月13日（月）福井県勝山市民会館にお　　　　　　　圓について

いてヤ後６時から認圧伏伝達式が塚本力Iﾊﾟﾅｰ　　　　　　なお，席上昨年度の出席率優秀ｸﾗう河内長

および奈良常五郎地区ﾛｰﾀｰｱｸﾄ委員長臨席　　　　　野（４位），五条（６拉），大和高田（９位）

の上で挙行されました。　　　　　　　　　　　　　　に対し塚本ｶﾞﾊﾞﾅｰから優秀旗をそれぞれの会

　同ﾛｰﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗうは勝山市の勤労青年25　　　　　長へ贈呈しました。また，明年のＩＣＧＦの

人（ぅち女子12人）から成り，役員はつぎの　　　　ﾎｽﾄは奈良ｸﾗﾂﾞが引受けられました。ただし

とお０です：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加ｸﾗづ組み合せは未定。

　会長　佐々木惣兵術　副会長　鷲田政憲　　　　　　　会場に当てられた奈良県文化会館は新築の

　幹事　多田修次　　　会計　　西出民子　　　　　すばらしくりっぱな建物，さらに，ﾏｲｸ拡声

　証圧伏は勝山ＲＣ池田畑宰会長からﾛｰﾀｰ　　　　装置が上等で，討論会の効果を一層大きくし

ｱｸﾄ・ｸﾗﾗ佐々木会長に手渡されました。な　　　　　ました。ﾎｽﾄ大和郡山ＲＣのご配脆に対し感

お同ｸぅうの新生を祝して勝山市長山目論氏，　　　　　謝申し上げます。

ﾎｽﾄｸぅう各会員，福井県ドの各ＲＣ代表，ロ　　　　　ロロ泉州と大阪南部のＩＣＧＦ□□

-ﾀｰｱｸﾄ会員の父兄姉らも臨席されました。　　　　　　10月ｎ日（上）第８組のinterdty
genera1

□□奈良においてＩＣＧＦ開催□□　　　　　forumか堺市民会館において堺ＲＣのﾎｽﾄ

　９月27目C土）12 : 10から17 : 30まで第７　　　　で開催され，221人が参加，12時30分から17

組のｲﾆﾉﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｵｰぅ乙が人和郡山　　　　　時40分まで，ﾛｰﾀﾘｰの四大奉仕部門につい

RC犬）ﾎｽﾄにより奈良県文化会館で開催さ　　　　　て活発な討論が繰りひろげられました。参加

れ，河内長野（23），宮田林（18），松原　　　　12ｸぅうよりの出席者は大阪南12，大阪住吉

　（25），五条（19），大和高田（34），橿原（2　　　　13，大阪西南６，大阪阪南８，堺南21，高石

5），奈良（47），大和郡山（36），計８ｸﾗうか　　　　13，泉大津17，和泉20，岸和田22，貝塚16，

ら235人が参加しました。ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾘｰﾀﾞｰに　　　　　泉佐野21，堺52.ｾﾞﾈぅﾙﾘｰﾀｰには秦元ｶﾞﾉ汀-

は坑内ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾟﾅｰを迎え，森，緒方両ﾊﾞｽﾄ月ﾊﾟ　　　　　を迎え，森元ｶﾞﾊﾞﾅｰも列席。　席上で前年度出

ﾅｰも臨席されて大へん活発な勉強会であり　　　　席率第７位（99.851％）の和泉ｸﾗうへ塚本力

ました。部門別ﾘｰﾀｰおよび議題は：　　　　　　　　ﾊﾞﾅｰから出席優秀旗を贈りました。部門別ﾘ

　　　　　　　　　　　　ﾘｰﾀﾞｰ　　　　副　　　　　　　　-ﾀｰおよび議題は次ぎのとおり：

　ｸﾗう奉仕（宮山林）麻野正直　上田剛三　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘｰﾀｰ　　　補佐

　識裳奉仕（五　条）山県賢一　紙谷修一　　　　　　ｸぅづ奉仕（岸和田）藤浪　勝　　米本佐一郎

　社会奉仕（松　原）古木俊雄　藤本昇洽　　　　　社会奉仕（大阪住吉）山本優佐野川谷安太郎

　国際奉仕（奈　良）石沢正男　河合庄洽　　　　　国際奉仕（堺　南）宮本　章　　佐藤　幸猪

　（Ｌ）会は増強と関連する諸規定の活用　　　　　　職業奉仕（泉大津）細川正一　　小西武三郎

　（２）各ｸﾗづ職業奉仕活動の実状の発表　　　　　　　万国博（大阪南）松本　進　　桃谷　政順

　（３）青少年活動週間新設による週間うﾛｸﾞﾗ　　　　　１　会員の若返えりに関連して職業分類，会

　　ム・交通安全に対処するｸぅづ活動　　　　　　　　　員選考，会員推薦各委員会の協力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　７　－
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２　交通問題，主として道路案内標識充実

３　世界社会奉仕，国際青少年交換，海外ク

　うづとの提携，ﾛｰﾀﾘｰ財団寄付

４　職業奉仕採点ｶｰﾄﾞ，四つのﾃｽﾄ実用

５　万国博ﾛｰﾀﾘｰ例会のもちかた

　なお，意義ある業績賞の申込み，地区分割

に関連してｸぅう増設の緊要性につき，塚本月

ﾊﾟﾅから説明かおり，最後に，明年のＩＣＧ

Ｆは高石ﾛｰﾀﾘｰｸぅうにﾎｽﾄを引受けてもら

うことに決定したと発表がありました。今回

のﾎｽﾄｸぅづ堺ＲＣへ感謝します。

ロロクラプ推奨細則の

　　　　　　　　　　改正について□□

　ｸぅづ推奨細則第８争４節（ﾛ）の１部が削

除されたことについてけ，原田月ﾊﾟﾅｰ月俗第

］｡4号（６月30日付）２ﾍﾟｰジに知らごれており

ますが，この仲について，それぞれのｸぅうで

:ま総会または例会において改正の手続きをと

らねば雪らないか，との門合わせがありま

す。土足のような国許ﾛｰﾀﾘｰ理参会の指示

による改正の坦今には手旅舎を宵略して訂正

しておいてズ支えありません。

ロロロータリー財団奨学生

　　　　　　　　　　　候補者推薦□□

　次年度ﾛｰﾀﾘｰ財団奨学生候補者の推前に

ついては，下記渚項お含みの上，貴ｸぅうにて

あらかじめ選考され，1970年４月１日までに

月ﾊﾟす一事務所に推薦書が到着するようご配慮

願います。

（1）奨学金の支給せられる奨学生の種類

　イ。大学院課程　大学卒業の学位のある者

　　で1971年７月１日現在20才から28才の独

　　身男女。

　□。　大学課程　大学在学中の者で少なくと

-

　　　　　も２年間在学の経歴のある独身男女。年

　　　　　今は1971年７月１日現在18才から24才の

　　　　　学生。

　　　ハ。専門的訓練のための奨学生　学歴は問

　　　　　わず，但し少なくとも２年間その専門と

　　　　　する職業に従事している経験者で，年令

　　　　　は1971年７月１日現在21才から35才の

　　　　　者。独身，妻帯いずれでも可。

　　（2）一般的資格

　　　　ａ　健康にして留学希望国の言葉に通じて

　　　　　いること。

　　　　ｂ　出際理解と両凶聞の親善を深める熱意

　　　　　のあるもの。

　　　　ｃ　　推薦ｸぅづの地域内に居住するものであ

　　　　　ろこと。万波地区内にある学校に在学す

　　　　　る折は，その学校の所在地ﾛｰﾀﾘｰｸぅぅ

　　　　　より推薦することっ

　　　　ｄ　ﾛｰﾀﾘｱこﾉの丁･弟，配偶者などは推薦す

　　　　　ることはできない。

　　　　ｅ　ﾛｰﾀﾘｰｸぅうのない国への留学希回折

　　　　　は据膳できない。

　　圓　費用について

　　　　　一年間の留学中の諸費用は個人的な費用

　　　　を除き，往復旅費，学費，滞在費など已学

　　　　に必要な費用はﾛｰﾀﾘ財団より支給され

　　　　る。

　　（4）奨学生推薦用紙はお申し出次第月ﾊﾟす一事

　　　　務所からお送りします。

　　　言新ポール・ハリス・フエロー

　　　　　　　　　杉本左近君（大阪東）□

　　　　ﾛｰﾀﾘｰ財団から10月23日付の通知による

　　　と，大阪東ｸﾗうの杉本左近君に新たに，ﾎﾟｰﾙ

　　　・ハリス・ﾌｴﾛｰの称号が贈られました。これ

　　　は財団に1,000ﾄﾞﾙの特別寄付をした人に贈

　　　られるものであります。（第４面参照）

８　－
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
喰
い
逃
げ
会
員
と
い
う
の
は
ア
メ
リ

カ
に
も
あ
る
と
見
え
て
　
e
a
t

a
n
d

　
ｒ
ｕ
ｎ

ｍ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
　
と
い
う
こ
と
ば
が

時
お
り
聞
か
れ
ま
す
。
哭
ｏ
ｏ
｛
零
と
も

呼
び
ま
す
。
本
年
五
月
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
・
ク
ラ
ブ
例
会
へ
出
席
し
た
際
、

食
卓
の
上
に
漫
画
入
り
の
「
喰
い
逃
げ

さ
ん
へ
の
四
つ
の
テ
ス
ト
」
と
い
う
の

が
印
刷
し
て
立
て
て
あ
る
の
を
見
付

け
、
一
枚
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
九
月
末
ま
で
に
公
式
訪
問
し
た
大
阪

市
内
の
五
ク
ラ
ブ
で
こ
の
喰
い
逃
げ
さ

ん
が
意
外
に
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

三
人
、
八
入
、
十
∵
人
、
十
五
人
、
十

八
人
。
こ
れ
は
、
こ
の
五
ク
ラ
ブ
の
脇

い
逃
げ
さ
ん
を
私
か
そ
の
都
度
メ
モ
し

た
数
で
す
。
し
か
も
、
ビ
ジ
タ
ー
が
そ

の
ほ
と
ん
ど
で
あ
０
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
い
け
な
い
と
思
い
、
毎
回
の

ガ
バ
ナ
ー
の
京
話
の
中
で
自
粛
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
間
的
に
は
、

●

●

喰
い
逃
げ
さ
れ
た
後
で
話
す
の
で
、
直
　
　
　
喰
い
逃
げ
さ
ん
が
ビ
ジ
タ
ー
に
争
い

接
の
き
き
め
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
の
は
、
一
に
は
、
例
会
時
間
の
六
割
。

　
喰
い
逃
げ
さ
ん
に
は
二
種
類
あ
る
よ
　
　
席
に
お
れ
ば
出
席
点
が
つ
く
と
い
う
、

う
で
す
。
そ
の
一
は
、
卓
話
の
題
や
顔
　
出
席
競
争
規
定
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

ぶ
れ
を
闘
い
て
、
面
白
く
な
さ
そ
う
だ
　
　
し
か
し
こ
れ
は
、
前
記
の
万
に
む
を
得

と
逃
げ
る
人
。
そ
の
二
は
、
出
席
点
数
　
　
ぬ
時
の
た
め
の
救
済
規
定
で
す
。
平
気

か
せ
ぎ
専
門
で
卓
話
寸
前
に
逃
げ
出
す
　
　
で
乱
用
す
る
人
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
い

人
。
ど
ち
ら
も
り
っ
ぱ
な
口
１
ク
リ
ア
　
　
え
ま
せ
ん
。
二
に
は
、
出
席
奨
励
の
行

ン
で
は
な
い
。
忙
が
し
い
か
ら
と
い
う
　
　
き
過
ぎ
か
ら
生
ま
れ
る
点
数
か
せ
ぎ
で

の
は
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
二
　
　
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
に
も
反

十
分
ぐ
ら
い
早
退
し
な
け
れ
ば
仕
事
に
　
　
省
の
余
地
な
し
と
し
ま
せ
ん
。

差
支
え
る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
喰
い
逃
げ
は
一
種

こ
う
い
う
常
習
者
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
退
塵
す
　
　
の
伝
染
病
で
、
少
数
の
患
者
か
ら
広
く

る
こ
と
は
、
例
会
の
ふ
ん
囲
気
を
こ
わ
　
　
流
行
の
可
能
性
が
見
ら
れ
ま
す
。
何
と

し
、
友
情
の
精
神
を
台
な
し
に
し
、
卓
　
　
か
今
の
内
に
根
絶
し
た
い
も
の
で
す
。

話
者
に
は
無
礼
ヤ
極
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
伝
染
病
治
療
対
策
の
い
く
つ
か
を
考

　
例
外
と
し
て
万
や
か
を
得
ぬ
早
退
も
　
　
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
事
前
に
、
例
　
　
田
　
喰
い
逃
げ
さ
ん
は
、
そ
の
行
為
の

会
の
司
会
者
た
る
会
長
、
あ
る
い
は
会
　
結
果
、
ど
ん
な
気
持
ち
を
卓
話
者
や
一

場
監
督
に
許
可
を
得
て
お
く
べ
き
で
あ
　
　
般
出
席
者
に
与
え
る
か
、
考
え
て
み
て

り
ま
す
。
会
長
か
ら
卓
話
者
に
対
し
そ
　
　
ほ
し
い
。
他
人
の
こ
と
を
思
う
の
が
口

の
旨
あ
ら
か
じ
め
諒
解
を
得
て
お
け
　
　
Ｉ
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
は
ず
。

ば
、
京
話
者
も
嫌
な
思
い
を
せ
ず
に
す
　
　
圈
　
他
ク
ラ
ブ
ヘ
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
に
行

み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
と
き
は
絶
体
に
喰
い
逃
げ
し
な
い
と

臼
分
で
誓
う
こ
と
。

圓
　
罰
余
を
出
せ
ば
喰
い
逃
げ
を
大
目

に
見
る
や
り
方
は
感
心
し
ま
せ
ん
。

圃
　
「
早
退
席
」
な
ど
と
喰
い
逃
げ
を

公
認
す
る
よ
う
な
特
別
席
を
設
け
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

㈲
　
ホ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
の
会
‥
は
に
対
し

て
は
、
名
札
掛
け
を
例
会
終
了
ま
で
閉

鎖
し
、
勝
手
に
掛
け
て
早
退
す
る
を
許

さ
ぬ
よ
う
に
、
早
追
考
の
バ
ッ
ジ
を
入

れ
る
特
別
の
受
け
箱
を
設
け
る
。

㈲
　
出
目
に
会
場
監
特
ま
た
は
代
理
が

立
っ
て
、
早
退
ビ
ジ
タ
ー
の
名
札
を
受

取
る
こ
と
。
そ
の
名
札
に
早
退
し
た
時

刻
を
士
人
し
、
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
ヘ
返
送

す
る
。
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
に
よ

っ
て
本
人
へ
注
意
を
促
が
す
。

閉
　
ク
ラ
ブ
会
長
は
月
に
Ｉ
、
二
度
例

会
の
席
上
で
、
反
映
い
逃
げ
運
動
を
展

問
す
る
こ
と
。
ク
ラ
ブ
会
報
に
も
こ
れ

を
掲
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
塚
本
義
隆
）
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第365区ガバナー月信　第５号　付録

付 録（１）

1970年　アトランタ国際大会へ提出される立法案

　　　　　　概　　略　説　明　　1969.10.15

　づ第365区立法案検討否け合否ほ長の原田

秀雄直前ｶﾞﾊﾞﾅｰをわずらわして別記のとおり

地区内の各ｸぅうのために解説していただきま

した。ご熟読下さい。

　　　　月ﾊﾟﾅｰ月哲N0.4・第10ページ参照＞

　　　　　1970年５月31日～６月４日に米田ｱﾄうこﾉﾀ

　　　　で開催される困弊大会は儒数年に当るので｡在

　　　　法大会となります。大会の一部の規定審議会

　　　　では各地区代表ド回生区では明年２月27～28

　　　　目の京都大会で選出する）の伴治と審議が行

　　　　なわれます。

　　　　　　そこに提出される立法案は63件に及び，す

　　　　　でに各ｸﾗう幹事のもとに，その全文のﾊﾟﾆﾉﾌﾚ

　　　　　ｯﾄOy文）がＲＩより直接配布されている

　　　　　はずであります。

　　　　　　そこで各ｸﾗづとしてなさねばならぬこと

　　　　　ﾝよ:

●　　（1）明年２月の京都大会で，この問題を逐条

　　　　　　審議するのであるから，それまでに各ｸうづ

　　　　　　の意見をまとめておくこと。

　　　　　（2）それには，各ｸﾗづ内に委員会をつくり，

　　　　　　前記沈ﾝﾌしｯﾄの研究を行ない，例会の卓話

　　　　　　又は会報で，会員に対し啓発を行なうこ

　　　　　　と。

　　　　　（3）その研究の進め方としては，新旧規定の

　　　　　　相違点は何か，提案がﾛｰﾀﾘｰの基本的特

　　　　　　芭に与える影響，提案の利点と欠点，提案

　　　　　　がｸﾗうと会Ｈに与える影響等に着目する。

　　　　　　ところで，このようにして各ｸﾗづの意見が

　　　　　　まとめられ，さらに京都大会で地区として

-

の意見も定まれば，当地区代表はこれを持っ

て規定審議会に出発することになります。

　63件のうち７件か制定案で定款，細則の改

iﾄﾞを目的とし，残余の６件が決議案であ1っま

す。

　江下各案件の概||ISを事項別に分類して述べ

てけに

○制　定　案

－
‐

Ｒ！豹,にに闘牛

70 4L 会長候補者はＲＩ理事の経歴を必要

　　とすること。　　　　　　，

　　ＲＩ細則の５条｡資格の改正である。

70-49，R HIII則10.糸瓜会長指名委,昌会の構

　　成を11名とあるを15名とする。（70-

　　47，70一一48関連あり）

　Ｉ　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　　ＲＩＲＩＪＩ：会心関するもの　｜

Ｉ　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜■
■
■■㎜

㎜㎜■

　　　７０-５，ＲＩ細則10条のうち理事の指名の項

　　　　　の改疋で，従来米国，ﾊﾟｰΞｭｰjl，づｴJしﾄ･

　　　　　リコの地理的地域から５名，力すjから１

　　　　　名の理事が指名されていたものを，米

　　　　　国，ﾊﾟｰΞｭｰﾀ，づｴJbﾄﾞ・ﾘｺ，カすjを一つ

　　　　　の地珊1的地域として６名の理事を柑名す

　　　　　ると改める。=理事の総数に変りなし。

　　　　　　(70-47，70-48，70-49関連あり)

　　　70-22，RI細則10条３節イ(5)，ｱSｱ地域か

　　　　　らの理事指名は名寄数年】｡名であった

　　　　が，ｱjｱを４地帯に分け番号順の地帯か

　　　　　ら奇数年１名とする。これは他の主な゛る

11－



付 録（２）

　　地域て行なっている方法と同一である。

　　　(70-23関連あり)

70-23，RI細則10条３節イ(4)，欧州大汗，

　　北ｱﾌﾘｶ及び東地中海地域からの理事指

　　名は毎年１名であったが，この地域を５

　　迂回:に分け濤号順の地代;から毎年１名と

　　する。(70-22関連あり)

70一24，RI細則10条３節イ(7)，その他の地

　　域からの理事指名は毎個数年１名であっ

　　たが，この地域は３地帯に分けてあった

　　ものを，理事会で新たにその分け方を決

　　定する。 70一22及び70-23に述べた地帯の

　　分け方についても同様とする。

　　　(70-22，70-23開通あり)

70-25，RI細則10条３節イ(6)，ｲﾍﾟﾛ・アメリ

　　カ地域の地帯の構成に開するもので，地

　　帯の分け方は出来る限り相隣る地区同志

　　を同一迫帯とし，地区に所属しないｸぅう

　　はＲＩ理事会で決定する地帯に含ませ

　　る。

70-42，理事の欠員補充のこと。ＲＩ細則第

　　４条８節に関して理事が最初の一年の任

　　期の途中で欠員となった時は，その理事

　　を指名した地帯，地理的集団，又は地城

　　のｸぅうがその時と全く同様の方法で指ち

　　し，二年目の任期の途中で失言になった

　　時に限り，現行の規定による。

70-47，RI定款５条の理事会構成を改圧す

　　るもの，即ち現在は会長を含めて理事会

　　は14名であるか，これを17名に改める。

　　　(70-48，70-5開運あり)

70-48，RI細則10条に関連して，各地理的

　　地方に地帯を設けて理事指名の数を次の

　　ように改める。

　　　地帯名　　　　　　　　理I杯の定員

　　　　　　　　　　　　　現行法　70-48案

米|几　ﾊﾟｰﾐｭｰﾀ，うｴﾙﾄ・リコ５　　　　６

一一

ｶﾅﾀ　　　　　　　　　　　　　　１

ＲＩＢＩ　　　　　　　　　　１

欧州大陸，北ｱﾌﾘｶ，東地中海地域

ｱjｱ

ｲﾍﾞﾛ・ｱﾒﾘカ

其の他

　　　　合　計

ト
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１
１
１
1
2

Ｉ
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N
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事指名香口合手続きに関するもの
－一一一一一一

●

●

　　　70-29，RI細則に理事指名畳畳の欠回補充

　　　　　にっいて触れていないので，これに色々

　　　　　の場合を規定して手続きを述べる。

　　　70-30，RI細則に理事指名香昌の披選資格

　　　　　があるが，その中に現在又は過去にＲＩ

　　　　　理事であり，又あったロータリアンは除くこ

　　　　　とを加える。（70-33関連あり）

　　　70-31，理事候補の選定に関し，或る地帯，地

　　　　　理的集団又は地域のｸぅづが委員の選定に

　　　　　加えて理事指名候補を提案する場合は一

　　　　　人の氏名だけを指定することが出来る。

　　　70-33，RI細則に加えて，現在及び過去の

　　　　　ＲＩ会長は理事指名畳已となることは出

　　　　　来ないとする。（70-30関連あり）

　　　70-34，指名委員会で理事候補の選定に関

　　　　　し，委員会招集者は候補者に日時・場所

　　　　　を知らせ，会ほする。

　　　70-35，同上の手続きに関し，委員会の招集

　　　　　者は委員の一回ではなくてその地帯から

　　　　　出ているＲＩ理事又は元理事とする。招

　　　　　集者は畳肌合が会合されたら先ず座長を

　　　　　互選するが，その後，招集者は退席し，

　　　　　委員会に加わってはならない。

　　　70-36，同上の手続きに関し，指名委員を現

　　　　　行の５名から７名に増員する。５名を以

　　　　　て定足とし，５名の投票が得られなくて

　　　　　はならない。

12－
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地区ｶﾞﾊﾞﾅｰに関するもの　！

70-26，RI理事会に地区月ﾊﾟすｰの指名を拒

　　否する極限を与,える。ＲＩ細則を変更し

　　て，ＲＩ理｢杯会が月ﾊﾟすｰ・ﾉﾐﾆｰに対し，

　　その資格の点て不十分と認めた特は指名

　　を拒が出来るようにする。

　　　　－

　，立法手続きに関するもの　
｜

70-10，RI定款及び細則，ｸﾗづ定款の一一部

　　を変更する。

　　規定審議会は現行通りの場所及び日時に

　　閲く。

　　ＲＩ会長は現行のように，審議会の座長

　　にならずに，座長を別に指ﾀ,する。

　　審議会における地区代表の代理人をおく

　　こと。

　　審議会における地区代表が数区を兼ねた

　　時の投票のこと。

　　審議会の座長と３人の白山代,iaを早期

　　に決めること。

　　審議会起草委ｎ会の構成を述べてある。

　　審議会起草委員会の任務を述べてある。

　　審議会立法案の提出，通告期限。（現行

　　のまま）……………

　　審議会立法案の提出JU］限の除外例を設け

　　る。

　　以下審議会の討議のこと，その手続き，

　　反対された案の処置，発効のこと，等々

　　述べてある。

ﾛｰﾀﾘｰ財団に関するもの

70-45，RI細則20条２節前段を変更して，

　　管理委付会には６人以上の元会長が入ら

　　ないこと，それに直前会長を含めること

　　とする。即ち６人の元会長の中に内的会

-

｜

付 録（３）

長を含めること，残り５人の管理委□は

元会長であってはならない，３人の財団

経験者はこの５人の中から選べること，

等とする。

　　　　　　　　　｜拡｡人に関するもの　ｌ

追加クラプ

70- 6 ，同一一区域内に１つ以上のｸぅづの設立

　　を認める。これにより，ある既存ｸぅづの

　　j)く域内に新たに追加ｸぅうを設立する際で

　　も，その既存ｸぅうは区域の割譲を必要と

　　しない。(70-281厠辿あり)

70 28，あるｸぅづの区域内に50万以上の人｢1

　　を有する場合は，そのｸぅづの･｣|:仙の諒解

　　なしに，そ朗)く域の一一一一jヽ,145又は金側に追加

　　ｸぅうを作ることか出来る。更にこの場合

　　既存ｸﾗづは令市域的な職１分類の会ｎを

　　入会させる権利は保有する。

　　　(7・･6j刻辿あり)

j利〉くﾚﾉ煙汀いこ閃するもの
｜

｜

　　　地区大会とクラブ選挙人

　　　70j6，1ｸうう！言千人とし公□放によらな

　　　　　いことにする。

　　　　　Ｒ！細則13条４節(ﾛ)の変更。

　　　70一一40，地区人公辺挙人の代理人を没けるこ

　　　　　と。

　　　　　これは入会に欠席したｸﾗう選挙人を代行

　　　　　するもので，今の委任状と同一のもので

　　　　　゛代理人″と名づける。

　　　　　(70･-46関川あり)

　　　70-46，R！細則]3条４節㈲の文中に　゛ＲＩ

　　　　　公長の許可を得て″とあるを削る。

　　　　　　(70-40関連あり)

　　　地区大会の開催地

　　　70-53，現在ではｸうう会長及びｶﾞﾊﾞﾅｰ，そわ
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付 　録（４）

ぞれのﾉこﾆｰが早くから決定して居るか

ら，大会開催地も一年以上前から決定し

ておくこと。

1　

ｸﾗづ運営に関するもの　

｜

　　･･　　-･=-=--･---㎜･-』=&-･･=･･---=J－㎜㎜㎜

クラブ役員

70-39，骨仏会計，Ｓ．Ａ．Ａ．は現行では

　　ｸぅう細則で理事会の会員とするか否かを

　　規定しているが，これを必ず会員とする

　　こと改め。

公　共　問　題

70-20，ｸぅう定款９条で匡|際問題とか政策問

　　題等を決議したりすることを禁じている

　　が，更に次のものを加える。即ち第３

　　節，ｸﾗづ内では囚際問題に関する如何な

　　る種類の決議をもしたり，与論に訴える

　　ことをしたり，討論したりなど，しない

　　こと。（70-43開運あり）

70-43，ｸﾗう定款９条とＲＩの政策との調整

　　をはかったもので，ｸぅづの国際問題に対

　　する責任に関するＲＩの政策から，次の

　　ようなことが述べられている。

　①　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづは政府や世界問題又は国

　　　隙間の政策に影響を与えるような団体

　　　的な行動をとってはいけない，むしろ

　　　会員個人にはこれらの問題についての

　　　知識を与えるようにつとめ，それによ

　　　って会員に啓発された建設的な心構え

　　　を育成するようにすべきである。

　②　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづではﾌｫｰラﾑを開催して公

　　　其の問題を論じ，それによって第４部

　　　門に示された奉仕を育成することが出

　　　来る。もし論争のある場合には双方の

　　　主張が十分に発表されることが大切で

　　　ある。

　③　ﾛｰﾀﾘｰｸぅづは国際問題に関する特別

　　　な計画に関し，如何なる決議をも採択

-

してはいけない。或る国のｸﾗづから他

の国のｸうづ，国民又は政府に対し，何

かの行動をとることを要望してはいけ

ない。又或る特定の国際問題の解決に

関する計画案や意見書を配布してはい

けない。（70-20関連あり）

会員資格に関するもの

　　　正　　会　　員

　　　70一18，RI及びｸﾗづ定款を改めて，近隣の

　　　　　ｸぅﾂﾞ間で職業分類の考え方を広義にす

　　　　　る。即ち将来適当な正会員が得られる見

　　　　　込みのない時は隣りのｸﾗうの区域内の候

　　　　　柿者に目をつけ，且つ隣りのｸﾗうの職業

　　　　　分類か充たされている時に，そのｸﾗづの

　　　　　諒解のもとに区域を越えて入会させるも

　　　　　のである。

　　　70-56，外交官は１国に限ることなく，正会

　　　　　員に選び得ること。宗教，新聞の各派，

　　　　　各社代表が人会するのと同様に外交官も

　　　　　各国代表の入会を認めよ。

　　　欠　席　賜　暇

　　　70-44，ｸﾗう定款８条２節で特別賜暇は２ヶ

　　　　　月をこえないこととなっているのをを５

　　　　　年とする。そして「彼の移転先の地域社

　　　　　会にあるﾛｰﾀﾘｰｸﾗうを訪問して，知ら

　　　　　れるようになるため」と「彼が同一の職

　　　　　業分類の下に事業又は専門的職業に従事

　　　　　し」を削除する。

　　　追加クラブについて

　　　７０-７，ＲＩ細則１条１節㈲を削除して，追

　　　　　加ｸﾗづはその親ｸﾗうの区域からも会員を

　　　　　入会させることが出来，又その逆も同様

　　　　　なりとする。

　　　７０-ｎ，ＲＩ定款及びｸﾗづ定款の一部に追加

　　　　　ｸぅづの正会員の規定があるのを改めて，

　　　　　５年以上の正会員がその事務所又は居住

14－
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　　地を追加ｸﾗﾘの区域外に移しても，それ

　　が親ｸﾗづの区域内であれば会員資格は持

　　続出来るものとする。

70-21，RI細則１条１節㈲の親ｸﾗづの会員

　　入会の権利保有の項を削除して新たに

　　　｢追加ｸﾗづ設立のため区域限界を設定す

　　る際に親ｸﾗづに在籍する会員には，その

　　新たな限界設定は何も影響を与えるもの

　　でない｣と置きかえる。

公　　職　　者

70-57，RI細則３条８節とｸﾗづ定款５条７

　　節の改正である。即ちｸﾗう定款５条７節

　　前段に｢助手的，科学的，専門的又は技

　　術的な性質の仕事にあるものは，その在

　　職期間中，その職業分類で正会員に選ぶ

　　ことが出来る｣を加える。

アディショナル正会員

70- 3 ， 現行規定によるｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員が

　　既に在籍している時でも，そのｸﾗうの

　　ｼﾆｱ会員の息子が，実際に父の仕事に従

　　事しﾛｰﾀﾘｱこﾉの資格が十分であればｱﾃﾞｨ

　　ｼｮすﾙ正会員として入会させることが出

　　来る。現行ではｼﾆｱ会員はｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ会

　　員の推薦権はないが，ＲＩ細則３条３節

　　(≒(2)，の後段を削除する。

70-55，RI細則及びｸﾗづ定款を改めて，絹

　　則３条２節(ｨ)の正会員は自分の所属する

　　会社から同一吸茶分類で１名のｱﾁﾞｨｼｮﾅ

　　ﾙ正会員を推薦することになっているの

　　を，正会員は誰でもその職業分類で１名

　　のｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員を推せん出来るもの

　　とする。

シニア・アクチブ会員

７０-２， ＲＩ細則３条３節(ｨ)(1)～(3)及びｸﾗづ

　　定款５条９節(ｨ)の改正である。即ち自由

　　意思でｼﾆｱ・ｱｸﾁづ会員になれる条件の

　　中に，新たに｢１又はそれ以上のｸﾗづで

一

　　　　　　　　　　　　　　付　　録（５）

　　通算15年以上会見であったﾊﾟｽﾄｻｰﾋﾟｽ会

　　阻で少くとも５年以上正会員であったも

　　の」を加える。

70-12，運営顧問をｼﾆｱ・ｱｸﾁぅ会員に選べ

　　るようにする。辿区無所図ﾛｰﾀﾘｰｸぅづ

　　の集団指店者はＲＩの役員ではないが，

　　加賢一と変らぬ桂浜をしておるから。…

70-15，或るﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ会員は自動的にｼﾆ

　　ｱ・ｱｸﾁぅ会員になれる。　合計15年以上

　　　１又はそれ以上のｸﾗぅの正会員及びﾊﾞｽﾄ

　　　・ｻｰﾋﾞｽ会員であったものは自動的にｼﾆ

　　ｱ・ｱｸﾁづ今回になれるよう，ＲＩ細則，

　　ｸぅづ定款の改正をする。

名　誉　会　員

７０-４，ＲＩ細則３条６節，ｸﾗづ定款５条ｎ

　　節の規定を改正する。名誉会且に選ばれ

　　る資格は現行のものの外，かつて正会

　　員，ｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員，ｼﾆｱ・ｱｸﾁぅ会

　　員又はﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ会員であったものに

　　限り，従って前記現行条文中入会金の宇

　　句は意味がなくなるので削り，何れの

　　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾗの例会にも出席を認め，自

　　己のｸぅづで受ける特典は他のｸぅうでも受

　　けられるよぅにする。

退　　　　　職

70-51，現行の会員種類の外に“Retirement

　　　service”を加える。そのｸぅぅの区域内

　　に居住し，ﾛｰﾀﾘｱこﾉとしての資格十分で

　　あるが，ﾛｰﾀﾘｱﾆﾉでなかった人が既に退

　　職していてる場合，ﾘﾀｲﾔﾒこﾉﾄ・ｻｰﾋﾞｽ

　　会員とする。正会員と同様の特典と責務

　　をもつ。仝会員数の１％以内とする。

70-52，70-51で提案した会員種類は職業分類

　　はもたない。

|　出席に関するもの｜

　　　70- 1， 及び70-8，病気又は回復時のための
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付　　録（６）

　　欠席はｸﾗづの出席率に算入しないように

　　する。クぅう定款８条５節㈲の禎に正会員

　　をも含めて認める。（70-8，70-17，70

　　-32，70-38，70-54，開運あり）

70- 9 ， 他ｸﾗづでのﾒｰｸ・ｱヽづの限度決定を

　　ｸぅづ理事会に一任させる件。（70-13，

　　開運あり）

70-13，ｸぅづ定款８条５節（ﾛ）に60％以下云々

　　とあるを「自己のｸぅﾗに50％以下」と改

　　める。（70- 9 ， 関連あり）

70-14，宗教上の休日の祭礼により，例会を

　　欠席した場合は出席とみなす。（70-61，

　　関連おり）

70-17，ｸぅう定款８条５節㈲の出店規定免除

　　の項を正会員及びｱﾃﾞｨｼｮすﾙ正会ぱにも

　　適用する。（70- 1， 70-8，70-32，70-

　　38，70-54，開運あり）

70-19，ｸぅう定款８条５耶ｨ）の欠席袖垣の項

　　を「失恋した日の直前６日，本ｸぅうの例

　　会当日」とあるを「欠席した直前４週

　　開，本ｸぅづの例会当日」と改める。（70

　　-60，開運あり）

70-27，ｸぅづ定款の中に「ﾃﾞｨｽﾄﾘｸﾄ・ﾘｰﾀｰ

　　ｼｯﾘ・ﾌｫｰﾗﾑ」という字句かおるのを

　　　「ＲＩ理乍会の指示により開催される址

　　区の集会」と置きかえる。（70-62，関

　　運おり）

70-32，病院の命により欠席する場合，辻続

　　　４回の例会期日以上にまたがって入院し

　　　た会員には出窓規定を適用せずｸぅうの出1

　　　席率にも算入しない。（70- 1， 70-8，

　　　70-17，70-38，70-54，開運あり）

70-37，補填についてであるが，そのｸﾗづの

　　理事会への出席を以て例会欠席の袖垣と

　　認める。（70-63，開運あり）

70一38，クぅづ定款８条５節｀㈲の出席規定免除

　　の禎を正会員，及びｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー 16－

　　も適用する。（70-17に同じ）

70-50，補填の期間につき，休んだ例会日の

　　直前及び直後のそのｸﾗづの例会日の間を

　　有効とする。

70-54，補填か医師の介により，又は近親の

　　死去等により不可能になった時は，ｸうう

　　理事会に申出て彼かそれまでにそのｸうう

　　又は地区の集会に余分に出席して補填に

　　利用しなかった分を以て埋合わせがきく

　　ものとする。

○決　議　案

70-58，ﾃﾞこﾉﾊﾞｰ人会での決議66-47（国際人会

　　におけるｙ続きに関する特訓なparlia-

　　mentary rules　について）に関するも

　　のであるが，入会への審議会からの

　　recommendationをやめるものであり，

　　70-10が認められれば当然のことである。

70-59，1969年のｋＩＢＩの大会で採択され

　　た定款改正をＲＩの国際大会で確認する

　　こと。

70-60，ﾀﾗｽ入会での決議29-12（出席競争）

　　に関し，70-19が認めらｫしたならば，29-

　　12を改正すべきである。

70-61，70-14が認められたならば，出席競争

　　にも宗教上の儀式等による欠席を考岨す

　　べきである。

70一62，70-27が認められたならば「ﾃﾞｲｽﾄﾘｸ

　　ﾄ・ﾘｰﾀｰｼｯﾗ・ﾌｫｰﾗﾑ」の項を出店殼

　　争から削除すべきである。

70-63，出席競争の決議29-12　1条９節は70

　　-37が認められたならば改正すべきであ

　　る。　　　　　　　　　　　　　以　上

　〔追記〕以上の各案件の原文入手後，当地区

　　　の立法案検討委員会を開き，委員会と

　　　しての意見をまとめ，各ｸﾗづに多分12

　　　月中に通知する予定です。

●
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TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

GOVERNOR:　YOSHITAKA　TSUKAMOTO

OFFICE:　　Hotel New osaka

3･5 Nakanoshima Kitaku， 0saka 530，Japan

CABLE ADDRESS:　lnterotary　osaka

Ｎ０．６　　Ｄｅｃ．１，１９６９ ガバナー月信

RENEW NOW ！

　Benjamin Franklin said，“lf time be

of all things the most precious，let

us then be up and doing and doing

to the purpose.”

　　　　　　　　　C・nt｡nをs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Page)

Atlanta，1970 Convention City

　　　　　　　　　(Wilbur v. Lewis)‥‥2

Participate in Atlanta Convention‥‥4

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　＿　530大阪淑北区中之昌3－5
事務所　斯大阪ホテル　１階

電　話　06－441一1431　内福248

第６号　昭和44.12.1

　べこﾉｼﾞﾔここﾉ・ﾌﾗﾆﾉｸﾘこﾉいわく「もし時回があら

ゆるものの中で最も貴重なものならば，われわ

れは今すぐ立ち上がり，目的に向って働き，働

きぬかねばならん」と。

　ＲＩ会長ｺこﾉｳｪｲのＲＥＮＥＷは目標では

ない。すぐ処置を要する処方笈です！

　　　　　　　　　目　　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ページ)

ｱﾄうこﾉﾀというところ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

7ﾄうこﾉﾀ国際大会へ参加を‥‥‥‥‥‥‥‥４

Rotary Foundation Statistics（2）……4　ロータリー財団諸統計追報‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

1969－70 World Community Service

５

６

1969－70年度世界社会奉仕計画‥‥‥‥‥５

国際青少年交換に関する取り決め………６

がけ一枝指名者を宣言‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

北摂と大阪北部のＩＣＧＦ‥‥‥‥‥‥‥‥６

大阪東部のＩＣＧＦハ尾で開催‥‥‥‥‥７

寝屋川・門真ＲＣ認証状伝達式‥‥‥‥‥７

箕面・豊中南ＲＣ認証状伝達式‥‥‥‥‥８

米山梅吉記念館完成報告………………８

Youth Exchange Programs for

Second Governor Nominee declared ‥6

ICGFs in Takatsuki and Yao‥‥‥‥6,7

Charter presentations to Rotary

　clubs of Kadoma，Neyagawa，

　Mino-o and Toyonaka-South ‥‥‥7,8

Yoneyama Memorial House

　completed　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8

Attendance report for october…‥‥‥9　10月出席報告　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9

What your Governor has to say ……10　クラづ会長と幹事さま…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10
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に]アトランタというところ□

　ｱﾒﾘｶの地図の上で，ﾆｭｰﾖｰｸからﾆｭｰｵ

ﾘｰこﾉ戈へ，またｼｶｊからﾏｲｱこへ，それぞれ

直線を引きますと，その２本の直線がまじわ

る点にあるのが，1970年ﾛｰﾀﾘｰ国際大会の

開かれるｼﾞｮｰｼﾞｱ州のｱﾄぅこﾉﾀ市です。

　地勢からいぅとｱﾄぅﾝﾀはｱﾒﾘｶ東南部全

体の交叉点にあたります。

　ｱﾄぅこﾉﾀ市は標高1,050尺のPiedmont高原

にあり，ｱﾒﾘｶの人口50万以上の都市のう

ち，高さではﾃﾞこﾉﾊﾞｰとﾌｪﾆｯｸｽに次いで３番

目です。雨が降ると，下町のﾋﾟｰﾁﾂﾘｰ通り

の西側では雨水はﾒｷｼｺ湾に流れこみ，東側

に降った雨は大西洋に流れます。その高さか

ら，ｱﾄぅﾆﾉﾀ市の気候はほかの南部の町とは

異なっています。　夏の平均気温は華氏80度

　(C26度)で，夜は涼しいのです。

　ｱﾄﾗﾆﾉﾀ市はアメリカ南東部の金融，商業，

運輸,通信の中心であります。そしてまた,流

通，生産，教育，医療の重要な中心地でもあ

ります。21の大学かおりますが，その中にｊ

ｮｰﾘｱｴ科大学や，大きな医療ｾﾝﾀｰを持つエ

モリー大学のよぅな名門校も含まれています。

ｱﾒﾘｶの代表的な500会社のうち421社が，ｱﾄ

ぅこﾉﾀ市に工場や流通ｾﾝﾀｰをもっています。

　ｱﾄﾗこﾉﾀ空港は，ｱﾒﾘｶで３番目に忙しい空

港です。　１位はｼｶｊのｵﾍｱ空港，２位はﾆｭｰ

ﾖｰｸのｹﾈﾃﾞｨ空港，そして４位は同じくﾆｭｰ

ﾖｰｸのぅ月-ﾁﾞｨｱ空港です。８年前に完成した

ばかりの空港ﾋﾟﾙはすでに小さくなってしま

って，1980年の完成を目ざしてもぅ１つの新

しい空港か計画されています｡ｱﾄﾗこﾉﾀの全人

口が過去８年間に25ﾊﾟｰｾこﾉﾄもふえ(大ｱﾄぅこﾉ

ﾀ市の人口は百万)，就業人口増加が43ﾊﾞｰｾこﾉ

ﾄと聞けばなるほどとぅなずけるわけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　1961年以来，ｱﾄﾗﾝﾀ市には200万平方尺

　　　のｽﾍﾟｰｽを持つ新しい商品市場，工費1000万

　　　ドルのCivic center（ここでﾛｰﾀﾘｰ大会が

　　　行なわれます），さらに，工費1300万ドルの

　　　memorial arts center， また41階建ての銀

　　　行ﾋﾟﾙ，22階建てのﾎﾃﾙ（ここがﾛｰﾀﾘｰ大会

　　　本部になる）などが完成しました。これらは

　　　いずれも真新しいﾋﾟﾙで，memorial arts

　　　centerは1962年パリでの航空事故で亡くなっ

　　　た，122人のｱﾄうこﾉﾀ市の美術愛好家たちを記

　　　念して建てられたものです。

　　　　多くの人たちは，ある小説とｊﾙﾌｱｰと清

　　　涼飲料によって，ｱﾄﾗこﾉﾀという名になじみ

　　　を持っております。ﾏｰ月しット･Ξﾆｯﾁｴﾙの有名

　　　な小説「風とともに去りぬ」はｰこれは映

　　　圃にもなりましたが一一ｱﾄﾗこﾉﾀ市の歴史へ

　　　の興味を呼び起こしました。全英ｵｰづこﾉとｱﾏ

　　　ﾁｭｱ，全米ｵｰづこﾉとｱﾏﾁｭｱの４大ﾄｰﾅﾒこﾉﾄに

　　　優勝してjﾙﾌの最初の四冠王になったﾎﾋﾞｰ・

　　　ｊﾖｰこﾉ5ﾐは，ｽﾎﾟｰﾂ界の注目をここｱﾄうこﾉﾀ市

　　　に引きつけましたし，その後も毎年ここで行

　　　なわれるﾏｽﾀｰｽﾞ・jﾙﾌ・ﾄｰすﾒこﾉﾄがｽﾎﾟｰﾂ

　　　ﾌｱこﾉの関心をｱﾄﾗこﾉﾀ市に集めています。広

　　　く，そしてさかんに宣伝されているある商品

　　　一一ｺｶ・ｺｰﾗ一一は長い年月の間，ことに

　　　第二次大戦以後はとくに，世界に知られてき

　　　ました。ｺｶ・ｺｰﾗの本社と，その処方の秘

　　　密は，この飲料の発祥の地であるｱﾄﾗこﾉﾀにあ

　　　るのです。あの有名なｺｶ・ｺｰうのびんが，

　　　1915年に，当時ｱﾄﾗこﾉﾀの婦人たちが着てい

　　　たﾎｯうﾙ・スカート（1910～14年ごろ流行した

　　　ひざよりすその方を狭く裁断して歩きにくく

　　　したｽｶｰﾄ）の形をまねてﾁﾞｻﾞｲこﾉされたのだ

　　　ということをご存じですか？

　　　　外国から見えるお客さまにとっての名所は

２　－
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ｸﾞﾗこﾉﾄ公園にあるｻｲｸﾛﾗﾏです。ｻｲｸﾛﾗﾏ

は，説明と音楽と音響効果のついた立体パノラ

マで，南北戦争で有名なｱﾄﾗﾆﾉﾀの戦いを見せ

てくれます。ｻｲｸﾛﾗﾏ館の中には高さ50尺，

周囲400尺という，世界最大の絵があります。

この絵は1880年代にｳｲｽｺこﾉｼこﾉで，ﾄﾞｲﾂの両

家のｸﾞﾙｰうが仕上げたものです。

　ｱﾄﾗこﾉﾀの東ほぼ18ﾏｲﾙのところにあるの

がｽﾄｰこﾉ・ﾏｳこﾉﾃこﾉで，これは世界最大の地

表に現われている単独の御影石のかたまりで

す。このｽﾄｰこﾉ・ﾏｳこﾉﾃこﾉは南部連邦のひとつ

の記念として開発された，ジｮｰｼﾞｱ州立公園

のﾘｸﾘｴｰｼｮこﾉ地域（総面積3,800ｴｰｶｰ）の

中心です。この山のひとつの面には巾300尺，

高さ200尺の彫刻が完成に近づきつつありま

す。ここには南部同盟諸州の３人の英雄-

ｼﾞｪﾌｧｿこﾉ・ﾁﾞｲﾋﾟｽ，ﾛﾊﾟｰﾄ・Ｅ・ﾘｰ，それに

ｽﾄｰこﾉｳｵｰﾙ･ﾘｬｸｿこﾉｰの像が刻まれます。

印象的な被写体を求めておられるｶﾒﾗﾌｧこﾉに

は見のがせないところです。

　大会に来られたご婦人かたはｱﾄうこﾉﾀのｼｮ

ｯﾋﾟこﾉｸﾞに関心をおもちになり，ﾘｰﾁ百貨店に

立ち寄ってみたいとお思いになるでしょう。

ここはﾆｭｰﾖｰｸから南，Ξｼｼｯﾋﾟｰ河から東で

は最大のﾁﾞﾊﾟｰﾄです。町の２区画を占めるこ

このﾁﾞﾊﾟｰﾄは1867年に創立され，従業員は

4,500人，ｸﾘｽﾏｽｾｰﾙにはさらに1,000人の

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰが働きます。　経営者のﾘｰﾁ家は

1943年にﾘｰﾁ財団をつくり，ﾃﾞﾊﾟｰﾄの一部の

利益はｱﾄﾗこﾉﾀ市の教育施設のために使われ

ています。もうひとつの一流ﾁﾞﾊﾟｰﾄは，普通

にﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞIｿこﾉと呼ばれているﾃﾞﾋﾟｯﾄﾞｿこﾉ・ﾊﾞｯｸｽ

ﾄこﾉ百貨店です。 1897年の創立で，有名なﾒｰ

ｼｰの系列下にあります。

　大会の期間中，参加者の皆さんの関心は食

-

事のことｰとくにあのおいしい南部ｱﾒﾘｶ

料理-に向けられることでしょう。ｱﾄﾗﾝﾀ

にはこぅして皆さまがたを失望させることは

ありません。というのも，この町にはたくさ

んのすばらしいﾚｽﾄﾗこﾉかおり，お望みどお

りの種類の食事をおとりになることかできる

からです。

　市の全景を見下ろしながらのお食事なら，

ｼﾞｮｰjｱ銀行ビルの30肢にあるTop of Peach-

treeか，ﾏｰﾁｬこﾉﾀｲｽﾞ・ﾏｰﾄの上にあるTop

of Mart， あるいはﾘﾘｴこﾉｼｰ･八ｲｱｯﾄ･ﾊｳｽ

の毅上肢にある回転ﾚｽﾄﾗこﾉPolarisなどが

よいでしょう。

　以上私がｱﾄぅこﾉﾀについてお話しいたしま

したのは，1967－70年は皆さまがたの年であ

り，ｱﾄぅこﾉﾀ大会は皆さまがたの大会になる

からです。

　く1969年５月，しｰｸうﾗｼｯﾄﾞにおけるWi1-

　bur v. Lewis 1970年大会委員長の講演よ

　り＞

口新ポール・ハリス・フェロー

　　　　　籤本秀雄君（大東ＲＣ）口

　ﾛｰﾀﾘｰ財団から11月20日付の知らせによ

ると，大東ｸﾗづの薮本秀雄君に新たにﾎﾟｰﾙ・

ハリス・ﾌｪﾛｰの称号か贈られました。　これは

財団に1,000ドルの特別寄付をした人に贈られ

るものであります。ﾒﾀﾙは明年２月27－28日

京都で開催の当地区年次大会の席上で授与さ

れます。
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　　　ロータリーの世界現勢

148の国および地域にわたり，11月３
：　ロ現在クラづ数は13,961，ロータリアこノは

1658,250人。

　　　i……………………………………………………………1
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口アトランタ国際大会へ参加を！□

　明年５月31日～６月４日ｱﾒﾘｶ南東部のどｮ

ｰｼﾞｱ州ｱﾄﾗこﾉﾀ市で開催される第61回ﾛｰﾀﾘｰ

国際大会は1970年代の到来を告げる意義深い

大会であります。この大会では第５号月ﾊﾟﾅｰ

月信で申上げたように63件に上る重茎立法案

が審議されるのと，親切で有名などｮｰjｱ州

6,000人のﾛｰﾀﾘｱこﾉがお客さんの来訪を待ち

かまえていることでもありますから，第365

区のﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸君，ぜひ大ぜいご家族同伴で

お出かけ下さい。そして南部独特の魅力と情

緒を味わわれるようお奨めします。

　ｱﾄうこﾉﾀ市はｼﾞｮｰjｱ高原の中央にあり，大

会のころの時候は春の終りから初夏ながら１

年の最もよい季節であります。下町からわず

か６ﾏｲﾙの所にある２千万ドルかかった国際

空港は，その繁忙さｱﾒﾘｶ第３位といわれま

す。また]3本の鉄路網と高速道路網がこの大

部を結んでおります。

　大会参加を希望の方はまず第１にﾎﾃﾙの予

約申込みをすることか必要です。中込用紙は

月ﾊﾟすｰの所にもありますが，下記へ手紙を出

せば送ってもくれます。

　　Rotary Housing Bureau

　　Suite 806

　　230 Peachtree st.

　　Atlanta,Georgia 30303，U.S.A.

0　ﾎﾃﾙは早く申込みをしないと，良い部屋

　がとれません。　first come, first served

　です。

○　参加登録科20ﾄﾞﾙ，16歳未満は無料だが

　ﾊﾟｽ輸送代として５ドルいります。

○　規定審議会は５月29日(金)９時開会。一

　般の会員も傍聴かできます。

○　詳細は地区のｱﾄうこﾉﾀ大会行委員会(西

　川武四郎委員長)へお問合せ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

□ロアトランタ大会行地区委員長□□

　この委員会委員長久田官治君（大阪）が先

般退会されたので，後任委員長に西川武四郎

君（大阪）を委嘱いたしました。

［コロータリー財団諸統計追報回

　前号速報のように，1968－69年度における

ﾛｰﾀﾘｰ財団への寄付額が高記録に達したの

で，財団管理委員会は本年度は各種奨学金の

支出を前年に比し15ﾊﾟｰｾこﾉﾄ増の予算を組む

ことができました。 1970－71年度はさらに一

倍多く支出できる由であります。寄付増額に

対して各ｸﾗうへ厚くお礼申上げます。

年　度

1965－66

1966－67

1967－68

1968－69

　年　度

1965－66

1966－67

1967－68

1968－69

1968－69寄付

　地　域　別

ア　　　ｊ　　　ア

欧　州　大　陸

ス
　
米
　
米

　
　
　
南

平イ
　
中
　
北

寄付収入

1,143,727ﾄﾞjb

1,176,235

1,185,448

1,537,969

奨学金支出

　532,529ﾄﾞJし

　789,901

　848,608

1,084,487

豪州,新百聞,ｱﾌﾘ力

の
率
体
分
全
百

21.1

　8.3

　4.5

　4.5

55.4

　6.2

前年比増

　　6.6％

　　2.8

　　0.8

　29.7

前年比増

　47.3％

　48.3

　　7.4

　27.8

ロータリア
１人あた

ン
り

4.47ドル

1.26

1.44

1.14

2.56

2.10

　　　　世界の13,853ｸうづ（1969.6.30現在）のう

　　　ち6,037ｸﾗづ（全体の43.6％）は1968－69年

　　　中に全然寄付をしなかった。

４　－
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ロロ国際青少年交換に　　　　　　　　　　　　　クラづの青少年交換担当者の住所・氏名を至

　　　　　　　　　　　関する取り決め□□　　　　　急ご連絡ください．

　10月22日（水）地区委員会で検討の結果，

次のような原則によるべきであると意見の一

致をみましたので，ご協力をお願い申し上げ

ます。

1.従来は２名程度の交換をｲﾀﾘｱあるいは

　ｱﾒﾘｶの地区と当地区との間で行ない，往

　復旅費はじめ全額を地区で負担しておりま

　したが，社会情勢も変りましたので，1969

　－70年度は地区単位でなく，各ｸﾗう単位の

　交換を奨励し地区がこれを援助する方針に

　改めました。

2.　従って交換の計画は各ｸﾗうで立案し進め

　ていただき，必要に応じて地区委員がお世

　話することとし，地区より交換学生１人当

　り国内交通費として３万円ずつ補助するこ

　とになりました。

3.　予算の関係上，人数は10名までとし，期

　間は短期（１～２ヵ月）の交換に限ること

　にしました。海外渡航往復旅費は本人の両

　親負担，受入れ費用は受入れのｸﾗづでご負

　担願います。

4.　交換対象地区は，本年度は米国，豪州，

　合湾などに限りたいと考えます。交換学生

　は男女高校生に限ります。

5.もし長期（たとえば１年）の交換を行な

　う場合は各ｸﾗづ独自のご計画としてお進め

　いただくようお願いします。

6.　上記補助金の申請は12月20目までにお申

　込みください。

7.　原則として交換の相手は各ｸﾗづで探して

　いただきたい。

8.　上記の交換学生の決定は12月中に行ない

　たいと思います。

9.　交換学生のｵﾘｴこﾉﾃｰｼｮこﾉを地区委員で行

　ないたいと思いますので，連絡の必要上貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

□ロガバナー被指名者を宣言□□

　　　-地区２分割の場合に対処一一

　ｶﾞﾊﾟﾅｰ月信第４号（10月１目付）にて地区

２分割の場合の北部（京都・奈良・滋賀・福

井）次年度ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉヱﾆｰ候補者として絹川

湾刃（京都ＲＣ）が地区指名委員会により指

名されたむねをお知らせし，もし他の候補者

を推薦するｸﾗづがある場合には10月20目まで

にｸﾗう決議案を添えて月ﾊﾟﾅｰﾍ申出らるよう

に付記しました。　しかしこの期日までにいず

れのｸﾗうからも申出がないので,国際ﾛｰﾀﾘｰ

細則第13条第５節（へ）項に基き，細川清君

を北部地区の垢付一枝指名者たるべきことを

宣言いたします。（11月１口）

　きわめて適当なる枝指名者を宣言し得たこ

とを光栄とし，地区内ﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸君とこの喜

びを分ちたいと思います。なおＲＩ事務局と

打合せの結果，この報告は明年１月下句，地

区分割か正式決定のうえでＲＩへ提出いたし

ます。

□□北摂と大阪北部のＩＣＧＦ□□

　１０月18口（土）12 : 30から18 : 15まで第９

組のＩＣＧＦが高槻ＲＣのﾎｽﾄにより高槻市

民会館で開催されました。参加者は茨木（20）

池田（12）箕面（14）豊中（13）･豊中南（11）

吹田（2D高槻（40）大阪北（14）大阪淀川

　（14）大阪西（９）大阪西北（３）の11ｸぅう

から合計171人。原田秀雄直前ｶﾞﾊﾞﾅｰをｾﾞﾈﾗﾙ

ﾘｰﾀｰに迎え，緒方元ｶﾞﾊﾞﾅｰも臨席されまし

た。次のとおり７部門の討議を順を追ぅて活

発に展開しました。各ﾘｰﾀｰと課題は：

　　　　　　　　　　　（ﾘｰﾀﾞｰ）　（補佐）

　職業奉仕

　社会奉仕

６－

大阪西古谷庄太郎平井政之助

豊　中　田中　嘉肋　門　光明

４
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青少年奉仕　大阪北　柳原　　↑専　中略嶋雄

国際奉仕　茨　木　坂井　理男　改正重延

会務奉仕Ａ　池　田　本手　昌男　高橋　亮

　　同　Ｂ大阪淀川早川　三郎　安田　正

　　同　Ｃ　吹　田　田中和一郎　名張隆政

１　職業奉仕に徹する；四つのﾃｽﾄの行使

２　社会奉仕と広報；社会奉仕と参加敢行

３　青少年とｽﾎﾟｰﾂ；ﾛｰﾀｰｱｸﾄ；大学問題

　と反戦青年委員会

４　外国ｸうづとの交換提携；ﾛｰﾀﾘｰ財団

５　会員推薦委員会の活動；ﾛｰﾀﾘｰ情報

６　広報香具会の対外活動

７　出席と例会うﾛｸﾞﾗﾑ

　なお，席上，1968－69年度の地区出席優秀

第２位（100％）の高槻ｸﾗづに対し塚本月ﾊﾟﾅｰ

から優秀旗を贈りました。

　明年のこの地域のＩＣＧＦのﾎｽﾄは吹田Ｒ

Ｃが引受けて下さることに決まりました。参

加ｸﾗｼﾞの組み合わせは未定です。

□□大阪東部のＩＣＧＦ

　　　　　　　　　　　　八尾で開催□□

　10月25日（土）本年最後の第10組のＩＣＧＦ

がハ尾ＲＣのﾎｽﾄにより12時半から17時半ま

でハ尾商工会議所ﾎｰﾙで開催されました。

　参加は，東大阪（８）枚方（16）枚岡（８）

ハ尾（28）大東（10）寝屋川（12）守口（10）

門真（10）大阪城南（７）大阪天満橋（６）

大阪東（14）大阪（15）の12ｸﾗづから合計144

人。塚本月ﾊﾟﾅｰおよびｾﾞﾈﾗﾙ・ﾘｰﾀｰには平沢

興元治廿-を迎え，下記５部門の討議が活発

に行なわれました。議題およびﾘｰﾀﾞｰは：

　　　　　　　　　　（ﾘｰﾀｰ）　　（補佐）

会務奉仕　東大阪　森田一夫　　吉川嘉三

職業奉仕　枚　方　中島要造　　畠山武嗣

社会奉仕　守　口　田代　通　　伊藤　廉

国際奉仕　大阪東　百々貞雄　　前田　亮

万国博　大　阪　浅田敏章　　江藤基雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

１　ﾛｰﾀﾘｰの内部および外部拡大について

２　奉仕の理想を職業に反映させ，また四つ

　のﾃｽﾄ利用の事例について

３　効果的な社会奉仕ならびに青少年問題に

　関するﾛｰﾀﾘｰｸﾗうの役割

４　世界社会奉仕；姉妹ｸﾗﾘとの友好；ﾛｰﾀ

　ﾘｰ財団

５　万国博とﾛｰﾀﾘｰ

　なお，明年のＩＣＧＦのﾎｽﾄは枚岡ＲＣが

お引受け下さいました。ｸﾗうの組み合わせは

未決定であります。ハ尾ﾎｽﾄｸﾗづの万般のお

世話ありがとうございました。

□□寝屋川・門真ＲＣ

　　　　　　　　　認証状伝達式□□

　　　　ｎ月８目(土)14 : 40から16 : 00まで門真市

　　　の松下電工本壮大講堂において寝屋川，門真

　　　両ｸﾗうのＲＩ認証状伝達式が盛大に挙行され

　　　ました。参加者は365区42ｸﾗう，368区３ｸﾗｦ

　　　から合計478人，来賓には原田直前ｶﾞﾊﾞﾅｰ，

　　　秦，森，緒方元月ﾊﾟﾅｰ，井関励行-・ﾉこﾆｰ，

　　　地区前拡大委員長露口四郎君のほか，原田運

　　　輸大臣，湯川大阪府副知事，寝屋川，門真，

　　　守口各市長らも臨席されました。設立経過を

　　　ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗうの永井寿一(枚方)，本多喜慶(守

　　　口)両君が特別代表として報告ののち，塚本

　　　月ﾊﾟすｰから式辞を述べ認証状を寝屋川会長白

　　　井清一君と門真会長丹羽正治君にそれぞれ伝

　　　達しました。ついで両新ｸﾗづ会員の紹介かあ

　　　り，ﾛｰﾀﾘｰ財団への寄付金贈呈，来賓祝辞

　　　ののち，ｽﾎﾟこﾉｻｰ両ｸﾗうおよびｶﾅﾀﾞのNew

　　　Westminsterｸﾗうから両新ｸﾗうへ記念品を

　　　贈呈して式を終りました。

　　　　16 : 30から会場を松下電工体育館に移動し

　　　て披露宴か開かれ，一流歌手５人による，な

　　　つかしのﾒﾛﾃﾞｨ，漫才など名演技のかずかず

　　　が披露されて18 : 30閉会しました。

７　－
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□□箕面・豊中南ＲＣ

　　　　　　　　　　　認証状伝達式□□

　ｎ月17目（月）17 : 00～19 : 50　箕面市の

箕面観光ﾎﾃﾙで，本年４月および５月に発足

した箕面ＲＣ，豊中南ＲＣのＲＩ加盟認証状

伝違式が厳粛にとり行なわれました。参加者

は第365区35ｸﾗづ，第368区８ｸﾗうから合わせ

て393人，来賓には原田直前月ﾊﾟﾅｰ，山岸，

秦，森，緒方各ﾊﾟｽﾄ月ﾊﾟﾅｰ，井関，細川岡ﾉΞﾆ

ﾆｰ，露□前地区拡大委員長，白水（代理），

三上岡特別代表，築山池田副会長，大原豊中

会長，箕面，豊中岡市長，ﾗｲｵこﾉｽﾞｸﾗづ代表ら

が臨席。塚本月ﾊﾞﾅｰから認証状を江口箕面会

長，吉村豊中南会長に手渡しました。また，

岡新ｸﾗｦからﾛｰﾀﾘｰ財団寄付金を加壮一を通

じて贈られました。

　特別祝賀催として宝塚音楽学校生徒20人に

より，明治，大正，昭和の思い出の名歌集20

曲が独唱・合唱されたのち，披露宴に移り，

箕面高台のﾎﾃﾙから眺める夜景はすばらしい

もので，参加者はみなご満悦の様子でありま

した。

□□米山梅吉記念館完成報告□□

　わか国ﾛｰﾀﾘｰ史上に不滅の足跡を遺され

た米山梅吉翁か逝いて早や23年になります

が，その偉大な功績は年とともにいよいよ輝

きを増しつつありす。

　建設の場所としましては，令息桂三先生

　（梅吉翁の三男）のご好意に依り，米山家歴

代の由緒深い本宅敷地の一部を貸与させてい

ただきました。北に富岳を仰ぎ，東に箱根連

山，南に天城連峰を望む，記念館建設にまこ

とにふさわしい環境であります。

　米山翁並びに功労者各位の遺品，その他に

つきましては，各方面の方々から多大のご協

力をいただき数多くの展示資料をととのえる

ことができました。

　この企てにつきましては，ﾊﾟｽﾄ月ﾊﾟﾅｰをは

じめ，ﾛｰﾀﾘｱﾝの並々ならぬご尽力により，

各地のｸぅうまたは法人，個人の理解あるご賛

肋を得ましてとどこおりなく計画の実現かで

きました。

　なにとぞ，この記念館に所蔵するいろいろ

の資料を通しまして，故人の多彩な分野に渉

る偉業を偲んでいただき，併せて，ﾛｰﾀﾘｰ

の過去，現在の活動状況の資料を寄贈いただ

き，ﾛｰﾀﾘｱこﾉ各位のご参考に供し得れば幸い

と存じます。

　　昭和44年９月16日

　　　　　　　財団法人　米山記念館

　　　　　　　　理事長　松　井　謙　一

　財団法人米山記念館収支明細報告

　　（昭和43年６月４日～44年９月末日）

○収入の部

　　　　　　　　　　　昭和43年６月４日引継金　5,446,564　沼津北･-ﾀﾘｰｸﾗ
　　　　　　　　　　　づより申継ぎ

　　　　　　　　　　　　同上以後各ｸﾗづ並
寄付金　11,892,544　茸雲個人・団体寄

銀行利子　　478,751　1E44銀行’駿河銀

雑収入
15,000　常夜梅古昔伝記配

　　合　計　17,832,859

0支出Iの部

建築代　　　　　　　瀬川工務店その他其他支出　10'115'100　支払い

備品購入

会合費

旅　　費

通信費

消耗品・

諸印刷

接待費

臨時費・
雑　　費

1
0
　
７

計
へ
金

　
期
越

合
次
繰

13,430

　6,700

　7,150

67,515

77,450

印鑑・ゴム印等

役員会合諸費

91,743　顕‰上棟式，

43,250

422

410

398

461 基本財産，運営資
金

一
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●
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10月出席報告

(AttendanceReport forOctober)

順位 ク　ラ　づ 例会 会員 6月末比 出席率 前月順 順位 ク　ラ　う 例会 会員 6月末比 出席率 前月順

第１区分（49人以下）　37クうづ 4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

1.5

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

橋　　　本
河内長野

橿　　　高

水　　　口
京　都　北

大阪天満橋
京　都　西

和歌山南

茨　　　木
新　　　官

海　　　南
和歌山東

大　　　津

舞　　　鶴
彦　　　根

東　大　阪
福　　　井

泉　大　津
堺　　　南

奈　　　良
大阪淀川

官　田　林

京　都　南
欧　　　田

大　阪　西

御　　　坊
長　　　浜

大阪住吉

泉　佐　野
京　都　東
大　阪　東

福　井　北

田　　　辺
宇　　　治

豊　　　中
岸　和　田

和　歌　山

５

４

５

４

４

４

４

４

５

５

５

５

４

４

５

５

５

４

４

５

４

５

５

５

４

４

４

４

５

４

５

５

５

４

４

５

４

52

52

51

50

81

50

76

51

50

56

55

73

77

50

57

50

85

65

65

94

66

53

84

59

86

57

55

63

54

87

80

70

63

60

54

58

85

－

十２

－

十２

－

十３

－

十２

－

十３

十７

十３

－

十１

十２

－１

十２

－

十６

－

＋１

十２

－

十５

十１

－

十１

十２

－２

十３

十１

十５

－

十２

－１

　－

十２

100.00

100.00

100.00

100.00

　99.69

　99.50

　99.00

　98.53

　98.30

　98.20

　98.n

　98.04

　98.02

　98.00

　97.85

　97.50

　97.25

　97.22

　96.92

　96.82

　96.59

　96.48

　96.39

　95.83

　95.25

　95.09

　94.94

　94.84

　94.81

　94.74

　94.62

　94.57

　94.56

　93.97

　93.52

　93.10

　91.36

6

7

10

8

1

26

9

16

30

4

14

20

U

29

13

19

28

23

15

24

27

17

25

38

18

12

33

22

37

32

39

36

34

21

41

31

40

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

　　松　　　原

　　五　　　条

　　京都山科

　　近江八幡

　　枚　　　方

　　勝　　　山

　　敦　　　賀

　　那智勝浦

　　豊　中　南

　　箕　　　面

　　白　　　浜

　　池　　　田

　　武　　　生

　　高　　　石

　　大和郡山

　　ハ　　　尾

　　大阪阪南

　　峰　　　山

　　大阪西南

　　福　知　山

　　小　　　浜

　　蜻　　　江

　　有　　　田

　　枚　　　岡

　　大　　　野

　　粉　　　河

　　貝　　　塚

　　宮　　　津

　　綾　　　都

　　大阪西北

　　大阪城南

　　舞　鶴　東

　　守　　　口

　　大　　　東

　　寝　呈　川

]

9　　　真

八　日　市

４

５

４

５

４

４

５

４

４

５

４

４

４

４

４

５

４

５

５

５

４

４

５

５

４

５

４

４

４

４

４

５

５

４

４

５

４

46

42

35

44

45

32

46

34

22

24

34

47

47

41

41

45

27

38

42

49

40

38

46

43

31

24

43

44

46

33

33

如

49

28

25

24

30

＋１

十２

十６

十２

＋３

一

一１

十１

－

＋３

－２

一

一１

－１

－

十１

－

＋２

十８

－３

－

－

－１

－２

十２

一

一２

十２

十１

十４

十７

十３

十１

－

十５

十２

十２

100.00

100.00

100.00

　99,53

　99.45

　99.22

　99.n

　98.49

　97.73

　97.38

　97.06

　96.20

　96.12

　95.73

　95.63

　95.56

　95.37

　95.27

　95.24

　94.89

　94.87

　94.74

　94.47

　94.43

　94.25

　94.16

　94.05

　93.75

　92.78

　91.93

　91.57

　91.27

　89.34

　89.29

　89.00

　88.49

　88.33

4

2

3

10

1

13

24

17

36

n

8

31

15

7

12

28

5

23

19

21

16

30

6

25

22

14

32

9

33

29

37

20

35

27

26

18

34
第３区分（100人以上）　５クラう

第２区分（50～99人）　40ｸﾗﾗ １

２

３

４

５

　　堺
大　阪　南

京　　　都

大　阪　北
大　　　阪

５

４

５

５

４

103

149

179

152

291

＋３

十５

十３

十３

－１

97.56

95,65

93.40

93.25

90.02

２
区３５

　　１

　　２

　　ｊ

　　４

１

２

３

和　　　泉

大和高田

高　　　槻

５

４

５

58

57

52

－３

＋１

－１

100.00

100.00

100.00

２

３

５

クぅう　82 会員　４ 819

一 ９　－

（６月末比　十109） 平均出席率　95･.90％
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Ｍ･貼り方膏杞悟吠り池奎者が咳士ト幻ご蹟づ
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ク
ラ
ブ
会
長
と
　
　
　
れ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
「
わ
が
庵
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
遠
く
海
近
く
　
富
士
の
高
嶺
を
軒

　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま
　
　
端
に
ぞ
見
る
」
と
う
た
っ
た
、
東
京
の

　
戦
後
の
荒
廃
期
に
「
産
業
振
興
、
科
　
開
祖
、
大
田
辺
濯
が
、
こ
の
様
子
を
見

学
技
術
振
興
」
を
旗
じ
る
し
に
、
ひ
た
　
　
た
ら
何
と
い
う
だ
ろ
う
か
。

す
ら
努
力
を
続
け
て
き
た
結
果
、
今
や
　
　
　
最
近
ま
と
め
ら
れ
た
、
東
京
都
公
害

わ
が
国
は
世
界
有
数
の
工
業
国
と
し
て
　
　
防
止
条
例
案
は
「
何
人
も
、
公
害
か
ら

多
く
の
国
か
ら
羨
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
　
　
守
ら
れ
る
権
利
を
持
つ
…
…
」
と
宣
言

た
。
こ
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
の
り
Ｉ
ダ
　
　
し
て
い
る
。
と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
の

Ｉ
シ
ッ
プ
を
と
り
、
推
進
力
と
な
っ
た
　
　
周
囲
は
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒

の
は
、
何
と
い
っ
て
も
戦
前
派
、
戦
中
　
音
な
ど
、
人
類
の
福
祉
を
も
た
ら
す
は

派
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
だ
ろ
う
。
胸
を
　
ず
の
産
業
発
展
と
う
ら
は
ら
に
、
あ
ま

張
っ
て
高
ら
か
に
凱
歌
を
奏
し
た
い
と
　
　
り
に
も
多
く
の
公
害
か
満
ち
溢
れ
て
い

こ
ろ
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
。
昨
今
、
公
害
　
　
　
大
気
汚
染
は
、
都
市
か
ら
太
陽
を
奪

と
い
う
文
字
が
新
聞
に
出
な
い
日
は
な
　
　
い
、
緑
を
追
放
し
て
し
ま
っ
た
。
河
川

い
。
つ
い
先
日
も
「
富
士
は
遠
く
な
り
　
　
の
汚
濁
は
、
今
や
魚
も
住
ま
ず
、
メ
タ

に
け
り
」
と
い
う
見
出
し
で
「
九
十
年
　
　
ン
ガ
ス
と
悪
臭
に
み
ち
た
汚
水
を
生
じ

前
に
は
、
三
日
に
一
度
は
東
京
か
ら
見
　
　
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
産
業
は
栄
え
た

え
た
富
士
山
が
、
い
ま
で
は
十
日
に
Ｉ
　
　
が
、
公
害
の
た
め
に
国
土
は
荒
廃
し
た

度
し
か
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
　
　
と
後
世
の
史
書
に
害
か
れ
か
ね
な
い
。

と
い
う
記
事
か
日
本
経
済
新
聞
に
載
っ
　
　
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
公
害
の
発
生
源
自

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
五
月
に
入
っ
　
　
体
を
無
く
す
こ
と
か
肝
心
で
あ
る
。
し

て
も
、
季
節
は
ず
れ
の
「
ス
モ
ッ
グ
注
　
　
ょ
せ
ん
、
公
害
は
、
こ
の
く
ら
い
な
ら

意
報
」
が
出
る
ほ
ど
、
東
京
の
空
が
汚
　
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
甘
え
た
気
持
ち

●

と
、
他
人
の
こ
と
な
ど
か
ま
っ
て
お
れ

ぬ
と
い
う
わ
が
ま
ま
を
無
く
さ
な
い
限

り
防
げ
な
い
。

　
最
近
で
は
科
学
技
術
を
過
信
し
て
、

消
極
的
な
対
症
療
法
に
頼
り
す
ぎ
る
。

ス
モ
ッ
グ
注
意
報
さ
え
適
切
に
出
さ
れ

れ
ば
、
大
気
汚
染
に
よ
る
被
害
は
防
げ

る
と
い
う
考
え
が
一
例
で
あ
る
。
し
か

し
、
汚
染
質
の
発
生
量
が
飛
躍
的
に
増

大
し
て
い
る
昨
今
を
見
る
と
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
は
片
付
か
な
い
日
か
目
に

見
え
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
、
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
悔
ん
で
も
お
そ

い
。
や
は
り
、
問
題
解
決
の
根
本
は
、

誰
も
が
他
人
を
い
た
わ
る
心
を
持
つ
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
気
象
庁
長

官
吉
武
素
二
氏
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
九
月
号
）

　
関
西
財
界
は
公
害
対
策
を
自
ら
の
課

題
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
公
害

防
除
を
企
業
経
営
の
必
要
条
件
と
す
る

こ
と
を
宣
言
し
た
が
、
こ
の
問
題
意
識

を
深
め
、
実
行
に
移
す
上
で
の
手
掛
り

を
つ
か
む
た
め
、
栗
本
順
三
君
（
関
西

経
済
連
合
会
副
会
長
）
を
団
長
と
す
る

　
「
関
西
産
業
公
害
視
察
団
」
を
、
九
月

十
九
日
か
ら
▽
刀
月
間
欧
米
に
派
遣
し

た
。
（
八
・
二
五
・
大
阪
読
売
）

　
産
業
は
も
と
も
と
人
間
の
生
活
を
幸

福
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
逆
に
不
幸
を
も
た
ら
す
よ
う
に

な
れ
ば
、
そ
の
害
を
排
除
す
べ
き
は
当

然
で
あ
り
ま
す
。
公
害
排
除
の
必
要
は

認
め
な
が
ら
生
産
コ
ス
ト
の
増
高
な
ど

を
恐
れ
て
、
排
除
設
備
の
取
り
付
け
を

渋
ぶ
る
の
は
飛
ん
で
も
な
い
話
で
す
。

　
公
害
排
除
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
職
業
奉
仕
、
社
会
奉
仕
の
面
で

最
も
大
き
な
活
動
分
野
の
ひ
と
つ
で
あ

り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
の
区
域

内
に
あ
る
公
害
の
発
生
源
を
探
し
出
し

て
、
そ
の
排
除
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
る
五
月
、
私
は
シ
カ
ゴ
ヘ
旅
し
た

と
き
、
大
阪
の
よ
う
に
汚
れ
た
空
、
ど

す
ぐ
ろ
い
淀
川
を
想
像
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
カ
ゴ
の
大
空
は

清
く
澄
み
わ
た
り
、
ミ
シ
ガ
ン
の
湖
水

は
紺
ぺ
き
で
あ
る
の
を
発
見
、
考
え
さ

せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）

-
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GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

GOVERNOR:　YOSHITAKA　TSUKAMOTO

OFFICE:　　Hotel New osaka

3･5 Nakanoshima Kitaku， 0saka 530，Japan

CABLE ADDRESS:　lnterotary　osaka

Ｎ０．７　　Ｊａｎ．１，１９７０ が
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バナー月信

出席規定の緩和は

　　　　　　　ロータリーを弱める

　ﾛｰﾀﾘｰの出席規定についてｰもしも規

則をあまりゆるめたらﾛｰﾀﾘｰの構造を弱め

る糸口になる。ﾛｰﾀﾘｰはこの種の組織の中

　　　　　　　　　　Contents

Rebellious youth vs. vocationa］

Serv

(Page)

2,3

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　　　530大阪市北区中之島3-5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06－441－1431　内線248

第７号　昭和45.1.1

で世界殼優秀のものだ。今日の盛大を作りあ

げた原因は年が年中，会員に規則正しく出席

を要すると訴えつづけた結果である。出席は

人の関心を計るﾊﾟﾛﾒｰﾀｰなのだ。

＜米ﾃｷｻｽ州Dallas会員

　　　　　　George Cullum, Sr.ﾊﾞｽﾄ・ｶﾞﾊﾞﾅｰ＞

　　　　　　　　目　　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ページ)

青少年の反抗と職業奉仕‥‥‥‥‥‥‥‥2,3

365地区年次大会近づく‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

ﾛｰﾀﾘｰ国際jjしﾜ交友会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

地区年次大会委員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

地区大会へ各ｸﾗづから展示‥‥‥‥‥‥‥‥５

ｱﾄﾗこﾉﾀ大会提出立法案への賛否‥‥‥‥‥５

韓国の学校へ書物を寄贈したい‥‥‥‥‥‥６

国内地区間で高校生の訪問交換‥‥‥‥‥‥６

Highlights of coming District

　Conference‥････････････････････････････4

lnternational Golfing Fellowship of

District Conference committees

appom ４

Exhibits at District Conference‥‥‥‥5

N“｀'l'West R.C. org2nized‥‥‥‥‥‥‥5　新クラづ奈良西ＲＣ誕生‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

Guide】ines for proposed enactments

　and resolutions in Atlanta…‥‥‥‥‥5　　西村一夫君ポール・ハリス・つエロー‥‥‥‥‥‥５

Library donation to Korean schoo1

Student exchange between home

distr ６

Charter Presentations to Rotary Clubs

　of Osaka-Hannan, 0saka-Jonan,0saka-
　Northwest＆Osaka-Souihwest……6　大阪市内４ＲＣ認証状合同伝達式　………6

Attendance report for November……7　11月出席報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

What your Governor has to say………8　クラづ会長と幹事さま…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８



ＥＶＡＮＳＴＯＮ　ＡＤｖｌＳｇＳ

口青少年の反抗と職業奉仕［口］

　聖ﾊﾟｳﾛは，ﾛｰﾏ人にあてな呈藍心立こjJ2

章６節）「天与の才能は人により異なる。奉
･･sベー～

仕を務めとするものは奉仕に献身すべきであ

り，教職を仕事とするものは教職に全力を捧

ぐべきである。もし人に勧めることを業とす

るものは喜びをもってその才能を生かすべき

である」と書いてあります。さらにこの手紙

の中に「何人も公平に扱い，同胞を兄弟と考

えるように」と述べております。

　現代の世界では，どこでも青少年の反抗が

大問題となっております。そしてまた，労働

者ならびに職業人も，労使共通の問題を解決

するに当って，計画の立案に参画することを

要求（懇請ではない）しています。現代世界

が史上初めてこのような問題に直面している

今，2,000年も昔に書かれたこの手紙は，再

び適切な意義をもって私たちに訴えるものが

あります。

　奉仕すること，教えること，他人を公平に

扱うこと，同胞を自分自身と同じように尊重

すること，これらはﾛｰﾀﾘｰの創立以来，今

日に至るまでﾛｰﾀﾘｰ哲学の基礎となってい

るものであります。

　職業奉仕は広い意味で解釈すると，一つの

人間関係であります。私たちはいま1905年当

時のﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽと同じような環境におかれて

います。ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽが，人びとをすべて自分

の兄弟とみなし，隣人を真の同胞とみなす，

この簡潔きわまる人生哲学を，世に訴えてか

ら65年を経た今日，社会は当時と余りにもよ

く似た状況を呈しております。ﾊﾟﾘｻｲ人の金

銭崇拝が復活し，人々の間の反目は増大し，

平和は求めれば求めるほど遠のいていきま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　それゆえ，人間関係を爪視尊重しようとす

　　　る運動に献身する私たちは，今ここで立ち止

　　　まって，この世界をかき乱している重大な問

　　　皿の山ってきたる根源をつきとめるべく努力

　　　しなければなりません。

　　　　物質的繁栄をもたらすことか，地球上すべ

　　　ての国ぐにの問題を根本的に解決する方策で

　　　あると主張するものがおります。ところで，

　　　現在この世界における国ぐには三つの種類に

　　　分類されましょう。すなわち，先進国，発展

　　　途上の国，低開発国の三つであります。先進　　　W

　　　国においては，経済的繁栄ｲｺｰﾙ国民の幸福

　　　といわれています。一方，低開発国において

　　　は，幸福な人びとの数が相当な割合を占めて

　　　おります。ところか発展途上国においては，

　　　不幸な人が国民の最大多数を占めています。

　　　　しかし，経済的繁栄ｲｺｰﾙ幸福ということ

　　　は正しくありません。もしそれが正しいとい

　　　うならば，現代のあらゆる社会的階層，特に

　　　青少年層の人間関係を特徴づけている新たな

　　　思潮，すなわち反抗の哲学が，先進諸国の中

　　　から生まれてきたのは，どういうわけでしょ

　　　うか。

　　　　経済発展の水準がうらやむべき高さに達し　　●

　　　ている国ぐににおいて，青少年か自己の安楽

　　　を追求することを拒否し，人間らしく生き

　　　たいという願望を満足させる新たな哲学を求

　　　め，反抗を行なっているのは，どういうわけ

　　　でしょうか。

　　　　その答えは簡単です。それは，私たち，い

　　　わゆる責任ある立場にいる人間が，青少年を

　　　理解することを怠り，建設的な目標を掲げて

　　　彼らを教え導く，指導者をあてがうことをし

　　　なかったからであります。

　　　　私たちﾛｰﾀﾘｱこﾉは，世界人口のうち，ほん

２　－
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　　　　　の一握りの数にすぎません。しかし私達は，

　　　　　その一員たることを誇りとしているこの［］-ﾀ

　　　　　ﾘｰに対し，大きな義務を背負っております。

　　　　　すなわち，青少年，労働者，そしてその子供

　　　　　たちのために指導者として奉仕し，ﾊﾟこﾉを大

　　　　　きくふくらませるｲｰｽﾄ菌のような役割を果

　　　　　し，｡各自の最も大切にしているもの，つまり

　　　　　各自の天職を彼らに分ち与えることが，［］-ﾀ

　　　　　ﾘｰに対する私たちの大きな義務なのであり

　　　　　ます。

●　　　　私たちは余りにもしばしばこのことを忘れ

　　　　　人それぞれの才能や希望を慎重に見きわめる

　　　　　ことなしに，職業を他人に押しつけていない

　　　　　でしょうか。このような実状か社会のあらゆ

　　　　　る分野において余りにも多く見られます。こ

　　　　　れこそ現代の不満を醸成する最大の要素であ

　　　　　り，街頭において，会社において，家庭にお

　　　　　いて，反抗か生まれる第一の原因であると，

　　　　　私は考えます。

　　　　　　ここで，聖ﾊﾟｳﾛの「天与の才能は人により

　　　　　異なる」という言葉を思い出して下さい。こ

　　　　　の教訓に従って，私たちは，青少年か自己の

　　　　　天分を生かし得る職業を見付けるのを，分別

●●　　　ある行き届いた方法で手助けすべきでありま

　　　　　しょう。職業を決める段階にある青少年を機

　　　　　会あるごとに集めて，就職補導に努力するな

　　　　　らは，今中上げたﾛｰﾀﾘｱこﾉの義務を果す上に

　　　　　おいて，生きた手本となりましょう。この種

　　　　　の就職補導活動は，職業をﾃｰﾏとするﾗｳﾆﾉﾄﾞ

　　　　　ﾃｰづﾙ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ，あるいは講演などを開

　　　　　催する方法で行なうべきであります。その方

　　　　　法の例はＲＩからいろいろ勧告しています。

　　　　　　ｲこﾉﾀｰｱｸﾄあるいはﾛｰﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗづ会員

　　　　　には機会あるごとに，就職の参考となるよう

　　　　　な話をきかせるべきです。

-

　これは難しい仕事ではありません。　しかし

時として私たちは，利己的気持ちがはたらい

て，ﾛｰﾀﾘｱこﾉとなった時にすでに受諾してい

るはずの義務を怠ることかあります。

　現代の青少年の不満を醸成している他の一

つの大きな原因は，技術分野を志望する者と

専門職業の分野を志望する者の課程の間に，

関連性がない点にあります。したがって学業

終了後の就職の範囲が自ずと限定されてしま

います。これが彼らにとって大きい不満の種

となっているのです。

　職業の選択を誤ったため，挫折感にうちひ

しがれている人のことを考えてみて下さい。

例えば哲学を8～10年間も専攻したあとで，

その学問を生かせる仕事が見付からず，つい

にその志望を捨てて，ただ生活のために平凡

な職についている人の気持ちを察してみて下

さいませんか。

　したがって，青少年のために適切な就職補

導を行なうだけでなく，彼らに技術分野もし

くは知的職業の分野における，就職の実際の

見通しを率直に教えてやることか，根本的に

必要とされます。　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづがただひと

つ，この目的のために全力を傾けるだけで

も，ｸﾗう存在価値は大いに高まるはずであり

ます。

　ﾛｰﾀﾘｰは基本的にいって，「職業奉仕部

隊」の集団でありますので，その職業奉仕に

ついて，私の感じていることを皆さんに知っ

ていただきたいと思ったのであります。

＜1969年５目，ﾚｰｸづうｼｯﾄﾞにおけるＲ．Ｉ．

理事Carlos Canseco Gonziles, Jr. の講演

より＞

３　－
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□□365区年次大会近づく□□

　いよいよ２ヵ月先きに迫った地区年次大会

は次ぎの諸点で従来の大会と違います。多数

の参加を願ってﾛｰﾀﾘｰを新しく体験評価し

ていただきたいと思います。

　０　２月26日（本）午後　まずﾛｰﾀﾘｰの友

の改善につき懇談会を開催。ｸﾗうの雑誌委員

長の参加を願います。

　○　つづいて前夜懇談会。　ｱﾄぅこﾉﾀ世界大

会に提出される立法案63件を検討協議，地区

としての意見をまとめたい。ｸぅぅ会長と幹事

および熱意ある会員ならびに夫人の出席を歓

迎します。以上の会場は都ﾎﾃﾙ。

　0　27日（金）28日（上）宝が池国立京都国

際会議場で大会本会議。　京都市内の４ｸﾗう

が，新機軸のうﾛｸﾞﾗﾑを準備しております。

1.日本ﾛｰﾀﾘｰ50年に当って（社会奉仕を中

心にﾊﾟﾈﾙ討論一京都北ＲＣ）２．四つのﾃｽﾄ

をどぅ実用するか（ｽﾗｲﾄﾞ映写あり一京都東

ＲＣ）　３．ﾛｰﾀﾘｰを゛告発″する（青少

年活動の効果如何を証言する法廷ﾄﾞﾗﾏｰ京都

ＲＣ）　４．ﾛｰﾀﾘｰの拡大は必要か（ﾊﾟﾈﾙ討

論一京都西ＲＣ）

　○　第２日（土）には主要講演。「法と秩序

と青少年」と題して東京家庭裁判所長宇田川

潤四郎氏。

　
・
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）

　Ｏ　ＲＩ会長代理芳賀雄二彦君（358区元

月ﾊﾟﾅｰ，東京南会員）からは第１日に会長の

ﾒｯｾｰジを，第２日にＲＩの新計画について

報告があります。

　○　夫人家族のかたかたにも本会議場で，

ﾛｰﾀﾘｰの奉仕活動の実状を見聞きしていた

だきます。部門別協議会は開きません。

　○　合湾および韓国のﾛｰﾀﾘｱこﾉ35人参加申

込み。

　○　大会登録料を引下げ，地区内外を問わ

ず3,500円。おみやげはありません。　　　　●

　○　希望者晩さん会を27日（金）の夜，京都

ﾎﾃﾙで催します。1,000人を予定。

　○　記念jﾙﾌはやりません。観光は３月１

目（目）に市内の名園めぐり数ﾙｰﾄ。

ロロロータリー国際ゴルフ友交会□□

　lnternationa1 Golf Fellowship of Rotary

　（ﾛｰﾀﾘｰ国際jﾙﾌ友交会）の第７回世界選

手権大会か明年ｲﾀﾘｰのvenice Lidoにおい

て開催されるので，参加希望者は日本委員の

岡庄五君（東京武蔵野ＲＣ）まで問合せて下

さい。期日は未定の由。本年（第６回）の大

会記事はﾛｰﾀﾘｰの友ｎ月号に掲載されてい

ます。それから各ＲＣの引しﾌﾒこﾉﾊﾟｰの名簿が　　　●

欲しいそうですから直接同君あてに送ってあ

げていただければ幸甚です。
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　　　　　□□地区大会へ各クラブから展示□□

　　　　　　２月27～28日，京都で開催の第365区年次

　　　　　大会には会場ﾛﾋﾞｰに展示場を設けますので，

　　　　　各ｸううではここﾍｸうう奉仕活動についての展

　　　　　示を少くとも１件掲出願います。写真，ｶﾗｰ

　　　　　ｽﾗｲﾄﾞI，説明書など種々工夫されたいと思い

　　　　　ます。展示の寸法，送達方法など詳細は地区

　　　　　大会委員会と打合わせをしていただきたい。

　　　　　優秀展示には投票により賞を贈る計画であり

●　　　ます。

　　　　　□□新クラブ奈良西ＲＣ誕生□□

　　　　　　奈良ＲＣをｽﾎﾟこﾉｻｰとして森本信一君を特

　　　　　別代表に委嘱し，かねてから設立準備中であ

　　　　　った奈良西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづは12月13日（上）創

　　　　　立総会を開催，所定の手続きをへて仮ｸﾗづが

　　　　　発足しました。奈良ＲＣから割譲を受けた地

　　　　　域は奈良市の西半分で人口は約９万，将来の

　　　　　発展を約束されています。

　　　　　○　例会日時は毎週土曜日18時～19時

　　　　　○　例会場は奈良ﾎﾃﾙ（３月より近鉄奈良駅

　　　　　　ﾋﾟﾙ内の奈良ﾎﾃﾙ別館に移る予定）

噂　　ｏ会長開高堂　幹事河原勉

　　　　　○　創立会員は28人（ぅち居住地会員Ｕ）

　　　　　　新ｸぅづ誕生を祝すると同時に奈良ｸﾗづに感

　　　　　謝いたします。

□□池田ＲＣの西村一夫君

　　　新ポール･ハリス･フェローロロ

　12月８目付ﾛｰﾀﾘｰ財団からﾎﾟｰﾙ・ハリス・

ﾌｴﾛｰの称号か池田ﾛｰﾀﾘｰ・ｸﾗづの西村一夫

君に贈られたとの通知がまいりました。おめ

でとうございます。

一

□ロアトランタ大会提出

　　　　　　　　　　立法案への賛否□□

　当地区の立法案検討委員会を12月６日新大

阪ﾎﾃﾙで開催し，1970年の国際大会規定審議

会に提出される立法案63件につき委員会とし

ての意見をまとめてみましたので，こいこそ

の結果を報告しますが各ｸぅうにおいても急速

にｸぅぅ内に委員会等を設けて検討されること

をお奨めします。そして1970年２月26日に京

都市に開かれる地区大会前夜懇談会の席上１

時間半をかけて討論致しましょう。またその

席ではこれと別に1972年のﾋｭｰｽﾄこﾉで開かれ

る国際大会を目標に当地区より提案すべきも

のかあればその御用意も願います。

　処で先般の検討委員会での審議結果をまと

めてみますと次の通りであります。それぞれ

の提案内容は月信５号に既に記載されており

ます。また各議案の番号についている年次を

示す70の数字を省略してありますから御注意

下さい。

　賛成のもの。
　-
　41，49，5，23，

　33，26，10，6，

　43，56，21，3，

　58，60，62，

反対のもの。
-

24，

28，

12，

25，

40，

4，

42，

46，

19，

　16，39，18，44，7，11，57

　15，51，52，1，8，9，13

　32，37，38，50，54，61，63

修正のうえ賛成のもの22，

47j

53，

27，

55，

14，

　　(各奇数年とあるを毎年と修正)

白紙のもの
一

48

20

2

17

　　　　　29，30，31，34，35，36，45，59，

　　　　以上でありますが，このうち特に重要と思

　　　われるものは　5，6，10，22，28，47，

　　　48，50，58の議案であります。

　　　　　　　　　　　　　　(立法案検討委員会)

５　－
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□□韓国の学校へ

　　　　　　　　書物を寄贈したい□□

　第375区月ﾊﾟﾅｰSun-Whan Oh（呉善喚）

君が12日８日，塚本月ﾊﾟﾅｰを訪問された際に

次のような要請がありました。

　第365区のﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸君から　日本語の書籍

を，新本でも，あるいは，手許にあるどんな

種類のご不用の本でもよいからご寄贈いただ

けないであろうか。実は第375地区内に新設

された仁徳実業高等学校（校長は金慧蘭氏，

Seoul特別市城北区月渓澗所在）の図書室を

充実したいのです。同校は韓国農村の青年指

導者養成を目的とし，一般から嘱望されて開

校したが，日本語の書籍が入手難でこまって

いるとのことです。

　ついては，世界社会奉仕の一環としてのお

手伝いということで，各ｸﾗづで広く会員に訴

えていただき，有志のかたがたからご寄贈を

受け得られたなら，適当な方法で当ｶﾞﾊﾞﾅｰ事

務所までお届け下さい。　1,000冊ぐらい集ま

ったら喜ばれるだろうと思います。

□□国内地区間で

　　　　　　　　高校生の訪問交換□□

　第355区（新潟・群馬・栃木・茨城）では

国内の地区との間で高校生の訪問交換を行な

いたい希望をもっています。目的は訪問先の

地理，歴史，産業などについて知識を深め，

家族の一員となって品性の向上に資し，また

地区間の理解を増進したいというのです。そ

の方法としては；

　ａ）ｸﾗうからは２人以上で交換する。

　ｂ）交換を希望するｸﾗうの会員は同数の高

　　校生を受入れることを条件に，希望人数

　　を3月31日までにｶﾞﾊﾟﾅｰﾍ申し出ること。

　ｃ）交換の相手ｸﾗづは両地区ｶﾞﾊﾞﾅｰの話合

　　いで決める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　ｄ）旅費は各自の支弁とする。

　　　ｅ）滞在はﾛｰﾀﾘｰ会員の家族として受入

　　　　れ，その費用は受入れ側で負担。

　　　　仁）期間は原則として夏休み中とし，各家

　　　　庭１週間程度。

　　　　ｇ）参加高校生は在学学校長に「この計画

　　　　　に対して適格な資質と健康である証明

　　　　　書」を書いてもらい，ｸﾗづ会長はこれを

　　　　　柏手ｸﾗづ会長と交換する。

　　　　ｈ）地区ｶﾞﾊﾞﾅｰは毎年，交換希望の相手地

　　　　　区ｶﾞﾊﾞﾅｰと話し合って約束する。

　　　上記は有意義な青少年づﾛｸﾞﾗﾑの一つと考

　　えますので試みたいと思います。希望するク

　　うづがありましたら月ﾊﾟﾅｰﾍお申出で下さい。

　　□□大阪西南・大阪西北・大阪城南

　　　　大阪南４ＲＣ認証状合同伝達式□□

　　　ｎ月22日（土）15 : 00 ～16 : 40 新大阪ﾎﾃﾙ

　　会館５階で大阪西南・大阪西北・大阪城南・

　　大阪南４ﾛｰﾀﾘｰ・ｸうづの国際ﾛｰﾀﾘｰ加盟認

　　圧伏伝違式が挙行されました。地区内外の51

　　RCから701人の会員家族の参会者があり，

　　さしもの大広間も超満員の盛況。来賓に原田

　　秀雄直前月ﾊﾟﾅｰはじめ北沢，森，緒方，斉木

　　　（368区）ﾊﾟｽﾄ月ﾊﾞﾅｰ，井関・絹川両ﾉΞﾆﾆｰ，

　　露口地区前拡大委員長，壷田・鴻池・箕田・

　　峯村・沢田各特別代表らが列席。ｸﾗづ結成経

　　過報告ののち塚本月ﾊﾟﾅｰから認証状をそれぞ

　　れの会長に伝達，ついで新ｸﾗづよりﾛｰﾀﾘｰ財

　　団への寄付金の贈呈かおり，直前ｶﾞﾊﾞﾅｰは，

　　　「市内ｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙｸﾗづが同時に四つも誕生し

　　　たことはＲＩの歴史にも前例がない」と祝辞

　　　を述べられました。

　　　　特別祝賀催として市村竹之丞の長唄七福神

　　　の舞踊かおり，ついで会場を４階に移して披

　　　露ﾊﾟｰﾃｨが催され，18 : 00閉会。

６　－
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11月出席報告

(ΛttendanceReport forNovember)

順位 ク　ラ　う 例会 会　員 6月末比 出席率 前月順 順位 ク　ラ　づ 例会 会員 6月末比 出席率 前月順

第１区分（49人以下）　36ｸﾗﾗ 5
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n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
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33
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橋　　　本

水　　　口
大阪天満橋

和　　　泉
大　　　津

大和高田

泉　大　津
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御　　　坊

東　大　阪

舞　　　鶴
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京　都　東
福　井　北

田　　　辺
堺　　　南

宇　　　洽

大阪住吉
大　阪　西

泉　佐　野
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京　都　南
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４
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４
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－

十１

十１
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十３
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一

一１
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一
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十７
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100.00

100.00

　99.55

　99.00
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　98.41

　98.04
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　97.64

　97.60

　97.50
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五　　　条
京都山科

箕　　　面
近江ハ幡

高　　　石

投　　　方

大阪西北
大阪阪南

白　　　浜
豊　申　南
ハ　　　尾

根　　　原

那智勝浦

勝　　　山
浦　　　田

峰　　　山
鯖　　　江

大阪西南

粉　　　河
底　　　生

大和郡山

大阪城南
有　　　田

投　　　岡
舞　鶴　東

綾　　　郭
大　　　東

小　　　浜

宮　　　津
八　目　市

敦　　　賀
貝　　　塚

寝　屋　川

門　　　真
守　　　ロ

大　　　野

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３
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４
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４

４

３
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４
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４

３
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43
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37
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32
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40
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十３

十６

十３

十１

－２

十３

十６

十８

十１

十２

十１

十１

十１

　一

一１

＋４

－

十８

　－

　－

＋４

十８

　一

一２

十２

十１

十３

－

十２

十１

－１

十１

十５

十２

十１

十２

100.00

100.00

100.00

　99.43

　99.38

　98.89

　98.49

　98.36

　97.97

　97.87

　97.73

　97.28

　96.97

　96.88

　96.53

　96.19

　96.06

　95.84

　95.83

　95.65

　95.28

　94.86

　94.15

　93.60

　93.45

　92.78

　92.60

　92.31

　92.27
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　91.85

　91.00
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5
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U
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1.

8

6
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13
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28
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7
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35
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第３区分（100人以上）　５クラう
第２区分（50～99人）　41クラう

１

２

３

４

５

　　堺

大　阪　南
京　　　都

大　阪　北
大　　　阪

４

４

４

４

４

103

150

173

153

291

十３

十６

－３

十４

－１

96.47

96.43

94.83

92.10

91.11

１

２

３

４

５

１

２

３

４

京　都　北
京　都　西

高　　　槻

河内長野

５

３

４

４

81

76

52

52

－

一

一１

十２

100.00

100.00

100.00

100.00

８

１０

３

５

一一･

クうづ　82 会員

一

　４

７

858

－

（６月末比　十148） 平均出席率　95.93％
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
過
去
二
年
間
つ
づ
け
て
第
三
六
五
区

の
世
界
社
会
奉
仕
と
し
て
イ
ン
ド
救
ラ

イ
・
セ
ン
タ
ー
ヘ
合
計
九
百
四
十
七
万

円
を
贈
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
こ
の
仕

事
に
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
い
る
宮
続

松
記
博
士
に
対
し
日
本
医
師
会
は
こ
の

ほ
ど
最
高
慢
功
賞
を
贈
り
表
形
式
を
行

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
第
二
十
二
回
日
本
医
師
会
設
立
記
念

医
学
大
会
は
十
一
月
一
日
（
土
）
秋
田

県
庁
正
庁
で
挙
行
さ
れ
、
国
際
医
学
交

流
に
貢
献
し
た
米
国
人
、
ジ
ョ
ン
・
Ｐ

・
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ニ
ー
ル
・
Ｌ

・
ゴ
ー
ル
ド
の
両
氏
お
よ
び
イ
ン
ド
の

ラ
イ
追
放
に
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
い

る
宮
崎
松
記
博
士
、
ま
た
ネ
パ
ー
ル
の

結
核
撲
滅
に
挺
身
し
て
い
る
岩
村
昇
先

生
に
対
し
て
表
形
状
と
日
本
医
師
会
最

高
慢
功
賞
が
政
見
会
長
か
ら
授
与
さ
れ

た
。
宮
崎
博
士
夫
妻
は
こ
の
表
形
式
に

出
席
の
た
め
帰
国
、
白
髪
で
ゆ
っ
く
り

と
壇
上
に
足
を
は
こ
ぶ
宮
崎
博
士
に
拍

手
が
一
段
と
大
き
く
鳴
り
わ
た
っ
た
。

　
（
日
医
ニ
ュ
ー
ス
四
目
こ
Ｉ
・
二
〇
）

●

　
イ
ン
ド
は
推
定
二
百
五
十
万
人
の
ラ

イ
患
者
が
い
る
そ
う
で
す
が
、
宮
崎
博

士
の
イ
ン
ド
救
ラ
イ
・
セ
ン
タ
ー
所
在

地
ア
グ
ラ
の
あ
る
Ｕ
・
Ｐ
・
州
の
患
者

数
は
十
四
万
人
と
も
二
十
万
人
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
『
し
か
し
そ
れ
よ
り

は
る
か
に
多
く
の
患
者
を
も
つ
マ
ド
ラ

ス
州
ほ
か
数
州
が
あ
る
の
に
、
ア
グ
ラ

市
に
款
ラ
イ
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
た
の

は
不
適
当
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
ア
グ
ラ

市
は
Ｕ
・
Ｐ
・
州
内
で
も
ラ
イ
患
者
の

少
な
い
と
こ
ろ
で
、
三
百
手
口
も
離
れ

た
地
域
に
診
察
に
出
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ

状
況
に
あ
り
、
特
に
夏
季
に
お
い
て
は

職
員
の
肉
体
的
負
担
が
多
く
、
そ
の
活

動
は
容
易
で
な
い
。
セ
ン
タ
ー
の
建
築

は
堂
々
た
る
も
の
だ
が
、
立
地
条
件
が

不
適
当
な
た
め
に
種
々
の
困
難
な
問
題

か
お
る
。
一
九
六
七
年
一
月
に
開
所
し

た
か
未
だ
十
分
整
備
さ
れ
な
い
。
』
　
と

い
う
意
味
の
所
信
が
イ
ン
ド
救
ラ
イ
・

セ
ン
タ
ー
旧
所
員
戸
田
円
二
郎
氏
に
よ

っ
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
（
昭
和
四
三

・
ハ
・
二
四
　
日
本
医
事
新
報
掲
載
）

　
宮
続
松
記
博
士
は
、
ア
グ
ラ
市
を
救

ラ
イ
・
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
に
選
ん
だ

事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

･

　
　
『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ラ
イ
対
策
の
活

動
は
南
に
か
た
よ
り
（
特
に
こ
の
地
域

に
患
者
の
発
生
率
が
高
い
せ
い
も
あ
る

が
）
北
の
方
は
比
較
的
不
行
届
き
の
状

態
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
政
府

の
案
内
で
病
院
の
敷
地
選
定
は
北
の
方

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
望
む
地
域
か
ら
は
じ
め
ら

れ
た
。
し
か
し
近
代
的
病
院
と
な
れ
ば

電
気
、
水
道
、
通
信
、
交
通
の
諸
条
件

か
必
要
と
な
る
の
で
次
第
に
南
下
し
て

結
局
ア
グ
ラ
市
に
き
た
。
こ
こ
は
人
口

五
十
万
の
イ
ン
ド
最
古
の
都
で
綜
合
大

学
が
存
在
し
、
ま
た
敷
地
に
隣
接
し
て

百
年
以
上
も
古
い
ラ
イ
病
院
が
あ
る
。

イ
ン
ド
政
府
が
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
候
補

地
に
指
定
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
は
観
光
地
で
あ
り
、
設
置
反

対
も
あ
っ
た
が
、
地
元
ア
グ
ラ
で
は
市

会
の
総
意
を
も
っ
て
、
ま
た
ア
グ
ラ
大

学
も
総
長
名
で
、
首
相
に
対
し
、
日
本

の
政
ラ
イ
・
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
す
る
と

の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
。
ネ
ー
ル
首

相
は
、
現
地
を
直
接
詳
細
に
視
察
し
た

保
健
大
臣
の
報
告
に
裁
き
、
一
九
六
三

年
十
二
月
、
自
ら
現
地
ア
グ
ラ
に
乗
り

込
ん
で
、
セ
ン
タ
ー
の
礎
石
を
置
い

た
。
そ
し
て
、
こ
の
礎
石
に
は
「
こ
の

計
画
は
日
本
国
民
の
イ
ン
ド
国
民
に
対

す
る
善
意
と
友
愛
の
精
神
の
表
現
で
あ

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
今
日
ま
で
三
ヵ
年
近
く
に
な
る
が
、

出
動
の
度
ご
と
に
患
者
の
数
は
増
加
の

一
路
を
た
ど
り
、
現
在
ま
で
の
登
録
患

者
数
は
一
万
四
五
〇
〇
人
に
達
し
、
今

や
わ
れ
わ
れ
の
活
動
能
力
の
限
界
に
追

っ
て
い
る
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
附
属
病
棟
の
完
成
と
と
も
に
、
院
内

活
動
と
研
究
に
主
力
を
注
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
隣
接
の
古
い
ラ
イ
病
院
は
現
在

ア
グ
ラ
市
営
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

診
療
全
部
の
責
任
は
、
救
ラ
イ
・
セ
ン

タ
ー
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
』

　
（
昭
和
四
三
・
一
一
・
二
三
　
日
本
医

事
新
報
掲
載
）

　
本
年
六
月
七
日
、
大
阪
で
聞
か
れ
た

地
区
協
議
会
の
ク
ラ
ブ
会
長
部
会
で
、

ま
た
九
月
六
日
、
田
辺
の
イ
ン
タ
ー
シ

テ
ィ
ゼ
ネ
ラ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、

イ
ン
ド
救
ラ
イ
・
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に

つ
い
て
質
問
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
前
地
区
世
界
社
会
奉
仕
委
員
長

緒
方
準
一
バ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
前
記

の
資
料
を
ご
提
出
い
た
だ
い
た
の
で
ご

報
告
す
る
次
第
で
す
。
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四
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一
　
・
三
〇
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出席は習慣である

　ﾛｰﾀﾘｰ例会への出席はひとつの習慣である。

出席の習慣は建設的であるか，欠席の習慣はそ

のﾛｰﾀﾘｱこﾉにとっても，ｸﾗうにとっても破壊的

といえる。規則正しく出席する会員は興味を有
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する働く会員である。会員資格を保持するため

に必要最低限の出席率（すなわち60％）の薄氷

の上を滑っている会員は，大体においてｸﾗうに

あまり貢献することのない会員だといえる。
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に］先輩の恩を返すべきだにコ

　皆さん，私たちが初めてﾛｰﾀﾘｰｸﾗうの会

員になった日のことを思い出してみましょ

う。私たちは例外なく，たれか他のﾛｰﾀﾘｱこﾉ

から紹介され推薦されてﾛｰﾀﾘｰに入会した

のであります。ﾛｰﾀﾘｱこﾉであることの価値を

知り，それを私たちにも分け与えようと決心

した他のﾛｰﾀﾘｱこﾉのお蔭で入会できたのであ

ります。これは非常に意義深いことであり，

私たちは決してこのことを忘れてはならぬの

であります。

　ﾛｰﾀﾘｰを他人に売り込むことを恥しかる

人もおります。しかし皆さんが会員となれた

のは，誰かが皆さんにﾛｰﾀﾘｰを売り込んで

くれたからです。少なくとも皆さんに，ﾛｰﾀ

ﾘｰについての概念を売り込んでくれた誰か

がいるはずです｡さてここで,私たちの買った

ものについて少し考えてみましょう。私たち

がﾛｰﾀﾘｱこﾉの生活態度，人生哲学に引きつけ

られたことは疑いありません。ﾘｮこﾉ・ｵｸｾﾅ

ﾑ（英国の作家1861－194Dは次のような一

節を残しております。

　この道，あの道，その道と，すべての人に

　　遠は開けている。

　気高い魂の持主は，高遠な道をよじ登って

　　いく。

　低俗な魂の持主は，低俗な遠を這うように

　　歩いていく。

　その他の人は，そのいずれともつかぬ

　　霧につつまれた平地をあっちこっとさま

　　よっていく。

　しかしすべての人に遠は開けている，

　　高遠な道と低俗な道とが。

　そしてすべての人が自らの魂の

　　行く遠を選ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　しかし［］-ﾀﾘｰは私たちに道を選ぶ余地を

与えていません。何故なら，ﾛｰﾀﾘｰには低

俗な道はなく，いずれともつかぬ道もなく，

ただ一一つの道，すなわち高遠な道しかないか

らであります。この高遠な道について次のよ

うに説明されています。『人間の心には自身

の利益を追求しようとする欲望と，他人のた

めにつくさなければならないとする義務感が

存在している。　基本的にいうと，ﾛｰﾀﾘｰは

この両者の開で常に繰り返されている葛藤

を，調和し両立させようとする人生哲学であ　

●

　　る。　この哲学は奉仕，すなわち，Service

　　above selfの哲学であり，He propits most

　　who serves best という現実的な道他律に基

　　づくものである。』

　　　　さて，最善の奉仕をするのに最も効果的な

　　方法の一つは，会員となるにふさわしい資格

　　と資質を備えた実業人，あるいは専門職業家

　　をﾛｰﾀﾘｱこﾉに推薦することであります。私だ

　　ちは熱心でこかな才能をもつ若い人々を入会

　　させて，絶えずｸﾗづに生気を吹き込んでいか

　　なければなりません。

　　　　ﾛｰﾀﾘｱこﾉたることの意義を十分認識するも

　　のは，会員を着実に増加していく必要性を当

　　然理解できるはずであります。しかし現実は

　　厳しく，各ｸﾗづ内における会員の増加は健全

　　なﾍﾟｰｽで進行しておりません。　したがってロ

　　ｰﾀﾘｰは会員増加を徹底的に行なう必要があ

　　るのであります。新ｸﾗづの結成に伴なう新会

　　員の増加を除くと，年間会員数の増加率は１

　　ｸﾗづにつき0.5人しかありません。実際には

　　毎年相当数の新入会員かあるのですが，退会

　　者が多いため，差引ほとんど増加していない

　　ことになるのであります。

　　　　会員の退会についてはいろいろ研究されて

２　－
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おります。この研究は重要な意義を持ってお

り，会員増加を論ずるときは，この研究を大

いに参考にすべきでありましょう。退会の原

因としてあげられるもののなかで，最もはっ

きりしているのは，新入会員をｸﾗづに同化さ

せる務めを怠っているか，あるいはその方法

か適切でないというｹｰｽです。つまり何らか

の対策を講ずれば，退会を防ぎ止めることの

できるｹｰｽが一番多いのであります。

　まず第一に大切なのは，各自の地域社会で

若い人々が急速に成長しているという事実を

認識することであります。それらの若人は，

早くから実業あるいは専門職業において責任

ある地位を占めております。　ﾛｰﾀﾘｰは既存

の奉仕計画に生気を吹込み，新たな奉仕計画

を創始するために，若人の熱意と精力を必要

としております。　そしてﾛｰﾀﾘｰにはこれら

若い人々の入会を助長することを目的として

編み出された数種類の会員資格制度がありま

す。これは別に新しいものではありません。

　ｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員の条項をみると，現在ｸ

ﾗﾘの正会員であるものは，自分の事業所か

ら僚友１人を，ｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正会員として推薦
　　　　　　　　ミI--･-- － ‾－■=･　　－　　　　－　　－■皿■＝＝　■■=■■･■
●　　

できることになっております。ﾛｰﾀﾘｰの輝

かしい歴史は，ある程度この方法によって会

員となった多数の若い人々によって書き上げ

られたものであります。新人を入会させる場

合，その人の資格か問題となりますが，本人

が，現在ｸﾗづでりっぱに活躍している会員の

僚友ということであれば，その問題は解消す

るはずであります。新しい人材を求めるうえ

において，この制度は豊かなそして肥沃な分

野を私たちに提示しているわけであります。

若い人々が他のｻｰﾋﾞｽ・ｸﾗﾘの会員となって

しまうのを傍観していないで，この制度を活

-

用しようではありませんか。

　ｼﾆｱ・ｱｸﾁづ会員の制度もまた，若い人び

とを入会させる可能性を開くものでありま

す。ｼﾆｱ・ｱｸﾁづに指名されることは名誉な

ことであり，このことをよく認識しておくこ

とが大切です。正会員がｼﾆｱ・ｱｸﾁﾘに昇格

するためには，どのような資格が必要かを研

究して，有資格者は早くｼﾆｱ・ｱｸﾁづになっ

てもらって下さい。

　ところで，りっぱな資質を備えた若い人々

を入会させる制度が，最近もう一つ設けられ

ました。すなわち，昨年のﾒｷｼｺ・ｼﾃｨ国際

大会で，居住地を基礎として正会員を認める

制度が採択されたのであります。　これによ

り，会員候補者の事業所がｸうづの区域内にな

くても差支えないことになりました。本人か

ｸﾗうの区域内に居住していれば，入会の資格

があるのです。すでに多くのｸﾗづがこの新制

度を利用しておりますが，まだまだ皆さんの

努力が必要とされます。

　皆さんはﾛｰﾀﾘｰに大きな借りがあります。

この借りは決して返済しきれるものではあり

ません。しかし私たちか多くの方法手段によ

って一般会員に働きかけ，熱意に富み，しか

も会員とするにふさわしい若い人びとを入会

させるよう努力すれば，私たち自身を，［］-ﾀ

ﾘｰに入会させてくれた先輩に対して,大きな

恩返しをすることかできるのであります。同

時にそれはまた，世界の最も偉大な奉仕団体

である，このﾛｰﾀﾘｰの将来を確固たるもの

にすることでもあるのであります。

く1969年５月，ﾚｰｸづうｼｯﾄﾞにおけるＲ．Ｉ．

理事Kenneth E. Wacker（米ﾌﾛﾘﾀ）の講

演より＞

３　－
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回わが誕生にドラマなかりき□］

　きびしい二月の一夜でした。夕食の時刻は

とっくに過ぎていました。時間がおくれて家

路を急ぐ，まばらな通勤者に冷たい風か吹き

つけておりました。ｼｶjの中心ﾋﾟｽﾞﾈｽ地区

も，明かりが残っている少数の窓□を除いて

は，ほとんどまっ暗でした。ｱﾒﾘｶ中西部随

一とうたわれる商業の大拠点もその活気は日

中の話で，1905年２月23日の夜はしずかにほ

とんど終らんとしておりました。

　その夜，一筋の明かりがﾁﾞｨｱﾎﾟｰこﾉ街にある

ﾕﾆﾃｨ・ﾋﾞﾙの７階からかすかに流れておりま

した。それは小さな，何の飾りもない事務所

で，一鉱山技師の部屋でした。そこには４人

の友だちが一個の電燈の光の下に集まり，し

やべっていました。この事務所の主である月

ス・Lﾉｰｱ，洋服屋のﾊｲﾗﾑ・ｼｮｰしｰ，石炭商

のﾘﾙﾍﾟｽﾀｰ・ｼｰし，それにその名をﾎﾟｰﾙ・P.

ﾊﾘｽと呼ぶ弁護士でした。

　ﾎﾟｰﾙに一つのｱｲﾁﾞｨｱかありました。　もし

実業人ｶﾘﾙｰうをつくり，定期的に会合して

互いによく知り合い，そして互いに仕事をふ

やす助けになるなら，いいことじゃないだろ

うかと彼は説明しました。ﾘﾙﾍﾞｽﾀｰ・シーしは

この思い付きに同感しました。われわれめい

めいが他人の福利に対して，多少でも思いや

りの心を持つことになればな，と彼はいいま

した。

　このように，ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽのすなおな頭脳と

孤独の心からｱｲﾃﾞｨｱが生れ，そのｱｲﾃﾞｨｱこ

そ今日，世界中の人びとの心を動かしている

ﾛｰﾀﾘｰの奉仕の理想として知られることに

なったものなのであります。

　この夜の会合か行なわれたのは65年昔の２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

月のことであります。 65年といえば停年退職

の年に当りますが，団体か停年退職すること

はもちろんありません。しかし，65年という

里標は，われわれﾛｰﾀﾘｱこﾉすべてにとって，

過去反省の機会を与えるものであります。ど

うすれば，古きを新しきものになしうるか

と。最初のﾛｰﾀﾘｰｸﾗづであるｼｶj・ﾛｰﾀﾘｰ

ｸううの週報の編集長は，さきごろこの反省を

試みて次のように書いております。

　　「長年にわたってりっぱといわれ，必要と　●

され，町の一部分だと思われていた教会，ﾎﾞ

ｰｲｽｶｳﾄの小隊，大学，ﾎﾃﾙ，工業生産品，

商店などでだれでも皆よく知っており，ほっ

たらかしておいても，当然繁盛するものと心

得ていたものかあったことを覚えていよう。

しかるに時の刻みは容赦なくこれらを押し決

して，今はわずかに記憶の一隅に残っている

にすぎないものかたくさんある。　ﾛｰﾀﾘｰ第

１号のｼｶj・ｸﾗづか，さきごろ消え去った巨

大新聞ｻﾀﾃﾞｰ・ｲうﾆこﾉｸﾞ・ﾎﾟｽﾄや豪華なﾊﾟｯｶｰ

ﾄﾞ車の轍（てつ）を踏むことを天はよもや許

　　　すまい。否，私はこれを予言するつもりはな

　　　い。　ただ，偉大なるが故に，良質なるが故

　　　に，また必要とされているか故に，というだ

　　　けで，われわれの愛するものを，退歩から，

　　　あるいは，崩壊から救うことはできないとい

　　　うことを指摘したいのである」と。

　　　　ｺこﾉｳｪｲ会長の処方笈ＲＥＶＩＥＷ ａｎｄＲＥ-

　　　ＮＥＷはぴたりこれをいうておるのです。

　　　ﾛｰﾀﾘｰは今日の要求に応ずる努力が肝心で

　　　あります。その努力にはﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人個人の

　　　参加かなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　＜ｼﾞｮｰj・Ξ-こﾉｽﾞ＞

４　－
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EVANTSON　ADVISES

口］翌々年度の会長選任ならびに

　　　　　　　　　　直前会長について口

　毎年３月には各ｸﾗうの次年度理事および役

員が選挙されることになりますが，国際ﾛｰﾀ

ﾘｰ理事会は数年前からの方針として，各ｸﾗ

ｊはｸﾗﾗ会長を就任期日の少なくとも１ヵ年

以上も前から選任する方法をとるように強く

勧告しております。当趙区内にはすでにこの

手順をとっているｸﾗづもありますか，そうで

ないｸﾗﾂも多く見受けられます。ＲＩ理事会

がこのような勧告をする理由は，ｸﾗう会長の

重責を引受けるのには３～４ヵ月の期間では

短かすぎて，十分な準備ができないことを心

配するゆえであります。

　ｶﾞﾊﾞﾅｰとしても，この３月の各ｸﾗづの年次

総会において次年度会長のほかに，もう１人

翌々年度（1971－72年度）の会長をも選任し

て少なくとも１年間，理事会はじめｸﾗづの主

要会合に出席し，ｸﾗづ運営の実際について十

分勉強し，万全の準備を整えていただくこと

をおすすめします。

　これに関連しますが，従来ｸﾗづの直前会長

を理事に選任し，あるいは理事に選任しなく

ても直前会長として当然理事会に出席する慣

習かおりましたが，ＲＩの新方針としては，

直前会長は必ずしも理事会の構成員にならな

くてもよろしい。その代りに，前記のように

１ヵ年後に就任すべき披選会長を無任所理事

の形で理事会に出席せしめ，ｸﾗづ運営につい

て十分な知識を得てもらうことを勧奨してい

るのであります。つまり，直前会長が過去の

経験を新理事会に伝えるよりも，新たに就任

すべき会長が１年前から，みずから実地研究

しておく方か効果的だとの見解によるのであ

ります。

回次年度クラブ役員のための

　　　　　　　　　　　　　地区協議会［コ

　次年度の各ｸﾗづ役員のためのｾﾞミﾅｰﾙか年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

１回開かれ，これを地区協議会と呼んでいま

す。 1970－71年度の地区協議会は６月13日

　（土）大阪市において開催の予定ですが，こ

れに出席を要請されるのは，会長，幹事，ｸﾗ

う奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕の各

担当理事，ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長，ｸうづ会報委

員長の８人であります。

　次年度の会長，幹事の選任に当ってはこの

地区協議会に出席できることを不可欠の条件

として下さい。またこの会長，幹事の地区協

議会へ出席の費用は，各ｸﾗうにおいて負担願

うことが望ましいのであります。

□]ロータリー財団寄付率増加クラブ回

　1969年11月30目現在につきﾛｰﾀﾘｰ財団か

らの報告によれば，下記の各ｸぅづは財団寄付

率ﾊﾟｰｾこﾉﾃｰjが増加しました。

　　　　　　　　　６月30日　　　　ｎ月30日

京都東RC　　　　1,100％　　　　1,200％

大阪東R C　　　　　400％　　　　　600％

堺　南R C　　　　　700％　　　　　800％

□□会員数減少クラブと

　　　　　　　　　　　　静止クラブロロ

　前半年の地区内各ｸﾗﾘの会員増加は，合計

175人でありました。これは会員減を来した

13ｸﾗづの合計24人を差引いての数宇でありま

す。　会員数静止のｸぅぅが14あり，残りの55ｸ

ぅづは増加しました｡詳しくは第ｎ面の出席報

告の欄をご覧下さい。

　ｸぅづ活動の前進には会員数の健実な増加か

必要であります。各ｸﾗづを昨年公式訪問しま

した際お示しになった会員増加計画を，ぜひ

実現するようにご努力をお願いします。

　なお，第２～３而の「先輩の恩を返すべき

だ」もお読みいただきたいと思います。

５　－
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□□1971－72年度第365区

　　　　ガバナー・ノミニー候補者□□

　第365区1971－72年度のｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉΣﾆｰ候補

者を選考するため，１月20日(火)新大阪ﾎﾃﾙ

において，国際ﾛｰﾀﾘｰ細則第12条第５節(へ)

項に基づく当地区の月ﾊﾟﾅｰ指名委員会を開催

し，緒方準一，堀内清，平沢興，原田秀雄，

塚本義隆の各委員が出席して情誼に審議の結

果，堺ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ会員の尾形繁之君を全員

一致推薦いたしました。

　尾形繁之君の略歴は別記のとおりでありま

す。もし他の候補者を推薦されるｸぅづかある

場合には，候補者指名に関するｸﾗづ例会にお

ける採択決議案を２月20目までに月ﾊﾟﾅｰﾍご

提出下さい。指定の期日までに決議案の提出

がなければ，ｶﾞﾊﾞﾅｰは｢地区月ﾊﾟﾅｰ指名委員

会｣の推薦した候補者をもって当地区の1971

－72年度ｶﾊﾟﾅｰ被指名者たるべきことを宣言

いたします。

　　　　　尾形繁之君略歴

　　　　(ＳＨＩＧＥＹＵＫＩ　ＯＧＡＴＡ)

生年月日　1899年１月８日(京都市)

本　　籍　堺市上野芝町４丁588－ 1

現住所同　上

-

最終学歴　1925年３月　京都帝国大学経済学

　　　　　　　　　　　　部卒業

職　　歴　1926年12月　大阪市立高商教授

　　　　　1928年３月～1930年11月　文部省

　　　　　　在外研究員（欧米各国へ）

　　　　　1931年３月　大阪商科大学助教授

　　　　　1940年３月　大阪商科大学教授

　　　　　1944年９月　大建産業株式会社調

　　　　　　　　　　　　査部長（兼務）

　　　　　1946年５月　大阪商科大学教授退

　　　　　　　　　　　　任

　　　　　1950年３月　呉羽紡績株式会社謁

　　　　　　　　　　　　査部長

　　　　　1956年12月～1961年12月　同社監

　　　　　　　　　　　　査役

　　　　　1962年４月～1968年３月　関西学

　　　　　　　　　　　　院大学商学部教授

　　　　　1968年４月　京都産業大学経済学

　　　　　　　　　　　　部教授

　　　　　そ　の　他

　　　　　1957年１月　尾形経済研究所所長

　　　　　1948年～現在　大阪ＹＭＣＡ常務

　　　　　　　　　　　　理事

　　　　　1950年～62年　関西経済同友会幹

　　　　　　　　　　　　事

　　　　　1967年～現在　学校法人神戸女学

　　　　　　　　　　　　院幹事

ロータリー歴1959年３月　堺ﾛｰﾀﾘｰｸﾗｦ入会

　　　　　1966年10月　ＲＩ第365地区大会

　　　　　　　　　　　　委員長

　　　　　1968年７月　堺ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ会長

　　　[に]大阪北ＲＣの阪田靖人君

　　　　　　新ポール・ハリス・フェローロ]

　　　　１月８目付ﾛｰﾀﾘｰ財団からﾎﾟｰﾙ・ハリス・ﾌ

　　　ｪﾛｰの称リが大阪北ﾛｰﾀﾘｰｸうづの阪田靖人

　　　君に贈られたとの通知がまいりました。おめ

　　　でとうございます。

　　　　第365区におけるﾎﾟｰﾙ・ハリス・ﾌｪﾛｰは今ま

　　　でで６人となりました。

６　－
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□□世界平和は

　　　　　口先だけでは実現しない□□

　お天気の話はだれでもしますが，お天気を

変えようとか何とか試みる人はありません。

平和についてはだれもが語り，まただれもか

これを望んでいます。とりわけﾛｰﾀﾘｱこﾉは平

和のために何かしらやっております。世界平

和へ近づく道は，まず第１に国際理解を深め

ることにあります。

　毎年催すﾛｰﾀﾘｰの世界理解週間は本年は

３月15～21日であります。平和へ近づく道の

ひとつとして国際理解の必要を呼びおこし訴

える週間なのです。

　各ｸﾗづはこの大事な国際奉仕の催しをする

ため今から計画を立てて下さい。ＲＩから行

事計画の案をいろいろ例示したﾊﾟこﾉﾌﾚｯﾄをｸ

ぅづ会長あてに送ってきますから，これをご

参照願います。

□□「国際奉仕計画」へ登録をにコロ

　Projects in lnternational Service （日

本文「国際奉仕計画」）というＲＩの第706号

ﾊﾟこﾉﾌﾚｯﾄに各ｸぅづか登録されることをおすす
　　　　　　　　-■㎜-－-■－　餉哺-’-●-＝･･･’＝･’＝　－－・　ＪＪ●　　

めします。内容は数欄にわけられており，通

信の交換，うﾛｸﾞﾗﾑ・書籍・ｽﾗｲﾄﾞなどの交

換，提携ｸﾗづの申込，青少年交換，世界社会

奉仕へ参加など，固際奉仕を実行するうえ

に，また，適当な相手を見付けるのに重宝

です。登録用の八月牛が各ｸﾗづ会長あてにＲ．

Ｉ．ＮＥＷＳの１月号に同封されて参りますか

らご利用下さい。申込の際にはｸﾗづ理事会の

承認を受け，かつ，次年度の役員へ引継いで

おくことが必要であります。現在すでに当

地区でもたくさんのｸﾗづか登載されておりま

す。登録のしめきりは３月15日。

-

□□北村孝治郎元ガバナー逝く□□

　第365区元ｶﾞﾊﾞﾅｰ北村孝治郎君は昨年12月25

目（木）午後６時，大津市の日本赤十字病院

において死去されました。同君は人情味あふ

るる名ﾀjﾊﾟﾅｰとして名を馳せ，1966年10月，

堺市における参加2,000人に上る地区年次大

会を主宰されたことはまだわれわれの記憶に

新しいところです。だいぶん以前から胃を病

まれ，手術を受けられましてから，よく回復

され，昨年７月中旬に大津ｸﾗうを私が公式訪

問した時には，例会で元気なお姿に接して安

心しておりましたのに，全く残念至極なこと

になりました。　癌であったようです。　同君

は明治27年４月18日の生れ，75歳でありまし

た。謹んでご冥福を祈ります。なお告別式は

12月27日（土）大津市三井寺町の自宅におい

て執行されました。

　　　1969.10.New Haven R. C.にて児玉輝美さん。

　　　その右は彼女のロータリー・ｶｳこﾉｾうーであるハリー・ﾊﾞ

　　　ｰﾏこﾉ氏。（第８面参照）

７　－
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□□奨学生児玉輝美さんのたより□□

　第365区から1969－70年財団奨学生として

ｱﾒﾘｶのｲｴｰﾙ音楽大学に勉学中の児玉輝美

さんから12月６日付の次のような手紙が塚本

ｶﾞﾊﾞﾅｰあてにきました。

　　｢長い間ごぶさたしまして申し訳ございま

せん。おすこやかにご活躍なさってますこと

とおよろこびいたします。私の方お蔭さまで

ﾛｰﾀﾘｱこﾉの暖かい懐に抱かれつつ学業に励ん

でおります。ｲｴｰﾙ大学大学院でとっており

ますｺｰｽは，ﾋﾟｱﾉ，ｼｴﾝｶｰの理論，ｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀｰ音楽の三つですが，今までと違った見地

から音楽が勉強できて面白いです。

　今秋はﾆｭｰﾍづこﾉ近辺の五つのﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ

を訪問し，おのおのﾊﾟﾅｰを交換して参りまし

た。同封のとおり(New HavenとWestport，

Conn.ｸうう会報同封)ｽﾋﾟｰﾁ，日本舞踊，ﾋﾟｱ

ﾉ小品演奏のづﾛｸﾞﾗﾑで行ないましたか，優し

い伯父さまかたのﾘｽﾎﾟこﾉｽも大きく，楽しく

話せて喜んでいます。　この次の[]-ﾀﾘｰｸﾗう

訪問は来春より始まりますか後７ヵ月間，ﾛｰ

ﾀﾘｰ生活，学校生活ともに有意義なものにし

たいと望んでおります。

　近畿地方も師走に入りますと木枯しが鳴り

響き，寒さも厳しくなりますことと思いま

す。先生のご健康をお祈り申し上げますと同

時に，報告にかえさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　かしこ。

□□京都乙訓仮クラブ発足□□

　１月23日（金）正午より京都乙訓（おとく

に）仮ﾛｰﾀﾘｰｸぅづの創立総会が開催されま

-

した。これは京都南ｸﾗづをｽﾎﾟこﾉｻｰとし，同

ｸﾗうの四方順三君をｶﾞﾊﾟす一特別代表として昨

年秋以来準備を進めていたもので，ｸううの区

域は京都市南部に隣接する乙訓郡（向日町，

長岡町，大山綺）の全域であります。創立会

員28人，例会日は毎週金阪口12時半から13時

半まで，京都銀行長岡支店３階集会室で開き

ます。阪急京都線の長岡天神駅下車すぐ。

　　初代会長　　中小路宗康

　　　･･幹事　　簑和田卓郎

創立総会には塚本月ﾊﾟﾅｰ，四方特別代表，京

都南ｸﾗづの会長はじめ役員数名が列席し，創

設を祝福いたしました。

　　ヽ口口百年後に聞けるハリスの肉声□□

　　　　ｼｶｊの科学産業博扮飾にﾎﾟｰﾙ・ハリスか生前

　　　に吹きこんだヮｲﾔｰ式ﾚｺｰﾄﾞが保存されてい

　　　る。これは1940年の初めごろ，ｼｶｊの元会員

　　　Bemard P. Taylor君がﾎﾟｰﾙの自宅を訪ね

　　　て，ﾛｰﾀﾘｰについての彼の考えを話しても

　　　らったものである。（そのころはこのヮｲﾔｰ

　　　式ﾚｺｰﾄﾞが新発明といわれた時代であった）

　　　ﾃｰう一君はこのしｺｰﾄﾞを新人会員の会合に持

　　　ち出して出席者に聞かせた。これを聞いた一

　　　同はその後，このLﾉｺｰﾄﾞを密封して上記の博

　　　物館に贈呈したが，そのときに条件がつけて

　　　あり，向う100年間は開封してハリスの声を聞

　　　くことはしないというのである。当時の市長

　　　Lenox Lohrはこの企画に協力した。そして

　　　各新聞は写真をとった。多分われわれｼｶｊ・

　　　ﾛｰﾀﾘｱこﾉの孫のだれかが，2040年ごろに，こ

　　　のﾚｺｰﾄﾞを戻してﾎﾟｰﾙ・ハリスの肉声を聞くこ

　　　とになるだろう。

　　　　　　　　＜ｼｶｊ・ｸﾗづ会報より＞

８　－
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□□地区年次大会いよいよ今月□□

　いよいよ２月27～28両日，地区年次大会

が，日本一りっぱな国際会議場である国立京

都国際会館（宝池）で開催されます。

　申込みは会議場の収容力いっぱいの2,500

人に達しています。　ﾛｰﾀﾘｰ創立65周年，日

本ﾛｰﾀﾘｰの50年に当る意義あるこの大会に

出席の喜びをﾛｰﾀﾘｱこﾉおよび家族のかたがた

一同十分味わって下さい。　興味あるうﾛｸﾞﾗﾑ

がいっぱいで，ことに第２日に集中して組ま

れてあります。

□ロジョホール・バルＲＣから感謝状

　当地区からのＷＣＳ援助に対し□□

　昨１月12日開催された当ｸﾗう月例理事会の

席上，貴下からの銀行小切手米貨2000ドルが

卓上に置かれました。そして小生からﾘｮﾎｰ

ﾙ・ﾊﾟﾙ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづおよび聖ﾘｮｰこﾉｽﾞ救急団

の委員会，ならびにどｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙ市民に代っ

て，貴第365地区82ｸﾗづから拠金されたこの

ありかたいご寄付に対し感謝するように求め

　　　　　られました。この援助によって聖ｼﾞｮｰこﾉｽﾞ救
●　　

急団支部へ救急車１合購入の当ｸﾗう計画がよ

うやく完了できたのであります。

　私どもは救急車を発注いたしました。そし

て３月中ごろまでに完成の見込みであります

のでその時に贈呈式を行ないます。私は救急

車と贈呈式のｶﾗｰ写真を撮影するように用意

しております。　式にはﾘｮﾎｰﾙのｻﾙﾀこﾉ殿下

　（当ｸﾗづの名誉会員）の台臨を仰ぐ予定にな

っています。

　救急車の両側面には「国際ﾛｰﾀﾘｰ日本第

365地区ならびにｊｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙ市民の拠金を

得てｼﾞｮﾎｰﾙ・ﾊﾞﾙ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづより寄贈す」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　の文字を書き込むように準備中です。

　　　　ここにわれわれのﾛｰﾀﾘｰｸううの全会員を

　　　代表して貴下の寛仁なるご援助に対し，重ね

　　　て深甚な感謝の意を表します。この援助かな

　　　かったならば当市民のためにこの貴重なる救

　　　急車を購入することができなかったであろう

　　　と思います。小生はこの計画を樹てた昨年度

　　　のｸﾗづ会長として，小生個人の感謝をも併せ

　　　て申述べたく存じます。　　　　　　敬｀具

　　　　　1970年１月13日

　　　　　　　F.C.Bennet（署名）

　　　国際ﾛｰﾀﾘｰ第365区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

　　　　　　　　塚本義隆様

　　　　（注）上記は1969－70年度の第365地区世

　　　界社会奉仕計画の１つとして昨年末当地区か

　　　らﾏﾚｰｼｱ・ｊｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙＲＣへ送金した日本

　　　貨720,000円（米貨2000ﾄﾞﾙ）に対する返信で

　　　あります。

　　　　ﾘｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙはｼこﾉ月ﾎﾞｰﾙ市の対岸にある町

　　　で，財団法人聖ﾘｮｰこﾉｽﾞ救急団が設立されま

　　　したか，救急活動に必要な救急車がないの

　　　で，１合寄贈の計画をﾘｮﾎｰﾙ・ﾊﾞﾙ・ﾛｰﾀﾘｰ

　　　ｸﾗづが樹てて，購入費用米貨4000ドルのうち，

　　　半額は同ｸﾗづが負担し，残りの半額をどこか

　　　外国のﾛｰﾀﾘｰから援助してほしいと，世界

　　　社会奉仕計画として，かねて国際ﾛｰﾀﾘｰﾍ

　　　申し出で，ＲＩではこれを（登録番号235）

　　　公表しました。たまたま昨年５月，ﾎﾉﾙﾙの

　　　ﾛｰﾀﾘｰ国際大会の折り塚本月ﾊﾟすｰがこれを知

　　　り，帰国後，りｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙＲＣへ詳しい内容

　　　につき問合わせたうえ，第365区の世界社会

　　　奉仕委員会に諮り，全員一致の賛成を得た四

　　　項目の１つとして決定，地区内各ｸﾗうからご

　　　援助を得たものであります。

９　－
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例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成

に
つ
い
て
の
考
察

　
　
札
幌
Ｒ
Ｃ
越
山
友
之

　
例
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｉ
ロ
で
表
現

す
れ
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
奉
仕
の
四
部
門

を
例
証
す
る
よ
う
立
案
調
節
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
う

●
持
た
せ
る
こ
と
は
至
極
大
切
で
あ
る

が
、
主
題
そ
の
も
の
を
興
味
本
位
に
選

ぶ
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
同
一
話
題
で
も
話
上
手

の
人
と
然
ら
ざ
る
人
と
で
は
聴
く
人
に

与
え
る
感
受
度
に
お
い
て
相
違
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
話
を
す
る
人
の
話
術
の
巧

拙
に
よ
る
の
で
や
む
を
得
な
い
次
第
で

あ
り
、
主
題
は
決
し
て
興
味
本
位
で
あ

い
っ
た
だ
け
で
は
漠
と
し
て
つ
か
み
ど
　
　
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、

も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
説
い
て
み
た

い
。
　
さ
て
例
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
つ

い
て
は
、
年
々
交
代
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
の
主
観
の
相
違
か
ら
多
少
差
違
を

生
ず
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
重
点
は
あ
く
ま
で

奉
仕
の
四
部
門
の
例
証
に
あ
り
、
こ
の

鉄
則
を
度
外
視
す
る
こ
と
は
、
正
当
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
と
い
い
難
い
の
で

あ
り
ま
す
。

　
人
に
よ
っ
て
は
出
席
率
の
向
上
を
計

る
た
め
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
に
興

味
性
を
持
だ
せ
よ
う
と
い
う
意
見
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
興
味
を

　
ち
ょ
っ
と
札
幌
Ｒ
Ｃ
の
創
立
当
初
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
状
況
を
述
べ
る
と
、

当
時
は
日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
の
草
創
時
代

だ
っ
た
か
ら
、
私
ど
も
は
無
我
夢
中
で

東
京
ク
ラ
ブ
の
指
導
の
ま
ま
動
い
て
お

り
ま
し
た
。
当
分
は
ス
ピ
ー
チ
は
会
員

に
限
ら
れ
、
し
か
も
５
分
間
の
ス
ピ
ー

チ
で
あ
り
、
月
２
回
位
回
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
要
旨
は
会
員
た
る
者
は

一
般
社
会
人
に
対
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

い
か
な
る
も
の
か
を
知
ら
せ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
短
時
間
に
最
も
簡
単

に
要
領
を
得
た
説
明
を
必
要
と
す
る
。

そ
の
機
会
に
備
え
て
、
平
素
か
ら
練
習

し
て
お
く
の
か
よ
い
と
い
う
趣
旨
か
ら

出
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

●

　
次
に
私
の
知
っ
た
限
り
に
お
き
ま
し

て
は
、
例
会
に
お
け
る
貴
重
な
る
時
間

が
果
た
し
て
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
、
は
な
は
だ
疑
問
が
あ
る
の
で

あ
り
ま
す
。
再
言
す
れ
ば
前
述
の
ロ
ー

タ
リ
ー
の
四
奉
仕
の
部
門
に
副
っ
た
ス

ピ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
に

よ
っ
て
は
ス
ビ
ー
カ
ー
が
え
ら
れ
な
い

で
、
も
っ
ぱ
ら
他
か
ら
招
聘
す
る
。
招

聘
さ
れ
た
人
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を
知
ら

な
い
人
で
あ
れ
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
全

く
無
関
係
な
一
般
財
政
経
済
の
話
か
、

あ
る
い
は
興
味
本
位
の
世
間
話
で
終
わ

る
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
こ
れ
を
憂
え

る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
例
会
ス
ピ
ー
チ
は
会
員
二
回
と

す
れ
ば
外
来
着
の
も
の
は
そ
の
半
分
す

な
わ
ち
二
対
一
の
割
合
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

新
入
会
員
に
入
会
早
々
割
り
当
て
る
こ

と
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。
自
己
の
属
す

る
職
業
と
社
会
奉
仕
に
関
す
る
考
案
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
人
前
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
自
体
非
常

に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
勉
強
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
呑
気
屋
さ
ん
で
も

勉
強
し
て
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
ま

す
。
外
来
ス
ピ
ー
カ
ー
に
依
頼
す
る
に

し
て
も
、
普
通
一
般
新
聞
そ
の
他
の
報

道
機
関
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
な
主

題
は
感
心
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
地
方
ク
ラ
ブ
で
よ
く
聞
か
れ

る
例
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
脚
下
の

自
己
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
を
忘
れ
て
い
る

か
特
に
除
外
す
る
弊
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
昔
か
ら
指
名
さ

れ
た
ら
断
わ
れ
な
い
と
い
う
不
文
律
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
冗
談
で

も
、
ス
ピ
ー
チ
を
指
名
さ
れ
た
ら
退
会

す
る
な
ど
の
怨
言
は
絶
対
禁
物
で
あ
り

ま
す
。

　
も
し
、
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
カ
ー
が

え
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
自
己

の
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
な
り
そ
の
他
の

先
輩
ク
ラ
ブ
に
応
援
を
頼
む
の
も
一
つ

の
方
法
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
合

は
ロ
ー
タ
リ
ー
発
展
の
た
め
と
友
情
の

た
め
応
諾
す
る
こ
と
か
願
わ
し
い
の
で

あ
り
ま
す
。

　
（
第
三
五
〇
区
ガ
バ
ナ
ー
月
信
か
ら
）
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順位 ク　ラ　ヲ 例会 会員 6月末比 出席率 前月順 順位 ク　ラ　づ 例会 会員 6月末比 出席率 前月順

第１区分（1～49人以下）　38ｸﾗﾘ 4
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7

8

9
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n
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22

23
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25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

高　　　続
稿　　　本

水　　　口
富　田　林

大和高田
橿　　　原

大阪天満橋

大　　　津
京　都　西

泉　大　津
和歌山南
福　井　北

和歌山東

新　　　官
海　　　南

大阪淀川

彦　　　根
宇　　　洽

東　大　阪
京　都　南

福　　　井

御　　　坊
大阪住吉

堺　　　南

泉　佐　野
和　歌　山
犬　阪　西

京　都　東

欧　　　田

田　　　辺
岸　和　田

豊　　　中
長　　　浜

大　阪　東
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４
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５
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十３
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－

十３、
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十２
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＋４

十７

－
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十１

－１
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　96.59

　96.42
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近江ハ幡

京都山科
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大阪阪南
勝　　　山

池　　　田

枚　　　方
言　　　津

敦　　　資
高　　　石

沢　　　生
蜻　　　江

白　　　浜

大和郡山
大阪城南
箕　　　面

大阪西南

那智勝浦

八　　　尾
小　　　浜

荻　　　木
峰　　　山

大阪西北
貝　　　塚

舞　鶴　東

枚　　　岡
舞　　　鶴

粉　　　河
有　　　田

八　目　市
綾　　　都

豊　中　南
天　　　野

寝　屋　川

守　　　口
門　　　真

大　　　東

５

５
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５
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十３

－

十６

十４

十８

一

一

十５

十２

十１

－２

一

一

十２

十４

十８

十３

十８

十１

十１

一

一１

十７

十６

十１

十２
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－

一

一

十２

十２

十２

十２
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十１

十２

十４
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　99.43

　98.75

　97.87

　97.87

　97.67

　96.98
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　96.09
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　96.06

　95.11
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　94.79

　94.76

　94.70
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　94.36
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第３区分（100人以上）　６ｸﾗﾘ

１

２

３

４

５

６

　　堺
奈　　　良

京　　　都
天　阪　南

天　　　阪

大　阪　北

４

４

５

５

４

５
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149

288
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十７

＋９

－３

十５

－４

十７

95.81

94.77
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1

26讐
　一３

２

５

４

第２区分（50～99人）　38クラう

１

２

３

京　都　北
河内長野

和　　　泉

４

４

５

81

57

57

－

十７

－４

100,00

100.00

100.00

１

４

８

クラづ 82 会員

－１

４

１

885

-

（６月末比　十175）　平均出席率　95.28％
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
今
か
ら
三
十
五
年
前
（
一
九
三
五
）

に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
創
始
者
、
ポ
ー
ル

・
ハ
リ
ス
は
、
シ
カ
ゴ
・
ロ
ー
タ
リ
ー

・
ク
ラ
ブ
の
例
会
の
模
様
を
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。

　
　
「
火
曜
日
、
や
が
て
正
午
。
‐
仕
事
を

一
時
や
め
て
、
シ
カ
ゴ
・
ク
ラ
ブ
の
例

会
に
出
席
す
る
。
六
～
七
〇
〇
人
の
実

業
家
や
専
門
職
業
の
人
び
と
が
、
一
切

の
関
心
事
を
傍
ら
へ
投
げ
や
っ
て
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
談
笑
し
て
い
る
。

昔
、
ド
イ
ツ
人
が
一
杯
の
ビ
ー
ル
に
求

め
た
慰
安
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
午
後
の
お

茶
の
時
間
に
求
め
た
休
息
、
ス
ペ
イ
ン

人
が
昼
寝
に
求
め
た
休
養
な
ど
と
、
そ

の
趣
き
を
同
じ
く
せ
る
完
全
な
る
安
息

で
あ
る
。
近
代
生
活
の
緊
張
を
破
る
必

要
が
あ
る
の
は
、
神
経
系
統
の
病
気
の

激
増
か
こ
れ
を
教
え
て
い
る
。

　
友
誼
に
満
ち
た
あ
い
さ
つ
の
交
換
、

音
楽
、
講
演
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
行
な
わ
れ

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
養
の
向
上
に
役

●
立
つ
も
の
ば
か
り
。
実
業
家
は
自
身
を

教
育
す
る
便
宜
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い

な
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
そ
の
欠
陥
を

補
う
べ
き
機
会
を
提
供
す
る
。
座
長
の

右
側
に
は
講
演
者
が
着
席
す
る
。
今
日

の
講
演
者
は
た
れ
ぞ
。
彼
は
あ
る
大
会

社
に
働
く
多
く
の
労
働
者
の
福
利
増
進

を
企
て
て
、
い
か
に
成
功
し
た
か
の
経

験
を
語
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
よ
り
先

に
短
か
い
話
を
す
る
の
は
、
座
長
の
左

側
に
い
る
ロ
ン
ド
ン
人
で
あ
る
。
英
国

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
国
際
親
善
活
動
に

関
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
、
メ
キ
シ
コ
の
友

人
、
日
本
人
、
豪
州
の
肩
書
あ
る
口
１

タ
リ
ア
ン
も
い
る
。
彼
ら
は
皆
、
自
国

で
の
ロ
ー
ー
タ
リ
ー
の
最
高
峯
に
立
つ
人

び
と
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
祖
先
の
訪
問

客
名
簿
に
は
一
人
の
外
国
人
の
名
も
な

か
っ
た
が
、
今
日
わ
れ
ら
は
、
広
く
各

国
民
の
間
に
知
己
を
特
つ
特
権
を
与
え

ら
れ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
（
故
米
山
梅
吉
氏
の
訳
に
よ
る
）

　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
三
十
周
年
に
際
し
て

書
い
た
彼
の
著
４

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｓ

Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ

●

A
N

A
G
E

h
y
こ
う
い
う
具
合
に
ポ

ー
ル
・
ハ
リ
ス
は
み
ず
か
ら
述
べ
て
い

る
が
、
何
と
和
や
か
な
シ
カ
ゴ
・
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
風
景
で
あ
り
ま

し
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
あ
く
ま

で
も
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

遺
憾
な
く
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
を
見

の
が
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
反
省
し
た
い

の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
毎
週
の

例
会
風
景
が
堅
苦
し
く
な
り
過
ぎ
て
は

い
な
い
か
。
あ
ま
り
事
務
的
に
行
な
わ

れ
過
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
食
事
時
間
が

切
り
詰
め
ら
れ
過
ぎ
て
は
お
ら
ぬ
か
。

講
演
の
題
目
が
興
味
本
位
に
選
ば
れ
、

ま
た
、
講
演
だ
け
が
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
全
部
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
は
い

な
い
か
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
イ
ン
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
か
欠
け
て
は
い
な
い
か
、

な
ど
の
点
で
す
。

　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
例
会
に
つ
い

て
「
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
す
べ
て
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
つ
ま
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目

的
、
綱
領
に
添
う
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
た
と
え
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
言

葉
が
一
言
も
出
な
く
て
も
い
い
が
、
単

な
る
興
味
を
そ
そ
る
だ
け
の
講
演
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
先
輩
の
故
今
村
荒
男
さ
ん
は
、

　
「
興
味
本
位
の
講
演
な
ら
社
交
ク
ラ
ブ

ヘ
行
く
か
、
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
ら
よ
か

ろ
う
」
と
申
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
食
事
の
時
間
も
き
わ
め
て
大
切
で
、

ゆ
っ
く
り
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
懇
談

す
る
の
は
、
お
互
い
の
友
好
、
懇
親
を

深
め
る
方
法
と
し
て
最
も
適
当
な
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
ガ
バ
ナ
ー
の
公
式
訪
問
の
際
に

い
た
る
と
こ
ろ
の
ク
ラ
ブ
で
右
の
よ
う

な
こ
と
を
お
話
し
し
て
回
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
食
事
に
二
十
分
を
当
て
る

こ
と
、
会
員
の
ス
ビ
ー
チ
を
主
と
し

て
、
そ
れ
に
も
二
十
分
を
割
り
当
て
る

こ
と
を
訴
え
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　
別
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
「
例
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
編
成
に
つ
い
て
の
考
察
」
を

も
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
　
義
隆
）

-
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-
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人間の寿命は延びたけれど

　しかし，問題は，長くなった生命がどのよう

に使われているかです。延びた１日１日をほん

とうに意義のあるように生きようではないです

か。助けを求める者にはできるかぎりの手をさ

　　　　　　　　　Ｃ・ｎを。nis
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しのべ，出会う人はみな笑顔で接する。常にお

のれの本分を果たすこと。最後の勘定日がくれ

ば，この世に生き長らえた年数ではなく，人の

しあわせのために，どれはどの貢献をしたかで

採点されましょうからね。

　　　　　　　　　　＜ｼｶj・ｸﾗづ会報より＞
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［口われらは地球の相乗り客回

　1960年代も将に閉じようという1969年７

月，今世紀最大の偉業が成就されたことをわ

れわれは忘れることができません。人間が月

の表面を歩き，月面から地球を眺めたので

す。宇宙の海に独り淋しく航行している地球

の姿を遠景から望見するなどとは，未だかつ

て人類に許されなかったことなのです。

　ｵﾗこﾉﾀの歴史家Hendrik　Willem　van

Loonはその著作゛Geography″の巻頭にこ

んなことを書いています。「われわれはこれ

みな同じ惑星の上に乗り合わせた仲間の旅行

者である。良かろうが悪かろうが，地球はわ

れわれの共同家庭なのだ。この事実を自覚で

きたなら，かの恐ろしい問題-すべてのわ

れわれの困難の根源をなす問題を解決するた

めに，第１歩を，しかも最重要な第１歩を踏

み出せるはずなのだが」と。ｱﾎﾟﾛ号の成功を

間いて，この科学者の言葉を思い出すので

す。

　ﾛｰﾀﾘｰの世界理解週間の目的は，国境を

越え，障壁を越えて，隣人の抱えている問題

をながめてやり，同情の心を起させようとす

るにあります。はるか宇宙の彼方からとはゆ

かなくとも，少くとも「同じ惑星上の相乗り

客」という自覚に立っての遠望が欲しいと思

うのです。

　ｺﾝｳｪｲ会長は，三月に世界理解週間の催

しを各ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづに訴えていますが，特に

世界平和の追求のために，ｸﾗう所在の町の人

びとを動員することに焦点をおいてほしいと

言っております。ﾛｰﾀﾘｱこﾉの数はこの地球の

人口の五千分の一にすぎない。ゆえに，ﾛｰﾀ

ﾘｱこﾉか他の何百万人かをこの世界平和の追求

運動に加え得たとき，はじめて手応えが得ら

れるというのです。各地区ｶﾞﾊﾞﾅｰの指導の如

何によって，この世界理解週間が口先きだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　の義理一片のづﾛｸﾞﾗﾑに終るか，それとも，

　　世界平和の実現にりっぱに寄与する具体的な

　　活動開始の信号となるか，そのいずれかとな

　　りましょう。

　　　ﾛｰﾀﾘｱこﾉはまた，各自の行動と態度によっ

　　て平和実現のふんL用気を作り出すのに役立つ

　　ことができます。そして，最も重要な貢献が

　　できるひとつは，一般の人々に，個人個人の

　　努力か大切であることを説き，また，指導階

　　級は一般の人の信じるところに共鳴するもの

　　だ，ということを納得せしめるにあります。

　　ｱﾒﾘｶの教育家Milton Eisenhower はこう

　　書いています。「こんな神話が外国に伝えら

　　れているが，危険至極だ。いわく，『普通の

　　市民は自国の運命や世界の運命に影響を与え

　　るようなことは何もできやしない』と。私は

　　これが，新しい合理的な考え方か，それとも

　　墓石に残すべき古くさい言葉か，決しかね

　　る」と。

　　　われわれは世界社会World Community

　　の住人だ，という感覚が全世界の国々に行き

　　渡るのは1970年代であることを希望したい。

　　しかし，国を成すのはその国の人びとである

　　がゆえに，この希望が成就するか否かは，一

　　つにかかって諸国民がこの考え方に理解を示

　　し，かつ賛成するかどうかにあります。　ｱﾒ

　　ﾘｶの詩人Archibald Mac Leishは人間の

　　月飛行を記念して次のように歌いました。

　　　「小さく，青く，美しく，永遠の静けさの中

　　　に浮ぶ地球。その地球の真の姿を見ること

　　　は，地球の上に乗り合わせた我ら自身を見

　　　ることだ。その兄弟は，永遠の宇宙の冷寒

　　　の中に，ただ一つ輝き美しき球体の上に住

　　　んでいるのだ。兄弟は今こそほんとうに兄

　　　弟であることを知る。」

　　　　　　　　　　　　　　＜ｼﾞｮｰj・Ξ一二ﾉｽﾞ＞

２　－
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［口どこに差があるか？□］

　　　　ＲＩ会長James Conway

　あなたはﾛｰﾀﾘｱこﾉですか，それとも，ﾛｰﾀ

ﾘｰｸﾗづのただの会員ですか？

　このことばは1953～54年に私か地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

をつとめた時に，地区内のｸﾗづに投げかけた

ものです。

　ﾛｰﾀﾘｱこﾉとﾛｰﾀﾘｰｸﾗづのただの会員と，

どうちがうのか，と諸君は質問するでしょ

う。

　それは，競走に優勝する人と，ただついて

走るだけの人間との差と同じことです。

　世界の人間にも三種のｸﾗｽかあります。何

ごとかを引起させる人物。ものごとか起るの

をだまって見ている人。何か事か起っている

のかさえも気が付かぬ人間。

　ある人は会費をきちんと払い，ｸﾗづ例会に

もよく出席するが（100ﾊﾟｰｾこﾉﾄ出席かも知れ

ない），しかしそれ以上には何もしない。こ

れは，ものごとが起るのをだまって望見して

いる人間で，このｸﾗｽの人を「ﾛｰﾀﾘｰｸうづ

のただの会員」というのです。

　これに引かえて，「ﾛｰﾀﾘｱこﾉ」というのは，

物ごとを引起させるｸﾗｽの人です。これをす

るために彼は個人としての頭脳か時間かをさ

さげます。例えば，会員でない人にﾛｰﾀﾘｰ

を紹介してやる。　新しい会員候補者をﾛｰﾀﾘ

ｰに推薦する。　ｸうづに対して何か新計画を提

案してみる。ｸﾗづの委員あるいは役員を引受

ける。欠席は必ず埋め合せてｸﾗづに迷惑をか

けないようにするのです。

　自分の職場においても，ただその業種の組

合員になるだけではなく，同業界の理想を高

め，水準を向上させるために努力し，その活

動に参加します。「ﾛｰﾀﾘｱこﾉ」ならば，祖国

の善良な市民であるように努め，また，諸外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

国の人びとの立場もよく理解するはずであり

ます。

　時には「ﾛｰﾀﾘｱこﾉ」でもｸﾗづの特別の計画

に対して，金を寄付するだけに止まる場合も

あります。しかし，大体においてこのｸﾗｽの

人は個人的には，何ごとか引起させる部類に

はいる人物といえます。

口］四つのテストの新小冊子刊行回

　新ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ202号「四つのﾃｽﾄの実用法」

か国際ﾛｰﾀﾘｰから発行されました。ﾃｽﾄの

考案者である元ＲＩ会長ﾊｰﾊﾟｰﾄ・ﾃｰぅｰが自

らその由緒を語り，またﾃｽﾄの実用法を述べ

ております。　現会長のｺこﾉｳｪｲは「四つのﾃｽ

ﾄを諸君の職場で日日実用してほしい」と訴

えています。無料で各ｸﾗづへ１部送られてき

ますが，余部は１部30ｾこﾉﾄで中央事務局（日

本語のものは東京の文献事務所）から入手で

きます。

[ロロータリー国際ゴルフ友交会□]

　励行一月付第７号でお知らせした本年のﾛｰ

ﾀﾘｰ世界jﾙﾌ選手権大会は次のとおり行なわ

れます。参加希望の方はｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所までお

申出下さい。

　と　き　９月15～18日の４日間

　ところ　Golf Club Lido venezia 30011

　　　　　Alberoni ltaly

1日18ﾎｰﾙずつ72ﾎｰﾙの競技で，参加費１人

35ドルです。

　　　ロータリーの世界現勢

148の国および地域にわたり２月６日現

在クラづ数は14,074，ﾛｰﾀﾘｱﾝは660，

500人。

－－－■■－＆＝■■還■

３　－
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口]1971－72年度ＲＩ会長に

　　　　　　　　ブライトホルツ氏指名□

　ＲＩ会長指名委員会は本年１月12目，委

員ｎ人がｴﾊﾟこﾉｽﾄこﾉに会合して審議ｃ結果，

1971 － 72 年度出際ﾛｰﾀﾘｰ会長にｽｴｰﾃﾞこﾉ

国Kalmarﾛｰﾀﾘｰｸぅう会員ＥＲＮＳＴ Ｇ．

ＢＢＥＩＴＨＯＬＴＺ氏を全員一致で指名しまし

た。

　ﾗﾗｲﾄﾎﾙｯ氏は1947年以来同ｸﾗう会員で，

国際ﾛｰﾀﾘｰ第一副会長をつとめた経歴があ

ります(1960－6D。ｽｴｰﾃﾞこﾉ国Hultsfredの

生れで，ｱﾒﾘｶのｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学に学び，ま

た，ﾆｭｰﾖｰｸのｺﾛﾑﾋﾟｱ大学から科学修士号

をもらっています。 ＡＧＢ　ＡＢというｽｪｰ

ﾃﾞこﾉのﾗｼﾞｵ・テﾚビ・ﾌｨﾙﾑ・工業用月ス・麻酔

用器具などを製造する会社の役員をつとめて

います。

口万国博例会へＲＩ理事２人出席□

　国際ﾛｰﾀﾘｰ理事　Benjamin R. Gussさ

んは夫人同伴で３月21日，香港より着京し，

24日（火）東京からﾊﾜｲﾍ向いますか，その

間の１日を割いて日本万国博を参観，会場内

のﾛｰﾀﾘｰ例会へ出席すると東ケ崎ＲＩ前会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

長から知らせがありました。月ｽさんはｶﾅﾀ

Saint John RC のｼﾆｱ・ｱｸﾁづで，旧職業

分類は法律。

　また，国際ﾛｰﾀﾘｰ第３出会長のJack

Davis　さんは　Doris夫人同伴，３月24日

20 : 05香港から大阪国際空港着，４日間滞阪

して万国博その他を参観,万国博ﾛｰﾀﾘｰ例会

にも出席予定です。　３月28日10 : 30 東京

へ向うとの知らせがＲＩ理事　MC Caffrey

さんからありました。ﾃﾞヴｨｽさんはﾊﾟｰヱｭﾀ

Hamilton R Cのｼﾆｱ・ｱｸﾁう会員で旧職業

分類は自動車販売。

　　□ロガバナー被指名者を宣言□□

　　　　一一1971－72年度第366区

　　　　　　　　月ﾊﾟﾅｰﾉこz一足形繁之君-

　　　月ﾊﾞす一月付第８号（２月１日付）にて地区

　　1971－72年度ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉﾐﾆｰ候補者として尾

　　形繁之君（堺ＲＣ）が地区指名委員会により

　　指名されたむねをお知らせし，もし他の候補

　　者を推薦するｸﾗづがある場合には２月20日ま

　　でに月ﾊﾟﾅｰﾍ，ｸﾗづ決議案を添えて申出られ

　　るように付記しました。しかしこの期日まで

　　にいずれのｸﾗうからも申出がないので，国原

　　ﾛｰﾀﾘｰ細則第13条第５節（へ）項に基き，

　　足形繁之君を第366区月ﾊﾟす一枝指名者たるべ

　　きことを宣言いたします。（２月20日）

　　　きわめて適当なる枝指名者を宣言し得たこ

　　とを光栄とし，地区内ﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸君とこの喜

　　びを分ちたいと思います。なお，別項記載の

　　とおり，当地区は７月１日から二分割される

　　ことになったので，尾形繁之君は第366区

　　　（大阪府・和歌山県）のｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉこﾆｰであ

　　ります。

４　－
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[口第365地区の二分割決まる□]

　かねて手続を進めておりました第365地区

を二分割する件は本年１月下旬国際ﾛｰﾀﾘｰ

理事会において次のとおり決まりました。

　第365地区一福井，滋賀，京都，奈良の４

　　府県を区域とする。

　第366地区一大阪，和歌山の両府県を区域

　　とする。

　二分割の実施は1970年７月１日より。

上記の通知は１月30日付でｺこﾉｳｴｰＲＩ会長

から第365区内各ｸﾗう幹事あてに発せられま

した。もしこれに異議のあるｸﾗづは３月１日

までＲＩ事務総長の手許に到着するよう申出

ることができます。

　なお，過去10年間に第365地区はつぎのよ

うにｸﾗう数および会員数において倍加を見ま

した。現在の数は全世界地区の平均にくらべ

て２倍の大きさに当るので二分割は適当であ

ります。

　　年　度　　ｶﾞﾊﾞﾅｰ　ｸﾗﾘ　会員　増人数

　1959－60　堀　場　43　2,000　十192

　1960－61　中　野　60　2,607　十607

　1961－62　　秦　　63　2,924　十317

　1962－63　　森　　65　3,212　十288

　1963－64　結　方　67　3,485　十273

　1964－65　堀　内　69　3,723　十238

　1965－66　岡　島　69　3,936　十213

　1966－67　北　村　71　4,148　十212

　1967－68　平　沢　74　4,400　十252

　1968－69　原　田　82　4,710　十310

　1969－70　塚　本　84　4,956　十246

　　(注)数字は各年度末，但し1969－70は本年１

　　　　　月末現在。

[口]クラブ新会長・新幹事名を

　　　　早くＲＩへ報告されたい回口

　３月には各ｸﾗﾗで理事・役員を選任されま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

すが，決定次第すぐに，新会長と新幹事の氏

名をＲＩ事務局および月ﾊﾟﾅｰ事務所あてに報

告して下さい。報告用紙は黄色と白色の２枚

が各ｸﾗづへすでにＲＩから届いているはずで

す。

　これを早く出さないと，新会長および新幹

事へ送られる「会長必携」「幹事要覧」の届

くのが遅れます。

　　口]lnteractとRotaract clubの

　　　　　　加盟料及び会員負担金は不用[□

　　　次のとおりＲＩ中央事務局から２月２日付

　　書面をもって知らせがありました。

　　　　｢国際ﾛｰﾀﾘｰ理事会は１月の会合におい

　　て，本年度第１回の理事会で採択したln-

　　teractおよびRotaract　の財政に関する決

　　議を撤廃し，ＲＩが　lnteract club　および

　　Rotaract　club　の加盟料ならびにこれらの

　　ｸぅづ会員から分担金を徴収する規定は制定し

　　ないことを決議いたしました。

　　　そして理事会は事務総長に対し，lnteract

　　club　またはRotaract clubを結成し加盟

　　料を納入したｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづへはその

　　加盟料を返済し，また，ｽﾎﾟﾝｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗ

　　づを通じて，会員分担金を納入したlnteract

　　およびRotaract clubへはそれらを支払っ

　　たｸﾗづ会員へ返金するように各ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰ

　　ﾀﾘｰｸﾗﾗﾍ返済するよう指示いたしました。

　　　この理事会の決議に基づき，納入された加

　　盟料ならびに会員分担金を返済する手続準備

　　が進められています。なおまた，加盟料の納

　　入を待ち，その認証か保留されていたｲこﾉﾀｰ

　　ｱｸﾄ・ｸぅうならびに[]-ﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗづをすみ

　　やかに認証する手続きを進められておりま

　　す｣

　　　＜注＞　この通知により，ｶﾊﾟﾅｰ月信第２

　　号(1969・ 8 ・ 1付)第５面記載の創立手数

　　料と会員負担金は取消されたわけです。
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回ロータリー財団奨学金１名分を

　　明年度第365区へ追加承認される回

　［］-ﾀﾘｰ財団ﾁｾｰJしｽ・ﾍﾟﾃこﾉ平ﾙ委員長から１

月28日付つぎの書面がまいりました。　地区ﾛ

ｰﾀﾘｱこﾉ各位のご厚志に対しこの機会に改め

てお礼申上げます。

　拝啓ﾛｰﾀﾘｰ財団管理委員会は，昨年度中

　（1968－69）にﾛｰﾀﾘｰ財団に対し地区内ﾛｰ

ﾀﾘｱこﾉ１人当り平均米貨３ﾄﾞﾙ以上の寄付をさ

れた地区に対し，1971－72年度のﾛｰﾀﾘｰ財

団奨学金１口を特別に追加授与することを承

認いたしました。

　貴地区内各ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづならびにﾛｰﾀﾘｱこﾉ

各位が昨年度中，こぞって財団をご支援下さ

れ多額の芳志をお贈り下さいました結果とし

て，このたび貴地区かこのﾎﾞｰﾅｽ奨学金を受

ける資格を得られましたことは，まことに同

慶の至りに存じます。

　1968－69年度の地区数288のうち，このﾎﾞｰ

ﾅｽ奨学金が授与されるのは，62の地区だけ

であります。財団管理委員一同，貴地区のこ

の卓越した業績に対し深く敬意を表するとと

もに，貴殿の本年度においても貴地区がこの

輝かしき記録を保持され，さらに更新されま

すよう念願いたします。　　　　　　敬　具

　国際ﾛｰﾀﾘｰ第365地区

　ｶﾞﾊﾞﾅｰ　塚　本　義　隆　様

　＜注＞　昨年度中の第365区各ｸﾗづの寄付

額は１人平均９ﾄﾞﾙ90ｾこﾉﾄ（米貨）になって

おりました。

□]ロータリー財団寄付増加クラブロ]

　1970年１月31日現在についてﾛｰﾀﾘｰ財団

からの報告によれば，次の各ｸﾗづは財団寄付

率か増加しました。

　　　　　　　　本年１月末　昨年６月末

　　　　堺　　　　900％　　　　700％

一

大阪東

大　　東

茨　　木

京　　都

池　　田

京都西

大阪北

大和高田

箕　　面

寝屋川

大阪阪南

大阪西北

大阪西南

　上記の結果，当地区内の82ｸううのﾊﾟｰｾこﾉﾃｰ

ｊは下記のようになります。総平均では450％

ほどに当ります。

　　　　　　ｸﾗう数
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　　口中沢清廉(京都西)故山中一郎(大阪東)

　　　　　両君にポール・ハリス・メダルロ]

　　　２月９日付ﾛｰﾀﾘｰ財団からﾎﾟｰﾙ・ハリス・

　　ﾌｪﾛｰの称号か京都西ｸﾗづの中沢清澄君にｍ

　　られたとの通知がまいりました。また，昨年

　　12月25日物故された大阪東ｸぅづ初代会長山中

　　一郎君の遺志により光子未亡人より1,000臼し

　　寄付されたのに対し，故人の名を記したﾎﾟｰﾙ

　　　・ハリス・ﾌｪﾛｰの額およびﾒめしがﾛｰﾀﾘｰ財団

　　から贈られました。
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□□国際大会への信認状の扱い方□□

　５月31日～６月４日，ｱﾒﾘｶ・ｼﾞｮｰjｱ州ｱ

ﾄﾗこﾉﾀで開かれる国際大会では会長,理事,役

員の選挙か行なわれ，また，重要な規定改正

案の審議採決か行なわれます。各ｸﾗづはこれ

に投票せねばなりません。会員が大会に出席

の場合は，自分で信認状を持参されてもよろ

しいか，そうでないｸうづは信認状をｶﾞﾊﾟすｰ･ﾉ

こ二一に寄託していただきたい。信認状の用紙

はすでに各ｸうづ幹事へ込米されているはずで

すから，これに３月末日現在のｸﾗづ会員数を

記入してｸうづ会長および幹事が署名のうえ，

塚本月ﾊﾟﾅｰ事務所へ４月10日までに出席報告

といっしょにつくよう必ずお送り下さい。一

括の上，ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉ三二一に寄託いたします。

□□交換学生マリリン嬢

　　　　　　　　　　豪州へ帰る□□

　昨年３月８日，ｵｰｽﾄﾗﾘｱ第280区のづしｽﾄ

こﾉＲＣから大阪北ＲＣへ青少年交換計画によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

り１ヵ年派遣されて梅花学園高校で勉強中で

あったMiss Marilyn Crampton は２月７

目（土）午前10時10分，日航701便で大阪国

際空港から香港経由で帰国しました。空港で

は井上猛大阪北ＲＣ会長はじめ会員諸君及び

塚本月ﾊﾟﾅｰも見送りました。なお，うしｽﾄこﾉＲ

Ｃから山口，岐阜，岐阜南各ｸﾗうへ同時に派

遣されていた他の３人の交換女学生も同じ飛

行機で帰国しました。

　これよりさき，１月31日（土）午後ﾎﾃﾙ阪

神２階のｸﾗﾘｽﾀｰﾗｲﾄでﾏﾘﾘこﾉ嬢のため大阪

北ＲＣ主催で送別会を催し，同嬢は振り袖姿

でロ本語をりっぱにあやつり感謝のことばを

述べておりました。

□ロビアフラ難民の

　　　　　　救援についてお願い□□

　　　「先般来遅日のように新聞紙上にﾋﾟｱﾌﾗ難

　　民遠の惨状が報ぜられておりますが，全く眼

　　をおおわしめる情報ばかりでございます。そ

　　の政治的の事情はさておいて，人間としてこ

　　の惨状をこのまま見逃すことができましょう

　　か。　ﾛｰﾀﾘｰの世界社界奉仕活動はこんな時

　　にこそ本当の力を発揮すべきではないでしょ

　　うか。

　　　すでに各地でｸうづとして，またﾛｰﾀﾘｱこﾉ個

　　人として，救援の旗を振って下さっていると

　　ころがありますが，各ｸﾗづにおかれましても

　　ﾛｰﾀﾘｱﾝに呼びかけ，何程かのご寄託を各府

　　県のロ本赤十字社に差出して下さいませんで

　　しょうか。たとえ粉末ﾐﾙｸの一袋でもあの飢

　　えた子供達に与えようではありませんか｡」

　　　国際ﾛｰﾀﾘｰ世界社会奉仕委員斉木亀治郎

　　さん（前368区ｶﾞﾊﾞﾅｰ）から上記の訴えが参っ

　　ております。当地区としてはわずかながら地

　　区資金から金５万円を日赤大阪支部に寄託し

　　ました。各ｸﾗづでもよろしくお願いします。
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□ロモロッコ大水害に救援をにコロ

　　「ﾓﾛｯｺは最近火洪水に見舞われてこの国

未曽有の災害を披りました。　数千ｴｰｶｰの土

地は荒廃に帰し，家屋は倒壊，樹木は倒れ収

穫は失われ，橋や退路は火損傷，住居の無く

なった人は無数です。

　これら悲惨な人たちに救援の手を差しのべ

たく，われらアフリカ・ﾀこﾉﾘｰﾙ・ﾛｰﾀﾘｰｸうう

会員44人（国籍13）は立ちあがり，世界のロ

ｰﾀﾘｱこﾉに訴えることにしました。　１人１ドル

で結構です。どうぞﾛｰﾀﾘｱこﾉの皆さん，救済

金を至急下記へ直接お送り下さいますよう懇

願します。

　　゛Flood Appea1″ 口座

　　The Banque du Maroc

　　　　　　Tangier，

　　　　　　Morocco」

　　　　　　2月５目付で

　　　　Tnagier R.C.会

　　　　長Ahmed Hayat

　　　　君から上記のＳＯ

　　　　Ｓが塚本月ﾊﾞﾅｰあ

　　　　てに舞込みまし

●　　　た。有志の方はご

　　　　支援を。

□□京都東ＲＣ

　野村元次会長

　　　急逝□□

　京都東ｸうづ野村

元次会長は２月４

日流行吐感冒にて

急逝されました。

73歳。同君とは１

月23日，京都乙訓

ｸﾗﾗの創立総会でお会いしたばかりで夢のよ

うです。謹んで哀悼します。　２月150，京都

東山の本寿寺において告別式が執行されまし

た。

　なお，後任会長には理事目下公平君（くさ

かこうへい）が選任されました。

□□彦根クラブ会長交替□□

　彦根ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ会長落居勝正君は病気の

ため辞任の申出があり，理事会で協議の上新

会長に水野政介君（現副会長）を選任したむ

ね報告がありました。

　　水野新会長の職業分類　　信用金庫

　　勤務先　　彦根信用金庫　　理事長

地区大会の開かれる国立京都国際会館（10頁参照）

　　　－　９　－
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□□地区大会で決めた大事なこと□□

　２月27（金）28（土）の両日，待望の第

365区1970年大会か予定のとおり，洛北宝他

の国立京都国際会館で盛大に開催され，約2，

216人の参加者が登録されました。　ﾎｽﾄ・ク

ぅづは京都南ＲＣで他の京都６ｸﾗうも共同ﾎｽ

トとしてそれぞれの部面を分担いたしまし

た。

　これに先立って26日（木）都ﾎﾃﾙにおい

て，14時から16時まで，ﾛｰﾀﾘｰの友懇談会，

また，16時20分から19時40分まで大会前夜懇

談会を開催。前夜懇談会では，主としてきた

る５月，ｱﾄﾗﾝﾀ国際大会に提出さる重要な

規定改正案の内容について，原田秀雄直前月

ﾊﾟﾅｰが司会者となって解説および質問応答を

し，諸議案に対する地区としての考え方をま

とめることに努めました。前夜懇談会の出席

者約320人。

　ﾛｰﾀﾘｰの友懇談会は，地区内各ｸﾗうの雑

誌委員長が出席，また，松方三郎「友」委員

長，長瀬冨郎同副委員長，阪田靖人同専門委

員も特に臨席され，不破治「友」地区委員長

司会の下に「友」の改善のために有意義な懇

談会を持つことかできました。

　27日（金）の大会第１日は９時登録開始，

10時開会，ＲＩｺこﾉｳｪｲ会長の代理として芳

賀津二彦氏臨席の下に17時まで９時間にわた

り内容豊富なり［］ｸﾞﾗﾑを展開しました。ひき

つづき18 : 30から京都ﾎﾃﾙにおいて希望晩さ

ん会を開催，めずらしい会員の余興も披露さ

れたのち20時閉宴しました。

　28日（土）の大会第２日は10時再開，16時

まで，初日にまさるうﾛｸﾞﾗﾑが盛られたせい

か，出席者も初日に比して劣らず，明年は福

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

井と和歌山でまた会いましょう，の幕が下が

り，祇園ばやしのﾒﾛﾃﾞｨに送られて，楽しい

大会を終了しました。

　詳しい大会の模様は次号にゆずりますが，

大切なことだけ２～３点しるします。

○ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉこﾆｰに次の諸君が選ばれまし

た。

　粕川清君（京都）1970－71年度第365区

　井関久楠君（和歌山）同年度第366区

　尾形繁之君（堺）1971－72年度第366区

○地区分割の決議　ＲＩ理事会は本年１月の

会合で第365区を二分し，福井，滋賀，京

都，奈良各府県を第365区に，大阪，和歌山

雨府県を第366区に分割，本年７月１日から

実施することを決めたが，地区内の各ｸﾗづは

これに賛成であると決議した。

○明年の地区大会はこの分割により次のとお

り２ヵ所で開かれることになった。

第365区　福井市において1971年３月下旬福

井北ｸﾗづのﾎｽﾄ　第366区　和歌山市におい

て1971年３月上旬海南ｸﾗうのﾎｽﾄにより

○ﾛｰﾀﾘｰ生誕65年，また，日本ﾛｰﾀﾘｰ50周

年に当る本年は1970年代開幕の年であり，ロ

ｰﾀﾘｰ運動を一層拡大すべき覚悟を新たにす

ること。さらに，世紀の日本万国博および万

国博内に６ヵ月，153回にわたって開くﾛｰﾀ

ﾘｰの会合を成功させるよう全ﾛｰﾀﾘｱこﾉが支

援することを決議した。

　　　□□奈良西・京都乙訓ともに認証□□

　　　　さる12月13日発足した奈良西ｸﾗづは１月14

　　　日付をもって，また，１月23日発足した京都

　　　乙訓（おとくに）ｸﾗづは２月４日付をもって

　　　それぞれＲＩ加盟が認証されました。これで

　　　当地区内のｸﾗﾘ数は84となりました。

10－
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の
計
画
を
披
露
し
た
結

果
、
全
日
本
口
１
タ
リ
ー
の
計
画
と

し
て
推
進
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
れ
か
ら
す
で
に
三
ヵ
年
た
ち
、
組

織
委
員
会
の
中
に
ハ
の
分
科
会
が
設
け

ら
れ
、
総
数
七
十
名
の
委
員
か
近
隣
地

区
の
ク
ラ
ブ
か
ら
出
て
、
何
十
回
か
の

委
員
会
を
重
ね
衆
知
を
あ
つ
め
た
計
画

が
実
行
に
移
さ
れ
、
今
月
か
ら
い
よ
い

よ
開
幕
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
間
、
順
調
に
準
備
は
進
み
ま
し

た
か
、
例
会
場
を
無
償
で
借
り
る
当
て

か
は
ず
れ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
手
で
会
場

建
設
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
資
金
四
千

万
円
を
集
め
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
は
森
委
員
長
や

当
時
の
平
沢
興
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
全
国
の

ガ
バ
ナ
ー
諸
君
に
訴
え
て
も
ら
っ
て
よ

う
や
く
賛
成
が
き
ま
り
、
ほ
っ
と
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
起
人
と
し
て
さ
ら
に
推
進

役
と
し
て
当
て
に
し
て
い
た
岡
島
美
行

君
は
、
ガ
バ
ナ
ー
時
代
の
劇
務
が
こ
た

え
た
た
め
か
一
九
六
七
年
九
月
十
九
日

こ
つ
然
急
逝
し
ま
し
た
。
次
に
計
画
の

手
本
を
示
し
て
く
れ
た
ゴ
ル
ド
ン
君
へ

昨
年
三
月
、
日
本
万
国
博
ロ
ー
タ
リ
ー

の
英
文
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
、
お
礼

の
手
紙
を
出
し
た
が
返
事
が
来
な
い
。

五
月
に
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
の
国
際
協

議
会
へ
出
席
し
た
際
に
、
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
同
君
も
そ
の
一
月
天
国
へ
行
か
れ

た
と
い
う
。

　
今
り
っ
ぱ
に
出
来
あ
が
っ
た
万
国
博

口
１
タ
リ
ー
例
会
場
に
立
ち
、
四
年
昔

を
思
い
浮
べ
て
感
無
量
で
あ
り
、
向
う

六
ヵ
月
間
の
ロ
ー
タ
リ
ー
例
会
が
何
と

ぞ
成
功
し
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
同
時
に
こ
の
社
内

を
全
面
的
に
お
肋
け
下
さ
れ
た
組
織
委

員
、
各
分
科
委
員
を
は
じ
め
全
日
本
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
対
し
て
心
か
ら
お
礼

を
申
上
げ
ま
す
。
（
塚
本
義
隆
）
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調和音か，騒音か

　ﾋﾟｱﾉを弾いて騒音しか出せない人がある。ま

た，すばらしい調和音を出し得る人もいる。だ

からといって，ﾋﾟｱﾉが惑いのだといい張るズは

ない。
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第10号　昭和４５．４．１

　ﾛｰﾀﾘｰのｹﾞｰ乙も規則に従ってうﾚｲしてみな

さい。必ずﾛｰﾀﾘｰを楽しむことができる。規

則を無視してごらんなさい。　きっとﾛｰﾀﾘｰは

面白くなくなる。　しかし，ﾛｰﾀﾘｰが悪いので

はない。　　　　　く豪州Adelaideｸﾗう会報より＞
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□第365，第366両地区に分割

　　　　　来る７月１日より実施確定□

　ｶﾞﾊﾟす一月信３月１日付第９号５ﾍﾟｰごにお知

らせした当地区２分割については，地区大会

　（２月28日）で全ｸﾗづ賛成のむね決議しまし

たが，つづいて３月３日，ＲＩ事務総長ｼﾞｮｰ

ｊ・こ一二ﾉｽﾞから公式文書をもって地区内各ｸﾗ

づ幹事あてにこの二分割が確定し７月１日よ

り実施されるとの知らせかありました。

□地区大会開催に関する新方針

　　　　　　　ＲＩ理事会が打ち出す□

　本年１月下旬開催のＲＩ理事会は世界各地

区の地区犬合開催に関しつぎのとおり新方針

を打ち出し，地区ｶﾞﾊﾞﾅｰに指示しました。

　１）　地区犬合を成功せしめるために地区

ｶﾞﾊﾞﾅｰは必要な時間を十分これに注がねばな

らない。可能な限りは，ｶﾞﾊﾞﾅｰのｸぅう公式法

問完了後，普通には年度の後半に大会を開催

するよう地区日程を組むこと。

　２）　地区犬合は，最短２日間，最長３日

間の日時をこれに当てること。

　３）　地区内ﾛｰﾀﾘｱこﾉの大きい参加率を確

保するために，ｶﾞﾊﾞﾅｰは出席勧誘にあらゆる

方法をとるべきこと。

　４）　新入会ﾛｰﾀﾘｱﾝおよびその夫人の出

席を奨励するため，ｶﾞﾊﾞﾅｰは特別の方法を考

えること。新会員には特別の名札またはﾘﾎﾞこﾉ

による区別をして歓迎する。また，ｶﾞﾊﾞﾅｰと

新入会員との朝食会を計画するなど。

　５）　夫人の大会出席を奨励し，出席勧誘

にも夫人を動員する。本会議に夫人を出席せ

しめ，さらに進んでうﾛｸﾞﾗﾑの中に夫人を参

与させる。夫人向きの特別催しは本会議の時

間と重ならぬように計画すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　６）　ｶﾞﾊﾞﾅｰおよび人会うﾛｸﾞぅﾑ雲見は，地

区内ｸﾗうの活動に閃するいろいろの展示物を

山肌するよう吝ｸﾗﾘﾍ奨励すること。これは

ｸぅづの業績を広く紹介することにもなり，ま

た，他ｸぅうの活動計側の参考ともなる。

　７）　地区犬今において特立を出すことを

考えること。例えば，大会への参加率最高の

ｸぅう，員優秀のｸﾗﾌﾞ会報，最優秀のｸぅづ展示

物，会号数の増加率見高のﾌﾗｸ，各奉仕部門

四回優秀ｸぅうなど。

□地域大会の開催順番を決定回

　厄年の出際大会のほかに　Regio皿1 Con-

ference地域大会が従来不定時に開催されて

いたが，本年１月の出際ﾛｰﾀﾘｰ理事会は，

方針として，1972年以降は大体つぎの順番に

より一年おきに問かれることを諒承した。但

し地域大会には少くとも2,000大の参加者を

得られることを条件とする。本年はｲﾀﾘｱの

ﾛｰﾏ胆において，ＥＮＡＥＭ　Ｃﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸，

几ｱﾌﾘｶ，京地小前）地域大会が11月12日か

ら!5日まで開かれることはすでに決定，発表

されています。

　１）　ｱｼﾞｱ地域

　２）　ﾒｷｼｺ湾及びｶﾘう海沿岸地域

　３）　大胆洋地域

　４）　南ｱﾒﾘｶ地域

　５）　ＥＮＡＥＭ地域（上掲）

ただ，国原大会と地城大会が同じ年に同じ地

域において服なって開催されることのないよ

うに，副番を変更することはあり得るとして

います。

　　□青少年の海外旅行とロータリー口

　　　青少年か海外へ旅行するについてﾛｰﾀﾘｰｸ

　　ﾗﾗが安易に援助したり協力することはつつ

　　しまなければなりません。もしそのような場

２　－
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合には，事前に抗言な計画を立て，旅行先き

のｸﾗうとも十分打合わせた上で実施すべきで

あります。それがなくて本人の証明書や紹介

状を書いたり，援助を求めさせたりすること

はいけません。

　もし外国から何の事前打合わせもなしに，

上記のような青少年が来訪しても，それをい

ちいち接待したり，便宜を与えたりする義務

はありません。

　上記のような方針を本年１月の国際ﾛｰﾀﾘ

ｰ理事会は決定しました。けだし，これは国際

理解を増進する所以ではなく，逆効果を恐れ

るからであります。各ｸﾗうはよくご注意下さ

るとともに，各ﾛｰﾀﾘｱﾆﾉにも周知願います。

口ＩＮＴＥＲＡＣＴおよび

　　　ＲＯＴＡＲＡＣＴは

　　　　　女子のみのクラブを認める[⊇

　現在は男子のみのｸﾗうを本来の姿とし，女

子を急かことを可とする場合でも会員総数の

二分の一を越えないことを条件としておりま

す。本年１月のＲＩ理事会は，これに追加し

て，女子のみのlnteiヽactおよびRotaract

Clubを設立することを承認しました。　女子

のみで構成の場合には，そのｽﾎﾟこﾉｻｰｸﾗうの

委員会に１人またはそれ以上の責任を負う婦

人を委員会に含めねばなりません。　(注。ロ

ｰﾀﾘｱﾆﾉにあらざる婦人をﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの委員

会に含めるというのは初めてのことですが，

これは，本来の委員ではなく，委且会の任務

を果たす必要から加えるexofficio member

です。つまり，理事でない幹事や，会計など

が職極上でｸﾗづ理事会の構成員になるのと同

じでありましよう)‘

口ローターアクト会員の年令制限

　　　　　延長にＲＩ理事会は不同意口

　ﾛｰﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗう会員の年令は17から25の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

間と規定されています。当地区のﾛｰﾀｰｱｸﾄ

は学生よりもすでに有職の会員のｸぅうか多

く，かつ，日本では大学卒業の時がすでに22

～23歳であるため，ﾛｰﾀｰｱｸﾄ会員となって

も１～２年間で退会せねばならぬ人が多い。

そのために入会者が勢い制限され，拡大が困

難になると思われます。

　このことは，日本の他地区のｶﾞﾊﾞﾅｰ諸君も

同意見であります。よって，上記の理由を述

べて，国際ﾛｰﾀﾘｰ理事会が上限の25歳を28

歳まで，そのｸﾗうの事情によって延長して

もよいという規則改正を考えてもらえまいか

と，先きごろ私から申出をしました。これに

対して，jﾖｰj・こｰこﾉｽﾞ事務総長から返事か

きたのですが，返事によると，本年１月の理

事会ではこの件を審議しなかった。この前に

は，大学在学中のものに限り，25を越えても

会員に止まり得るとの例外を認めたが，それ

以外に年令上限の延長には否定的見解を理事

会はもっているそうです。その理由は：

　１）　ﾛｰﾀﾘｰと非公式ながらいささか関

係かおり，そしてﾛｰﾀｰｱｸﾄよりも少し上の

年令順を狙っているいくつかの青年団体と，

合口を取り合う仕儀になりかねない。

　２）　ﾛｰﾀｰｱｸﾄの上限年令を延ばすと会

員開の年令の開きが広くなりすぎるｸﾗうがで

きて，その結果，会員の興味と活動の対象か

ぼやけ，団体として有効に機能するのかむつ

かしくなる，といぅのであります。

　　[□会員推薦委員の任期を３ヵ年に[口]

　　　各ｸﾗうの職業分類委員およびﾛｰﾀﾘｰ情報

　　委員の任期は３ヵ年として毎年１人ずつ入れ

　　かかることになっていますか，今後はこの制

　　度をmembership development committee

　　　(心打推薦委員と翻訳されているか会員拡大

　　委員の意味)にも適用して香住会の継続性を

　　持たせることを本年１月のＲＩ理事会で決め

３　－
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ました。

　なお,会員増加を重要脱するため,地区にも

明年度から会員拡大委員会が設けられます。

口職業分類の調査は８月末までに［⊇］

　各ｸﾗﾘの職業分類委員会は，その地域の職

業分類を調査して，充当済および未完当の職

業分類一覧表を９月30日または，それ以前に

作成することになっていますが，引年度から

はこれを「できるだけ早く，おそくとも８月

31日までに」と変更されます｡ヽこの目的は早

く新会員を入れるようにするためです。

[□]世界理解週間と青少年活動週間

　　　　　　日取りを本年秋から変更[に]

　本年１月のＲＩ理事会は，1970－71年度か

ら行事週間の日取りをつぎのとおり変更する

ことを決めました。

○世界理解週間は毎年９月15日を念む週にお

　いて実施する。(本年は３月15日～21日で

　あった)

○青少年活動週間は毎年10月15日を台む週に

行なう。(昨年は10月５日～ｎ日)

口豊中ＲＣの木村実君

　　　　新ポール・ハリス・フェロー[⊇]

　３月２日付ﾛｰﾀﾘｰ財団からﾎﾞｰﾙ・ﾊﾘｽ・ﾌ

ｪﾛｰの称号が豊中ﾛｰﾀﾘｰｸうづの木村実君に

贈られ，３月17日(火)豊中ＲＣの例会席上で

塚本ｶﾞﾊﾞﾅｰよりﾒﾀﾙを同君に呈しました。

　これで当地区のﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・ﾌｪﾛｰは９人

となりました。

□□万国博内のロータリー

　　　　　　　　　　　例会はじまる□□

　万囚博内のﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ例会場は３月16日

(月)からいよいよ開幕しました。　これから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

153回の正規例会が９月12日までつづくわけ

です。

　３月16日の初日は人阪ＲＣの担当でありま

した。天候はあいにくの小雨でしたが，出席

者は208人の満席で，人馬できないお客さん

が相当多くありました。山店者の内訳は次ぎ

のとおり。

　海外米語者16，川内来訪者44，ﾎｽﾄｸぅう

　148，合計208人。

　例会は正午12特より13時30分まで90分をあ

てました。浅田大阪ｸぅう会長から最初の日本

万L副専内のﾛｰﾀﾘｰ例会を喜ぶあいさつがあ

ったのち，国際ﾛｰﾀﾘｰ事務総長ﾘｮｰj･こ一二ﾉｽﾞ

からの祝電を塚本ｶﾊﾞﾅｰが披露しました。当

日のづﾛｸﾞﾗﾑは，前回の万国博主催国であっ

た力ずぶのﾆﾕｰﾊﾆﾉづﾙｼﾞの高校男女学生60人に

よる大合唱と民踊かあり，にぎやかで万国博

のお祭り気分が十分でました。　これはｵﾆﾉﾀﾘ

ｵ州ＴＡＶＩＳＴＯこＫﾛｰﾀﾘｰｸﾗうのお世話によ

るものです。合唱団員のMiss Doris Seltzer

から同ｸぅぅのﾊﾞすｰが贈られ，浅田会長から団

員一同におみやげを呈しました。

　　＜ｼﾞｮｰj・三一こﾉｽﾞ事務総長からの祝電＞

　　ＹＯＳＨＩＴＡＫＡ ＴＳＵＫＡＭＯＴＯ

　　　　ＩＮＴＥＲＯＴＡＲＹ ＯＳＡＫＡ （ＪＡＰＡＮ）

　　ＧＲＥＥＴＩＮＧＳ ＴＯ ＡＬＬ ＩＮ ＡＴＴＥＮＤＡＮ-

　　ＣＥ　ＡＴ　ＴＨＥ　ＲＯＴＡＲＹ　ＬＵＮＣＨＥＯＮ

　　ＭＥＥＴＩＮＧＳ　ＡＴ　ＥＸＰＯ　ＳＥＶＥＮＴＹ

　　ＳＴＯＰ　ＯＵＲ　ＴＨＯＵＧＨＴＳ　ＡＮＤ　ＧＯＯＤ

　　ＩＶＩＳＨＥＳ ＩＶＩＬＬＢＥ ＸＶＩＴＨ ＹＯＵ ＥＡＣＨ

　　ＤＡＹ　ＴＯ　ＴＸＶＥＬＶＥ　ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ －

　　ＧＥＯＲＧＥ Ｒ ＭＥＡＮＳ ＧＥＮＥＲＡＬ ＳＥＣ-

　　ＲＥＴＡＲＹ ＲＯＴＡＲＹ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

４　－
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□ロコンウェイＲＩ会長の声

　　万国博ロータリー例会で聞ける□□

　Ｒｌｊｪｰﾑｽ・ｺこﾉｳｪｲ会長より万国博内の

ﾛｰﾀﾘｰｸﾗう例会開催にあたり，参加者およ

び来訪者一同に対する歓迎のことばをﾃｰづに

吹き込んで塚本ｶﾞﾊﾞﾅｰあてに送ってまいりま

した。３月18日（水）以後は毎日，このｺﾆﾉｳ

ｪｲ会長の肉声を例会場で問くことができる

ようになりました。うれしいことでありま

す。

□□日本万国博に平和のバラ園□□

　-一大阪のロータリークラブが造るー一一

　日本万国博の開幕を目前に控えた３月10日

　（大）午後２時，万国博協会本部において，

大阪市内12ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾘおよび地元の吹田Ｒ

Ｃの代表から万国博へ「平和のﾊﾟﾗ園」Rota-

ry’sPeace Rose Gardenの贈呈式が行なわ

れました。　　　　　　　　　　　　　　・

　この「平和のﾊﾟﾗ園」は万国博美術館の正面

と日本庭園の入り口の開の傾斜面に約8,500

本，さらに，その西隣りの繊維館前面に約

5,000本，合わせて13,500本が植えられてい

ますが，万国博の名物のひとつに数えられる

だろうと思います。総高私は3,32377ぞ，ﾊﾟﾗは

力すﾀ，ﾌﾗこﾉｽ，ﾍﾞﾙ平一，ｲ平ﾘｽ，ﾃﾞこﾉﾏｰｸ，ｱﾒ

ﾘｶ，ニニ1-j-うﾆﾉﾄﾞIの各国から送られて来たも

のと，これに国産ﾊﾟうを加え，五十数種にの

ぼっています。

　この計画は３年前のﾓこﾉﾄﾘｵｰﾙ万国博内に

Montrea1-Lakeshoreﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの造った

国際ﾊﾞﾗ園が数百万人の観客を集めて大好評

を博したというので，同ｸﾗづの元会長Jack

MC lntyre 君の呼びかけに応じ，大阪ﾛｰﾀﾘ

ｰ・ｸﾗうが日本万国博協会の協賛を求めて進

めたものであります。大阪ＲＣでは，さらに

市内各ｸﾗづと地元の吹田ＲＣをも誘って共同

主催者になってもらい，各ｸﾗづから委員を選

出して，大阪ＲＣの七里義雄君が委員長をつ

とめ，計画と実施に当ってようやく完成を見

たものであります。所要資金はおよそ３百万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

円に上りました。

　１万３千本に上るﾊﾟﾗ園は日本ではちょっ

と他に類かないと聞いています。「平和のパ

ぅ園」は博覧会閉会後も永く保存して，人び

とに喜んでもらえるように配慮されるはずで

あります。

　なお，ﾊﾟぅ園には剣と槌とを配した青銅の

碑（高さ３ﾒｰﾄﾙ）が建ててあり，次の言葉

が日英仏３国語で彫刻されております。この

碑は，上記ﾏﾂ牛こﾉﾀｲｱ君かはるばる力すﾀﾞから

贈ってくれたものです。

　　『平和のｼこﾉﾎﾟﾙ　ﾛｰﾀﾘｰばら園，平和を求

　める人類とその平和の為にこれを捧ぐ。力

　すﾀﾓﾆﾉﾄﾘｵｰﾙ・ﾚｲｷｼｮｰ，大阪ﾛｰﾀﾘｰ・

　ｸぅう』

　　「こうして彼らはその剣を打ち延ばして鋤

　とし，国は国にむかってつるぎを上げず，

　彼らはもはや戦いのことばを学ばず。

　-ｲｻﾞﾔ書２章４節」

　　□□ＲＩ会長よりメッセージ

　　　　　　　　　　　第365地区大会へ□□

　　　第365地区年次大会に当り国際ﾛｰﾀﾘｰのj

　　ｪｰﾑｽ・ｺこﾉｳｪｲ会長から次のﾒｯｾｰｼﾞが塚本

　　ｶﾞﾊﾞﾅｰを通じて寄せられました。

　　　　｢貴地区の年次大会に親しく出席して貴君

　　ならびに貴地区のﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸君にお目にかか

　　れたら，私にとってこの上ない喜びでありま

　　すが，それが許されません。それでせめても

　　心の中で貴君らと一緒にいるつもりになりま

　　しょう。

　　　全参加者諸君への私の希望は，貴地区大会

　　において，いろいろの角度からﾛｰﾀﾘｰが勉

　　強され，また，身の引きしまるような体験と

　　同時に，ﾛｰﾀﾘｰの真の友情を味わって欲し

　　いということであります。ﾛｰﾀﾘｱこﾉ一人一人

　　が，ﾛｰﾀﾘｰの知識を吸収せられて，個人と

　　しても，ﾛｰﾀﾘｱこﾉとしても，自らを新たにし

　　て出直して頂きたいと切に祈ります。私たち

　　は，名前の上でも，また，実際の上でも，指

　　導者を必要といたします。我々の会員を拡大

５　－
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強化するために，我々の地域活動に生気を与

えるために，また，国際理解を増進するため

に欠くことの出来ない拒否者であります。

　貴地区へ派遣する会長代理は極めて慎収に

選定されました。私が国際ﾛｰﾀﾘｰ会長とし

て，自ら出席する場合と同様の礼儀が，会長

代理に対して与えられることを信じて疑いま

せん。

　願わくば，貴地区大会が十分な成果を収め

且つ，活気あふれる大会となりますように。

　　　　　　　　James F. Conway

　　　x　　　　x

地区大会の模様のあらましを３月２目付の書

面でｶﾞﾊﾞﾅｰからヱﾉｳｪｲ会長にあてて報告した

ところ，３月９日付で次のような返信がまい

りました。

　　｢ﾛｰﾀﾘｰの世界訪問の旅から今朝ｴﾊﾟこﾉｽﾄ

こﾉﾍ帰ったところ，机上に貴君の大へん行き

届いた書面がのっていました。芳賀雄二彦会

長代理が貴地区大会の成功に貢献するところ

大であったこと，また同君および夫人が厚遇

を受けた由を知って私は嬉しいです。参加者

が非常に多かったことは貴君の大いに誇り得

るところでしょう。大会のりっぱなづﾛｸﾞﾗﾑ

も送って下されてまことにありがとうござい

ました。ﾘﾑ｣

□□地区年次大会における

　　　　　ガバナーの一般情勢報告□□

　国際ﾛｰﾀﾘｰ会長代理芳賀津二彦君，同鶴

子夫人，ＲＩ直前会長東ｹ埼潔君，各地区よ

りご参列下されたｶﾞﾊﾞﾅｰ，・元ｶﾞﾊﾞﾅｰ諸君，ま

たはるか遠方から特別にご参加ご列席下され

た中華氏国および大輪尺国のﾛｰﾀﾘｰ代表の

方がた，ならびに出席の各ﾛｰﾀﾘｱこﾉ及び家族

の皆さん！

　ﾛｰﾀﾘｰの生誕65年，また，日本のﾛｰﾀﾘｰ

50周年という意義の深い，この年に，ここ京

都において，国際ﾛｰﾀﾘｰ第365地区の年次大

会を開催し得ましたことは，私，地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

として大変な光栄であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　まず，地区の概況を報告いたします。本年

１月末日現在，地区内のｸﾗう数は84，会員数

は4,956となっております。本年度上半期に

おける82ｸﾗうの例会出席率はヽﾄﾞ均96％であり

まして，これは日本川内の各地区中でも一，

二を争う優秀な成績であります。私は，昨年

７月１日，ｶﾞﾊﾞﾅｰ就任直後ただちにｸﾗﾘの公

式,奈川を始めまして，11月25日まで全82ｸぅう

を纏りましたが，いずれのｸﾗづでもﾛｰﾀﾘｰ

の四大奉仕部門の活動をりっぱに計画され

て，実行されつつあるのを知りました。大い

に心強く，また安心ヽいたしたのであります。

りっぱな計測の手形か不渡わになっていると

ころは恐らくないことと信じております。

　国際奉仕部門の活動として，世界に広く行

き渡り，効果をあげているのは，ﾛｰﾀﾘｰ財

団の活動とに財界社会奉仕の計圃だろうと思

います。ﾛｰﾀﾘｰ財団は各種の奨学金制度，

および，研究訥レう交換か最も重要な活動で

ありますか，この財団を支持するために，わ

が地区内の各ｸﾗづは，今日までに累計22万ド

ルの拠金をされました。これはﾛｰﾀﾘｱﾆﾉの総

人数で割ると１人当り45ﾄﾞﾙ（日本の全て１

万6丁丁Ｄに上ります。　仮りに１人当り10ﾄﾞ

ﾙを100％として計算すれば，地区全体の平

均は450％ということになります。　生れたば

かりの新ｸﾗつでさえも，最低200％でありま

して，当地区は昨年度，全国唯一の200％地

区，つまり，200何より少ないｸぅづはひとつ

もない，というのでお褒めに預りました。こ

のように，ﾛｰﾀﾘｰ財団への支援が当地区は

昨年度，大へん優秀であったというわけで，

ﾎﾟｰすｽをもらいました。と申しますのは，１

地区からは毎年１人の奨学生を１年間，海外

へ派遣留学させることができる規則でありま

すが，来年度は，当365地区はこれに加えて

もぅ１人特別追加か許されるのであります。

これは前例のないことでありまして，全く，

直前月ﾊﾞﾅｰ原田秀雄君のご尽力と，各ｸぅうの

限りなきご支援の結果で，本当にありかたい

次第であります。

６　－
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□□国際ロータリー第365地区

　　　　　　　　1970年年次大会決議□□

決議第１号　Ｒ．Ｉ．会長代理派遣に対し感謝

　　　　　　の件

決議第２号　Ｒ．Ｉ．直前会長東ｹ綺潔君に対

　　　　　　し感謝の件

決議第３号　第365地区直前ｶﾞﾊﾞﾅｰ原田秀雄

　　　　　　君に対する感謝の件

決議第４号　ﾎｽﾄｸﾗﾗ，ｺﾎｽﾄｸﾗﾗ並びに協

　　　　　　力団体に対する感謝の件

決議第５号　1970年代に進むﾛｰﾀﾘｰｱこﾉの決

　　　　　　意の件

　本月23日，ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽがﾛｰﾀﾘｰｸﾗづを創

始して６５周年を迎えた。　⊃ﾝｳｪｲ現会長が

ＲＥＶＩＥＷ ＡＮＤ ＲＥＮＥＷ を強く打ち出

し，これを目標と呼ばず，処方箆なりと訴え

たのは，65年の古きﾛｰﾀﾘｰが曲り角に米た

るのを戒め，新しき1970年代に向って一路直

進するためには，再検討と刷新とが即刻必要

なりとの認識に基くものである。各ﾛｰﾀﾘｰｱ

こﾉ，各ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾗは絶対に現状に満足せず，

過去の活動を反省し，すべての点に清新の気

風を吹き入れて，ﾛｰﾀﾘｰの奉仕の理想実現

に向い会員一同前進すべき事をここに決議す

る。

決議第６号　日本ﾛｰﾀﾘｰ50周年の件

　本年10月20日は，日本にﾛｰﾀﾘｰｸﾗうが誕

生して50周年に当る。過ぐる半世紀の起伏を

顧み，また最近10年の躍進を思うとき，感慨

無量を覚える。　今日世界第二のﾛｰﾀﾘｰ国と

なり，1000ｸﾗﾗ，48,000人のﾛｰﾀﾘｱﾆﾉを数う

る日も間近かと期待されるが，しかもなお，

ｱﾒﾘｶに比すればいまだ僅か五分の一にも及

ばない。ついては50周年を単に祝賀するに止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　めず，これを機会として一層の数的拡大に努

　　めるとともに，ﾛｰﾀﾘｱﾆﾉ個人並びにﾛｰﾀﾘｰ

　　ｸﾗうの質的向上を図り，もって職場に，社会

　　に，また広く世界にﾛｰﾀﾘｰの奉仕の理想を

　　実践すべきことを新たに誓い，ここに決議す

　　る。

　　決議第７号　日本万国博と

　　　　　　　　ﾛｰﾀﾘｰ集会室の件

　　　来たる３月15日より開催される日本万国博

　　気合は，「人類の進歩と調和」を目指し，ま

　　た，国際間の理解増進と友情の交換とを目的

　　のひとつとしている。この開催に当たり，国

　　際ﾛｰﾀﾘｰ第365地区が中心とすび)，全日本ﾛ

　　ｰｸﾘｱこﾉの賛助を得て，博覧会会場のｴｷｽﾎﾟ

　　ｸﾗう（国際親善舘）内に，ﾛｰﾀﾘｰ集会室の

　　設置を計画し，今日完成を見るに至った。そ

　　の期間中，合計153回にわたって開かれる例

　　会が，万国博の目的及びﾛｰﾀﾘｰの目的を併

　　ぜ達成して十分な効果を収め得るよう，われ

　　ら一同協力支援することを改めて誓い，同時

　　に万国博の成功を祈り，ここに決議する。

　　決議第８号　国際ﾛｰﾀﾘｰ大会東京招致の件

　　決議第９号　例会中途退席自粛の件

　　　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗうの毎週例会は，知り合いを拡

　　め友情を深めて，奉仕活動への基礎を築く場

　　である。しかるに近時，例会の未だ終らざる

　　に中途退常者を見受けるの悪弊が発生し，特

　　に大都市におけるｸううへの来訪者にその多き

　　を見る。かくては和やかなるべき例会の空気

　　を傷つけ，卓話者への礼を失し，また友情を

　　妨げるものである。われわれ一同は，この点

　　をよく反省してかような弊風を一掃すべきこ

　　とをここに決議する

　　決議第10号　第365地区二分割賛成の件

　　決議第11号　次年度地区年次大会開催地の件

８－
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□ロロータリアン８人の胸に輝く

　ポール･ハリス・フェロー･メダルロロ

　京都における地区年犬入会の第２日，次ぎ

の諸君の洵にﾎﾟｰﾙ・ハリス・ﾌｴﾛｰ・ﾒﾀﾙが塚

本月八ﾅｰからそれぞれ飾られました。（ﾒﾀﾙ

の写真は月回４じ４ﾍﾟｰ引こあり）

　J京田秀雄（大阪北）引付一夫（池　田）

　岡田涼一順に謁消口阪口|仙人［大阪］ﾋ）

　　　　（遺族の方へ）　　山中一郎（大阪東）

　杉本左近（大阪東）　　（遺族の方へ）

　荒木秀雄（大　　東）中反証磨（京都西）

□□地区大会参加者2,242人□□

　大会第１日の午後，その時までの参加登録

数を登録委員長所］本節一郎君（京都雨）から

次のとおり報ごしました。

来　　吉

田外より

他地区より

第365区より

　合　計

　
　
　
5
　
N
　
L
O

y
c
g
　
N
　
Q

数
　
　
　
　
　
２

ハ
ざ
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2,242

　
　
７
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ｒ
０
　
０
　
Ｑ
り

員
２
２
1
4
6
8
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会
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ

玉眼

　10

　1

6
0
2
9
8
369

□□過去１年間の物故会員59人□□

　地区大会第１日（２月27日）午後４時，本

会議場において，過去１年間の地区内各ｸうづ

の物故会員59人に対してしめやかな黙祷が捧

げられましたが，その中には，石川芳次郎元

-

月ﾊﾟすｰ（1955）士付子治郎元月ﾊﾟすｰ（1966）

川面付加斤まれてお０ました。

　府県別にしるすと，福＃７人，言言５人，

京部７人，奈良２人，大阪31人，和歌山７人

□□新10クラブ地区大会で紹介□□

　次の10新ｸぅうからの参加者を塚本ｶﾞﾊﾞﾅｰか

らｸぅづごとに紹介，場内破れんば加りの大拍

子をうけました。

　　　　　　10新クぅう紹介

　　　　　　　　,いど　　ま
（大阪府）門　　真

　　　//　　　寝屋川

　　　　　　　　みの　　お

　　　//　　　箕　　面

　　　//　　　頃小雨

　　　//　　　大阪西南

　　　//　　　大阪西北

　　　//　　　大阪阪南

　　　//　　　大阪城南

（奈良県）奈良西

（京都府）京都乙訓

設　立

年月日

44.4.17

･y 4.18

/z　4.17

/y　5.22

/z 5.21

/y　5.27

/y　5.30

･7 5.30

/d2.13

45.1.23

末
数
月
員
１
会

24人

24

24

24

4
1
3
7
35

34

28

28

□□奉仕活動の写真展示□□　’

　　　　　　＜地区大会友愛の家で＞

　　　京作田際会館における年次大会では友愛の

　　家を設けて，各ｸﾗうから寄せられたｸﾗう活動

　　を示す大型の写真を展示しました。その数は

　　26ｸううから69枚にのぼりました。そのほか

　　に，京都ＲＣ出展の第365区の拡大発展を示

９－
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した１ﾒｰﾄﾙ大のｸﾞﾗﾌﾊﾟﾈﾙ４枚が掲げられて

参加者の注意をひきました。また休憩所には

ｺｰﾋｰ，jｭｰｽ類の飲みものが用意されたほ

かに，会館の南方に離れた「宝松庵」ならび

に会館内の１室において野点席風に，裏千家

今日庵のご厚意と奉仕により，２日間朝９時

より会議終了まで呈茶されましたことは特別

なｻｰﾋﾞｽといえましょう。

　　　　　　　　　＜写真は展示品の一部＞

□□地区協議会は京都と大阪で開催□

　当地区は７月１日から二分割され365区と

366区になりますので，新年度の準備のため

に開く地区協議会は次のとおり，京都と大阪

の二ヵ所で催すことにしました。

　６月12日（金）365区　京都ﾎﾃﾙ

　６月13日（土）366区　新大阪ﾎﾃﾙ

各ｸﾗづからの出席義務者は，新年度の会長，

幹事，職業奉仕，社会奉仕，国際奉仕，ｸぅう

奉仕，ﾛｰﾀﾘｰ財団の各委員長ならびにｸぅう

会報編集者の８人であります。

□□タイ国洪水災害復興援助

　　　奈良県５ＲＣの世界社会奉仕□□

　奈良ｸﾗづ高橋公男会長および河合庄治同ク

うづ国際奉仕委員長からつぎのとおり奈良県

下５ｸﾗづ共同の世界社会奉仕計画をたてて実

施したとの報告かｶﾞﾊﾞﾅｰあてに寄せられまし

た。

　昨年７月の本年度ｽﾀｰﾄ後間もなくに行わ

れました。奈良県下５ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ役員合同

協議会の席上におきまして，合同国際奉仕計

画について種々検討を行ないました結果，各

ｸﾗうよりそれぞれ予算をもちより邦貨20万円

を計上して海外援助を実行することに決定し

ました。

　幸い，奈良ｸﾗうには，東南ｱjｱのﾀｲ国，ﾏ

ﾚｰｼｱ連邦に事業所を持ち，一年のうち約三

分の一を，その地方のｸﾗづにてﾒｰｸｱｯうして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

いる会員もおります関係上この計画のﾘｰﾀｰ

役を奈良ＲＣが引き受けることになりまし

た。急ぎこの旨の意向をよく伝え，具体案を

ねりました結果，ﾀｲ国，ﾊﾟ2ﾝｺｯｸ南ﾛｰﾀﾘｰ・

ｸﾗう所属の日本人会員と相談し，同ｸﾗうの社

会奉仕委員会で計画中であるﾀｲ国南部地方

をおそった大洪水の災害復興事業の一助とし

て，参加することに決定いたしました。

　その後，多少の日時を要しましたが，ﾊﾞこﾉｺ

ｯｸ雨ｸﾗづからこの援助計画の申し入れに感

謝する旨の書信も到着いたしまして，近い将

来日本金20万円を送金する予定でおります。

　この計画は，われわれ奈良県下５ﾛｰﾀﾘｰｸ

ぅう独自の刻意と工夫をもって実行しました

ＷＯＲＬＤ ＣＯＭＭＵＮＩＴＹ ＳＥＲＶＩＣＥであ

り，ＲＩの海外援助に登録された申し込みﾅ

こﾉﾊﾟｰ以外の行勣でありますことを追記してお

きます。

　参加ｸぅづ予算計上の内訳は下記の通りで

す。

奈　　良

五　　条

人和郡山

８万円

３万円

３万円

橿　　原

大和高田

３万円

３万円

□□゛職業奉仕の勘どころ″□□

　上掲の題の小冊子（Ｂ６判40ﾍﾟｰj）を第365

地区職業奉仕委員会の手で編集印刷のうえ，

ﾛｰﾀﾘｰ65周年記念日を期して地区内各ｸﾗﾗ

あてに，それぞれ会員数だけ発送しました。

ｸﾗう会員に分配して読んでいただくようお願

いします。編集者は委員長楽手治郎（1961－

62年度第365地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ，京都北），冨久力松

　（大阪元会長），北川一栄（大坂北元会長）

であります。

　　　　　　　目　　　　次

　（１）わか職業の位置（２）奉仕の実例

　（３）職業奉仕の意義（４）職業は奉仕のた

めの陽（５）「四つのﾃｽﾄ」の縁起（６）自

問自答の採点表（７）ｺこﾉｳｪｲ会長の期待

　（８）ﾛｰﾀﾘｰの職業道徳律

10－
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
待
望
の
日
本
万
国
博
が
は
じ
ま
り
、

二
十
万
、
三
十
万
の
人
波
か
毎
日
会
場

に
押
し
寄
せ
ま
す
。
珍
し
い
も
の
か
い

っ
ぱ
い
で
す
。
五
百
年
昔
に
は
地
球

が
丸
い
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

に
、
今
日
は
月
か
ら
持
ち
帰
っ
た
石
を

み
ん
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
科
学

の
進
歩
に
は
全
く
驚
き
ま
す
。
そ
れ
に

引
き
く
ら
べ
、
精
神
文
明
は
、
千
年
、

二
千
年
の
昔
と
今
と
進
歩
し
た
跡
が
見

ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
物
の
進
歩
と
心
の

進
歩
と
調
和
し
て
お
る
の
で
し
ょ
う

か
。
　
人
生
の
目
的
は
幸
福
の
追
求
に
あ
る

と
申
し
ま
す
が
、
さ
て
幸
福
と
は
果
し

て
何
で
し
ょ
う
。
「
不
幸
は
こ
れ
道
の

幸
い
な
り
」
と
花
園
上
皇
の
お
こ
と
ば

に
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
安
易
な
幸
福
は

真
の
幸
福
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
安
易
な
幸
福
を

目
当
て
に
、
人
開
か
懸
命
に
働
い
て
つ

く
り
出
す
産
業
の
発
展
は
、
科
学
の
進

歩
は
、
逆
に
幸
福
を
妨
げ
る
場
面
が
現

●

在
ひ
ん
発
し
て
い
る
の
で
す
。
明
ら
か

に
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
結
果
で
し
ょ

う
。
こ
の
不
調
和
の
産
物
た
る
公
害

は
、
人
間
の
英
知
が
す
べ
て
こ
れ
を
追

放
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
可
能
な
り
と

信
じ
ま
す
。

　
い
ま
正
に
百
花
り
ょ
う
乱
の
季
節
で

す
。
「
百
」
の
字
は
会
意
文
字
で
辞
典

に
よ
れ
ば
、
「
数
は
Ｉ
か
ら
か
ぞ
え
て

百
に
至
れ
ば
、
明
ら
か
に
よ
び
あ
げ
て

又
初
め
に
返
る
ゆ
え
に
、
一
と
白
を
合

わ
せ
て
そ
の
意
を
表
わ
す
」
と
あ
り
ま

す
。
　
「
白
」
に
は
「
あ
き
ら
か
に
す

る
」
　
と
い
う
意
味
が
あ
り
　
「
彰
明
な

り
、
明
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
何
ご
と
に
よ
ら
ず
　
「
明
ら
か
に
す

る
」
　
と
い
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
ま

す
。
あ
い
ま
い
に
し
て
お
く
の
は
失
敗

の
も
と
で
す
。
い
い
か
げ
ん
に
お
茶
を

に
ご
す
。
カ
ッ
コ
い
い
ご
ま
か
し
を
す

る
。
こ
れ
、
現
代
一
般
の
風
潮
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
『
複
雑
な
社
会
で
は
一
方
的
な
立
場

だ
け
か
ら
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か

ら
す
べ
て
の
こ
と
を
考
察
し
、
批
判
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
る
に
現
実

●

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
然
と
し

た
態
度
を
と
ら
ず
、
ま
た
、
と
れ
な
い

ハ
ム
レ
。
卜
型
の
大
人
ば
か
り
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
に
生
き
が
い
を
見
出
す
の

も
結
構
で
し
ょ
う
。
し
か
し
忘
れ
て
も

ら
い
た
く
な
い
も
の
に
反
骨
精
神
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
青
少
年
に

誤
り
が
あ
れ
ば
、
説
得
で
き
る
よ
う
な

強
い
反
骨
精
神
で
す
。
大
人
も
事
な
か

れ
主
義
で
自
分
の
安
穏
だ
け
を
祈
り
・

何
事
に
も
中
途
半
ば
に
終
る
か
ら
社
会

を
混
乱
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
ま

す
。
大
人
よ
、
今
こ
そ
奮
起
せ
よ
。
現

在
の
思
想
の
混
乱
を
収
拾
し
、
明
る
い

明
日
の
日
本
を
つ
く
る
の
は
青
年
の
行

動
力
と
壮
老
年
の
深
い
英
知
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
』
　
（
朝
日
新
聞
「
声
」
、
倉

敷
市
、
滝
沢
繁
樹
君
、
十
九
歳
の
投

書
）
　
大
人
に
望
む
反
骨
精
神
、
員
う
た
子

に
教
え
ら
れ
る
と
は
こ
の
こ
と
。
何
事

に
よ
ら
ず
明
ら
か
に
し
、
い
い
か
げ
ん

に
せ
ず
、
根
性
を
も
っ
た
大
人
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。
青
少
年
の
歩
む
道
を

正
し
く
導
く
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
大
人
の

責
任
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
京

都
の
地
区
大
会
に
お
け
る
宇
田
川
洲
四

郎
氏
の
講
演
は
い
い
お
話
で
し
た
。

　
青
少
年
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
も

の
の
一
つ
に
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す
。
民

間
テ
レ
ビ
局
は
収
入
の
全
部
を
番
組
提

供
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
得
て
お
り

ま
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
自
社
の
商
品
、

自
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
売
り
込
む
た
め

に
、
そ
の
番
組
の
視
聴
率
の
高
い
こ
と

を
あ
く
ま
で
も
要
求
し
ま
す
。
視
聴
率

の
高
古
を
望
む
の
あ
ま
り
、
低
俗
内
容

に
走
る
恐
れ
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
と
は
、
本
来
の
意
味
は

　
「
小
児
の
洗
礼
の
際
、
そ
の
保
証
人
と

な
り
、
将
来
の
宗
教
教
育
を
引
受
け
る

人
、
指
導
教
師
」
で
あ
る
と
辞
典
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。
何
十
万
、
何
百
万
、

何
千
万
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
、
テ
レ
ビ
番
組
を
提
供
さ

れ
る
有
力
者
の
方
が
た
は
、
青
少
年
へ

の
影
響
を
深
く
考
慮
さ
れ
る
よ
う
、
切

に
希
望
す
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）
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GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

TO CLUB PRESIDENTS AND SECRETARIES OF DISTRICT 365

GOVERNOR:　YOSHITAKA　TSUKAMOTO

OFFICE:　　Hotel New osaka

3･5 Nakanoshima Kitaku， 0saka 530，Japan

CABLE ADDRESS:　lnterotary　osaka

Ｎ０．１１　Ｍａｙ．　１，１９７０ ガバナー月信

　゛先例″は邪魔もの

　人間という動物が，動物界のほかのものと異

なる点け，人間は通例として進歩的であるとい

うことである。

Contents

(Page)

　　　　　　Yao Club's activities filmed for R. I.‥2
●　　　

Sympathy cable re gas Explosion‥‥‥2

R.1.Directors guests at EXPO Rotary‥3

Youth exchange with four districts‥‥4

lnteract exchange planned with Korea‥5

WCS projects appreciated ih Seouﾚ‥6

District assemblies for new officers…･7

Kan-ichi Nozaki new Governor Nominee

　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥8

Official visit to clubs scheduled by

　　　　　　　　　Kinukawa and lseki‥‥9

lntercity GeneraI Forums for clubs

　　　　　　in Districts 365 and 366‥‥10

Attendance report for March‥‥‥‥‥11

XVhat your Governor has to say ‥‥‥12

ガバナー　塚　　本　　義　　隆

　　　　530大阪市北区中之島3-5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06－441－1431　内線248

第11号　昭和45.5.1

ところで，この人間の進歩を長い間，はばみう

る唯一のものば先例″である。

　く1930年６月，ｼｶjにおけるSilver anniversary

　（25円年記念）国際大会に創始者ﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽの寄せ

　た言葉＞

目 次

八尾ｸぅづ意義ある業績宣の映画作製

大阪の月ｽ爆発事故に対し

(ぺ ジ）

２

　　　　　　国際ﾛｰﾀﾘｰから見舞電報‥‥‥２

ＥＸＰＯ'７０例会へＲＩ理事諸君出席………３

海外４地区と青少年交換‥‥‥‥

ｸぅう会長と幹事さま

４

日韓両地区間でinteract club の交換…･５

韓国で喜ばれた当地区の世界社会奉仕…･６

ｸﾗづ新年度役員のための地区協議会……７

力Iﾊﾟﾅｰ被指名者を宣言，野崎貫一君……８

絹川第365区次期jﾊﾟすｰの公式訪問日程…･９

井関第366区次淘摺ﾊﾟすｰの公式訪問日程…･９

第365区のI.C,.G.F.予定表‥‥‥‥‥‥９

第366区のＩ．Ｃ．Ｇ．Ｆ．予定表‥‥‥‥‥‥10

3月出席報告　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12
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●

回ハ尾クラブの栄誉

　　　　　意義ある業績賞の映画作製口］

　隔年ごとに国際ﾛｰﾀﾘｰ会長から地区内の

１ｸﾗづへ贈られる「意義ある業績宜」は1969

年12月末までの２年間における活動として，

当地区の意義ある業績賞委員会（緒方準一委

員長）において，かねて提出されていた３件

につき審査の結果，ハ尾ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾘの活動

を最優秀と認め，これをＲ．Ｉ．へ報告いたし

ました｡この活動内容は,八尾ｸﾗづが区域内に

ある身体不自由紀を昨年秋，数回に分けて飛

行機に塔乗させ，当時なお建設中であった日

本万国博会場を空から見学させたのです。こ

れにはハ尾ＲＣ会員多数が参加し，飛行機も

会員の関係ある会社から特別提供をうけたの

でありました。この情景については，京都の

地区大会の展示場へ数葉の写真を掲出しまし

たので見られた人も多いと思います。

　この意義ある業績宣の証書は３月20日付で

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長からｶﾊﾞﾅｰﾍ送達され，ｶﾞﾊﾞﾅ

ｰはこれを４月１日（水）ハ尾ＲＣの例会で

長谷川善吾会長へ渡しました。

　これより先き，ＲＩからハ尾ＲＣ会長あて

に来信かおり,前記活動の情景を再現して500

尺の16こﾘ・力う一映画を専門家に作らせ，４

月15日まで必着するようにＲＩへ送ってくれ

と申越しました。　その費用は300ﾄﾞﾙ（10万

円）までをＲＩで負担するというのです。た

またま，大阪を訪問されたＲＩ第三副会長

Jack Davis （第４面参照）にｶﾞﾊﾞﾅｰが尋ねた

ところ，ＲＩではこの八尾ｸﾗづの活動と，南

太平洋ﾌｲぷ一諸島のSuvaｸうづの活動の二つ

を，きたる５月31日～６月４日のｱﾄﾗこﾉﾀ国

際大会のづﾛｸﾞﾗﾑの１つとして使用したい意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

向だと洩らしてくれました。Jack Davis 君

は３月25日，ハ尾ＲＣを訪ね，映圃作製の模

様を自らのぞかれました。ハ尾ｸぅづの報告に

よればこの映画を作り上げて，４月８目ＲＩ

あてに発送したとのこと。重ねがさねご苦労

さまでありました。ただ，費用が10万円です

んだのか，ちょっと気がかりですが。

　なお，1970，1971雨歴年中に企㈲されて，

完成または完成見込みのものは，1971年12月

に締めきり，第３回の意義ある業績宣が授与　●

されることになっております。

　　口］大阪のガス爆発事故に対し

　　　　　　国際ロータリーから見舞電報口

　　　４月８目（水）大阪市大淀区天六付近の地

　　下鉄工事現場で起った月ｽ爆発により77人の

　　死者および２百数十人の重軽傷者を出した惨

　　事は，重大ﾆｭｰｽとして海外へ伝えられた様

　　子で，国際ﾛｰﾀﾘｰ’任務総長ｊｮｰｼﾞ・三一こﾉｽﾞか

　　ら次のような見舞電報が４月９目付で塚本月

　　ﾊﾟﾀｰあてに寄せられました。

　　　ＥＶＡＮＳＴＯＮ ＩＬＬ ３７９ １５３０＝ＩＮＴＥＲ

　　　ＲＯＴＡＲＹ ＯＳＡＫＡ－ＲＥＰＯＲＴＳ ＯＦ ＥＸ

　　　ＰＬＯＳＩＯＮ ＤＡＭＡＧＥ ＡＲＯＵＳＥＳ ＯＵＲ

　　　ＣＯＮＣＥＲＮ ＦＯＲ ＹＯＵ　ＡＮＤ　ＳＨＩＭＡ

　　　ＡＮＤ ＡＬＬ ＲＯＴＡＲＩＡＮＳ ＴＨＥＩＲ ＦＡＭ

　　　ＩＬＩＥＳ　ＡＮＤ　ＯＴＨＥＲＳ ＩＮ ＹＯＵＲ　ＡＲ

　　　ＥＡ．ＨＯＰＥ ＩＶＯＲＳＴ ＯＦ Ａ ＤＩＦＩＣＵＬＴ

　　　ＡＮＤ ＡＮＸＩＯＵＳ ＴＩＭＥ ＩＳ ＯＶＥＲ

　　　　　　ＧＥＯＲＧＥ ＭＥＡＮＳ

　　　これに対してすぐ謝電を発し，「カス爆発

　　事故は地下鉄工事場のごく限られた町筋での

　　出米ごとで，幸いﾛｰﾀﾘｱこﾉ関係の被害はな

　　い」むねを知らせておきました。

２　－
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口社会奉仕活動についてＲＩからの

　　　　　問合わせに返事して下さい口

　各ｸﾗぅ会長あてに国際ﾛｰﾀﾘｰから問合わ

せの手紙か到着していると思います。内容は

ｸﾗぅの社会奉仕活動についてのｱこﾉｹｰﾄで，

項目は，　（１）大気または水質汚染

　　（２）犯　罪（３）教　育（４）ｲ主宅問題

　　（５）健　康（６）交　通（７）少数部族

　　（８）都市集中化（９）青少年問題

極めて簡単な質問ですから，すぐ送来の用紙

にそれぞれ記入して５月15日までに返送して

下さい。各ｸぅづ会長へお願いします。

口会員推薦委員の任期は

　　　　　　　２年間継続が望ましい口

　Membership　development　committee

　（会員推薦委員と際限されているが会員拡大

委員の意味）の任期を３年にして継続性を持

たせることをＲＩ理事会で決めた，と前号の

ｶﾞﾊﾟﾅｰ月信に書きましたが，任期３年は２年

の誤りでしたから訂正いたします。（４月１

目付月信第３ﾍﾟｰﾘ参照）

口］新ポール・ハリス・フェロー

　　堺南ＲＣの隅谷昌造君（3.23）

　　大阪ＲＣの故水野利八君（4.16）口］

　上記両君に対しﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・ﾌｪﾛｰの称号

が贈られました。　ﾒﾀﾙを塚本月ﾊﾟﾅｰから４月

13目（月）堺南の例会，４月17日（金）の大

阪の例会でそれぞれ呈しました。なお，水野

利ハ君は３月９日に物故され，故人の遺志と

して令息水野健次郎君（大阪ＲＣ会員）から

ﾛｰﾀﾘｰ財団へ1,000ﾄﾞﾙ寄付されたものです。

地区内のﾎﾟｰﾙ・ﾊﾘｽ・ﾌｪﾛｰは11人になりま

した。

□□ＥＸＰＯ'７０ロータリー例会へ

　　　　　　　　ＲＩ理事諸君出席□□

　万国博内のﾛｰﾀﾘｰｸうづ例会は４月１日号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

のｶﾞﾊﾟﾅｰ月信に書きましたとおり，３月16日

　（月）大阪ＲＣの例会をもって開幕しました

が，１ヵ月間の状況をながめますと，万国博

らしいお祭り気分をただよわせた楽しい例会

が毎日くりひろげられております。開幕以来

4月15日まで1ヵ月に26回の例会か催されて，

その出席者総数は4,394人にのぼりました。

このうち海外36力国から351人の来訪を迎え

ております。　総出席者の１日平均は169人と

なります。そのうちわけは，主催ｸﾗづ99人，

国内来訪者57人，海外からの来訪者13人であ

ります。日別の数字を別表で掲げます。

　特筆したいことは，国際ﾛｰﾀﾘｰの理事諸

君かこの万国博ﾛｰﾀﾘｰに対して非常に関心

を寄せておられ，３月23日（月）にはＲＩ理

事Benjamin R.Guss君（ｶﾅﾀ）がMillie

夫人同伴で，また，３月27日（金）にはＲＩ

第３副会長W.Jack Davis君（ﾊﾟｰΞｭﾀ）が

Doris夫人同伴でそれぞれ来会されました。

前月号既報のように，⊃こﾉｳｪｲＲＩ会長は来

前者歓迎のことばをﾚｺｰﾄﾞIして送ってこら

れ，毎日例会場で彼の声か放送されていま

す。さらに例会場の模様の写真を送れと申し

越されました。

　（次頁に掲げる写真は３月27日芦屋ＲＣ主催

の万国博例会で話をするJack Davis R. I.第

三副会長）

　　　　　万国賂ﾛｰﾀﾘｰ例会出席数

日別 主催クラう
主催

クうう

国内

ﾋﾞｼﾞﾀｰ

海外

ﾋﾞｼﾞﾀｰ
合計

臨?

閤

原

票

雪

印

閃

閃

大　　　阪

西　　　宮

大　阪　北

大　阪　東

橿　　　原

宝　　　塚

松　　　原

茨　　　木

148

　66

138

　77

110

　63

　69

　66

44

68

53

67

50

56

121

　93

16

20

23

15

16

13

7

7

208

154

214

159

176

132

197

166
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和　歌　山
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戸須磨
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10
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６
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210
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名古屋守山
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磐田，浜松

26日　合計　12

1日平均　Ｉ

　82

131

114
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570

　99

37 1

・｜

473

　57
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¥
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13　169

各欄ともｹﾞｽﾄ数を含む。　海外来訪者351人は

36カ困から見えました。

　　□□海外４地区と青少年交換

　　　　　　　本夏６～８月の間に実行□□

　　　国際青少年交換地区委員会では本年度の活

　　勁として高校生を主に，海外の４地区と10人

　　の交換を行なうことになりました。その方法

　　はつぎのとおりです。

　　　１）原則として夏期休日の開に約１ヵ月ず

　　つの相互交換を行なう。

　　　２）相手地区は649地区（ｲﾘﾉｲ），587地区

４　－

　　./
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　（ﾃｷｻｽ）,528地区（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州）,280区（豪

州ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ地万）とする。

　３）往削除費は本人，家族またはｽﾎﾟこﾉｻｰｸ

ううで且撰，滞在費は受入れ家族またはｽﾎﾟこﾉｻ

ｰｸﾗづで員枇する。

　４）地区は交換計画を立て，帽尹の選択な

らびに交渉に当る。また，交換学生（派遣，

受入とも）１人につき国内交通費の意味で３

万円ずっを地区から支給する。

　先きに相手方から当地区ぺ受け入れること

になり，きたる６月12日到着。当方からは７

月下旬に相手地区へ派遣，８月中には帰国の

予定であります。当地区からすでに派遣が決

定した学生はつぎのとおり。

../

ぐ第649区へ)

山内　　光(男)

浜田址美代ぐ女)

野瀬　慶子(女)

青柳　真理(女)

(第587区へ)

飛沢多津子(女)

玉井　敏弘(男)

(第523区へ)

　甲田　賢－(男)

　上l｣]　勇

(第280区へ)▽

関西大学

梅花学園

日本女子大

甲南大学

京都外語

椙.本高校

貝塚･j高校

貝塚高校

　ｸうづ

大阪淀川

大阪淀川

大阪淀川

大阪淀川

京都西

椙一　本

塚
　
塚

貝
　
貝

　　宇佐見路代（記）三国丘高校士　堺　’

　なお第280区との交換は１ヵ年です。先方か

らはMiss olwyn Ann/Graham Sheppar-

ton R. C.）がすでに３月７日に到着，４月か

ら羽衣学園に入学しました。また，宇佐見路

代さんは４月15日出発しました。

□□日韓両地区間でこの夏

　　　　interact elubの訪問交換□□

　韓川仰75区呉善煥ｶﾞﾊﾞﾅｰが昨年12月来阪

　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　の際，ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ会員（高校生）の訪問交換を

　　して日韓両地区の国際理解増進に役立てては

　　どうかとの提案か私にありました。早速，当

　　地区ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ委員会を開いて検討した結

　　果，宮本章委員長（堺南）から具体案を作成

　　して第375区（ﾘｳjし）および第376区（釜山）

　　の意向をただしたところ，大賛成との返事か

　　返ってきました。交換訪問案の要点は次のと

　　おりです。

　　　１）参加者は地区内６ｲこﾉﾀｰｱｸﾄｸうづ会員

　　　　から各２人ずつ選抜し計12人（男子８

　　　　人，女子４人）および高校の顧問先生２

　　　　～３人とﾛｰﾀﾘｱこﾉ団長１人をもって編成

　　　　する。ダ　‥

　　　２）本年の夏休み中に訪問を交換する。予

　　　　定は７月22日大阪空港出発，ｿｳﾙ,慶州，

　　　　釜山の［］-ﾀｰｱｸﾄを訪問し，約10日後に

　　　　帰国する。先方からは８月上旬出発して

　　　　来日，地区内のｲこjﾀｰｱｸﾄを訪問する。

　　　　人数，日数は同様とする。

　　　３）宿泊は，それぞれ訪間先きのｲこﾉﾀｰｱ

　　　　ｸﾄ会ｎの自宅を当ててもらうことを原

　　　　則とする。

　　　４）費用はに往復旅費は参加本人，家族あ

　　　　るいはｽﾎﾟこﾉｻｰ・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの負担。訪

　　　　間先含における宿泊・食費・交通費など

　　　　は，訪問先き家族または［］-ﾀﾘｰｸﾗづの

　　　　負担。但しﾛｰﾀﾘｱこﾉ団長の諸費用は地区

　　　　の負担とする。

　　　５）参加ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ会員の選考はｽﾎﾟ:ﾝｻｰ・

　　　　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづか，健康・思想・人物一語

　　　　学（ある程度の英語）の点を考慮して行

　　　　なうこと。

　　　　６）出発前に，jjしｰづ一行に対して十分な

　　　　ｵIJｴこﾉﾗ=ｲΞﾉﾖこﾉを地区委員会か実施し，訪

５　－
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　　問の成果をあげること。

　なお，韓国側では，ﾛｰﾀﾘｱこﾉ団長として谷

山ＲＣの金永削（Young SO Kim）ﾊﾟｽﾄ月ﾊﾞ

ﾅｰをすでに決定したとの通知かきました。

同君は日本の地区ﾘｰﾀｰｼｯづ・ﾌｫｰﾗﾑのﾓﾃﾞﾚ

ｰﾀｰとしてＲＪから昨年および一昨年派遣さ

たれことのあるﾍﾞﾃﾗこﾉ・ﾛｰﾀﾘｱﾝです。職業

は外科病院長。

□□韓国で非常に感謝され

　喜ぱれた当地区の世界社会奉仕□□

　当地区の本年度World Community Ser

vice世界社会奉仕計画として４項目を選定

のうえ実行に移していることは，ｶﾞﾊﾟﾅｰ月信

第６号（12月１目付）第５ﾍﾟｰjに掲げたとお

りでありますが，その中の２項目は韓国との

関係で，私は，さる４月上旬韓国の地区大会

に出席した機会に，この２項目に関連する現

地を訪問いたしました。（訪韓についてはこ

の月信最終ﾍﾟｰジをお読み下さい）

　４月６日（月）午後，まずｿｳﾙ巾゛内で今32

人の戦災孤児（1951年動乱による,･の母親代

わりとなって独身婦人の細腕一本で面倒を見

ている日本父性永松力父さんﾀﾞ43j,かを訪ね

ました。案内してくれたのはヽﾉｳﾙ南ＲＣ会長

の趙肢端さんでした。繁早街の露地で，戸外

に散髪屋のﾈjｱﾒの看板か出ています。去年

まで散髪屋を営んでいたのですが，廃めて現

住は，作業用手袋（軍手）手動編み機が三舎

あり，永松さんや孤児たちがこれで働いてい

るのです。隣室二畳の部屋へ通されたが，雑

多な物か隅々まで積んであって三人すわると

いっぱいです｡一時間ばかり,泣きながら語る

永松さんの苦労話を承わって辞去しました。

どうやら孤児たち（４才から17才の高校３年

生まで）は二階で寝起きしている様子です。

　永松さんには半自動式の編み攬三台を浜松

のﾒｰｶｰから当地区資金約50万円をもって購
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入して神戸港に送り，輸出手続きにだいぶん

手間どりましたが，４月７０，神戸出帆の

APL President Grant 号で払出しました。

４月15日ごろには仁川港に着いたはずであり

ます。この購入および積出しには，京都北Ｒ

Ｃの田中敏失言に万事お世話になりました。

機械の先方への輸入手続きについては第375

区員善煥ｶﾞﾊﾞﾅｰがお世話下さいます。

　いま一つは，ｿｳﾙにあるJa Haeng Hoe

　（Charity Conduct Society　社団法人態行

会）へ援助金50万円（日本通貨）を当地区資金

から贈り，すでに先方へ届いております。

　慈行会は1965年１月，Pang Ja Yi 夫人

　（旧李王妃殿下方子さん）が中心となり，韓

国ｿｳﾙ在住の姉人たちによってつくられた団

体で，身心障害児施設の拡充に尽力していま

す。ｿｳﾙ南方の水原市に2,000坪の土地を最

近手に入れ，来年には精薄児育成園を完成す

べく，建設基金1,000万ｳｵこﾉ（日本通貨L300

万円）を集める努力をつづけておられます。

　４月６日午後５時ごろ，昌徳宮内に居住さ

れている方子さんを訪問しました。非常に喜

ばれ感謝されて，第365地区のﾛｰﾀﾘｱこﾉの皆

さまによろしく伝言をと頼まれました。

　その夜，ｿｳﾙ市内のKorea House （旧政

務総監官邸）で私のために呉善煥ｶﾞﾊﾟすｰはじ

めｿｳﾙ市内７ＲＣの会長および夫人らか集ま

って歓迎の一席を設けてくれました。そこに

は李方子さんおよび永松ｶ戈さんと４才と17

才の孤児二人も招待を受け列席されました。

この歓迎は，第365区のﾛｰﾀﾘｱこﾉの世界社会

奉仕活動に対して感謝するのが目的であった

と思います。席上で呉善煥ｶﾞﾊﾞﾅｰから次のと

おりの莫文の感謝状か読み上げられ私に手渡

されたのであります。

　われわれ第365区ﾛｰﾀﾘｱこﾉは，心ばかりの

世界社会奉仕が隣国でこれだけ喜ばれ，同腹

理解に役立ったことを嬉しく思わずにはいら

れません。

　（注，第６面写真は永松ｶｽﾞさんか面倒を見ている

　韓国の戦災孤児。1968.12.12撮影）

一

　　　LETTER OF APPRECIATION

　　　　　　　　　　　　　　　　Apri】5，1970

Mr.Yoshitaka Tsukamoto

Governor，District 365

Rotary lnternational

　This is to　express the　profound gra-

titude of myself and a11 Rotarians of

District 375 for your contribution to our

joint world community service activities

of District 365 and 375 for 1969－70 on the

scheme to aid the charity society cond-

ucted by Mrs. Pang Ja Yi， and to help

Mrs.Kazu Nagamatsu who is　taking

care of the unfortunate boys and girls.

　A11　Rotarians　in　District　375　share

feelings with me that your contribution

is　meaningful　for　promotion　of our

Rotary fellowship and l am particu】arly

happy to express my profound gratitude｡

　　　　　　　　　　　Sun一M/han－Oh

　　　　　　　　　　　Governor，District 375

　　　　　　　　　　　Rotary lnternational

□ロクラブ新年度役員のために

　　　　地区協議会が６月開かれる□□

　地区協議会か７月１目からの新年度におけ

る各ｸぅう会長・幹事をはじめ各部門の指導者

を対象として次の２か所で聞かれます。

　６月12目（金）　365区　　京都ﾎﾃﾙ

　６月13日（上）　366区　　新大阪ﾎﾃﾙ

これに出席を要請されるのは各ｸﾗうから８人

です（前号月信10ﾍﾟｰぶ参照）から現会長諸君

はこのことを次年度のｸﾗづ指導者に間違いな

く伝え，必ず本人の参加を求めて下さい。参

集は９時，散会は16時であります。

　なお，ｸﾗづ会長は「ｸﾗう会長必携」を，幹事

は「ｸぅづ幹事要覧」を，各部門の指導者はそ

れぞれの「委員会資料」を前もって通読し，

よくご研究のうえ参加されたい。これらの諸

資料は，５月中には各ｸﾗうあてにＲＩから届

きますから，これを地区協議会へ携行するよ

うに参加者へご伝達願います。

７－
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□ロガバナー被指名者を宣言□□

一一1971～72年度第365区

　　　　　　　屈ﾅｰﾉこﾆｰ野||応貫一ﾏﾚｰ－

　ｶﾊﾟﾅｰ月信第10号（４月１目付）追加にて

1971－72年度第365地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・ﾉこﾆｰ候補者

として野崎貫一君（Kan-ichi Nozaki）が地

区指名委員会により指名されたむねをお知ら

せし，もし他の候補者を推薦するｸぅうがある

場合には，候補者指名に関するｸぅづ例会にお

ける採決決議案を４月20ロまでに月ﾊﾟﾅｰﾍ提

出されるよう付記いたしました。しかしこの

期日までに，いずれのｸぅうからも申出があり

ませんので，国際ﾛｰﾀﾘｰ細則第13条第５節

　（へ）項に裁き，野崎貫一君を第365区月ﾊﾞﾅｰ

披指名者たるべきことを宣言いたします。

　（４月20目）きわめて適当なる披指名者を宣

言し得たことを光栄とし，地区内ﾛｰﾀﾘｱこﾉ諸

君とこの喜びを分ちたいと思います。

　　　　　野崎貫一言略歴

　　　　　（KAN-ICHI NOZAKI）

生年月日　1898年４月10目

出身地　滋賀県東浅井郡浅井町

現住所　大津市錦織１丁目1 －20

最終学歴　1927年３月京都帝国大学農学部

職　　歴

　　　　1927年４月農林省農務局に入り，そ

　　　　の後農林省技師兼朝鮮総督府技師を

　　　　経て，戦時中ｼﾞｬﾜ軍収監部食禄管理

　　　　局長。終戦後農林省に復帰，同利用

　　　　課長，買入課長，大阪食禄事務所長

　　　　などを歴任，1952年６月退官。

　　　　1952年７月大阪砂糖取引所常務理事

　　　　および大阪穀物検定協会理罫長に就

　　　　任，1955年１月退任。

　　　　1955年１月滋賀県副知事兼総務部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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　　　　に就任，1959年１月退任。

　　　　1959年５月滋賀県火災共済協同組合

　　　　理肛長に就任，

　　　　1963年５月以降同顧問。 1959年２月

　　　　より 1962年９月まで目本道路公団参

　　　　ﾘ･｡

　　　　1959年７月より現在まで滋賀県地方

　　　　最低賃金審議会会長。また，

　　　　1961年５月滋賀県経済同友会代表幹

　　　　刄となり，1965年５月以降同常任理

　　　　肛。1966年９月近江興産株式会社取

　　　　締役に就任，現在にゲる。

ロータリー歴

　　　　1958年１月　大汗ﾛｰﾀﾘｰｸﾗう入会

　　　　1961年７月　大汗ﾛｰﾀﾘｰｸうう会長

　　　　1961年５月　水目ＲＣ設立のため月

　　　　　　　　　　　ﾊﾟﾅｰ特別代表を委嘱さ

　　　　　　　　　　　る。

　　　　1965年１月　大汗ＲＣｼﾆｱ・ｱｸﾁう

　　　　　　　　　　　会員

　　　　　　　　　(旧職業分類力こﾉﾄﾘｰｸﾗう)

叙　　働

　　　　1969年11月　勲三等瑞宝ぴ:受章。
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□□絹川第365区次期ガバナーの

　　　　　　　　クラブ公式訪問日程□□

　絹川次期ｶﾞﾊﾞﾅｰは，しｰｸううｼｯﾄﾞIにおける国

際協議会ならびにｱﾄﾗこﾉﾀ市の国際大会に出

席のため５月７口出発されますが，ご帰国

後，７月早々から地区内各ｸﾗづを公式訪問さ

れます。とりあえず，７月～８月分の日程を

お知らせします。

　公式訪問は各ｸﾗづとも例会口１目だけです

ませるため，次のような時間割を予定されて

おります。

　10 : 45 ～12 : 00　　会長・幹事との懇談

　12 : 30 ～13 : 30　　ｸﾗづ例会出席

　13 : 45 ～16 : 30　　ｸﾗづ協議会出席

　ｸﾗづによる夕食ご招待はご辞退申上げたい

とのことであります。

　なお，夕刻に例会を開催するｸﾗづは，順序

を変えてｸﾗﾗ協議会を先きにし，例会出席を

そのあとにします。時刻も変わります。

７月８日(水)

　　10日(金)

　　18日(土)

　　21日(火)

　　22日(水)

　　28日(火)

　　29日(水)

　　30日(木)

　　31日(金)

近江八幡

綾　　部

水　　口

舞　　鶴

峰　　山

武　　生

福井北

福　　井

大　　野

８月３日(月)

　　５日(水)

　　７日(金)

　　10日(月)

　　17日(月)

　　21日(金)

　　25日(火)

　　27日(木)

京都西

五　　条

奈　　良

長　　浜

大和郡山

鯖　　江

大和高田

彦　根

-==-¥=-r¬に=･

□□井関第366区次期ガバナーの

　　　　　　　クラブ公式訪問日程□□

　井関次期jﾊﾟﾅｰは，７月および８月中のｸﾗ

づ公式訪問の日程を下表のとおり決定されま

した。なお，時間割は:

　10 : 45 ～12 : 00　　会長・幹事との懇談

　12 : 30 ～13 : 30　　ｸうづ例会に出席

13 : 45 ～16 : 00　　ｸﾗづ協議会に出席

夕食のご招待は勝手ながらど辞退させてい

ただきます，

　　･-=■･㎜㎜㎜■■･■■･

17月15日(水)

　　　16日(木)

　　　17日(金)

　　21日(火)

　　22日(水)

　　24日(金)

　　25日(土)

　　28日(火)

　　29日(水)

　　31日(金)

８月１日(土)

　　５日(水)
－－‥ -

とのことです。

河
真

粉
門

寝屋川

大阪西北

海　　南

那智勝浦

白　　浜

大阪阪南

大阪西南

大阪城剛

池　田｜

守　引

８月６日(木)

　　10日(月)

　　11日(火)

　　13日(木)

　　14日(金)

　　18日(火)

　　19日(水)

　　20日(木)

　　26日(水)

　　27日(木)

　　29日(土)

富田林

堺　南

松　原

泉佐野

和歌山南

天　東

東大阪

箕　面

折　宮

田　　辺

大阪天満
橋

□□第365区の｜.C.G.F･予定表□□

　　　ｲこﾉﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｫｰﾗﾑについて細川

　　次期ｶﾞﾊﾞﾅｰのご希望は，次のとおりでありま

　　す。

　　　　（１）開催日はいずれも土曜日の午後半日

　　　（大体４時間半ないし５時間）とする。

　　　　（２）ﾌｫｰﾗﾑは部門により会場を分ける

　　方法でなく，全員参加の討議とする。

　　　　（３）新会員はなるべく多数参加させてほ

９　－
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しい。もちろん古い会員も参加が必要。

　　（４）食事はなるべくやめて登録料を低額

とすることを主旨とし，会場の装飾や，参加

者への記念品などは取りやめたい。

　　（５）今後，開催日までに新設されるｸﾗう

は，それぞれｽﾎﾟこﾉｻｰｸﾗうの組に加わる。

□□第366区のにC.G.F.予定表□□

□□福井南ロータリークラブ創設□□

　地区内85番目の新ｸﾗづが４月14目（火）に

福井市で創立総会を開催しました。名称は福

井南ﾛｰﾀﾘｰ・ｸﾗづ。これで福井市内に３つ

のｸﾗうが存在します。　ｽﾎﾟこﾉｻｰ・ｸﾗうは福井

および福井北画ＲＣ，特別代表は福＃ＲＣの

佐藤裕治君。創立総会には塚本月ﾊﾟﾅｰおよび

細川月ﾊﾟﾅｰ・ﾉこﾆｰ，福井県内各ｸﾗづ会長も

列席祝福しまた。新ｸﾗうは創立会員30人。

　　例会日　毎週月曜日　12 : 30より

　　例会場　福井・繊協巳ﾙ８階

　　会　長　一瀬　繁治　　幹事　渚　新平

　　事務所　例会場に同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

□□奈良西ＲＣチャーター伝達式□□

　つぎのとおり開催されます。各ｸぅうから会

且家族多数ご参加下さい。

　と　き　45年６月18日（木）

　及び　13 : 00　登録（奈良県文化会館）

ところ 　14 : 00～15 : 00　式典

　15 : 00～16 : 30　祝賀催し物

　17 : 00～18 : 00　祝宴(奈良ﾎ苧Jし)

　登録料　１人につき　3,500円

希望者のため西奈良観光あり

　　　　　　　　(参加費　500円)

□□第２回

　　　　地区合同委員会開催□□

　第２回地区各部門委員の合同会議

が３月28日（土）10時から15時半ま

で新大阪ﾎﾃﾙで開催され，本年度初

めからの活動実績および今後３ヵ月

の予定をそれぞれの委員から報告し

てもらいました。塚本がけｰおよび

絹川，井関雨月ﾊﾟﾅｰﾉΞﾆｰのほか，

諮問委員（元ｶﾞﾊﾞﾅｰ）５人，ｸﾗう奉仕部門15

人，収支奉仕部門１人，社会奉仕部門８人，

国際奉仕部門５人，ﾛｰﾀﾘｰ財団部門10人，

拡大部門２人，合計49人出席，27人欠席しま

した。

　　□□絹川・井関両ノミニー出発□□

　　　第365区細川，第366区井関両次期ｶﾞﾊﾞﾅｰは

　　　５月７日22 : 30 ﾊﾟこﾉｱﾒﾘｶこﾉ機で羽田空港を出

　　発，しｰｸづうｼｯﾄﾞの国際協議会，ｱﾄﾗこﾉﾀの国

　　際大会に出席されます。

10－
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順位 ク　ラ　う 例会 会　員16月末比 出席率 前月順 順位 ク　う　リ 例会 会　員
6月末比 出席率 前月順

第１区分（49人以下）　39ｸﾗう 4

5

6

7

8

9

10
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12

13
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15

16

17

18
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21
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23
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28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

橋　　　本

海　　　南
高　　　槻

水　　　ロ

大　　　津
大和高田

大阪天満橋
京　都　西

和歌山東
御　　　坊

泉　大　津
大　阪　西

京　大　阪
和歌山南

大阪淀川

大阪住吉
橿　　　原

新　　　宮
福　　　井

吹　　　田
福　井　北

田　　　辺

大　阪　東
宮　田　林

京　都　南

京　都　東
宇　　　治

泉　佐　野
彦　　　根

舞　　　鶴

岸　和　田
和　歌　山

豊　　　中
守　　　口
長　　　浜

堺　　　南
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４
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３
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6
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8
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n
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14
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36
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五　　　条
近江ハ幡
京都山科
枚　　　岡
寝　屋　川
枚　　　方
勝　　　山
大阪西南
松　　　原
高　　　石
貝　　　塚
敦　　　賀
有　　　田
箕　　　面
大阪阪南
鯖　　　江
峰　　　山
八　目　市
八　　　尾
大和郡山
豊　中　南
武　　　生
茨　　　木
那智勝浦
大　　　野
福　知　山
舞　鶴　東
門　　　真
言　　　津
粉　　　河
池　　　田
白　　　浜
奈　良　西
大阪城南
小　　　浜
綾　　　都
大　　　東
，大阪西北
|京都乙訓

ヤ

ト

｜

｜

レ

!

|

31

4

43　十3

43　十1

36　十7

43　－2

26　十6

49　＋7

33　十1

45　　十11

48　十3

40　－2

46　十1

48　十1

44　－3

24　十3

40　　十13

38　　－

42　十6

38　　十10

45　十1

47　十6

25　十3

49　十1

49　－1

34　十1

30　十1

47　－5

46　十3

24　十2

47　十5

25　十1

46‘－1

38　十2

28　　十28

36　　十10

40　　－

49　十4

34　十6

35　十6

28　　十28

100.00

100.00

100.00

　98.84

　98.08

　97.96

　97.58

　97.23

　97,09

　97.00

　96.52

　96.28

　96.02

　95.83

　95.00

　94.74

　94.65

　94.42

　94.32

　94.02

　93.88

　93.48

　93.34

　92.43

　92.42

　92,05

　91.29

　90.63

　90.61

　90,00

　89.86

　89.55

　89.29

　88.88

　88.5C

　87.5C

　85.81

　84.0C

　75.0C
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4

2

8

25

7

3
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5

6
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9
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n
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26

34

29

20

27

36

16

28

30

37

35

15

32

24

39

38

40･

第３区分（100人以上）　６クラう

１

２

３

４

５

６

　　堺

大　阪　南
奈　　　良

大　阪　北
京　　　都

大　　　阪

４

５

４

４

４

４

107

151

103

158

183

288

十７

十７

＋９

十９

十７

－４

97.09

94.86

94.74

92.63

91.60

89.95

１

３

２

４

５

６

第２区分（50～99人以下）　39ｸﾗﾘ

１

２

３

京　都　北
和　　　泉
河内長野

３

４

４

80

59

57

－１

－２

＋７

100.00

100.00

100.00

1

12

3

クララ　84 会員　5

　－11

056

－

（６月末比　十346）　平均出席率　94.82％
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
四
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
韓
国
を
訪

ね
ま
し
た
。
第
三
七
六
区
の
年
次
大
会

が
釜
巾
で
開
か
れ
、
こ
れ
に
参
加
す
る

よ
う
に
招
待
を
受
け
た
の
で
す
。
お
招

き
下
さ
れ
た
の
は
、
先
月
、
京
都
で
の

当
地
区
大
会
に
臨
席
さ
れ
た
安
星
洙
ガ

バ
ナ
ー
で
す
。
第
三
七
六
地
区
大
会
は

釜
巾
市
の
中
央
に
あ
る
龍
頭
巾
公
園
へ

の
登
り
口
に
あ
る
東
洲
女
子
商
業
高
校

の
体
育
ホ
ー
ル
が
会
場
で
し
た
。
参
加

者
は
三
九
七
人
、
う
ち
夫
人
が
Ｉ
〇
〇

人
ほ
ど
で
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
大
会

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
昨
年
七

月
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
ク
ラ
ブ

数
三
七
、
会
員
数
コ
ェ
Ｏ
Ｏ
人
で
す
。

東
京
の
湯
浅
恭
三
八
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
が

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
と
し
て
臨
席
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
第
二
目
、
四
月
五
目
に
、

大
会
決
議
案
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
第
三
七

六
区
と
第
三
六
六
区
と
の
間
に
姉
妹
血

縁
を
結
び
た
い
と
い
う
の
が
出
て
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
第
三
六
六
地
区
　
（
大
阪
・
和
歌

●山
）
の
賛
成
を
得
れ
ば
と
い
う
但
し
書

き
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
決

議
に
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。
こ
の
紙
上

を
借
り
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
一
致
賛
同
を

得
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
会
に
は

韓
国
北
部
第
三
七
五
区
の
呉
善
煥
ガ
バ

ナ
ー
も
臨
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
三
七
五
区
も
三
六
五
区
（
京
都
・
奈

良
・
滋
賀
・
福
井
）
と
姉
妹
関
係
を
結

ぶ
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
申
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
運
に
な
っ
た
の
は
、
別
項
に

書
い
た
よ
う
に
、
当
地
区
と
三
七
五
、

三
七
六
両
地
区
と
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
・
ク
ラ
ブ
会
員
（
高
校
生
）
の
交
換

訪
問
計
画
が
き
た
る
七
月
、
八
月
に
実

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
私

は
、
い
わ
ゆ
る
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
あ

り
、
千
数
百
年
の
昔
か
ら
関
係
の
深
い

韓
国
と
日
本
と
の
間
に
、
早
く
親
交
を

復
活
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
六
日
に
私
は
釜
山
か
ら
ソ
ウ
ル

ヘ
大
韓
航
空
で
一
時
間
で
着
き
ま
し
た

が
、
飛
行
機
（
Ｙ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
型
）
か
ら
の

な
が
め
は
、
ち
ょ
う
ど
豪
州
大
陸
の
上

空
か
ら
の
な
が
め
と
同
様
で
し
た
。
山

●

に
樹
が
な
い
の
で
す
。

　
こ
こ
で
私
は
、
釜
山
の
地
区
大
会
で

の
講
演
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
講
演

は
「
新
し
い
生
活
倫
理
」
と
い
う
題
で

講
演
者
は
ソ
ウ
ル
の
崇
実
大
学
校
の
安

教
授
で
す
。
聞
け
ば
早
稲
田
大
学
哲
学

科
の
出
身
で
、
大
戦
当
時
に
は
「
学
徒

出
陣
」
に
加
わ
っ
た
方
だ
そ
う
で
す
。

五
十
歳
ぐ
ら
い
で
大
へ
ん
熱
の
こ
も
っ

た
、
よ
い
お
話
で
し
た
。
そ
の
中
で
次

の
よ
う
な
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。

　
『
興
士
団
と
い
う
修
養
団
体
を
作
っ

た
安
昌
浩
と
い
う
偉
人
が
い
る
。
彼
は

韓
国
の
独
立
を
援
け
た
志
士
で
す
が
、

そ
の
人
は
「
三
つ
を
植
え
よ
」
と
教
え

て
い
る
。
「
山
に
は
樹
を
植
え
よ
」
「
国

に
は
人
材
を
植
え
よ
」
　
「
人
生
に
は
理

想
を
植
え
よ
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
理

念
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
国
の
独

立
を
求
め
る
価
値
か
お
る
の
だ
、
と
中

し
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は

こ
の
三
つ
の
う
ち
、
後
の
二
つ
を
実
行

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
青
少
年
の
善

導
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
が
、
私
が
考
え

る
の
に
、
若
い
人
た
ち
の
心
に
た
た
き

込
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と
は
「
誠
実
」

「
勤
勉
」
「
奉
仕
」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ

の
三
つ
を
若
い
人
に
植
え
つ
け
る
こ
と

こ
そ
、
口
Ｉ
タ
リ
ア
ン
の
任
務
だ
と
思

う
の
で
す
。

　
今
日
の
世
代
は
不
信
の
世
代
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
人
間
お
互
い
に
信
じ
合
え

な
い
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
四
つ
の
テ
ス
ト

の
第
一
に
、
l
s
i
t
t
h
et
r
u
t
h
?
と
あ

り
ま
す
。
真
実
、
誠
実
は
ロ
ー
タ
リ
ー

の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
間
に
必
要

で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
襟
章
を
付
け
た

人
は
誠
実
の
人
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
単
に
マ
ー
ク
を
付
け
た
だ
け
で
は

有
力
者
だ
ろ
う
が
、
価
値
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
間
は
ウ
ソ
を
い
い
ま
す
。
し
か

し
大
自
然
は
ウ
ソ
を
申
し
ま
せ
ん
。
冬

が
過
ぎ
れ
ば
、
必
ず
春
が
米
る
の
で
あ

り
ま
す
。
』

　
福
岡
か
ら
釜
山
ま
で
プ
ロ
づ
フ
・
ジ

エ
ッ
ト
機
で
五
十
分
で
行
け
る
の
に
、

私
の
乗
っ
た
大
韓
航
空
に
は
私
の
外
に

は
日
本
人
は
見
当
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か
、
新
し
い
韓

国
を
知
る
た
め
に
出
か
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）
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いそがしい人が出席にはげむ

あなたが，いそがしいのはわかっています。ひ

まな人はﾛｰﾀリーに入会する資格かないのです。

　　　　　　　　　　　C・ntents
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その忙しい人が，道場にかよう気持ちで例会の

出席をはげむ。それが，ﾛｰﾀﾘｰの値打です。

　　　　　　　　　　　く米山梅吉翁のことはﾆ
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口]ロータリーの魅力は童心と微笑[口

　地区大会でも，地区協議会でも，ｲこﾉﾀｰｼ

ﾃｨの会合でも，その聞かれている時間中ﾛｰ

ﾀﾘｱこﾉたちは熱心に参加していて，途中でず

らかる人はそんなにありません。ﾛｰﾀﾘｱこﾉ

は，それぞれの職業では権威のある人々であ

って，その業界の会合などでは飽き飽きし

て，おそらく適当に席をはずされることがあ

ると思うか，これかﾛｰﾀﾘｰの会合となると，

そうでないから不思議であります。この理由

はどこにあるのでしょうか。　ﾎﾟｰﾙ・ハリスが

35年昔に書いだThis Rotarian Age″ の中

にｵｰｽﾄうﾘｱのﾛｰﾀﾘｱﾝであったSir Henry

Braddonが，かつていったことばを引用し

てありまして，この疑問に対する１つの答え

であるかもしれません。いわく：

　｢ﾛｰﾀﾘｰが個人を向上せしめる方法の１つ

は，彼の内に童心を保存せしめることであ

る。およそ，善良なる人間の胸底を深く探れ

ば，そこには常に必ず童心かひそんでいる。

少年か人生をながめる眼には汚れがない。

邪悪と偏見がない。有するものは強い熱意と

親しみとであって，すべて，われらﾛｰﾀﾘｱこﾉ

が望み，求めているものである。歳月の移り

ゆくとともに，童心は影をひそめる。わが童

心はすでに去れり，と告白せざるを得ない人

は悲しむべきである。しかし，年齢は見方に

よっては，戸籍面の数字ではなくして，精神

の状態に関する問題である。理念がにぶり情

熱か衰うるの時，われらは老の坂にあること

を知らざるべからず。背後に積み重ねた歳月

の数は別のもので，その頭脳に弾力を止める

間，他人の友情に答え得る心を持つ間，人は

決して老い朽ちぬであろう。　人を発展せし

め，永く童心に生かさんとするもの，これす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

なわちﾛｰﾀﾘｰである」と。（P.58）

　もうひとつ，ﾛｰﾀﾘｰが人をひきつけるの

は友情であり，それを表現する微笑（ﾆｺﾆｺ

顔）であるかもしれません。

　へこﾉﾘｰ・ｳｵｰﾄﾞ・ﾋﾞｰﾁｬｰか，かつて説教し

たことかあるが，いわく：

　「世の中で微笑するものは人間だけである。

宝石はさん然として光線を反射させ得よう。

しかるにﾀｲﾔﾋﾞﾉﾄﾞの光といえども人間の眼

の輝きと喜悦の明るさに比べることはできな

い。美しい花さえも微笑することができな

い。微笑は人間の特権である。愛と愉快と喜

悦の三つを帯びる彩色である。微笑は人間の

顔に射す光であって，この光線に照らされて

人の心は家に落付き，団らんの楽しみをおぽ

える。微笑し得ない顔は花弁が開かずして茎

の上で干からびる菅のようなものである。桃

　　　　　　　　yｶﾒﾂﾗ笑は明るい昼で，渋面は暗い夜である。しか

して微笑はこの双方の間を往来する陽光であ

る。微笑の方は桃笑よりも，はたまた渋面よ

りも魅力かある」と。

　ところで，ﾎﾟｰﾙ・ハリスの１友人で，すでに

実業界を引退したﾛｰﾀﾘｱこﾉが，毎週のｸﾗづ例

会に出席するため，20ﾏｲﾙをはるばる旅行し　●

てくるのを常としたが，彼の姿が見えないこ

とは稀れであった。このﾛｰﾀﾘｱこﾉは，何か価

値のあるものをつかんでおったと推論して間

違いがない。彼のつかんでいたものは握手に

すぎなかったかもしれない。あるいは友人た

ちの微笑であったこともあろう。人は微笑に

慰められてこそ，人生の行路をほがらかに

歩む。友情を呼び起すのも，微笑であろう。

微笑は心の中の嵐をも鎮めるものである。

微笑こそはﾛｰﾀﾘｰ精神なりとﾎﾟｰﾙ・ハリスは

　　誕いております。

２－

(塚本義隆)
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□]ホームクラブヘ出席がなぜ大切口

　わが第365区84ｸううの平均出席率は毎月95

％を越えて，おそらく世界で１，２番目であ

ろうかと思います。まことに結構なことであ

ります。何ら文句をつける必要はありませ

ん。ただ，95～6％といっても，このうち，

ﾎｰﾑｸﾗうへの出席が，どれほどのﾊﾟｰｾこﾉﾄで

あるのかの点が，ちょっと問題であります。

　国際ﾛｰﾀﾘｰ定款第11条には　゛ﾛｰﾀﾘｰｸうう

　　　　　会員はﾛ一ﾀﾘｱこﾉと称せられ……″と書いてあ●　　　

ります。しかし，あるｱjﾘｶのﾊﾞｽﾄ・地廿-

は，こう申しております。　「ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづ会

員は例会への出席を面倒がることなく，出席

を楽しみにするようになったとき，彼は初め

てﾛｰﾀﾘｱこﾉになったのである」と。

　そのとおりです。　元来ﾛｰﾀﾘｰｸﾗづへ入会

する前には，ﾛｰﾀﾘｰのこと，出席規則のき

びしいことについて十分なｲこﾉﾌｵｰﾒｰｼｮこﾉ

を受けておられるはずであります。ところが

入会した後に，出席が良くなくて，「私は忙

がしいので，とても毎週は出られない」など

という方が間々あります。そういう人にはこ

の月信の第１面に書いてある米出梅吉さんの

ことぱをお伝え願いたい。もしその忙がしさ

が，１週のうち１～２時間すら割き得ぬほど

ならば，その仕事の方面で社会に奉仕してい

ただけばよろしいので，ﾛｰﾀﾘｱﾝとしての奉

仕は無理かと思います。しかしもし，それか

面倒くささの□実であるならば，これはちょ

っと考え直していただかねばなりません。

　ここで，ｸﾗづ例会への出席の重要性と，そ

のご利益について申し上げましょう。

　まず，あなたが例会に出席しているという

ことは，あなたのためにも，また，ｸﾗづの他

の会員に対しても大きな価値のあることなの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　です。すなわち，あなたは会員と知り合いを

　　広め,また深めることが,そして友好を増すこ

　　とが,例会出席によって初めてできるのです。

　　　ﾛｰﾀﾘｰの例会は宝ものを交換しあう市場

　　であります。あなたの友情，微笑，それに温

　　かい握手という宝ものを携えて出席なさい。

　　これを出合う人ごとに与えるのです。その代

　　りにあなたは到着した時よりも，はるかに多

　　くの精神的利益を獲得して帰ることがきっと

　　できるでしょう。

　　　もし欠席されたならば，あなた自身か利益

　　をうけられないばかりでなく，他の会員の受

　　けるべきものを奪う結果になります。ﾛｰﾀ

　　ﾘｰの歯車をごらんなさい。この車の周囲に

　　は24個の歯がついております。24個全部か存

　　在するかぎり，この歯車は他の歯車とかみ合

　　い，その動力を伝えることができます。しか

　　るに，僅か１つの歯か欠けても，歯車の効率

　　はそこなわれます。ことによれば，全然作用

　　しなくなるかもしれないのです。とりも直さ

　　ず，あなたは歯車の歯の１個であることを

　　お忘れにならないで下さい。

　　　りっぱなﾛｰﾀﾘｱﾆﾉになるためには，例会に

　　出席して，ｸﾗうのうﾛｼﾞﾗﾑや，ｸﾗうの活動の

　　中からﾛｰﾀﾘｰを学びとらなけれぱなりませ

　　ん。　ﾛｰﾀﾘｰは理屈を知っているだけではだ

　　めです。ｸﾗうの諸活動にみずから参加してこ

　　そ，はじめてﾛｰﾀﾘｰの特典を受けられるの

　　です。jﾙﾌｱｰはjﾙﾌ・ｺｰｽで，ﾎﾞｰりこﾉｸﾞはﾎﾞｰ

　　りこﾉｸﾞ・ｱﾚｰで，ﾃﾆｽはﾃﾆｽ・ｺｰﾄにおいて，

　　それぞれ球の扱い方を練習するのです。同様

　　にﾛｰﾀﾘｱこﾉかﾛｰﾀﾘｰを習得する最大の場所

　　はｸぅづの例会であります。

　　　それゆえに，ﾎｰﾑｸﾗうへの出席かことに犬

　　切だ，と申上げるのであります。

３　－
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□］拡大されたロータリー財団奨学金回

　　　＜当地区から２人を推薦ずみ＞

　1970－1971年度にはﾛｰﾀﾘｰ財団から空前

の575人という多数の奨学生および研究ｸﾞﾙｰ

づ交換青年に対して，合計142万ドルが支給さ

れます。前年度（1969－70）には468人に対

して合計125万ﾄﾞﾙが支給されました。

　1970－71年度の奨学生の内わけは，大学院

課程188人，大学在学課程53人，専門訓練生

35人，計276人。いずれも男子，女子を含み

ます。

　研究ｸﾞﾙｰづ交換は二ヵ年単位で実施されま

すか，1969－71年度では50ｸﾞﾙｰづに対して支

給され，その後半（1970－71）に要る資金と

して385,000ﾄﾞIﾙが用意されております。

　３月号月信６ﾍﾟｰjでお知らせしましたよう

に，当地区へは1971－72年度の奨学生として

通常１人のほかに，もう１人追加という特別

承認かありましたので，２人の推薦書を５月

２目（土）ﾛｰﾀﾘｰ財団へ提出しました。多

分きたる10月までにはその氏名を発表できる

と思います。　このような特別ﾎﾞｰﾅｽを与えら

れた地区は世界297地区のうち63地区ありま

した。

口ロータリー財団奨学生James Gines

　　　奈良県天理大学へ明年留学決定口

　ﾛｰﾀﾘｰ財団から４月14日付の通知による

と，明]｡971－72年度の大学院課程奨学生とし

て奈良県天理大学へJames Lee Gines君と

いうのが１年間留学が決定しだ由です。ﾘﾑ

君のｽﾎﾟﾝｻｰｸううは米国ｲこﾉﾃﾞｨｱﾅ州Bloomin-

gton R Cで，彼は天理大学に入学のうえｱﾘ

ｱ研究をつづけたいとの希望を持っていると

いいます。ｲこﾉﾃﾞｨｱﾅ大学を昨年卒業し，本年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

の９月には同大学からＭＡの称号を受ける予

定。同大学の優秀学生で，支那証と日本語に

通じており，将来この方面の教師になりたい

希望とのこと。

　なお，づﾑ君の面倒を昆てもらうﾎｽﾄｸぅづ

として奈良ﾛｰﾀﾘ一クううを煩わし，実際の世

話役Counselorとして同ｸぅづの中野重宏君を

ご委嘱申し上げますからよろしくお願いいた

します。

□]ロータリー財団寄付増加クラブ口

　３月号月ﾊﾞﾅｰ月信記載以後に宵付額増加ｸﾗ

うは次のとおりで，これは４月末現在につい

てﾛｰﾀﾘｰ財団からの報告によります。

　　　　　　　　本年４月末　　　昨年６月末

大

京

有
和
泉
河

阪

堺

東　　1,000％

　　　1,000％

西
田
泉

都

　佐　野

内長野

和　歌　山

条
阪
南
南
中
江
真

　
大
　
　
都

五
東
海
京
豊
前
門

大阪天満橋

豊　中　南

600％

500％

500％

500％

500％

500％

400％

400％

400％

400％

400％

300％

200％

200％

200％

400％

700％

400％

400％

400％

400％

400％

400％

300％

300％

300％

300％

300％

200％

　－

200％

－

　上記の結果，当地区の82ｸﾗづ（本年度新設

のｸﾗづを除く）のﾊﾟｰｾこﾉﾃｰぶは下記のように

なります。総平均では約490毎に当ります。

４　一

　　　　クうづ数

1,200％　　1

1,000％　　2

　900％　　1

　800％　　3

500％

400％

300％

200％

クラづ数

　7

　19

　29

　13
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700％

600％

C
P
9

100％　　1

□□福井南ＲＣＲＩ加盟認証□□

　さる４月14目発足した福井南ｸぅうは，５月

７目付をもってＲＩ加固が認証された旨，塚

本月ﾊﾞすｰあて通知がありました。　これで当地

区のｸぅう数は85となりました。

□□研究グループ交換一行

　　　　目的を果たし西豪州へ帰る□□

　西豪州第245地区から派遣され第365区で２

ヵ月間受けいれた研究ｸﾙｰう交換一行７人は

無事にその目的を達し，５月15日（金）9 :50

大阪国際空港から出交（J AL701使）香港

経由でPerthへ帰りました。　帰国に先立ち，

５月９日夜６時から８時半まで大阪ﾛｲﾔﾙﾎﾃ

ルで一行のためｻﾖﾅﾗ・ﾊﾟｰﾃfを催しましたと

ころ，団長Peter Websterはじめ団員１人１

人が滞在中の感想を述べ，心からの謝意を表

しました。１団員は出発当時想像していた日

本とは全くちがっていたといい，また，他の

１人は，日本を知る糸ロを与えられたか，十

分な日本勉強をするために明年あたり再度来

日したい。だれか滞在させてくれるｽﾎﾟこﾉｻｰ

を世話してもらえないだろうかという希望を

述べました。

　このｻﾖﾅﾗ・ﾊﾞｰﾃｨにはｶﾞﾊﾞﾅｰ，地区ＧＳＥ

委員，各府県の受入れ委員長および原田直前

月ﾊﾟﾅｰら，主客合わせて15人が出席しました

か，ﾛｰﾀﾘｰ財団の活動中でも最も効果を挙

げ得て，国際理解増進に役立っているのはこ

の研究ｸﾙｰう交換であろうという感想か圧倒

的でありました。
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　７人の一行は５月11，12，13日に東京を訪

問して戻りましたか，これは第358区（佐々

木秀一ｶﾞﾊﾞt-）のご好意によって日本の首都

を参観させるためでありました。

　さる３日15日（日）一行が大阪国際空港に

降り立って以来，８週間の訪問研究の日程を

ふりかえってみると次のとおりです。

　（第１週，３月15日～22日）

ｵﾘｪこﾉﾃｰΞ,ｮこj，大阪西ＲＣ，百貨店，地下

街，大阪南ＲＣ，地下鉄，大阪城公園，万国

博例会（大阪北，大阪東）万国博見学，大阪

淀川ＲＣ，成人病ｾ:ﾝﾀｰなど。

　（第２週，３月23日～29日）

橋本・粉河ＲＣ，高野山，和歌山東・南Ｒ

Ｃ，住友金属，唐手道場，海南・有田ＲＣ，

丸善石油，蚊とり線香工場，日の岬，御坊・

田辺・白浜ＲＣ，真珠養殖，ﾊﾏﾁ養殖，白浜

温泉，那智勝浦ＲＣ，那智の滝，新宮ＲＣ，

巴川製紙工場，鬼な城，合気道場。

　（第３週，３月30日～４月５日）

奈良県庁，学園前新都市，靴下工場，葛城山

ﾛｰづｳｪｲ，大和高田ＲＣ，法隆寺，片桐邸庭

園，金魚養殖，東大寺，春日神社，近鉄奈良

新ﾀｰΞすJし，奈良ＲＣ，橿原神宮，壷坂寺盲

人ﾎｰﾑ，橿原ＲＣ。

　（第４週，４月６日～12日）

宇治ＲＣ，平等院，万福寺，宇治荼工」貼，峰

山ＲＣ，ちりめん織工場，峰山青年会議所会

員と討議会，舞鶴一束ＲＣ，舞鶴丿眠工造船

所，地方青年と懇談，綾部・福知山ＲＣ，郡

是製糸工場，大本教本部，青年との懇談，宮

津ＲＣ，天の柵立，日本冶金。

　（第５週，４月13日～19日Ｊ

この週は特別研究週間とし，団員は各個別に

「1分の専lj‘」分野の関係先を訪問させた。この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

開に京都i訂内各ｸﾗづの例会へ出席したものも

あり，また，古都の名所旧蹟を訪れたものも

あった。京都の受入れ委ｎか最初に計画した

日程どおりには運ぱなか｡たことはやむを得

ない。

　　（第６週，４月20日～26日）

敦賀・小浜ＲＣ，敦賀原子力発電所，福井工

業高等専門学校，武生・鯖江ＲＣ，国立鯖江

ﾘﾊﾋﾟﾘﾗ=-ｼｮこj，福井北ＲＣ，会ｎとの懇談

会，染色工場，福＃ＲＣ，郷土博物館，永平

寺，大野ＲＣ，九頭竜jム及び発電所，織布

工場。

　　（第７週，４月27日～５月３日）

長浜ＲＣ，ﾔこﾉﾏｰﾁﾞｲｰｾﾞﾙ，醒ｹ井養鱒場，彦

根印刷局工場，づりりｽﾄｰこy工場，彦根ＪＣと

の懇談会，大巾の湖干拓，淡水真珠養殖場，

近江兄弟粍，信楽学園，削‘楽陶器工場，田植

作業，八日市ＲＣ，ｾうΞ,9ｸ滋賀工場，東し中

央研究所，栗東競馬ﾄし一二こﾉｼﾞ。

　　ぐ第８週，５月４日～10日）

堺南ＲＣ，堺日立造船所，宝塚歌劇，守口・

門真ＲＣ，吹田ＲＣ，住吉ＲＣ，鐘紡淀川工

場，大阪天満橋ＲＣ。

　　　研究ｸﾞﾙｰう一行は，泉州出発から大阪空港　●

　　到着およびその後各地法門の印象について報

　　告を書き，国元地区あてにnews letterとし

　　て送っております。その写をくれたので２回

　　にわたりそのｺﾋﾟｰ（英語）をつくり，第365

　　区各ｸﾗづ会長さんへ送りご参考に供しまし

　　た。

　　　なおまた，明年，当地区から西豪州へ派遣

　　される研究ｸﾞﾙｰう一行には，今回の７人全員

　　がこぞって歓迎する。さらに，明年５月16日

　　から20目まで三洋z-で開かれる間際ﾛｰﾀﾘｰ大

　　会には大ぜいの日本ﾛｰﾀﾘｱこﾉか来豪ドさるこ

６　－



●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DISTRICT　NEWS

鼎嗅七ト大火刄ｊＭｄふ以双一典ｔＵ少りかかＭ加瀬蛸糸4-りト炊吋Ｌリ巾丿以Ｍ少尽たり洲縦ＭＡｔｆ

とと思うが，その際には東豪州に限定しない　　　　　機械技師（水道関係）２見あり，Perth郊外

でぜひ，最初にPerthへ直接飛来されて，西　　　Arvid W. Hogstrom（愛称Nei131歳）

豪州を見たうえで大会に参加されるよう望み　　　　　農村経済（公吏）３児あり，Esperance

たいと申しております。　　　　　　　　　　　　　Denis Albert Ladbrook（愛称Denis 31歳）

　今回の団員７人の名前と職業などは次のと　　　　　社会学者，３見あり，Ardross

おりであります。　　　　　　　　　　　　　　　　lan James Laurance （愛称lan 29歳）

Peter Webster （団長，ロー則ｱﾆﾉ，37歳）　　　　　州立農科入学講師，１児あり，Harvey

　ゼネラルモーターの販売，Perth郊外　　　　　　　　　　２ヵ月にわたり受入れのお附話を下された

Ronald J. Banhamぐ愛称Ron 31歳）　　　　　　奥村胞三委員長をはじめ各委員のみなさま，

　ＹＭＣ,Ａ」ﾐ拡　１見あり，Perth　　　　　　　　　各ｸうう長会および会パのかたがたに対して厚

Barry W. Barr（愛称Barry 2D歳）　　　　　　　くお礼を申上げます。

　国立銀行勤務，３兄あり，Tammin　　　　　　　　二５頁の写真は４月２日奈良春日大社境内

John Edward Brearley （愛称John 2S歳）　　　　にて奈良ＲＣ撮影＞

□□国際青少年交換の受入れ

　　　　　　　　13人の氏名決定□|……|

　５月の月信で，本年度の国際青少年交換の

方針と，当地区から派遣する９人の氏名およ

び派遣先の地区名を害きました。そのうち１

人変更がありました。すなわち，吉融資理

　（甲南大学）は都乃で取り1llめとなり，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　代わりとして，野々内明子（梅花学園）が

　　イリノイ第649区へ派遣されます。

　　　また，相手地区から当地区へ受け入れるの

　　は次ぎの13人と決定しました。

　　　く649区から６人，６月!］円蓋＞

　　Miss Mary Kathryn Heitzman　18才

　　Miss Linda Parmenter　18才

　　Miss Chery1 Feanne Aspcr　18才

７　－
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Miss Diane Kay Enger　20才

Mr.James M. MCClure　l9才

●

●

Mr.Jon Thomas Satterwhite　17才

　く587区から４人，６月26日着＞

Miss Shari Fryer　18才

Mr.Jimmy Anderson　17才

Miss virginia Gale Gray　18才

Mr Jefferson Scott Gray　21才

　く528区から２人,‘７月３日着＞

Mr.Glen Kostick　17才

Mr.David Garigold　17才

　なお，649区（イリノイ）からの受入れは大

阪淀川ｸﾗうで，587区（ﾃｷｻｽ）からの受入

れは京都西，橋本および大阪南クラづで，528

区（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ）からの受入れは貝塚クラう

で，それぞれお世話下さることになりまし

た。

　＜280区（豪州）から１人＞

Miss 01wyn Ann Graham さんは１ヵ年間

の交換としてすでに堺ＲＣで受入れて，羽衣

学園に４月から入学しています。

　（７頁の写真は４月９日堺ＲＣ例会で写したｸﾞぅﾊﾑ

嬢および宇佐見路代嬢，前月号月ﾊﾞす一月信参照）

□□゛韓国における１日本女性の

　　　生活記録一永松カズさん″□□

　上掲のような題の小冊子（７ﾍﾟｰ引か京都

北ﾛｰﾀﾘｰｸうう国際奉仕委員の厚意により編

集印刷されて各ｸううあてに贈呈されます。こ

れは，ｶﾞﾊﾟﾅｰ月信第ｎ号（５月１日）第６面

に紹介した本年度の世界社会奉仕活動地区計

圃のひとつとして取り上げた永松ｶ戈さんの

韓国戦災孤児救護の仕柏こ関するものです。

ご一一続下さるようおすすめします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　□□万国博ロータリー例会での

　　　　　コンウェイ会長の歓迎の言葉□□

　　　　日本万国博ロータリー例会ではコこノウェイＲＩ会

　　長の肉声を毎回聞くことができます。これは

　　３月15日開会したEXPO'70への来訪ロータリ

　　アこノおよび家族を歓迎することはとして，３

　　月はじめエパンストン本部で自ら録音して，塚本

　　ｶﾞﾊﾞﾅｰあてに送ってきて下されたものです。

　　その言葉はつぎのとおりであります。

　　　　　This is　Jim　Conway，President　of

　　Rotary lnternational for 1969-1970, speak，

　　ing.lt　is a great pleasure for　me　to

　　greet　my　fellow　Rotarians　and　their

　　Rotary-annes as you attend　the　Rotary

　　meeting　at　Expo'70　in　osaka，Japan.

　　Evelyn and　l　had　visited　the　site　of

　　Expo'70　in　September，1969，when the

　　grounds and the buildings were still in

　　the　course　of　preparation.SO　l　have

　　some appreciation of　the be auty and

　　utility of what you will have an oppor-

　　tunity　to see.Evelyn　and　l　wish　we

　　could be with you to enjoy the exposi-

　　tion.

　　　　　l am sure you wiH learn much from

　　your visit about art，industry,commerce，

　　and the things reaI　Rotarian and not a

　　dabbler in Rotary.

　　　　　But　above　all，you　will　find　the

　　Japanese generally are a warm， friendly，

　　and industrious people who have　great

　　national pride which is，in my opinion，

　　completelyJustified.

　　　　　Sayonara,au revoir, auf wiedersehen

　　and(k)d　hless　you　aH　and see　you

　　safely home.

8　－
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□□ＥＸＰＯ'７０ロータリー例会
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口口堺東南クラブ新設□□

　５月14ロ（木）午後６時から堺市丈六183

-

　（南海高野線北野田駅西２丁）北野田ﾎﾟｰﾙ会

館２階において堺泉南ﾛｰﾀﾘｰｸううの創立総

会が開催されました。ｽﾎﾟこﾉｻｰｸﾗうは堺ＲＣ。

特別代表は堺ｸううの元会長磯野巌君。創立総

会には塚本月ﾊﾟﾅｰ，堀内済地区拡大委員長，

尾形繁之1971－72年度第366区均質-・ﾉこﾆ

ｰ，ならびに近隣各ｸううの会長も列席しまし

た。創立会員数31人で例会は毎造本曜日午後

６時半より上記の場所で聞かれます。堺市内

にできた３番目のｸうう，また夜の例会開催も

地区内で３番目です。

　　　　　　　　　　　　　　　かんけ　会長　大塚　　正　　幹事　管家　敬祐

なお，新ｸううの区域は堺市泉南郡と狭山町，

区域内の人口約７万。

　　□□京都府亀岡に新クラブロロ

　　　５月19日（大）12 : 30京都府亀岡市農協三

　　階ﾎｰﾙにおいて亀岡仮ﾛｰﾀﾘｰｸﾗうの創立総

　　会が開催されました。京都北ＲＣの川島春雄

　　君がｶﾞﾊﾞﾅｰの特別代表として司会しました。

　　この総会には塚本月ﾊﾟﾅｰ，地区拡大委員長の

　　堀内清元ｶﾞﾊﾞﾅｰ,平沢,秦，山岸，元月ﾊﾞすｰ,ｽ

　　ﾎﾟこﾉｻｰｸううの井目海仙京都北ＲＣ会長らが臨

　　席いたしました。ｸうづの区域は亀岡市および

　　船井郡で，合計人口約10万であります。

　　　ﾁｾｰﾀｰ会員数　　28名

　　　例会ロ　毎週火曜日　12 : 30

　　　例会俎　しｽﾄうこﾉ麦（亀岡市余部町天神父二）

　　　会長　赤渾　喜一　　幹事　大槻　挟司

　　　事務所　京都銀行亀岡支店

　　□□滋賀県草津に新クラブ誕生□□

　　　５月28日（本）12 : 30から滋賀県草津市民

　　会館（草津市草津３丁目）において草津仮

　　ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾘの創立総会が嶽由良治郎特別代

　　表の司会により開催されました。滋賀県内７

　　番目のﾛｰﾀﾘｰｸﾗづとして誕生をみたのであ

　　ります。ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗづの浜中成一大津ＲＣ会

　　長はじめお世話役の方がた，近隣ｸﾗづの各会

　　長，および塚本月ﾊﾟﾅｰも列席,祝福しました。

　　創立会員は26人で，毎週例会は木曜日12 : 30

　　より，例会場は上記の市民会館。

　　　会長　北川　助成　　幹事　斉田　　浩

　　なお，草津ｸﾗうの区域は草津市および栗東町

　　であります。

９　－
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一

一

一

ｌ．

八
五
地
区
の

　
私
の
友
人
諸
君
へ

　
私
か
、
あ
な
た
方
の
地
区
に
、
六
人

の
青
年
達
を
連
れ
、
訪
問
し
て
以
来
、

す
で
に
二
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
、
あ
な
た
方
や
、
あ
な
た
方
か
惜

し
み
な
く
提
供
し
て
下
さ
っ
た
心
暖
ま

る
民
泊
を
、
い
ま
だ
に
覚
え
て
お
り
ま

す
。
私
は
時
折
私
達
の
旅
行
日
程
の
写

し
を
調
べ
ま
す
。
す
る
と
訪
問
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
、
楽
し
く
過
し
た
日
日
、

多
く
の
人
達
の
顔
、
親
し
い
顔
を
思
い

お
こ
し
ま
す
。
し
か
し
、
時
は
た
っ
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
変
化
、
良
い
事
や

悪
い
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
六
人
の
青

年
達
や
私
は
、
皆
元
気
で
す
。
そ
し
て

色
々
な
専
門
的
な
仕
事
や
商
売
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
訪
問
し
た
チ
ー
ム
の
次

の
三
人
’
B
r
u
c
eR
o
w
］
i
s
o
n
。
R
o
b
e
r
t

M
e
y
e
r
。
C
a
r
1

B
u
x
m
a
n
は
、
結
婚

し
ま
し
た
。
た
だ
の
ゴ
ロ
祚
　
（
愛
称
）

の
B
l
o
c
k
だ
け
は
独
身
の
自
由
に
す
が

り
つ
い
て
い
ま
す
。
訪
問
し
た
チ
ー
ム

の
二
人
、
J
a
m
e
s

W
e
s
t
。R
o
b
e
r
t

M
e
y
e
r
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会
し

ま
し
た
。
そ
の
二
人
は
、
良
い
メ
ン
バ

ー
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
、
勿
・

●
m
e
s
W
e
s
t
は
特
に
国
際
的
な
活
動
に

興
味
を
持
ち
、
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
京
都
で
の
私
達
の
最
後
の
会
合
で
私

達
の
た
め
に
た
い
そ
う
立
派
に
通
訳
し

て
く
れ
た
岩
田
セ
イ
ジ
君
（
あ
な
た
方

の
多
く
は
覚
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
）

が
発
起
人
と
な
っ
て
四
〇
人
ほ
ど
の
日

本
の
男
女
が
来
米
し
ま
し
た
が
、
そ
印

受
入
れ
手
配
の
責
任
を
C
a
r
l

B
u
x
.

r
n
a
n
か
、
自
分
で
引
受
け
ま
し
た
。

　
さ
て
、
四
月
上
旬
に
私
達
の
地
区
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
グ
ル
ー
プ
研

究
交
換
チ
ー
ム
を
受
入
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
私
達
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー

は
、
一
番
大
切
な
歓
迎
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

員
長
に
、
私
を
指
名
し
ま
し
た
。
私

は
、
日
本
で
、
私
達
を
歓
迎
し
て
下
さ

っ
た
人
達
か
ら
、
何
か
い
い
ア
イ
デ
ア

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、
も
し
あ
な
た
が
た
の
地
区
が
招
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ー
ム
の
歓
待
役

を
し
て
い
る
私
の
友
人
、
奥
村
竜
三
君

の
半
分
の
仕
事
で
も
す
る
こ
と
か
出
来

れ
ば
、
私
は
幸
せ
で
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
妻
の
｝
″
ｏ
背
戻

と
私
か
、
大
津
市
か
ら
来
た
若
い
女
性

松
田
と
も
子
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
で
の
里

親
で
あ
る
事
は
、
ご
存
知
で
す
。
と
も

子
は
、
私
達
と
一
緒
に
住
み
、
毎
日
二

●

○
マ
イ
ル
も
あ
る
F
r
e
s
n
o
州
立
単
科

大
学
に
通
学
し
、
そ
こ
で
修
士
の
学
位

を
と
る
た
め
に
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
費
は
、
一
部
私
9

M
a
d
e
r
a

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
彼
女
の

学
費
は
今
年
は
F
r
e
s
n
o
C
l
u
b
s
に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
松
田
と

も
子
が
学
生
と
し
て
、
ま
た
、
人
間
と

し
て
も
最
上
の
資
質
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
、
あ
な
た
方
に
お
話
し
出
来
る
こ

と
を
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
彼
女
は
、

大
学
で
は
良
い
成
績
で
あ
り
、
知
識
吸

収
以
外
は
、
な
に
も
望
ん
で
い
な
い
よ

う
で
す
。
各
地
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
例
会
に
彼
女
を
出
席
さ
せ
ま
し
た
。

彼
女
は
、
大
そ
う
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

四
月
に
彼
女
は
、
当
地
区
大
会
で
、
話

し
を
す
る
は
ず
で
す
。
彼
女
か
日
本
に

帰
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
教
師
と
な
り
、

生
徒
達
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
で
し
ょ

う
。
彼
女
が
、
私
達
の
家
を
去
る
時
、

私
達
は
悲
し
む
で
し
ょ
う
。
彼
女
は
つ

つ
し
み
深
く
、
や
さ
し
く
、
そ
し
て
知
的

で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
若
い
女
性
で
す
。

　
妻
と
私
は
、
日
本
万
国
博
参
観
の
計

画
を
取
止
め
る
方
が
よ
さ
そ
う
に
思
わ

れ
る
の
が
、
残
念
で
す
。
そ
の
代
り
に

私
達
は
一
九
七
一
年
に
国
際
大
会
の
た

め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
、
そ
の
帰

路
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
口
本
に
た

ち
よ
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
行
を
、

望
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
と
き
も
し
、

私
達
を
今
年
招
待
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
ら
、
私
達

は
、
た
い
そ
う
失
望
す
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
手
紙
や
、
贈
物
を
送
っ
て
下
さ

っ
た
あ
な
た
方
す
べ
て
の
人
達
に
心
か

ら
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
六

八
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
間
、
私
達

は
、
日
本
か
ら
Ｙ
西
川
、
那
須
敬
治
、

古
市
章
、
西
川
温
博
諸
君
な
ど
何
人
か

の
訪
問
を
受
け
、
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
こ
の
手
紙
を
読
ま
れ
た
、
あ
な
た

方
の
幾
人
か
か
、
ア
メ
リ
カ
に
来
ら
れ

た
時
は
私
達
に
お
電
話
下
さ
い
。
こ
の

長
い
手
紙
も
終
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い

て
非
常
に
た
の
し
か
っ
た
。
私
の
心
か

ら
の
意
志
が
、
私
が
知
っ
て
い
る
す
べ

て
の
人
達
に
伝
わ
る
事
を
、
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
方
の
お
返
事

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
w
r
n
.
s
.
R
o
g
e
r
s

　
（
第
五
二
二
地
区
バ
ス
ト
・
ガ
バ
ナ
ー

第
三
六
五
区
へ
来
た
研
究
グ
ル
ー
プ
交

換
団
長
）
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４　月　出　席　報　告

(Attendance Report for April)

●

●

順位 ク　う　う 例会 会員数 6月末比 出席率 剪刀價 價位 ク　ラ　う 例会 会員数 6月末比 出席率 前月順

第１区分（49人以下）　37ｸうづ 6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

水　　　口

高　　　槻

和歌山東
京　都　北
京　都　西

橿　　　原

大　　　津

新　　　宿
車　大　阪

彦　　　根
和歌山南

福　　　井
大　阪　西

大阪淀川
大阪住吉

岸　和　田
福　井　北
方　田??

吹　　　田

大阪天満橋

大　阪　東
泉　大　津

堺　　　南
京　都　東

泉　佐　野

宇　　　治
京　都　南

富　田　林
御　　　坊

長　　　浜

豊　　　中
守　　　口
田　　　辺

和　歌　山
武　　生竺

舞　　　鶴

４

５

５

４

４

４

４

４

４

５

４

５

４

４

４

４

４

５

５

４

５

４

４

４

５

４

５

５

４

４

４

４

５

４

３

４

53

51

73

82

82

63

81

55

52

60

56

83

90

70

69

60

70

50

57

50

82

68

65

94

57

62

89

55

61

57

51

50

66

91

50

52

＋５

－２

十３

＋１

十６

十12

十４

十２

十１

十５

十７

－

十５

十５

十８

十２

十５

十３

十３

十３

十３

十３

十６

十10

十１

十４

十５

十４

＋４

十３

－４

十２

十３

十８

十２

十３

100.00

100.00

　99.71

　99.69

　99.05

　98.75

　98.46

　98.18

　97.96

　97.63

　97.32

　97.21

　96.91

　96.75

　96.74

　96.61

　96.43

　96.34

　96.07

　96.00

　95.74

　95.60

　95.43

　95.37

　94.97

　94.92

　94.52

　94.37

　94.17

　93.75

　93.70

　93.54

　93.29

　93.19

　93.06

　92.31

7

6

12

1
n

20

8

21

16

32

17

22

15

18

1.9

34

24

13

23

10

26

14

39

29

31

30

28

27

13

38

36

37

25

35

22

33

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

五　　　条
近江ハ膳

京都山科

高　　　石

大阪阪南
枚　　　方

貝　　　塚
勝　　　山

大阪西南
白　　　浜

松　　　原
豊　巾　宗

教　　　賀
ハ　　　尾

福　知　山
枚　　　岡

鯖　　　江
峰　　　山

八　日　市

箕　　　面
池　　　田

茨　　　木

舞　鶴　東
大和郡山

大　　　野
那智勝浦

奈　良　西
小　　　浜

綾　　　部
宮　　　津

寝　屋　川

大　　　東
大阪城南

門　　　真
粉　　　河

大阪西北
京都乙訓

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　５

　４

　４

　５

　５

　４

　４

　４

　５

１４
１

　５

　４

　４

　４

１４

１１

　４

　４

　５

　５

　４

　４

　４

45

45

36

39

40

49

46

33

45

39

48

25

48

45

46

43

39

41

38

26

47

49

46

47

31

33

28

41

49

48

25

34

37

24

25

37

28

十５

十３

十７

－３

十]３

十７

十１

十１

十1!

十３

十３

十３

十１

十１

－６

－２

十１

十５

十10

十５

一

一１

十３

十６

十２

－

十28

十１

＋４

十６

十５

十６

＋ｎ

十２

＋１

十８

十28

100.00

1.00.00

100.00

　98.72

　98.13

　97.96

　97.83

　97.73

　97.23

　96.71

　96.36

　96.00

　95.75

　95.45

　95.33

　94.88

　94.84

　94.51

　94.08

　93.69

　93.58

　93.34

　93.04

　92.77

　92.50

　92.31

　91.97

　90.85

　90.63

　90.63

　90.12

　89.71

　87.74

　87.50

　87.0C

　81.7C

　81.n

1

2

3

10

15

6
n

7

8

32

9

21

12

19

26

4

16

17

18

14

31

23

27

20

25

24

33

35

36

29

5

37

34

28

30

38

39
第３区分（100人以上）　６クラづ

第２区分（50人～99人）　41クラづ
１

２

３

４

５

６

　　堺

奈　　　良
人　阪　南
京　　　都

人　阪　北

大　　　阪

５

５

４

４

４

４

n2

103

150

188

160

289

十12

十９

十６

十12

十ｎ

－３

98.47

96.89

94.60

92.46

91.62

90.65

１

３

２

５

４

６

１

２

３

４

５

人和高田

和　　　泉
橋　　　本

河内長野
海　　　南

４

４

５

４

４

62

59

56

55

54

十６

－２

十４

十５

十６

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

９

２

４

３

５

ｸﾗﾘ 84 会員

－１

５

１

090

一

（６月末比　十380）　平均出席率　95.12％
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
　
　
　
　
幹
事
さ
ま

　
四
月
下
旬
の
日
曜
日
に
何
年
ぶ
り
か

で
吉
野
山
を
訪
れ
、
如
意
輪
寺
と
足
元

陵
に
参
拝
し
ま
し
た
。
前
夜
の
強
雨
で

花
は
大
半
散
っ
て
お
り
ま
し
た
が
酔
客

は
至
る
と
こ
ろ
の
桜
樹
の
下
で
「
落
花

狼
籍
」
の
姿
が
目
に
映
り
ま
し
た
。

　
　
『
日
本
の
国
土
の
自
然
を
美
し
く
す

る
こ
と
が
、
日
本
人
の
祖
国
元
や
道
義

心
を
高
め
る
近
道
で
あ
り
、
根
本
策
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

そ
の
点
か
ら
見
る
と
実
に
不
満
だ
ら
け

で
す
。
清
潔
の
国
民
で
あ
っ
て
ほ
し
い

の
に
、
ま
る
で
不
潔
の
民
み
た
い
に
成

り
さ
が
っ
て
い
る
面
が
目
立
ち
ま
す
。

　
。
こ
れ
は
こ
れ
は
と
ば
か
り
花
の
吉
野

山
〃
で
は
な
く
、
こ
れ
は
こ
れ
は
と
ば

か
り
。
ゴ
ミ
の
山
〃
で
す
。
花
見
客
は

平
気
で
花
の
枝
を
手
折
り
ま
す
。
ポ
ト

マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
は
下
枝
も
花
い
っ
ぱ

い
に
水
面
に
垂
れ
さ
が
っ
て
い
ま
す
が

日
本
で
は
桜
の
下
枝
は
折
り
取
ら
れ
て

花
の
枝
は
上
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

●

　
「
花
枝
の
高
き
は
モ
ラ
ル
の
低
き
を
示

し
花
枝
の
低
古
は
モ
ラ
ル
の
高
古
を
物

語
る
」
も
の
で
す
。
路
傍
の
人
様
の
生

垣
の
花
で
も
歩
き
な
が
ら
無
意
識
に
ち

ぎ
り
取
る
の
み
か
、
ア
ル
プ
ス
の
高
山

植
物
や
尾
瀬
の
水
生
植
物
な
ど
、
ど
う

せ
下
界
に
持
ち
帰
っ
て
も
枯
れ
る
と
知

り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
根
を
抜
い
た
り
、

手
折
っ
た
り
し
ま
す
。
酔
っ
払
い
が
手

折
っ
た
花
や
紅
葉
の
枝
を
か
つ
い
だ
お

の
が
姿
を
ま
る
で
。
風
流
を
絵
で
描
い

た
〃
よ
う
な
と
感
違
い
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
花
を
愛
す
る
国
民
な
ど
と
は

義
理
に
も
い
え
ま
せ
ん
。
日
本
は
桜
の

本
家
の
国
で
す
が
、
葉
ざ
く
ら
に
毛
虫

が
た
か
ろ
う
が
テ
ン
グ
ノ
ス
病
が
は
び

こ
ろ
う
か
平
気
の
平
左
で
除
去
も
せ

ず
、
丹
精
こ
め
て
手
入
れ
も
し
な
い
の

で
す
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
が
て
、

国
花
は
本
家
で
滅
び
て
、
外
国
で
栄
え

た
横
文
字
の
サ
ク
ラ
を
私
ど
も
の
子
孫

は
日
本
か
ら
見
物
に
行
か
ね
ぱ
な
ら
ぬ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
花
の

公
共
的
、
社
会
的
な
愛
し
方
の
モ
ラ
ル

に
乏
し
い
の
で
す
。
先
年
フ
ラ
ン
ス
の

●

花
屋
の
観
光
団
が
来
日
し
た
お
り
、
日

本
は
生
け
花
の
盛
ん
な
「
花
の
国
」
と

思
っ
た
が
、
公
共
の
場
で
み
ん
な
が
い

っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
花
は
な
く
、
垣
根

の
中
の
金
持
ち
の
庭
や
床
の
間
な
ど
、

閉
鎖
し
た
内
側
で
独
占
的
に
楽
し
む
花

だ
け
が
美
し
く
立
派
だ
っ
た
と
皮
肉
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

社
会
を
み
ん
な
か
花
で
美
し
く
飾
っ
て

共
に
楽
し
も
う
と
い
う
社
会
的
な
花
の

モ
ラ
ル
が
な
い
の
で
す
。
花
だ
け
で
な

く
、
海
へ
行
っ
て
も
山
へ
行
っ
て
も
、

空
き
カ
ン
、
空
き
ビ
ン
、
弁
当
ガ
ラ
、

紙
ク
ズ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
ち
ら
か

し
て
、
せ
っ
か
く
清
浄
な
山
や
海
の
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
よ
ご
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
鳥
だ
っ
て
そ
う
で
、
ゴ
石
二
鳥
〃

な
ん
て
言
葉
を
政
治
家
も
教
育
者
も
財

界
人
も
評
論
家
も
無
神
経
に
平
気
で
使

い
ま
す
。
だ
か
ら
子
ど
も
は
鳥
を
見
た

ら
石
を
投
げ
る
も
の
だ
と
幼
に
し
て
思

い
こ
み
ま
す
。
濠
や
湖
の
オ
オ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
を
棒
で
打
ち
殺
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
に
し
て
食
っ
た
り
す
る
野
蛮
人
間
も

い
ま
す
。
百
余
年
片
の
幕
末
に
黒
船
か

来
た
と
き
、
下
田
や
久
里
浜
に
は
牛
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
な
ど
の
野
鳥
が
ふ
ん
だ
ん
に

い
て
、
人
間
を
少
し
も
恐
れ
ず
近
寄
っ

て
き
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
兵
ら
は
こ
の

　
ご
坪
鳥
の
楽
園
〃
で
鉄
砲
を
ポ
ン
ポ
ン

掌
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
日
米
友
好
通

商
の
神
奈
川
条
約
を
締
結
し
た
お
り
、

付
則
第
十
毎
に
「
目
本
国
に
お
い
て
は

鳥
獣
遊
猟
の
儀
は
固
く
禁
ず
る
と
こ
ろ

な
れ
ば
ア
メ
リ
カ
人
も
こ
の
掟
に
服
す

べ
し
」
と
明
文
化
し
た
の
で
す
。
世
界

で
た
だ
一
つ
の
。
愛
鳥
条
約
〃
で
す
。

大
戦
後
に
b
i
r
d

w
e
e
k
（
愛
鳥
週
間
）

を
ア
メ
リ
カ
か
ら
習
い
ま
し
た
か
、
一

世
紀
前
に
は
日
本
か
ア
メ
リ
カ
人
に
愛

鳥
の
モ
ラ
ル
を
教
え
た
の
で
す
。
』

八
Ｐ
Ｈ
Ｐ
ぷ
明
日
を
ひ
ら
く
″
の
中
の

荒
垣
秀
雄
氏
の
文
よ
り
∇

　
口
１
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
社
会
奉
仕
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
社
会
モ
ラ
ル
を

大
き
く
取
り
上
げ
、
明
る
い
日
本
を
築

く
こ
と
に
力
を
貨
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
一
九
七
〇
、
五
、
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
　
義
隆
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ガバナー月信

　例会の司会さえすれば事足れりとする会長は

dabblerである。委員を引受けても忙がしいか

らとて委員会に出ない人はdabblerである。会

　　　　　　　　　　Contents

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Page）

Action of the Atlanta Convention

　　　　　　　　on proposed legislation一一 2

ls vocational Service

　　　　　　“hardest” Avenue?‥‥‥‥‥‥4

Has your club increased membership? 4

Letter from 245 District Governor‥‥5

Half million yen donated to “JOCS”‥5

Six Exchange Students arrive from lll. 6

List of sister and matched clubs‥‥‥6

Report on Miss Kazu Nagamatsu 7－10

Rotary Fellow Terumi Kodama returnsn

Districts 365-366 Assemblies held ‥‥11

EXPO Rotary’s　visitor Statistics ‥‥12

Attendance Report for May‥‥‥‥‥‥14

1What your Governor has to say ‥‥‥16

ガバナー　塚　　本　　義　　降

　　　　　530大阪市北区･中之島3－5
事務所　新大阪ホテル　１階

電　話　06－441－1431　内線248

第13号　昭和45.6.25

費は払うが出席をあまり真剣に考えない会員も

またdabblerである。ﾛｰﾀﾘｰではdabblerに

用はない。指導的役割を背負っているわれらは

上すべり的な動作は排除すべきである。

　　　　　　　　　　　くGeorge R. Means＞

目 次

(ページ)

ｱﾄﾗこjﾀ大会で採択され，あるいは

　　　　　　　　否決された諸提案……２
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□]アトランタ大会で採決され

　　　　あるいは否決された諸提案口

　５月31日～６月４日ｱﾒﾘｶｊｮｰjｧ州ｱﾄﾗ

こﾉﾀ市で開催された国際ﾛｰﾀﾘｰ大会へ提案さ

れた規定改正案ならびに決議案は68件です

が，そのうち：

　採決されたもの　　　　　　　　　16件

　修正可決されたもの　　　　　　　７件

　撤回されたもの　　　　　　　　　８件

　撤回のうえ理事会で研究するもの　３件

　理事会で研究のうえ1972年の大会へ

　　報告を求めたもの　　　　　　　３件

　不採択となったもの　　　　　　　３件

　否決されたもの　　　　　　　　　28件

という結果に終りました。この中には非常に

重要な改正提案を含んでおりますが，ここで

は，主としてｸﾗう運営に直接関心の深いもの

で採択されたもの，また，不採択のものにつ

いて解脱いたします。（解説中の数字は提案

番号を示します）

　○採択または修正可決のもの

　（70－47）RI理事定員を現在の14人から17

人に増加する。その結果ｱｼﾞｱからの選出理事

が２人となり，日本から常時１人の理事が出

られることになるだろうが，地域別の人数割

当は理事会で研究のうえ1972年大会へ提案す

る。 I･－｀〆F

（70－47）ｸうづ定款第９条「公共問題」を

「地域社会･国家･国際間の問題」と改める。

これら諸問題はｸﾗう会員の関心事であるべき

で，ｸうう会合で研究討論し，個人の意見形成

の役に立てるべきだ。しかし，ｸﾗづとしての

決議をしたり，団体行動を取ったり，回状を

発出したりすることは相成らぬ。これは従来

-

　　からのＲＩ理慨会の方針声明を正文化したの

　　である。

　　　（70－44）会員か転出の場合，転出先のｸﾗう

　　を訪問して知られるようになるため２ヵ月以

　　内の特別賜暇をｸﾗづから得ることが現在でき

　　るが，これを１ヵ年に延長する（ｸﾗう定款第

　　８条２節ａ項を改正）

　　　（70－n）追加ｸﾗうの５年以上の正会員は同

　　一市内の他ｸうづの区域に事業所または住所を

　　移したときでも会員資格を保持できるよう

　　に，ｸﾗづ定款第５条２節を改正する。

　　　（70－15）正会員およびﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ会員と

　　して合計15年を超えるﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ会員は自

　　動的にｼﾆｱ・ｱｸﾁづあ会員になるようｸﾗう定

　　款第５条９節に新規定を設ける。

　　　（70－65）ｸうづ会長は就任時の２年前から選

　　任できるようにｸﾗづ定款第６条３，４節を改

　　正する案を1972年大会へ提出するようＲＩ理

　　事会に命ずる決議。　これは地区ｶﾞﾊﾞﾅｰは２年

　　前から選任できるようになり，就任前の勉

　　強期間があって地区運営上役に立っている。

　　ｸﾗﾗ会長も同様にせよというもの。

　　　（70－10）規定審議会を決議機関に昇格させ

　　る案。これは本大会における最重要提案であ

　　ったが，一部修正の上採択された。規定審議

　　会の可決した立法に対し10％（原案は25％）

　　を超える投票権者から異議の申立てがあれば

　　次回の大会で決定か行なわれるまで実施され

　　ないと修正。　本改正案は東ｹ崎ＲＩ会長当時

　　の理事会の提案であるが，国際大会の立法権

　　を奪うものだとして反対意見が今大会直前に

　　流布され，また，ｺこﾉｳｪｲ会長はさに非らず

　　と，改正の事情を解脱して諸ｸﾗづへ訴えた

　　のであった。

　　　○不採択となった案

　　　（70－ 6 ）ｸﾗづの区域内に新ｸﾗう創設に当

２　－
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り，新ｸﾗづのために区域を分譲せねばならぬ

というのが現行のＲＩ規則である。改正案は

1968年１月のＲＩ理事会の提案であるか，区

域割譲の現行方法は存続しながら，同一区内

に新ｸぅづ設立を認めることもあり得る，但し

それについては理事会の条件に従わねばなら

ないというのであった。

　（70－28）ｸぅう区域内の人口か50万以上のと

ころではそのｸぅづの事前承認なしに追加ｸぅう

設立を認めようという，これは1969年５月の

ＲＩ理事会の提案であった。大きい人□をか

かえながら新ｸﾗづ設立をしぶる大ｸぅづをけん

制しようとするつもりであったと思われる。

大ｸﾗづ抑制の趣旨はぅなづけるが，同一区域

内に２つ以上のｸﾗづが存在することは会員の

取り合いか生じたり，面白くない面のあるこ

とを考慮しての反対が出たものと想像され

る。（70－21）追加ｸﾗづか設立された場合に親

ｸﾗづの現会長は，たとえ自分か追加ｸﾗぅの区

域にあっても，会員の資格には司ら影響を受

けないことを明文化しようというのである。

しかし同時に親ｸﾗづに現在残されている会員

選出権（すなわち，市の全域にまたがって活

動範囲のある職種については割譲ずみの区域

からでも新会員を取り得る権利）を廃止しよ

うというｱﾒﾘｶの１ｸﾗづの提案であった。

　○撤回された案

　（70－51）退職会員（Retirement Service

Membership）という新種の会員制度をｼｶj

ｸﾗづから提案していた。会員総数の１ﾊﾟｰｾﾝﾄ

未満に止めるという条件で。

　○否決されたもの

　（70－2 ）自発的にｼﾆｱ・ｱｸﾁｦ会員となり

得る資格中に，15年以上ﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ会員で

あったもの（但しそのうち少くとも５年正会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　員であったもの）を加えようという豪州１

　　ｸぅづの提案。

　　（70－ 3 ）ｼﾆｱ・ｱｸﾁづ会員が自分の息子を

　　アディショすル正会員に推薦できるように改正し

　　ようとする豪州１ｸﾗﾘの提案であった。現行

　　規定はｼﾆｱ・ｱｸﾁづ会員が正会員を推薦する

　　権利を認めているが，ｱﾃﾞｨｼｮすﾙ正会員の推

　　薦権は認めない。

　　（70－ 4 ）名誉会員の資格をそのｸぅうの正会

　　員，ｼﾆｱ・ｱｸﾁﾗ，ﾊﾟｽﾄｻｰﾋﾟｽ会員であった

　　ものに限定する一方，その権利を一般会員な

　　みに拡大し，会費は免除しようというｱﾒﾘカ

　　の１ｸﾗづの提案であった。

　　（70－7）追加ｸぅづは親ｸﾗづの区域からも会

　　員を取り得るし，また，親ｸぅづは逆に追加

　　ｸﾗづの区域からも新会員を求め得ることに改

　　正しようというﾍﾞﾈｾﾞぅ国１ｸﾗづの提案であっ

　　た。

　　　（70－19）例会欠席の補填はその４週間前か

　　ら認めるように，但し例会後は現行どおり６

　　ロ後までとする，というｱﾒﾘｶの１ｸﾗづの提

　　案であった。　ﾛｰﾀﾘｰの存在しない国への旅

　　行あるいは，手術を受けようとする場合など

　　に善用されるならば役に立つか，常時この手

　　を使って，出席だめをする人が出てくるのを

　　防ぐことがむつかしかろぅ。

　　　（70－38）長期病気の場合与えられる出席規

　　定免除の特典をｼﾆｱ・ｱｸづづ，ﾊﾞｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ

　　会員のみに限定せず，正会員，ｱﾃﾞｨｼｮﾅﾙ正

　　会員にも付与せよと求めるｲこﾉﾄﾞ１ｸﾗづの提案

　　であった。

　　　出席規定の緩和提案は以上のほかにも10件

　　を数えたがことごとく否決された。けだし出

　　席規定の緩和はﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの弱体化につな

　　がるものだ，という先覚の精神がなお厳存し

　　ている証左といえよう。

３　－
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［にﾄﾞ職業奉仕委員会はむつかしい″？□

　あるｸぅづ会長がさきごろｴﾊﾞこﾉｽﾄﾝの国際

ﾛｰﾀﾘｰ中央事務局を訪問し洩らしていぅに

は，四大奉仕部門のうちで一番むつかしいの

は職業奉仕だと。年度の終りが来て，何の活

動もできなかったという感じを持つのか職業

奉仕委員会でしょう，というのです。

　これに対する答えはこういうことです。ロ

ｰﾀﾘｰは職業分類という独特な原則の上に出

来ているｸﾗづであり，職業奉仕の真髄はﾛｰﾀ

ﾘｱこﾉ１人１人か自分の職場にﾛｰﾀﾘｰ精神を

もち込んでこれを生かす責任があるというこ

とに尽きます。ｸﾗづの職業奉仕委員長は，こ

の責任について常に全会員に注意を喚起する

ことが最大の任務であります。ｸぅづや委員会

はﾛｰﾀﾘｱこﾉ個人のなすべき職業奉仕を彼に代

ってなすことはできません。しかし彼に職業

奉仕を奨め励ますことはできるのです。

　そのほかに，ｸﾗうとしてなし得るいくつか

の例をあげるならば，四つのﾃｽﾄを各ﾛｰﾀﾘ

ｱこﾉにくばり，これをめいめいの職場，事務

所などに掲出して自省自戒に用い，また従業

者の開でも役立てること。輪番に会員の職場

訪問の日を設けること。お客さんに対する親

切ｺこﾉﾃｽﾄをしたり，卒業学生の就職相談会

を考えたり，小企業者相読会を開いたり，い

ろいろあると思います。

　年度の終りに当って，職業奉仕の責任をど

れほど遂行できたか，度合いを会員に１人１

人尋ねるとよいでしょう。その方法の１つ

は，職業奉仕採点ｶｰﾄﾞの利用です。これにつ

いては，第365地区委員会で編集・印刷して

全ｸﾗづ会員へ３月に配付した「職業奉仕の勘

どころ」（Ｂ６判40ﾍﾟｰj）の中に説明してあ

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　回貴クラブは何人拡大できたか口

　国際ﾛｰﾀﾘｰの元会長Richard　L.Evans

は，われわれすべてﾛｰﾀﾘｱこﾉになれたのは必

ずだれかが入れてくれたおかげだ。唯一の例

外はﾎﾟｰﾙ・ハリスだけだと申したことかありま

す。味わうべきことばです。

　ｸうづ会員かよくﾛｰﾀﾘｰを知り，またﾛｰﾀﾘ

ｰの目的に信奉するとき，ｸﾗうは会員拡大が

可能です。ｸﾗうの活動が積極的で，会員の関

心を高めている時，会員増加ができます。ク

ラづが何らかの企画に参加して住民の間にロー

タリーの存在がよく知られたとき，ﾛｰﾀﾘｱこﾉは

よい評価を得，従って会員拡張ができやすく

なります。会員の拡大はｸうづ活動を一層積極

化できるというはね返りがあるのです。

　さてわが第365地区における本年度の会員

拡大の成果はどうであったか回顧してみまし

ょう。本年5.月末日における地区内の85ｸﾗづ

の会員総数は5,152人であります。　昨年６月

末は4,710人ですから442人の増加に当りま

す。この中には３新ｸﾗづ（88人）を含んでい

ますので，これを差引けば，354人の純増で

す。１ｸﾗﾘ当り４人半になります。会長城が

６ｸﾗづあり，また無増減，静止が２ｸﾗうで

す。第10ﾍﾟｰりの表をご覧下さい。

[コアトランタ大会の参加者11,167回

　　　６月４日，大会最終日の発表によれば大会

　　登録音数は，ﾛｰﾀﾘｱﾆﾉおよび家族ら10,803

　　人，このほかに16歳未満の無料少年の参加者

　　が364人ありました。日本からの参加は163

　　人。参加国は69.

4－
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口ＲＩ会長指名委員に

　　　　松本兼二郎君（東京）選出回

　６月３日（水）ｱﾄﾗﾆﾉﾀ国際大会において

1972－73年度のＲＩ会長を指名する委員11人

の選挙が行なわれ，その１人にｱﾘｱ地域から

東京ｸﾗづの松本兼二郎元ＲＩ理事が選出され

ました。

□□帰国した西豪州研究グループ

　　　　第245地区ガバナーから来信□□

22 May， 1970

Yoshitaka Tsukamoto，

Governor，District 365， R.I.，

Hotel New Osaka，

3-5 Nakanoshima， Kitaku，

0SAKA 530， JAPAN.

　
Dear Yoshi，

　Many thanks for your letter dated the

15th May， and your telegram received

in recent days.

　l am pleased to report that early this

morning five of the team returned at the

Perth Airport and　were met by their

relatives and Rotarian friends. They were

all well and extremely happy, and spoke

very highly of their complete tour. They

were able to call in at　Hong Kong and

Singapore and were able to make com-

parisons of　their　experience　in　Japan

with these places. l can assure you they

were very favourable to Japan.

　After the team has been home for a

short　while and　made　their reports，I

wm naturally be contacting you　again，

but it is obvious， Yoshi，that this Exch-

ange is off to a very good start， as the

boys have had　nothing　but　praise　for

everything that you and　the　Rotarians

of　your　District have been　able to　do

for them.

　l would hope that　you　will try　and

convey these thoughts to your dubs and

the Rotarians，as their　effort has been

greatly appredated by all of us here who

have been concemed with this project.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　’With kind regards for the time being，

　Yours in Rotary，

L..（Les）WEARNE

District Governor 245.

　　□□海外医療協力会へ50万円贈る□□

　　　世界社会奉仕World Community Service

　　本年度の当地区の計画として４項目を決定し

　　ましたが（加廿一月付第６号12月１日）その

　　うち最初の３項目はすでにそれぞれ実行ずみ

　　であります。最後の第４項日本青年海外協力

　　家への援助すなわち，第365地区各地から海

　　外へ派遣されている同家隊員20人へ手回わり

　　品を調達贈呈する件は取り止めることにいた

　　しました。理由は，同家への国からの援助が

　　本年度政府予算において著しく増額せられた

　　結果その必要がなくなったゆえであります。

　　　この第４項目に代るものとしてＷＣＳ地区

　　委員会で相談の結果，日本ｷﾘｽﾄ教海外医療

　　協力会（ＪＯＣＳ）へ金50万円を寄付し，適

　　当なる医療品などをこの協力会の手で海外の

　　活動施設へ送付してもらうことに決定しまし

　　た。日本青年海外協力説が主として開発途上

　　国への建設協力を目的としているのに対し，

　　このＪＯＣＳは，同じ趣旨に基き主として東

　　南ｱjアヘ昭和37年以来日本から医師を派遣し

　　て，医療活動を行なっている社団法人であ

　　り，ﾛｰﾀﾘｰの世界社会奉仕の目的に叶う活

　　動であると信じます。ＪＯＣＳが現在活動中

　　のところはﾈﾊﾟｰﾙ，ｲこﾉﾄﾞﾈｼｱ，合湾，ﾅｲﾘｪﾘ

　　ｱなどでありますが，特にﾈﾊﾞｰﾙにおいて結

　　核と闘っている岩村昇医師夫妻の活動は日本

　　でもよく知られ高く評価されております。

　　　JOcs＝Japan　overseas　Christian

　　　　Medical Cooperative Service 本部は

　　　　東京都新宿区新小川町３丁目１

５　－
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□ロイリノイから交換学生

　　　　　　　　　　　６人着く□□

　ｱﾒﾘｶ・ｲﾘﾉｲ州第649地区から青少年交換

学生６人（女子４人・男子２人）が予定のと

おり６月12目大阪へ到着したので13日（土）

午後６時から８時まで新大阪ﾎﾃﾙで，地区委

員長世戸一夫君主催の下に歓迎およびｵﾘｴこﾉ

ﾃｰｼｮこﾉの集まりを開きました。　出席したの

は到着した６人と，これを１ヵ月間受入れて

お世話下さるﾛｰﾀﾘｱこﾉ家族の方がた，および

当地区から交換相手地区（649，587，528地

区）へこの夏出掛ける交換学生８人とｽﾎﾟこﾉｻ

ｰﾛｰﾀﾘｰｸﾗづの委員の人たちです。また，塚

本ｶﾞﾊﾞﾅｰ，細川，井関雨月ﾊﾟﾅｰ・ｴﾚｸﾄならび

に堀内ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾟﾅｰ（青少年交換地区委員）も

臨席しました。　参加者は合計31人。ｶﾞﾊﾞﾅｰが

歓迎のあいさつを述べたあと，世戸委員長か

ら到着の６人ならびに来月出かける当地区の

学生に対していろいろと親切に注意を与えま

した。これから月余の楽しい滞在と交歓が始

まります。

□□lnteract会員と万国博出展の

　　　　　アジア代表者との懇談会□□

　５月23日（土）15 : 00～17 : 00新大阪ﾎﾃﾙ

において，第365地区ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ委員会の主

催で，日本万国博へ出展しているｱjｱ各国の

ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝの代表者を招待して，国際理解増進

を目的とした懇談会を開きました。招待に応

じて出席されたのは次の４人の方がたです。

　victor A. Lim（ﾌｲﾘﾋﾟこﾉ）

　U Ba Aye （ﾋﾞﾙﾏ）

　U Shwe Baw （ﾋﾞJしﾏ）

　Raghbir Dya1 （ｲこﾉﾄﾞ）

　こちら側は宮本章ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ地区委員長。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

上田，頼両委員および一条高校，橿原学院高

校，大阪市立東高校，堺市立工業高校各ｲﾆﾉﾀ

ｰｱｸﾄ会員および顧問先生がた約40人。　塚本

月ﾉ壮一も臨席しました。ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ生徒と招

待客との間で大へん熱心な質問や応答が行な

われ，懇談会の目的を達しました。

□□姉妹・提携クラブ一覧表□□

　ｸﾗﾘ

綾　　都

東大阪

茨　　木

和　　泉

門　　真

海　　南

貝　　塚

京都東

京都北

京都西

舞鶴来

守　　口

那智勝浦

大阪東

大阪北

大阪南

大阪淀川

　堺

堺　　南

白　　浜

次　　田

富田林

敦　　賀

宇
　
ハ

６　－

治

尾

姉妹ｸﾗづ（゛組合せｸﾗう）　　開始

Nimes　フラこノス

台　中

*台北西北

合北西

173区　’69

345区　’69

345区

345区

Eindhoven　ｵﾗこﾉﾀ　161区

Sunnyvale　アメリカ　　513区

Culver City　アメリカ　528区

含喇，Maderaアメリカ　522区

台北北　　　　　　　345区

台北西　　　　　　　345区

*巳エルリこノ　フラこノス

New xVestminster

　　　　　　　　　ｶﾅﾀ　504区

*Montery Parkアメリカ530区

South San Francisco 513区

Preston　ｵｰｽﾄラﾘｱ　280区

Boston　アメリカ　　　　793区

*高　維　　　　　　　345区

Berkeley　アメリカ　　516区

合中東南　　　　　　345区

Berkeley　アメリカ　　516区

XVindward oahu 同500区

Encinitas　アメリカ　　534区

Bethlehem　アメリカ　743区

Toowoomba

　　　　　　ｵｰｽﾄﾗﾘｱ　260区

Fresno xVestアメリカ　522区

台北東　　　　　　　345区

'66

'69

'64

'70

'67

'66

'68

'67

'63

'70

'67

'69

'60

'70

'67

'69

'67

゛64

'60

'63

'69

'69

'70



ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信第13号付録（10頁からお読みください）

いま舌利怜丿回峰秘リそたりG諭吠り時令者

　
（
ア
ナ
）
　
一
足
二
十
八
円
か
ら
三
十
円

の
も
の
を
注
文
に
応
じ
て
編
ん
で
い
る

の
で
す
。
米
第
ハ
軍
か
ら
三
十
円
の
も

の
を
四
十
円
で
買
い
た
い
と
い
う
注
文

に
も
不
当
な
利
益
は
得
ら
れ
な
い
と
糸

を
更
に
大
く
し
て
編
ん
で
い
る
こ
の

　
「
永
松
商
工
」
に
は
、
た
と
え
家
が
古

く
小
さ
く
て
も
、
又
麦
の
お
粥
だ
け
で

も
、
ど
の
家
に
も
見
ら
れ
な
い
明
る
さ

が
満
ち
て
い
る
。

　
（
永
松
）
小
さ
い
子
供
は
部
屋
で
寝
、

大
き
な
子
供
は
あ
そ
こ
に
蓮
を
敷
い
て

寝
ま
す
。
夜
に
な
る
と
茫
の
ホ
テ
ル
に

変
わ
る
の
で
、
子
供
達
は
　
「
荒
ホ
テ

ル
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
（
ア
ナ
）
耐
え
難
い
試
練
に
直
面
し
た

時
に
は
、
い
つ
も
、
自
分
か
い
な
く
な

っ
て
も
誰
か
が
あ
の
子
供
達
の
面
倒
を

見
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
私
よ
り
も
さ
ら

に
立
派
に
育
て
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思

い
、
子
供
達
の
幸
せ
の
た
め
に
も
、
そ

し
て
自
身
が
苦
し
み
に
耐
え
ら
れ
ず
逃

げ
だ
そ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
。

今
は
四
才
に
な
る
末
っ
子
が
Ｉ
人
立
ち

す
る
ま
で
は
必
ず
生
き
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
永
松
女
史
は
、
ど
う
し
よ
う
も

な
い
健
康
が
う
ら
め
し
く
て
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
（
永
松
）
現
在
育
て
て
い
る
子
供
達
を

　
一
人
立
ち
出
来
る
迄
生
き
て
お
れ
ば
と

　
い
う
望
み
だ
け
で
す
。
あ
の
子
供
達
の

　
顔
を
見
る
た
び
に
済
ま
な
い
気
持
で
Ｉ

　
杯
に
な
り
ま
す
。
私
か
急
に
倒
れ
る
よ

　
う
な
こ
と
に
な
る
と
あ
の
子
供
達
に
対

　
し
て
大
き
な
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。
子
供
達
か
一
人
一
人
ば
ら
ば
ら
に

　
な
っ
て
Ｉ
道
端
に
多
い
で
し
ょ
う

　
ー
新
聞
買
い
な
さ
い
、
靴
磨
き
な
さ

Ｘ
Ｉ
Ｉ

し

そ
し
し
て
女
中
働
き
に
行
く
子

供
、
こ
の
よ
う
に
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
せ
め
て
四
才
の
あ
の
子
が
中
学

を
卒
業
す
る
こ
ろ
ま
で
も
と
願
い
ま

す
。
　
（
ア
ナ
）
同
胞
で
も
な
い
外
国
人
が
果

し
て
永
松
女
史
の
よ
う
に
、
孤
兄
達
を

愛
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

長
い
歳
月
の
間
に
は
、
娘
を
嫁
に
や

り
、
息
子
に
嫁
を
貰
っ
て
も
あ
げ
た
。

し
か
し
、
彼
等
か
ら
の
恩
に
対
す
る
報

い
を
考
え
も
し
な
い
女
史
は
、
む
し
ろ

裏
切
っ
て
勝
手
に
恋
愛
結
婚
を
し
た
一

人
の
娘
を
あ
わ
れ
み
な
が
ら
、
そ
の
娘

●

か
ら
来
た
手
紙
を
手
に
し
て
涙
を
流
す

の
で
あ
る
。

　
（
永
松
）
お
母
さ
ん
、
そ
の
後
お
元
気

で
す
か
。
い
ま
私
は
い
つ
か
申
し
上
げ

た
人
と
暮
し
て
お
り
、
三
才
に
な
る
子

供
ま
で
お
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
過
ぎ

た
日
に
お
母
さ
ん
に
対
し
て
犯
し
た
罪

－
恋
愛
結
婚
の
こ
と
１
は
こ
の
私
か
分

別
も
な
く
行
な
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
お
許
し
下
さ
い
。
実
は
私
の
夫
が
三

月
三
日
、
忠
清
遊
。
報
恩
‘
と
い
う
所

で
事
故
を
起
こ
し
、
報
恩
の
警
察
に
拘

束
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
今
は
清
州
の
検

察
庁
に
ま
わ
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
十
三

日
が
最
初
の
公
判
で
す
。
も
し
お
母
さ

ん
か
少
し
尽
力
し
て
下
さ
れ
ば
済
む
と

思
い
ま
す
。
　
（
泣
き
声
で
聞
こ
え
な

い
。
）

　
（
ア
ナ
）
可
哀
想
な
方
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
溢
れ
る
涙
を
こ
ら
え
切
れ
ず
に

目
を
押
え
る
百
三
名
の
お
母
さ
ん
。
何

か
の
因
縁
で
こ
れ
ら
孤
兄
達
の
母
親
に

な
っ
た
永
松
女
史
は
、
苦
し
み
の
中
に

こ
そ
人
生
の
喜
び
が
あ
る
か
の
よ
う

に
、
苦
し
み
が
激
し
い
ほ
ど
胸
一
杯
に

幸
わ
せ
を
感
じ
る
よ
う
だ
。

●

　
（
永
松
）
私
は
百
三
名
の
母
、
一
人
で

百
三
名
の
母
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
。

た
と
え
世
間
の
人
び
と
が
気
達
い
と
言

お
う
と
も
…
…
（
は
っ
き
り
聞
き
と
れ

な
い
）

　
（
ア
ナ
）
今
は
鐘
路
区
楽
園
潤
一
〇
二

番
地
、
楽
園
ア
パ
ー
ト
の
隣
の
小
さ
な

家
に
「
永
松
商
工
」
と
い
う
看
板
を
掲

げ
手
袋
を
編
む
仕
事
を
営
ん
で
い
る
永

松
女
史
、
女
史
の
こ
の
よ
う
な
暖
か
い

愛
情
に
溢
れ
た
姿
は
、
丁
度
あ
の
菊
の

花
に
も
似
て
、
我
々
に
慰
め
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
永
松
女
史
は
子
供
達
の
心

を
尽
し
て
の
孝
行
の
中
で
、
今
日
も
又

そ
の
義
務
感
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
一

生
懸
命
に
手
袋
を
編
ん
で
い
る
子
供
達

に
囲
ま
れ
て
、
幸
わ
せ
そ
う
に
見
え
ま

す
。
　
（
子
供
達
の
声
）
偉
い
人
間
に
な
る
よ

り
も
、
お
金
を
た
く
さ
ん
儲
け
て
、
お

母
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い
。

　
（
子
供
達
の
声
）
私
は
お
母
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
国
の
政
治
家
か
、
立

派
な
人
に
な
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

-
７-
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貰
っ
て
き
て
は
そ
れ
を
炊
い
て
子
供
達

に
食
べ
さ
せ
、
散
髪
を
し
な
が
ら
夜
に

は
労
働
者
の
作
業
服
を
縫
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
立
ち
退
き
の
た
め
家
か
壊
さ

れ
て
今
の
所
に
移
っ
た
の
で
す
。

　
（
ア
ナ
）
貧
し
さ
の
中
に
も
幸
せ
は
真

珠
の
よ
う
に
輝
き
、
栄
華
で
豊
か
な
生

活
の
中
に
も
不
幸
は
訪
れ
る
。
身
を
粉

に
し
て
孤
兄
達
を
育
て
る
永
松
女
史

は
、
始
め
て
生
き
甲
斐
を
覚
え
、
希
望

で
胸
が
ふ
く
ら
む
の
も
意
識
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
苦
し

み
を
悦
び
と
し
、
否
、
苦
労
を
職
業
と

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の

苦
労
を
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
。
フ
九
六
八
年
の
夏
、
都
市

計
画
に
よ
っ
て
人
事
洞
の
永
松
女
史
と

三
十
余
名
の
子
供
達
の
「
す
み
か
」
は

壊
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
外
国
人
で
あ

る
が
故
に
縁
故
権
も
主
張
出
来
ず
、
女

史
は
家
が
壊
わ
さ
れ
た
時
に
負
傷
し
た

ま
ま
道
端
に
追
い
出
さ
れ
、
到
底
子
供

達
を
連
れ
て
生
き
て
行
く
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
（
永
松
）
そ
の
時
は
茫
然
自
失
の
状
態

だ
っ
た
の
で
す
。
今
、
私
の
歯
が
無
く

●

な
っ
て
い
る
の
も
そ
の
時
に
折
れ
た
も

の
で
す
。
目
も
開
け
ら
れ
ず
に
倒
れ
て

い
た
私
を
あ
る
内
科
病
院
の
院
長
さ
ん

が
無
料
で
入
院
さ
せ
、
子
供
達
は
役
所

で
出
し
て
く
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
布
団
な

ど
を
積
ん
で
一
部
は
学
校
に
一
部
は
山

の
上
に
と
分
散
し
た
の
で
す
。

　
（
ア
ナ
）
自
分
が
汗
水
た
ら
し
苦
労
し

て
買
っ
た
十
二
坪
の
家
を
、
外
国
人
で

あ
る
が
た
め
に
一
銭
も
貰
う
こ
と
も
で

き
ず
に
壊
さ
れ
た
女
史
は
、
絶
望
と
憤

り
に
包
ま
れ
、
子
供
ど
こ
ろ
か
自
分
自

身
さ
え
生
き
る
気
力
を
無
く
し
、
虚
脱

の
状
態
に
陥
い
っ
て
し
ま
っ
た
と
言

　
（
永
松
）
と
こ
ろ
が
私
が
病
院
で
意
識

を
取
り
戻
し
た
時
、
子
供
達
か
、
私
達

の
お
母
さ
ん
と
言
い
、
お
母
さ
ん
お
腹

が
空
い
た
、
お
母
さ
ん
い
つ
に
な
っ
た

ら
皆
か
集
っ
て
暮
す
よ
う
に
な
り
、
又

学
校
へ
も
行
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
と

聞
く
の
で
す
。
あ
あ
、
こ
の
世
の
中
で

誰
よ
り
も
自
分
が
一
番
幸
せ
で
あ
り
、

私
を
信
じ
私
を
頼
っ
て
い
る
あ
の
よ
う

な
子
供
達
が
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に

目
覚
め
た
の
で
す
。
こ
の
子
供
達
の
た

●

め
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
よ
う
。
お
金

を
な
ん
と
か
工
面
し
て
一
日
も
早
く
家

を
建
て
な
け
れ
ば
と
思
い
、
子
供
達
に

お
母
さ
ん
は
も
う
す
ぐ
良
く
な
る
か

ら
、
そ
う
す
れ
ば
皆
一
緒
に
な
れ
る
か

ら
も
う
少
し
今
の
所
で
辛
抱
し
な
さ
い

ね
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
再
び
一

緒
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
家
族
な
の
で

す
。

　
（
ア
ナ
）
絶
望
的
な
こ
と
で
あ
る
の
を

知
り
な
が
ら
も
、
ど
う
し
て
も
子
供
達

の
顔
か
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
こ
れ
程

ま
で
に
気
力
を
無
く
し
、
疲
れ
果
て
た

自
分
を
、
そ
れ
で
も
頼
ろ
う
と
す
る
子

供
達
を
見
て
力
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

女
史
に
と
っ
て
そ
れ
ま
で
の
惨
め
な
苫

労
を
忘
れ
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
楽
園
洞
一
番
地
、
今
の
家
は
血
の

に
じ
む
よ
う
な
苦
労
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
と
言
う
。

　
（
永
松
）
当
時
立
ち
退
き
に
あ
っ
た
露

店
の
商
人
達
の
遊
ん
で
い
る
お
金
を
あ

ち
こ
ち
か
ら
掻
き
集
め
て
、
こ
の
家
を

百
八
十
万
で
買
っ
た
の
で
す
。

　
（
ア
ナ
）
し
か
し
、
長
年
の
耐
え
難
い

苦
労
は
彼
女
の
健
康
を
む
し
ば
み
、
余

り
に
も
多
量
の
血
を
売
っ
た
た
め
に
彼

女
の
体
は
こ
れ
以
上
バ
リ
カ
ン
を
持
っ

て
立
ち
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
上
に
お
客
は
少
な
く
、

借
金
は
利
子
を
生
み
殖
え
て
行
き
ま
し

た
。
や
が
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

若
干
の
援
助
金
で
借
金
は
殆
ん
ど
返
済

す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
彼
女
の
健
康

は
そ
れ
以
上
散
髪
店
経
営
に
耐
え
る
こ

と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
去
年
の
十
二
月
十
八
日
か

ら
小
さ
い
機
械
を
置
い
て
木
綿
の
手
袋

を
編
ん
で
い
る
と
言
う
。

　
（
永
松
）
足
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
急
に
目
が
悪
く
な
っ
て
き
た
の
で

す
。
私
は
自
尊
心
が
非
常
に
強
く
、
考

え
に
考
え
て
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来

な
い
自
分
を
、
死
ぬ
気
に
な
れ
ば
出
来

な
い
こ
と
は
な
い
と
厳
し
く
勇
気
づ
け

て
始
め
た
の
が
こ
の
仕
事
で
す
。
本
屋

を
開
き
雑
誌
な
ど
を
売
る
こ
と
も
考
え

ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
子
供
達

か
手
伝
う
こ
と
が
出
来
、
子
供
達
に
働

い
て
食
べ
て
行
く
精
神
を
養
い
た
い
と

思
い
選
ん
だ
の
が
こ
の
木
綿
の
手
袋
を

編
む
こ
と
な
の
で
す
。

-８一
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か
っ
た
が
、
生
き
る
た
め
こ
の
よ
う
に

通
い
所
ま
で
や
っ
て
来
た
二
人
で
あ
っ

た
た
め
に
少
し
く
ら
い
の
苦
し
さ
は
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
耐
え
、
そ
の
生
活
へ

の
意
欲
は
や
が
て
安
定
し
た
生
活
を
も

た
ら
し
た
。
二
、
三
頭
だ
っ
た
豚
も
数

十
頭
に
増
え
中
国
人
雇
傭
人
ま
で
置
く

よ
う
に
な
り
大
規
模
な
養
豚
事
業
を
営

な
む
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
し
か
し

何
と
い
う
運
命
の
非
情
さ
で
あ
ろ
う

か
。
突
然
母
親
が
亡
く
な
り
満
州
の
広

野
、
い
や
こ
の
世
の
中
に
唯
一
人
取
り

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
涯
の
孤
児
に

な
っ
た
女
史
の
険
し
い
人
生
航
路
は
こ

の
よ
う
に
天
真
爛
漫
な
幼
な
い
頃
か
ら

だ
っ
た
。

　
（
永
松
）
母
の
雇
い
人
に
よ
っ
て
、
当

時
の
満
州
の
金
弐
拾
円
か
参
拾
円
で
中

国
の
百
姓
の
家
に
売
ら
れ
た
の
で
す
。

最
初
の
年
は
家
の
外
に
出
さ
れ
ず
、
そ

の
翌
年
つ
ま
り
七
才
の
時
に
な
っ
て
農

場
に
連
れ
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
時
逃

げ
よ
う
と
し
て
捕
ま
り
、
そ
の
時
九
才

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
五
拾
円
で
他
の

家
に
売
ら
れ
た
の
で
す
。
百
姓
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
才
の
時
に
そ

こ
か
ら
抜
け
出
し
て
日
本
憲
兵
隊
の
と

こ
ろ
で
使
い
な
ど
を
し
て
後
、
自
由
の

身
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
（
ア
ナ
）
昨
日
ま
で
雇
い
人
で
あ
っ
た

中
国
人
の
背
中
に
負
わ
れ
売
ら
れ
る
身

に
な
っ
た
女
史
は
、
十
九
才
の
年
に
戦

争
が
終
る
ま
で
あ
の
家
こ
の
家
と
中
国

人
の
手
に
よ
っ
て
売
ら
れ
な
が
ら
大
き

く
な
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
戦
争
が
終

る
と
、
あ
ち
こ
ち
訪
ず
ね
て
母
親
の
遺

骨
を
埋
め
て
あ
げ
、
漠
然
と
し
て
い
て

も
な
ん
と
か
生
き
る
道
が
あ
る
だ
ろ
う

と
い
う
希
望
を
抱
き
、
祖
国
日
本
に
渡

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
女
の
険
し

い
運
命
は
終
り
は
し
な
か
っ
た
。
何
よ

り
も
空
腹
の
苦
痛
は
耐
え
ら
れ
ず
最
後

の
道
を
選
ぶ
他
な
か
っ
た
と
言
う
。

　
（
永
松
）
そ
の
時
は
東
京
も
ひ
ど
い
状

態
だ
っ
た
の
で
す
。
働
く
に
も
働
く
所

が
無
か
っ
た
の
で
す
。
空
腹
の
た
め
冷

汗
が
出
る
程
に
な
り
ど
う
に
も
な
す
べ

き
術
を
知
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
い

思
い
を
す
る
な
ら
母
か
眠
っ
て
い
る
満

州
の
方
が
良
い
の
だ
、
そ
こ
へ
行
っ
て

い
ざ
と
い
う
時
は
母
の
墓
の
傍
で
死
の

う
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
満
州
へ
行

●

こ
う
と
韓
国
に
密
航
し
て
来
た
の
で

す
。
　
（
ア
ナ
）
ひ
も
じ
さ
と
悲
し
み
に
耐
え

切
れ
ず
、
こ
れ
以
上
生
き
る
意
欲
も
無

く
、
疲
れ
果
て
た
体
を
そ
れ
以
上
支
え

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
女
史
は
、

今
は
総
て
が
終
っ
た
し
、
た
だ
懐
か
し

い
母
の
墓
を
訪
ね
、
母
親
の
暖
か
い
胸

に
抱
か
れ
て
眠
り
た
い
と
い
う
思
い
だ

け
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
の
思
い
の
為
に

再
び
韓
国
に
来
た
の
だ
が
、
三
十
八
度

線
の
存
在
が
そ
の
小
さ
な
願
い
さ
え
か

な
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
悪

い
こ
と
に
は
、
密
航
を
し
た
翌
年
に
朝

鮮
戦
争
が
起
り
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
惨
状

か
く
り
広
げ
ら
れ
た
。
流
れ
弾
に
当
た

り
死
ん
で
い
る
母
親
の
胸
に
抱
か
れ
流

れ
る
血
を
吸
っ
て
い
る
幼
い
子
供
、
親

を
失
い
廃
墟
と
化
し
た
街
を
泣
き
な
が

ら
う
ろ
つ
い
て
い
る
子
供
達
、
自
分
の

身
さ
え
も
ど
う
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
女
史
で
あ
り
、
自
分
が
余
り
に
も

苛
め
ら
れ
て
育
て
ら
れ
た
た
め
に
、
む

し
ろ
憎
い
子
供
達
で
あ
る
の
に
ど
う
し

て
も
放
っ
て
置
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
と
言
う
。
彼
等
を
見
捨
て
ら
れ
ず
、

●

こ
の
よ
う
に
し
て
孤
兄
達
と
共
に
第
二

の
人
生
を
歩
み
始
め
た
の
で
す
。
戦
争

の
た
め
に
誰
か
が
捨
て
た
リ
ャ
カ
ー
を

使
っ
て
、
う
ど
ん
を
売
っ
て
は
子
供
達

を
食
べ
さ
せ
、
古
物
売
り
を
し
て
お
金

を
貯
め
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
一
・

四
退
却
（
一
九
五
一
年
一
月
、
中
国
軍

介
入
の
た
め
ソ
ウ
ル
を
退
却
）
の
時
に

は
釜
山
に
ま
で
避
難
を
し
、
同
じ
年
九

月
二
十
八
日
ソ
ウ
ル
奪
回
後
、
再
び
ソ

ウ
ル
に
戻
り
、
落
ち
着
い
た
の
が
鐘
紡

区
人
事
洞
六
八
番
地
鐘
紡
区
庁
の
向
い

側
だ
っ
た
と
言
う
。
小
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク

の
家
を
建
て
散
髪
屋
を
開
き
、
昼
間
は

自
か
ら
散
髪
を
し
、
夜
は
労
働
者
の
服

を
縫
い
な
が
ら
た
だ
孤
兄
達
の
た
め
に

一
生
懸
命
だ
っ
た
の
で
す
。
ど
の
よ
う

に
し
て
も
子
供
達
を
育
て
な
け
れ
ば
と

い
う
決
心
は
、
生
き
る
こ
と
の
意
欲
を

固
く
さ
せ
、
人
間
以
下
の
惨
め
な
生

活
も
躊
躇
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
の
で

す
。
　
（
永
松
）
当
時
「
平
壌
冷
麺
屋
」
と
い

う
の
が
文
化
劇
場
の
下
に
‘
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
へ
行
き
犬
に
や
る
か
ら
と
嘘

を
つ
い
て
バ
ケ
ツ
に
客
の
食
べ
残
り
を

一９一
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（
こ
れ
は
四
月
五
日
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
三
十
分
間
、
ソ
ウ
ル
の
文
化
放
送

＝
Ｍ
Ｂ
Ｃ
＝
で
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た

　
（
韓
国
語
）
の
を
日
本
訳
し
た
も
の
で

す
。
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
月
信
一
一
号
参
照
塚
本
義
隆
）

　
い
つ
の
日
か
世
間
の
人
び
と
の
口
に

の
ぽ
っ
た
所
、
そ
の
話
題
の
場
は
、
今

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
歳

月
の
中
に
流
れ
た
所
を
訪
ね
、
当
時
の

話
を
聞
き
、
変
わ
っ
た
今
日
の
姿
を
の

ぞ
く
こ
の
時
間
、
今
日
は
、
孤
児
の

母
、
永
松
女
史
の
「
永
松
散
髪
店
」
を

訪
れ
て
み
ま
す
。

　
土
地
が
狭
い
た
め
な
の
か
、
あ
る
い

は
人
口
か
増
え
た
た
め
な
の
か
、
こ
の

世
は
時
が
た
つ
に
つ
れ
利
己
心
と
断
絶

か
支
配
し
、
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
い
う
言

葉
の
か
わ
り
に
「
要
領
」
と
い
う
言
葉

が
闇
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
び
と

●

は
皆
、
障
碍
競
技
の
よ
う
に
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
身
を
抜
け
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の

場
そ
の
場
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
巧
み

に
行
動
す
る
小
賢
こ
い
人
間
に
な
り
、

春
に
な
っ
て
新
芽
が
息
吹
き
始
め
て
も

気
付
か
な
い
程
に
心
が
す
さ
み
、
人
情

の
泉
か
日
毎
に
渇
い
て
行
く
。
悲
し
み

も
喜
び
も
分
け
あ
っ
て
き
た
人
び
と

が
、
一
体
い
つ
か
ら
、
隣
人
は
ど
う
あ

れ
、
自
分
だ
け
が
よ
け
れ
ば
と
い
う
冷

た
い
人
間
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
陸

橋
や
地
下
街
で
物
乞
い
を
す
る
乞
食
が

腕
が
一
本
無
く
、
足
か
一
本
無
く
て
も

気
に
も
止
め
な
い
こ
の
殺
伐
と
し
た
社

会
。
金
が
人
を
支
配
し
、
功
利
性
と
名

誉
欲
が
う
ご
め
き
、
利
己
心
の
充
満
し

て
い
る
こ
の
醜
い
社
会
。
人
々
は
騒
音

と
、
人
の
波
と
、
汚
染
さ
れ
た
大
気
の

中
で
息
を
吸
い
、
自
分
の
利
益
だ
け
を

捜
し
求
め
て
走
り
廻
っ
て
い
る
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
止
む
こ
と
な
く
、
長
い

歳
月
を
鳴
り
続
け
て
き
た
、
あ
の
鐘
の

●

よ
う
に
、
骨
に
染
み
る
苦
痛
と
、
深
い

悲
し
み
を
耐
え
忍
び
な
が
ら
、
国
籍
よ

り
も
宗
教
よ
り
も
、
も
っ
と
暖
か
い
人

情
の
泉
を
信
じ
な
が
ら
生
き
抜
い
て
き

た
孤
児
の
母
「
永
松
女
史
」
。
気
品
高

い
菊
の
花
が
、
他
の
花
が
し
お
れ
そ
の

光
を
失
う
時
に
、
ひ
と
り
香
り
高
く
美

し
さ
を
保
つ
よ
う
に
、
汚
れ
醜
い
こ
の

社
会
、
感
覚
的
享
楽
に
溺
れ
て
い
る
こ

の
社
会
の
中
で
、
永
松
女
史
の
美
し
い

心
は
、
一
ふ
さ
の
菊
の
花
の
よ
う
に
慰

め
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
民
族
の
悲
劇
、
六
・
二
五
動
乱
の

後
、
二
十
余
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
た

だ
孤
兄
達
の
た
め
に
生
き
て
き
た
女
。

心
の
表
裏
が
異
な
る
と
言
わ
れ
る
日
本

人
で
あ
り
、
し
か
も
、
ま
だ
年
若
く
か

弱
い
女
性
で
あ
り
な
が
ら
、
目
の
前
か

真
暗
な
絶
望
の
中
で
苦
悶
し
、
耐
え
切

れ
な
い
程
の
生
活
苦
に
悩
み
な
が
ら

も
、
な
ぜ
彼
女
は
韓
国
孤
児
の
た
め
に

そ
の
青
春
を
捧
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
永
松
）
朝
鮮
戦
争
の
時
で
す
。
市
街

戦
の
流
れ
弾
に
倒
れ
た
母
親
に
抱
か
れ

た
赤
ん
坊
か
、
そ
の
母
親
か
ら
流
れ
る

血
を
阪
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
赤

ん
坊
を
助
け
た
い
と
い
う
事
が
最
初
の

動
機
で
し
た
。

。
（
ア
ナ
）
急
行
列
車
が
田
舎
の
駅
を
通

り
過
ぎ
る
よ
う
に
、
頼
る
所
の
な
い
孤

児
遠
の
運
命
と
そ
の
嘆
き
の
前
で
足
も

止
め
ず
目
も
向
け
な
い
こ
の
社
会
、
こ

の
市
民
遠
、
む
し
ろ
社
会
事
業
と
い
う

美
名
を
私
利
私
欲
に
利
用
す
る
我
国
民

に
比
べ
て
な
ん
と
美
し
い
心
だ
ろ
う

か
。
韓
国
に
渡
っ
て
来
た
時
に
は
美
し

か
っ
た
そ
の
顔
に
は
多
く
の
皺
か
刻
ま

れ
、
希
望
に
輝
い
て
い
た
瞳
に
は
そ
の

間
流
し
た
涙
の
し
み
が
付
き
、
荒
れ
果

て
太
く
な
っ
た
指
の
節
に
は
百
三
名
を

育
て
あ
げ
た
苦
労
が
う
か
が
え
胸
が
痛

む
の
に
、
彼
女
は
険
し
か
っ
た
過
去
を

た
ど
り
な
が
ら
疲
れ
果
て
冷
え
き
っ
て

し
ま
お
う
と
す
る
意
志
を
蘇
え
ら
せ
て

い
る
よ
う
だ
。

　
（
永
松
）
私
は
東
京
で
生
れ
た
の
で
す

か
、
二
つ
の
時
に
父
が
亡
く
な
り
、
そ

の
後
母
と
満
州
に
行
っ
た
の
で
す
。

　
（
ア
ナ
）
何
百
里
離
れ
た
満
州
平
野
に

定
着
し
た
母
娘
、
知
っ
て
い
る
人
は
誰

一
人
な
く
、
見
知
ら
ぬ
土
地
に
生
活
す

る
こ
と
は
女
の
力
で
は
余
り
に
も
苦
し

-10-
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□□奨学生　児玉輝美さん

　　　　　　　　５月末帰国□□

　五月空のもとお元気にご活躍のこととおよ

ろこび申し上げます。ｲｴｰﾙ大学の牛ﾔこﾉﾊﾞｽに

ももくれんやぅｲﾗｯｸが咲き誇り，美しい香

りを漂わせてくれております。

　２月には月ﾊﾟﾅｰ月信２月号を戴きありがと

うございました。私の手紙が載っております

のを知って冷汗かきましたが，ﾛｰﾀﾘｰにつ

いてよく学べて喜んでおります。又春季のｽ

ﾋﾟｰﾁの会報や，第798地区年次大会でﾋﾟｱﾉ演

奏しました時のう[]ｸﾞﾗﾑなどを同封ご報告さ

せていただきますので，どうぞご覧下さいま

せ。

　今学期は作曲，理論を加えて５⊃-ｽを受

け，力こﾉﾎﾟｼﾞｱ問題でスト決行中ですのに，これ

らの課目だけは試験があって，さすがにｸﾗ

Ξ:こﾉｸﾞな勉強さされております。作曲の先生

Prof.Alexander Goehrはｼｴｰこﾉﾍﾞﾙｼﾞの後継

者で，今夏ｲ平ﾘｽのｼこﾉﾌｫﾕｰ・ｵｰｹｽﾄﾗが来

日します際，大阪でも彼の作品ｼこﾉﾌｫﾆｰN0.1

が演奏されますとか，どんな反響か興味深く

しております。

　来月帰国します時にはごあいさつさせてい

ただきますのを楽しみにしています。どうか

ご自愛下さいませ。５月24日

塚本ｶﾞﾊﾟﾅｰ様

児玉輝美

(注)児玉輝美さんは５月28日帰国，６月５

　日大阪ＲＣの例会に出席しました。なお児

　玉さんは，５月９日，上記のようにｱﾒﾘカ

　・ｺﾈﾁｶｯﾄ州New Haven市のPark P】aza

Hotelで開催された第798地区の年次大会

にも出席，ﾋﾟｱﾉ演奏をしたが，同地区大会

は，１年間滞在中方々のｸﾗﾂﾞﾍ顔を出し，

また，音楽を通じて，りっぱな親善大使の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

役目を果したというので，彼女に祝辞を呈

し，その旨の決議文をもらって帰国しまし

た。

□□第365－366両地区協議会□□

　６月12日（金）9 :30～16 : 30京都ﾎﾃﾙに

おいて４日前帰国されたばかりの細川清第

365地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ･ｴしｸﾄを迎え,塚本がﾊﾟﾅｰの司

会によって地区協議会を開催しました。参加

者は７月１日から新地区の区域となる奈良，

京都，滋賀，福井の４府県内の37ｸﾗづから，

会長，幹事，四大奉仕部門の担当理事，0-ﾀ

ﾘｰ財団委員長，ｸﾗづ会報編集者のおのおの

８人出席予定のところ，奉仕部門で計９人が

不参であったほかは全員出席しました。逆に

傍聴出席という熱心な会員が９人（うち結成

準備中の京都城陽ｸﾗづから４人）あり，ほか

にﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾟﾅｰ，ﾘｰﾀｰ，ﾊﾟﾈﾗｰ，地区委員など

を加えて総参加者324人でありました。

　翌６月13日（土）9 :30～16 : 00 新大阪ﾎ

ﾃﾙにおいて，５日前に帰国の井関久楠第366

地区次期ｶﾞﾊﾞﾅｰを迎えて，塚本がﾉ曾一司会の

下に，大阪，和歌山を区域とする新地区内の

52ｸﾗづから前掲同様に各８人ずつ合計416人

　（うち31人欠席）ほかにﾘｰﾀｰ，ﾊﾟﾈﾗｰ，地

区委員，ﾎｽﾄｸﾗづ和歌山ＲＣからの参加を加

えて総出席数434人にのぽりました。

　両地区協議会ともに，づﾛｸﾞﾗﾑは国際ﾛｰﾀﾘ

ｰ指示のとおりの内容できわめて活発に，成

功のうちに終了しました。協議会の詳細は京

都，和歌山両ﾎｽﾄｸﾗづで取りまとめて１ヵ月

ぐらいの間に参加ｸﾗうへお送りします。

　両地区協議会をﾎｽﾄされた京都，和歌山両

ｸﾗづに対し厚くお礼を申上げます。またりｰﾀ

ｰ，ﾊﾟﾈﾗｰをお引受け下された諸君に対して

　　　も深甚のお礼を申述べます。
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た
る
と
こ
ろ
に
保
存
し
て
い
る
ロ
ー
マ

と
の
差
に
、
人
間
と
し
て
の
生
活
と
い

う
こ
と
に
対
す
る
受
止
め
方
の
違
い
を

し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ま
し
た
』

　
　
『
食
品
表
示
の
適
正
化
と
い
う
こ
と

も
、
人
間
と
し
て
の
生
活
に
結
び
つ
い

た
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
人

聞
か
生
存
し
て
い
く
た
め
の
最
も
基
本

的
な
も
の
と
し
て
の
食
品
か
、
い
つ
と

は
な
し
に
安
心
の
で
き
な
い
、
何
か
原

料
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
気
持

を
消
費
者
に
い
だ
か
せ
始
め
て
い
る
。

こ
れ
を
再
び
安
心
の
で
き
る
人
間
の
た

め
の
食
品
に
戻
す
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
Ｆ

Ａ
Ｏ
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
委
員
会
の
ね
ら
い
で
あ

ろ
う
。
』

　
次
ぎ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
話
で
す
が
、

公
害
と
戦
う
広
告
マ
ン
の
グ
ル
ー
プ

　
「
大
気
汚
染
を
ス
ト
。
プ
さ
せ
る
会
」

が
シ
カ
ゴ
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
、
各
広
告
代
理
店
お
よ
び

広
告
マ
ン
が
自
発
的
に
参
加
し
て
つ
く

ら
れ
、
そ
れ
自
体
が
広
告
代
理
業
の
活

動
を
行
な
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
・
Ａ
Ｇ
Ｅ
誌

に
よ
る
と
、
同
グ
ル
ー
プ
の
戦
略
は
き

わ
め
て
戦
闘
的
で
、
大
気
を
汚
染
さ
せ

て
い
る
企
業
、
必
要
な
ら
ば
重
役
個
人

名
を
広
告
の
な
か
で
掲
げ
、
大
衆
に
行

動
コ
ー
ス
を
教
え
る
と
の
意
向
で
す
。

同
グ
ル
ー
プ
の
議
長
フ
ォ
ー
テ
ッ
ク
氏

は
「
法
律
の
許
す
範
囲
で
露
骨
な
手
段

を
と
る
つ
も
り
だ
」
　
と
い
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
非
営
利
機
関
と
し

て
登
録
す
る
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

す
で
に
五
十
人
の
広
告
マ
ン
、
Ｐ
Ｒ
マ

ン
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
は
本
年
年
頭

の
議
会
に
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で

次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
『
七
〇
年
代
の
最
大
問
題
は
、
わ
れ

わ
れ
は
自
分
た
ち
の
環
境
に
屈
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
わ
れ
わ
れ
が
自
然
と
の

間
に
平
和
な
関
係
を
作
り
あ
げ
、
自
分

た
ち
の
空
気
、
土
地
、
水
に
与
え
た
損

害
に
対
し
て
償
い
を
し
始
め
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
を
あ
る
べ
き
姿

に
戻
す
こ
と
は
、
党
派
を
越
え
た
大
義

で
あ
る
。
清
ら
か
な
空
気
、
清
い
水
、

広
い
空
間
－
こ
れ
ら
は
再
び
ア
メ
リ

カ
人
一
人
一
人
に
と
っ
て
生
ま
れ
な
が

ら
の
権
利
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
行
動
を
起
せ

●

ば
、
そ
う
な
る
だ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
に
空
気
を
タ
ダ
だ

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
よ
ご
れ
の
な

い
空
気
は
も
は
や
タ
ダ
で
は
な
く
、
清

潔
な
水
も
タ
ダ
で
は
な
い
。
汚
染
管
理

の
経
費
は
高
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
何
年
か
、
わ
れ
わ
れ
が
不
注
意
で
あ

っ
た
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
に
対
し

負
債
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
こ
の

借
り
を
返
え
せ
と
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
議
会
に
全
国
的
な
水
の
浄
化
計

画
の
た
め
に
百
億
ド
ル
か
け
る
こ
と
を

提
案
す
る
つ
も
り
だ
。
こ
の
計
画
で
は

水
を
再
び
清
浄
に
す
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
す
べ
て
の
場
所
に
近
代
設
備
の

都
市
排
水
処
理
工
場
を
設
け
る
こ
と

ー
し
か
も
そ
れ
を
今
直
ち
に
行
な
う

こ
と
に
す
る
。
い
ま
始
め
れ
ば
こ
の
計

画
は
五
年
以
内
に
達
成
さ
れ
る
。

　
自
動
車
は
大
気
を
汚
染
さ
せ
る
元
兇

で
あ
る
。
適
切
な
管
理
を
行
な
お
う
と

す
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
と
燃
料
の

性
質
を
さ
ら
に
進
歩
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
調
査
研
究
を
強
化
し

さ
ら
に
厳
格
な
基
準
を
制
定
し
、
施
行

措
置
を
強
め
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
今
す

ぐ
行
な
う
で
あ
ろ
う
。

●

　
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
、
大
気
と
水
が

共
通
の
財
産
で
あ
り
、
結
果
を
顧
慮
せ

ず
に
だ
れ
も
が
勝
手
に
使
え
る
も
の
だ

と
の
考
え
方
は
許
さ
れ
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
、
い
ま
こ
れ
ら
を
、
隣
の
庭
に
ゴ

ミ
を
自
由
に
捨
て
ら
れ
な
い
の
と
同
様

に
、
よ
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
乏
し
い

資
源
と
し
て
扱
い
始
め
る
べ
き
で
あ

る
。
」

　
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
広
大
な
国
土
を

も
つ
国
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
決
意
が
見

ら
れ
ま
す
。
狭
い
国
土
の
日
本
は
一
段

激
し
い
覚
悟
が
必
要
で
す
。
人
間
が
人

間
た
り
得
る
ゆ
え
ん
は
、
自
制
力
と
、

他
人
に
及
ぼ
す
害
を
あ
ら
か
じ
め
予
測

し
う
る
力
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
中
に
は
直
接
、

間
接
に
公
害
と
関
係
の
あ
る
事
業
の
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
国
の
施
策
も
緊

急
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
自
分
で

な
し
得
る
こ
と
は
な
い
か
を
お
考
え
下

さ
い
。
産
業
は
人
間
の
幸
福
を
も
た
ら

す
た
め
の
存
在
で
あ
る
は
ず
。
不
幸
を

招
来
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
口

１
タ
リ
ー
の
四
つ
の
テ
ス
ト
に
い
う
。

　
W
j
l
l
i
t
b
e

b
e
n
e
f
i
c
i
a
l
t
o
a
l
l

　
ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｄ
７
　
　
　
（
塚
本
義
隆
）
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ク
ラ
ブ
会
長
と

　
　
　
幹
事
さ
ま

　
思
え
ば
昨
年
六
月
七
日
（
土
）
に
新

大
阪
ホ
テ
ル
に
お
け
る
地
区
協
議
会

で
、
ク
ラ
ブ
会
長
の
皆
さ
ま
に
（
大
部

分
の
方
に
は
初
め
て
）
お
目
に
か
か
り

ま
し
て
以
来
ち
ょ
う
ど
Ｉ
カ
年
た
ち
ま

し
た
。
ほ
ん
と
う
に
早
く
過
ぎ
去
っ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
公

式
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
、
ま

た
、
そ
の
外
に
も
た
び
た
び
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
与
え
ら
れ
ま

し
て
、
心
か
ら
あ
り
か
た
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。
各
地
の
有
力
な
か
た
が
た
と

お
知
り
合
い
に
な
り
得
た
こ
と
は
全
く

ロ
ー
タ
リ
ー
な
れ
ば
こ
そ
と
し
み
じ
み

考
え
ま
す
。

　
私
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
い
う
身
に
余

る
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
光
栄
で
あ
る

と
同
時
に
職
務
が
ら
年
中
忙
し
か
っ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ク
ラ
ブ
会
長
さ
ま
方
は
お
役
目
を
引
受

け
ら
れ
た
時
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
と
は
お

考
え
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推
量

し
ま
す
が
、
さ
て
そ
の
衝
に
当
ら
れ
る

●

と
、
予
想
さ
れ
た
よ
り
も
は
る
か
に
仕

事
が
沢
山
あ
っ
て
、
は
る
か
に
多
く
の

時
間
を
ロ
ー
タ
リ
ー
の
た
め
に
お
割
き

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
み
に
、
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ま
方

が
、
平
均
し
て
毎
週
十
時
間
を
ロ
ー
タ

リ
ー
の
た
め
に
当
て
ら
れ
た
と
す
れ

ば
、
一
年
に
五
〇
〇
時
間
を
費
や
さ
れ

た
勘
定
で
す
。
地
区
内
に
八
二
人
の
会

長
さ
ま
が
お
ら
れ
ま
す
か
ら
（
年
度
途

中
の
新
設
ク
ラ
ブ
を
除
い
て
）
総
計
四

万
一
千
時
間
の
奉
仕
を
な
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
恐
ら
く
ロ
ー
タ
リ
ー
の

他
に
は
、
ま
じ
め
に
こ
れ
は
ど
の
時
間

奉
仕
を
さ
れ
る
団
体
は
あ
る
ま
い
と
信

じ
ま
す
。
全
く
あ
り
か
た
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
過
ぎ
た
∵
刀
年
を
回
顧
な
さ
れ
て
、

成
功
さ
れ
た
こ
と
、
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か

し
成
果
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
に

か
く
よ
い
こ
と
を
し
た
と
お
感
じ
の
こ

と
と
信
じ
ま
す
。
私
自
身
も
、
最
初
期

待
し
た
よ
う
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た

点
も
多
く
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
生

懸
命
に
や
れ
る
だ
け
は
や
っ
た
と
い
う

こ
と
で
満
足
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が

ヽ●

ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
も
の
の
報
酬
か
と

考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
後
継
の
ク
ラ
ブ
会

長
さ
ん
に
、
あ
な
た
の
体
験
を
あ
り
の

ま
ま
に
お
話
し
下
さ
れ
て
貴
ク
ラ
ブ
の

一
層
の
前
進
の
た
め
に
、
万
事
よ
ろ
し

く
引
継
ぎ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
年
間
、
至
ら
ぬ
私
に
あ
ら
ゆ
る
ご

協
力
を
借
ま
れ
な
か
っ
た
ご
厚
意
に
対

し
深
謝
申
上
げ
ま
す
。
幹
事
さ
ん
・
各

役
員
の
方
々
に
も
よ
ろ
し
く
ご
伝
言
下

さ
い
。

　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
さ
て
、
会
長
、
幹
事
の
皆
さ
ん
に
私

が
お
願
い
で
き
る
最
後
の
こ
の
機
会
を

借
り
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
、
ロ
ー
タ

リ
ー
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
活
動
に
つ

い
て
申
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

月
信
第
六
号
（
十
二
月
一
日
付
）
に
も

こ
の
欄
で
す
で
に
申
上
げ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
公
害
問
題
で
す
。

　
　
「
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
動
車
は
四
世

帯
に
一
台
、
電
気
洗
た
く
機
、
冷
蔵

車
、
掃
除
機
の
ゴ
ニ
種
の
電
器
‘
は
ほ

ぽ
全
家
庭
に
普
及
し
、
ア
メ
リ
カ
に
次

い
で
世
界
第
二
位
」
－
－
－
こ
れ
は
総
理

府
統
計
局
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
昭
和

四
十
四
年
全
国
消
費
実
態
調
査
の
発
表

の
中
の
文
句
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

　
。
経
済
大
国
‘
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
い

ろ
い
ろ
の
数
字
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の

限
り
に
お
い
て
は
ご
同
慶
の
至
り
と
申

せ
ま
し
ょ
う
。

　
さ
り
な
が
ら
Ｉ
と
、
こ
こ
で
一
言

□
を
は
さ
み
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
食
糧
農
業
機
関
）
Ｗ
Ｈ
Ｏ

　
（
世
界
保
健
機
関
）
合
同
の
食
品
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
委
員
会
の
第
五
回
食
品
表
示

専
門
委
員
会
が
、
四
月
六
、
ハ
の
両
日

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
聞
か
れ
た
が
、

こ
れ
に
出
席
し
た
川
井
克
倭
氏
（
公
正

取
引
委
員
会
）
は
こ
う
書
い
て
お
り
ま

す
。
い
わ
く
『
ロ
ー
マ
の
空
港
に
降
り

立
っ
た
と
き
、
空
は
す
き
と
お
る
ば
か

り
の
青
空
、
日
本
で
は
忘
れ
か
け
て
い

た
。
日
本
晴
れ
〃
と
い
う
言
葉
を
久
し

ぶ
り
に
遠
い
異
国
で
思
い
出
す
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
人
間
が
人
間
と
し
て
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電　話　06－441－1431　内線248

ガバナー月借

　“The Master makes the House to be

respected，not the House the Master."

　Rotary　is　like　that.　lt　is　not　the

name，　but　the　members　who　make

Rotary the wonderful organization it is.

！

　　　　　　　　　C。nt●nls

Letters of appreciation received‥‥‥2
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i　lnteract district assembly‥‥‥‥‥‥‥8
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　Thanks letters from Dist.245‥‥‥15-16
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ハ
Ｏ 30

　士人のゆえに家は尊敬される。家系のゆえ

に主人か尊敬されるにはあらず。

　ﾛｰﾀﾘｰまた同じ。　すばらしい組織といわ

れるのはその名のゆえにあらずして会員のゆ

えなり。
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□よくやった！　第365地区回

　　　　コンウェイＲＩ会長およびミーンズ

　　　　事務総長から感激の書簡来る

Mr.Yoshitaka Tsukamoto

Governor，District 365， R.I.

30 June， 1970

Dear Yoshitaka:

The　year　of“Review and　Renew”in

Rotary ends this day at midnight.

As　it　is　said　about　wine，l be】ieve it

may be said about Rotary，1969-70，it

was a vintage year.

This was possible on】y because you and

your fellow governors worked with loy･

alty and great dedication to make things

happen.

Rotary　and　l are very appreciative for

all that you have done.

l　hope you wi】l continue your interest

in　Rotary　in　your　own　district　and

throughout the world.

Evelyn　joins me in heartfelt thanks to

you and warm persona】regards to you

and Shima.

Ｓｉｎｃｅｒｅｌｙ，

Ｊａｍｅｓ Ｆ． Ｃｏｎｗａｙ

Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ

Mr.Yoshitaka Tsukamoto

Governor，District 3651 R.I.

30 June， 1970

-

Dear Yoshitaka:

ln 1969-70，responding to President Jim

Conway’s　challenge　to　REVIEXV　and

RENEXV，Rotary　clubs　and　Rotarians

world wide　have made this a year of

significant accomplishnlent. Estab】ished

programs in ailavenues of Rotary service

havc been strengthened and new projects

and　activities　have　been　successfully

realized.Through your dedicated ser-

vice，　you　have　contributed　to　this

achievement.

You　may　wel］】ook　back on　your

achievements as governor of District 365

with a great deal of satisfaction.　The

culmination of several years’ effort in

establishing　the Rotary　meeting place

at Expo ’70was an outstanding accom･

plishment during your year.As one of

the prime initiators of this project，you

can　take pride　in　the p】easure　ithas

given Rotarians from an over the wor】d.

The cooperation and guidance that you

have　given　to the advance preparation

for　new　districts　365　and　366　will

certainly　be　appreciated　by　the　clubs

in both districts.

Thank　you　for　all　you　have　done　as

district　governor and　for what l am

confident　wil】be your continued active

interest in Rotary in the years ahead.

　　　Sincerely，

　　　George R. Means

　　　General Secretary

2　-
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□□日本各地区のクラブ拡大状況□□

　第365区の新設ｸぅづ亀岡ＲＣ（京都）は日

本国内の認承1,000番目に当ったことは前号

の月ﾊﾟﾅｰ月信に占きましたが，これによって

明らかとなったとおり，目本のﾛｰﾀﾘｰは待

望の1,000ｸぅづを突破しました。６月16目現

在で1,012ｸﾗﾘと報告されております。

　日本各地区で1969－70年度に新設された

ｸぅづ数は，６月30目現在，各地区ｶﾞﾊﾞﾅｰの報

告によればつぎのとおり84ｸぅうでありまし

て，新記録を生みました。

　　　○　日本各地区別ｸﾗづ新設数詞

……………､.年度　1965　1966
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□□1969－70年の会員拡大実績□□

　1970年６月30目現在における第365区90ｸﾗ

ﾘの会員数は5,282人でこれは前年同日の4,7

10人に比較し572人の拡大となりました。こ

の中には新設８ｸﾗづの創立会員217人を含ん

-

でいます。今これを差引けば，在来82ｸううの

会員純増は355となります。平均7.5％増であ

ります。しかしこの中には減員ｸﾗづ５，増減

なしのもの５ｸﾗづがあります。

　７月１目から地区が二分されるので新地区

別に６月30目現在のｸﾗづ数と会員数とを示す

と次のとおりです。

　新365区（福井・京都・滋賀・奈良）

　　　37ｸﾗう　　会員2,111人

　新366区（大阪，和歌山）

　　　53ｸﾗう　　会員3,171人

□□大阪東淀クラブ新設□□

　６月26日（金）15 : 00～16 : 30阪神百貨店

７階ｸﾞﾘｰこﾉﾙｰﾑにおいて，大阪東淀仮ﾛｰﾀﾘｰ

ｸﾗづの創立総会が柴田宮三郎特別代表の司会

の下に聞かれました。同ＲＣは大阪淀川ｸﾗづ

から分譲を受けた東淀川区のうち国道176号

線及び大阪市道加島天下茶屋線の東側を区域

とするもので，その人口約20万人。大阪市内

における13番目のｸﾗづとして誕生しました。

区域内には東海道新幹線の新大阪駅，阪急電

車の十三および淡路両秉替駅という交通の要

衝をもち，商業的にも将来大発展を期待され

る地域を含んでおります。例会は毎週月曜日

12 : 30～13 : 30， 例会場は東洋ﾎﾃﾙ（地下鉄

御堂筋線中津駅連接）であります。創立会員

24人。

　会長　奥呑竹三郎　　幹事　島田　浩志

□□大阪柏原新クラブ認証□□

　　　　６月１日誕生した大阪柏原（かしわら）仮

　　　ｸﾗづは６月17日ＲＩ加盟を認証されました。

　　　おめでとうございます｡ｽﾎﾟこﾉｻｰは八尾ＲＣ，

　　　特別代表は杉木蔦五郎君。

３　－
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□□1969－70年誕生の８クラプロロ

奈良西（12.13－1.14）ｽﾎﾟ:ﾝｻｰ奈良

　会員28　土曜　18 : 00～19 : 00　例会場

　奈良ﾎﾃJ闘lj館（近鉄奈良駅ﾋﾟﾙ８階）

京都乙訓（1.23－2.4）京都南ＲＣ

　会員28　金曜　12 : 30～13 : 30　例会場

　京都銀行長岡支店（阪急長岡天神３分）

福井南（4.14－5.7）福井・福井北ＲＣ

　会員30　月曜　12 : 30～13 : 30　例会場

　福井・繊協ﾋﾟJし８階（福井駅10分）

堺東南（5.14－5.28）堺ＲＣ

　会員31　木曜　18 : 30～19 : 30　例会場

　北野田ﾎﾞｳﾙ会館（南海高野線北野田５分）

亀岡（5.19－6.9）京都北ＲＣ　　　，。

　会員28　火曜　12 : 30～13 : 30　例会場

　しｽﾄﾗこﾉ麦（亀岡市農協隣り）

草津（5.28－6.9）ｽﾎﾟこyｻｰ大津ＲＣ

　会員27　木曜　12 : 30～13 : 30　例会場

滋賀県草津市民会館

大阪柏原（6.1－6.17）スポ:ﾝｻｰﾊ尾　／

・会員21　月曜　12 : 30～13 : 30　例会場

　Lﾉｽﾄﾗこﾉ・ﾆｭｰ柏原（柏原市役所隣り）；

大阪東淀（6.26y大阪淀川ＲＣ　　　，

　会員24　月曜　12 : 30～13 : 30　例会場

　東洋ﾎﾃﾙ（地下鉄中津駅）

　（注）ｸﾗづ名かっこ内の数字は創立月日およ

　　　びＲＩ加盟認証月日を示す。　｡･II　　｡･

口口奈良西チヤー‥ター伝達式口口‥I

　6月18日（木）14時から奈良市の奈良県文

化会館において奈良西口･-ﾀﾘ･-ｸﾗづのﾁ1,-ター

伝達式が森本信一特別代表司会で盛大に挙行

されました。同ｸﾗづは昨年12月13［1の創立で

ﾁｬｰﾀｰは１月14日付となっておりますが，

塚本＆けﾆからj開高見ｸぅづ会長へ満場大拍手

の中に手渡されました。お祝いのため集まっ

たﾛｰﾀﾘｱこﾉおよび家族は,j=5.旭区の41ｸﾗづか

-

　　ら合計464人，原田，平沢，堀内，緒方，森

　　各ﾊﾞｽﾄJjlﾊﾟすｰ，井関，紹川次期両ｶﾊﾟすｰらも

　　列席いたしました。

　　　式典ののち，西大寺大尽盛，壷阪寺住職常

　　盤勝憲師の記念講演，春[]舞楽の祝賀行事が

　　あって披露宴に移り16時半閉会しました。な

　　お，午前巾，奈良西地区(西の京)の参観か

　　希望者のために催され，薬師寺，唐招提寺，

　　学園新住宅都市の案内も行なわれました。

　　[□]再びロータリー財団200％地区に1

　　　　6月12口付ﾛｰ刻一財団からの書面により

　　当第365地区は本年５月再び200％地区とな

　　り，おめ懲とうとの知らせがありました。昨

　　年度初めて200％地区になぅたのであります

　　が，新設８ｸﾗづ(門真，箕面，寝屋川，大阪

　　阪南，大阪城T有，大阪西北，大阪西南，豊中

　　南)もその後こぞって200％の財団寄付をさ

　　れたので再び本年度この成績を収めることが

　　できました。新設８ｸﾗづのご尽力に対して深

　　謝申上げます。200％地区というのはすべて

　　のｸﾗづが200％を越えたという意味で，日本

　　各地区では他に例がないようであります9第

　　365地区の平均寄付率はすでに500％近ぐに達

　　しております。

　　回堺ＲＩ‘Ｃめ吉田久博君　　　ツ犬

　　　　　新ポール・ハリス・フェローに[□

　　　６月12｢1付ﾛｰﾀﾘｰ財団からﾎﾟｰﾙ・ハリ戈・フ

　　ェローの称号が堺ﾛｰﾀﾘｰｸうづの吉田久博君に

　　贈られま:ﾐした。これで本年度から始められた

　　ﾎﾟｰjし・ハリス・ﾌｪﾛｰは,当第365地区で12人に

　　達しました。

　　　　jjﾙは６月25ロ(木)I堺東南ＲＣ公式訪問

　　　め席上，吉田君旅行中めため代珪として阪之

　　　上値一切ｸﾗづ会長へ塚本ｶﾞﾊﾟt-からお渡しし

　　　ました｡‥‥‥‥　‥　　　　い｡，　・

4　－
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□□韓国の学校へ書物363冊寄贈□□

　韓国第375地区員善煥月ﾊﾞﾅｰの要靖にもと

づき，同地区内の仁徳実業高等学校（ｿｳﾙ特

別市北区月渓澗所在）の図書室へ日本語書籍

を贈呈したく，ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信第７号１月１ロ付

をもって各ｸﾗづへお願いしておりましたとこ

ろ，池田ＲＣおよび大阪ＲＣ会員から合計

363冊のご寄贈を受けましたので，書物の目

次を付して６月24目，。ﾛ本通巡大阪支店に依

頼して船便により同学校あてに輸送する手･続

きをとりました。ご寄贈下されたかたかたに

お礼を申上げます。

□□永松カズさんのルポを読んで□□

　ｶﾞﾊﾟﾅｰ月言第13号付録にご掲哉の永松ｶ戈さ

んの話，感激をもって読みました。かつて新

聞に出だのを覚えていますが，放送の記録で

さらに絹かいことを承わり，涙で曇って読め

なくなった限を何度か拭ぐいながら読みまし

た。永松さんは１人で，ﾛｰﾀﾘｱこﾉにできない

ほどの職業奉仕，社会奉仕，国際奉仕を見事

にやっていますね。「米軍から30円のものを

40円で買いたいという註文にも不当な利益は

得られないと，糸をさらに大くして編んでい

る……」こんなりっぱな心掛けのﾛｰﾀﾘｱこﾉが

果して何人いるでしょうか？職業奉仕の真髄

-

←　世界社会奉仕の対象第375地

　　区（韓国）の慈行会李方子さ

　　ん（中央向って左）戦災孤児

　　の世話をする永松ｶ戈さん（同

　　右，その前にいる２人は孤児

　　17歳と４歳）他は左より塚本

　　ｶﾞﾊﾞﾅｰ，呉善煥月ﾊﾟﾅｰ，湯浅

　　恭三元ｶﾞﾊﾞﾅｰ，李泰煥元月ﾊﾟﾅ

　　ｰ（４月６目ｿｳJしにて）

　　を，ﾛｰﾀﾘｱこﾉでない永松さんから見せてもら

　　ったよぅな感銘を受けています。ありがとう

　　ございました。

　　一一松本兼二郎（元ＲＩ理事）７月４ロー

　　ロロ聖ジョン団へ救急車引渡し□□

　　　　　＜ジョホール・バルヘの世界社会奉仕＞

　　　　第365地区世界社会奉仕りﾛｸﾞﾗﾑ４件のうち

　　の１つとして，ﾏﾚｰｼｱ連邦のｼﾞｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙ

　　ＲＣと共同で同市のSt.John’s Ambulance

　　Brigade団へ救急車を購入贈呈することを

　　さきに決定しましたか（月ﾊﾞﾅｰ月信第６号，

　　12月１目付記事参照）この救急車は現地で詞

　　連中のところ，ようやく完成を見て，５月26

　　目，贈呈式を挙行できた山を６月25口付宍面

　　で写真数菜を添えてﾘｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙＲＣ前会長

　　から次のように知らせてまいりました。

　　　　（第365区各ｸぅづから世界社会奉仕として

　　救急車購入のため2,000米ﾄﾞﾙづ72万円）をご

　　贈ず‾ﾄﾞされ，お礼状を出しましたが，それ以

　　来ずいぶん日数がたちました。昨年12月末ご

　　送金を受けてから，救急車発註の最終の仕様

　　書で手間どり，またﾒｰｶｰは３ヵ月以内では

　　製作できないという事情も起りました。

　　　　しかし，とにかく救急車はできあがって，

　　われわれに引渡しを受けたので，さる５月26

6　－
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目聖ｼﾞｮこﾉ団への贈呈式を挙行しました。贈呈

式はｼﾞｮﾎｰﾙのｻﾙﾀこﾉ殿下親臨の下に催され

たのです。この式の模様はマLﾉｰｼｱ・ﾗｼﾞｵお

よびﾃﾚﾋﾞで放送されました。ﾗｼﾞｵ放送の記

録ﾃｰうを入手できたら貴方へお送りします。

ここにはｶう一写真数枚を同封します。

　ここで改めて貴365地区各ｸうづのご厚志に

対してわれわれｸﾗづ全員に代り深甚な謝意を

哀したいと思います。いつの｢|か貴下に親し

くお目にかかれたらと存じております。

敬具｣

　　　F.C.Bennettjｮﾎｰﾙ・ﾊﾟﾙＲＣ前会長

□□第365区Rotaract協議会□□

　６月21口（目）12 : 30から京都ｸﾞﾗこﾉﾄﾞﾎﾃﾙ

大広間において第365区ﾛｰﾀｰｱｸﾄ第２回協

議会を開催しました。世話役は京部外国語大

Rotaractで，奈良常五郎地区委員長，地区

委員，ｸﾗづ委員，塚本ｶﾞﾊﾞﾅｰ，細川・井関次

期両ｶﾞﾊﾞﾅｰ，原田直前月ﾊﾞﾅｰらﾛｰﾀﾘｰ側から

23人が列席。　ﾛｰﾀｰｱｸﾄ・ｸﾗづからは，有田

→

聖
ジ
ョ
ン
団
へ
寄
贈
の
救
急
車

　（18），勝山（17），京都（13），京都外語大

　（712），守口（17），大阪（16），大阪北（12），

大阪南（7），和歌山（14），合計９ｸﾗづ，126

人が参加しました。

　各Rotaractｸﾗづの紹介と活動報告，奈良

常五郎地区委員長の告辞ののち，４部門（国

際・社会・職業・ｸうう）に分れて１時間にわ

たり反宵と新年度の計画を討論し，その結果

を本会議で報告しました。　絡ってﾛｰﾀｰｱｸﾄ

会員の演芸の披露や踊りかおり，17時にぎや

かに幕を閉じました。

　部門別の討論題目は次のとおりでした：

出際奉仕部門（大阪市ＲＡＣ担当）

　ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗうに求めるものは

社会奉仕部門（大阪北ＲＡＣ担当）

　今後の社会奉仕活動を通じてのﾛｰﾀｰｱｸﾄ

　ｸﾗづの歩み

職業奉仕部門（大阪ＲＡＣ担当）

　職業奉仕の理念と実践

ｸﾗづ奉仕部門（京都ＲＡＣ担当）

　ｸﾗづ員相互間における親睦

- ７　－
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□ロインターアクト

　　　　　　　　　　地区協議会開く□□

　　　　　＜橿原観光ホテルで＞

　６月20日（土）13時から奈良県橿原市橿原

観光ﾎﾃjしにおいて第365地区内の６ｲこﾉﾀｰｱｸ

ﾄｸﾗづにより第３回地区協議会を開きまし

た。主催は橿原ＲＣおよび橿原学院高校ＩＣ

で，［］-ﾀﾘｰ側から官本章地区委ｎ長，地区委

良ﾚｸﾗづ諮問委員ならよj叱塚本地竹-1柿一方

ﾊﾞｽﾄjﾊﾟj‘－ら19人=がI列席しました｡･　６ｲこﾉﾀｰ

ｱｸﾄから集まった学生は

52人，顧問先生９人で，

あいさつ，経過報告，祝

辞のあと，生徒部会／顧

問部会，諮問委員部会に

分かれていろいろの協議

課題を出し，部門別に協

朧のうえ，その結果報告

が全体会議で行なわれま

した。さらに宮本地区委

員長から，今夏に予定し

ているｲこﾉﾀｰｱｸﾄ韓国訪

問について説明かあり，

一

←

第
三
六
五
区
口
Ｉ
タ
ー
ア
ク
ト
協
議
会

派遣団員15人の紹介も行なわれました。ｲこﾉﾀ

ｰｱｸﾄ学生の演芸披露と夕食会がっづき，楽

しい血涙会は19時すぎ閉会しました。

　参加したｲこﾉﾀｰｱｸﾄｸﾗづは：西京商業高校

　（京都西ＲＣ）堺市立工業高校（堺南ＲＣ）‘

奈良市立一条高校’（奈良ＲＣ）･京都教育大付

属高校（･京都南ＲＣ）,大阪市立東高校（大阪

ＲＣ）橿原学院屑校･（梱原ＲＣ）　　　　　７･

　　（注）写真は５月23F］，新大阪ﾎﾃﾙで開催

　　した万国博ｱΞ;ｱ諸国jtﾘｵこﾉ代表とｲこﾉﾀｰ

　　ｱｸﾄとの懇談会。

８　－
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□ロインタｔ=フグI.'ﾄ韓国訪問決定□□

　　　　-:7月24日出発-

　昨年12月，韓国第375地区呉善煥ｶﾞﾊﾞﾅｰか

ら当365地区との間でｲこﾉﾀｰｱｸﾄｸﾗづの訪問

交換を行ないたいとの提案かおり，塚本ｶﾞﾊﾞﾅ

ｰおよび宮本章地区委員長（堺南）から委員

会に諮って賛成を得たので今夏７・８月の侯

に実行するべく準備を進めておりました。韓

国側では375－376両地区（ｿｳﾙ・釜山）合同

の計画として実施すべく，先方からの派遣団

長には金氷詔ﾊﾞｽﾄ月ﾊﾟすｰ（釜山）をすでに任

命したとの知らせもありました。　ところか

６月にはいって，徴兵未了の青年は海外旅行

を当分許可しないとの韓国政府の方針が打

ち出されたとの知らせに接したのでありま

す。

　そこで当地区委員会で種々検討の結果，当

方ではすでにｲこﾉﾀｰｱｸﾄ派遣の準備もできて

いるので予定どおり訪韓を実施することにい

たしました。先方も喜こん７受入れるむね柴

申越しております。　派遣ﾁｰﾑはｲこﾉﾀｰｱｸﾄ４

ｸﾗづの会員11人，顧問の先生４人，計15人。

この団長としては原田秀雄直前ｶﾞﾊﾞﾅｰをご委

嘱巾上げご快諾を得ました。訪闘ば7月24日

　（土）より同30日（金）までの１週間とし，

ｿｳﾙ，太郎，慶州，釜山にある６ｲこﾉﾀｰｱｸﾄ

・ｸﾗづを訪ずれることにして日程を組みまし

た。両国青年の国際理解と親善に役立つもの

と期待しております。

□□366－376 Matched Districts□□

　畑汀一月信第ｎ号５月１日付12ﾍﾟｰｼﾞに，新

366地区と韓国376地区との間に姉妹血縁関係

を結びたいとの提案をいたしました。これに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

ついて，６月22日塚本ｶﾞﾊﾟt-/から第376地

区安星洙jﾊﾟt-あてに次の書簡を送りまし

た。

　拝呈　本年４月５日貴第376地区大会にお

いて，貴地区と第366地区（７月１日より大

阪府，和歌山県内にある52ﾛｰﾀﾘｰｸぅづ）と

の問に第366地区の同意を得れば姉妹血縁関

係を結ぷとの決議か採択されました。当日私

より大変感激である旨を申述べました。帰国

の後，私のｶﾊﾟす一月信第11号（５月１日付）

にてそのことを各ｸﾗづ会長に披露しておきま

したが，６月13日，新大阪ﾎﾃJしで開催された

第366地区協議会において地区各ｸﾗづの1970

－71年度会長はじめｸぅづ役員全員出席の席

上で改めてこのことを報告したところ満場大

拍手をもって賛成されｔした○｡ ･･つきましては

本年７月１日から貴地区と当第366地区間の

姉妹血縁を実施することにご諒承を得たいと

存じます。以上お知らせ巾上げます。

　な･お，誦妹血縁関係丞推進する具体的方暁･

についてぼ次期jﾊﾟづ･一井関久楠君とも相談の

上改めてご連絡申上げます。　　　　　　　＝

～　li ・

S●I　・■ 敬具

　　　　●　　　“　”I’｡ ‘I●I●　.I.●　　　－｜　　　　・j.■
　　　□□和泉夕弓･ブと1台北西　　　　・

　　　d●･●　　　　　I･　●｡･　　　　I●･　･●i　　・　III　･･■　　　　大阪淀斑と高雄クラブ姉妹締結に］□

　　　　本年４月４日（土）台北市へ和泉ｸﾗづから

　　　好本清勝会長はじめ会員15人が訪れて，台北

　　　西区扶輪社との間に姉妹締結を完成しまし

　　　た。（次頁の写真はその披露宴）

　　　　大阪淀川ｸﾗづは６月９日（火）高雄市へ脇

　　　阪会長，青柳幹事を代表として派遣，高雄

　　　扶輪社との間に３年間の姉妹関係を結びまし

　　　た。このような姉妹関係をもつｸﾗづは当地区

　　　内に25あります。（前号６ﾍﾟｰ引こ一重表）

9.－
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□□1969－70年度出席優秀

　　　　22クラブヘ優秀旗を贈る□□

　当地区の各ｸﾗﾘ出席競争は昨年７月１日カ

ﾊﾟﾅｰ月信に発表した新規定により毎月行ない

ましたが，年間の結果は別表のとおりと相な

りました。　ついては第１区分（会員49人以

下）10，第２区分（50より99人）10，第３区

分（100人以上）２ｸﾗう，合計22ｸﾗづに対し

て出席優秀旗を贈呈いたします。これは今秋

行なわれる各地のｲこﾉﾀｰｼﾃｨ・ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾌｫｰﾗ

ﾑの席上で新月ﾊﾟﾅｰからそれぞれ贈呈してい

ただきます。なお，各区分綜合の大優勝旗

は明春の地区年次大会において贈呈いたしま

す。

　〔第１区分〕（１位～10位）

　　第１位　　　京　都　山　科

　　第２位　　　五　　　　　条

　　第３位　　　近　江　ハ　幡

　　第４位　　　松　　　　　原

- 10－

　　第５位

　　第６位

　　第７位

　　第８位

　　第９位

　　第10位

〔第２区分〕

　　第１位

　　第２位

　　第３位

　　第４位

　　第５位

　　第６位

　　第７位

　　第８位

　　第９位

　　第10位

〔第３区分〕

　　第１位

　　第２位

枚
　
高
　
大
　
勝
　
有

阪　阪

　大　阪　西

（１位～10位）

高
　
橋
　
河
　
水
　
京

内　長

都

方
　
石

雨

山
　
田

南

槻
　
本

野

口
　
北

田
　
泉
　
西
　
津

高　
　
　
　
　
都

和大
　
和
　
京
　
大

　　和　歌　山

（１位・２位）

　　　　　堺

　　奈

東

良
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1969 － 70年度平均出席率

(Average AttendanceReport for 1969-70)

順位 ク　　ラ　　リ 年間平均　L_|　　・　ゝ会員数　出席率 順位 ク　　ラ　　づ才回 出席率

第１区分（49人以下）　　44ｸﾗづ　｜
　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　n

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

　　25

　　26

　　27

　　28

　　29

　　30

　　31

　　32

　　33

　べ34 ;’

　35

　361

37

）8

　39

高　　　　仮

橋　　　　本
河内長野

水　　　　口
京　都　北

大和高田

和　　　　泉
京　都　西
天　　　　津

和歌山東
海　　　　南
橿　　　　原

大阪天満橋

泉　大　津
和歌山南
新　　　　宮

大阪淀川

大　阪　西
彦　　　　根

東　大　阪
福　　　　井

京　都　潮j
富　田　林
大阪住吉

福　井　北

宇　　　　洽
御　　　　坊
堺　　　　潮

吹　　　　田

京　都　東
茨　　　　木

泉　佐　野
岸　和　田

田　　　　辺
灘　　　　鶴

大‘阪　東
長　　　　浜

豊　　　　中

和　歌　山

　53

　53

　54

　52

　82

　60

　59

　79

　80

　72

　54

　57

　50

　68

ヽ53

j 55

　68

　88

　59

　51

　85

　86

　53

　66

　69

　62

　59

｀64

　58

i･90

　51

156

　59

　65

　51

　81

　56

　53

　88

100.00

100.00

　99.93

　99.81

　99.79

　99.75

　99.71

　99.35

　99.02

　98.76

　98.73

　98.31

　97.71

　97.62

　97.55

　97.45

　97.n

　97.09
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　96.82

　96.68

　96.43

　96.16

　96.12

　95.92

　95.59

　95‘.59
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　95.28

　95.14
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　94.96
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　94.05
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　4

　5
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　10

　11

　12

　13
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　18

　19

　20

　21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

　31

　32

　33

　34

　35

　36

　37

京都山科

五　　　　条

近江ハ幡

松　　　　原

板　　　　方

高　　　　石

大阪阪南

勝　　　　山

有　　　　田

大阪西南

鯖　　　　江

箕　　　　面

敦　　　　賀

板　　　　岡

ハ　　　　足

許　　　　山

容　　　　津

武　　　　生

池　　　　田

大和郡山

豊　中　南

那智勝浦

福　知　山

貝　　　　拝

白　　　　浜

粉　　　　河

八　ロ　市

舞　鶴　束

，寝　屋　　川

小　　　　浜

綾　　　　部

門　　　　真

人　　　　野

大阪西北

大阪城南

守　　　　口

火　　　　東

亀　　　　岡

草　　　　眼

福　井　南

大阪柏原

奈　良　西

堺　東　南

京都乙訓

36

43

44

47

47

41

36

33

47

42

39

24

48

44

46

41

45

49

47

45

24

34

49

46

37

25

33

46

25

41

48

24

31

35

35

49

31

27

27

30

21

28

31

29

100.00

　99.95

　99.48

　98.76

　98.11

　97.95

　97.75

　97.37

　96.37

　96.21

　95.51

　95.49

　95.46

　95.40

　95.22

　95.22

　94.93

　94.82

　94.78

　94.48

　94.47

　94.24

　94.16

　94.16

　94.04

　93.79

　93.45

　92.87

　92.16

　92.10

　91.54

　91.51

　91.41

　91.19

　91.12

　90.31

　90.17

100.00

　96.30

　95.56

　92.86

　90.71

　87.91

　83.97

l

,I　　　　第３区分（100人以上）　　６クララ
｜

１

２

３

４

５

６

　　　堺
奈　　　　良
大　阪　南
京　　　　都
大　阪　北
大　　　　阪

105　　　　96.71

100　　　　96.26

148　　　　95.58

180　　　　93.83

156　　　　92.75

290　　　　90.62
第２区分（50～99人）　　39ｸうづ

（順位なきは年度途中設立）　ｸﾗづ

　　　　　－11－

89 平均出席率　95.50％



６　月　出　席　報　告

(Attendance Report forJune)

順位 ク　ラ　づ 例会 甘 且 出席率 昌 順位 ク　ラ　づ 例会 廿 ６月
末比 出席率且

第１区分（49人以下）　　39ｸぅぅ 6

7

8

9

10

n

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

和歌山東
京　都　西

河内長野
京　都　北

大　阪　西
水　　　ロ
大阪西南?t

彦　　　根
泉　大　津

海　　　常
宿　田　林

吹　　　田
大阪淀川

有　　　田

岸　和　田
社歌山南

京　都　南
大阪往古

福　井　北
大阪大潟橋

堺　　　南

泉　佐　野
擾　　　原

福　　　井
守　　　口

和　歌　山
豊　　　中

東　大　阪

新　　　宮
宇　　　治

田　　　辺
御　　　坊

八　尾!!

京　都　東
武　　　生

長　　　浜
茨　　　木

舞　　　飼
犬　阪　東

４

５

４

４

５

４

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

４

４

４

４

５

５

４

４

５

４

４

４

４

５

５

４

５

４

71

81

56

89

91

53

52

59

71

54

53

59

70

50

59

55

89

72

701

50

65

56

62

84

51

93

53

55

54

62

65

60

50

95

50

56

51

51

87

十１

十５

＋６

十８

十６

十５

十18

十４

十６

＋６

十２

十５

十５

十３

十１

十６

＋５

十11

十５

十３

十６

－

十11

十１

十３

十１０

－２

＋４

＋１

十４

十２

十３

十６

十11

十２

十２

＋１

十２

十８

　99.64

　99.49

　99.09

　98.86

　98,22

　98.11

　98.02

　97.85

　97.81

　97.64

　97.62

　97.46

　97.14

　97.00

　96.55

　96.37

96.35

　96.18

　96.07

　96.00

　95.98

　95.98

　95.90

　95.81

　95.59

　95.48

　95.47

　95.29

　94.91

　94.89

　94.50

　94.43

　94.22

　93.96

　93.88

　93.82

　93.62

　93.36

　92.82

n

7

4

1

16

8

7

20

13

5

32

30

14

15

38

22

23

25

19

28

12

29

21

17

42

39

31

18

37

27

36

41

9

34

35

33

24

40

26

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

　10

　n

　12

　13

　14

　15

　16

　17

　18

　19

　20

　21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

.こ31

　32

　33

　34

　35

　36

　37

　38

　39

五　　　条

近江ハ幡

京都山科

亀　　　岡

福　知　山

松　　　原

．峰　　　山

粉　　　府

営　　　津

貝　　　塚

大阪阪南，

福　井　街

商　　　石

草　　　津

那智勝浦

枚　　　方

鯖　　　江

勝　　　山

地　　　田

敦　　　賀

箕　　　面

奈，良　西

寝　屋　川

大和郡山

枚　　　岡

大阪柏原

門　　　真

八　日　市

綾　　　部

大　　　東

京都乙訓

舞　鶴　東

大　　　野

大阪城南

堺　東　南

小　　　浜

豊　中　南

白　　　浜

大阪西北

　４

　４

　５

　４

　４

　５

　４

　４

　４

　５

５

　５

　５

　３

　４

･５

　４

　５

　４

　４

　４

４

　４

　５

　４

　２

　４

　４

　４

　５

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　４

　５

　45

　45

　36

　27

　46

　48

　41

　28

　47

　46

　46

　30

　42

　27

　35

ﾋﾞ49

38

33

49

47

28

卵

24

46

42

21

25

38

49

34

，29

　46

　31

　39

　31

　42

　28

　36

　38

十５

十３

十7

＋27

－6

十３

十５

十４

十５

十１

十19

十30

－

十27

十２

十７

－

十１

十２

－

十７

十､28

十４

十５

－３

十21

十３

十10

＋4

十6

＋29

十３

十２

十13

十31

十２

十６

－

＋９

100.00

100.00

100.00

100.00

　98.86

　98.72

　97.56

　97.32

　97.27

　96.96

　96.96

　96.67

　96.45

　96.3(〕

　95.52

　95L51

　95.43

　94.55

　94.39

　94.15

　93.75

､,93.､75

　93.75

　93.48

　93.46

　92.86

　92.84

　92.77

　92.19

　91.77

　91.38

　91.3(〕

　90.83

　90.38

　87.91

　87.5(〕

　87.5(〕

　87.14

　86.32

3

1

2

－

14

4

10

32

21

24

6

17

5

－

29

'8

15

11

19

12

22

27

20

28

16

－

30

26

37

18

33

23

25

35

4

34

13

36

31 第３区分（100人以上）　　６ｸﾗﾗ

第２区分（55人～99人）　44クラづ
１

２

３

４

５

６

　　堺
奈　　　良

大　阪　南
京　　　都

人　阪　北

大　　　阪

　４

　４

　５

４

　４

　４

n1

104

148

188

157

298

＋11

十10

十４

十12

＋8

十６

96.99

96.87

95.21

94.79

93.97

90.02

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

大和高田
和　　　泉

橋　　　木
屑　　　槻

大　　　津

５

４

４

４

５

61

58

55

52

86

十５

－３

十３

－１

十９

100.00

100.00

100.00

100.00

99.77

２

９

３

６

１０

ｸﾗﾂﾞ 89 会員　5,282（前年６月末比　十572）

　　　　－12－

平均出席率　95.42％

●

●



●

●

ク
－
フ

□□各クラブのロータリー財団寄付額□□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970.5.31現在

づ　名

田
祁
東
山
井
北
坊
条
本
阪
根
方
岡
木
田
泉
津
野
真
南
塚
原
山
野
田
河
都
東
北
訓
南
西
科
鶴
東
原
口
山
面
津
口
浦
浜
良
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
乙
　
　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
知
　
井
　
　
　
　
大
　
　
　
　
　
　
　
大
佐
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
都
祁
　
都
祁
　
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
都
　
　
　
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

有
綾
大
福
福
福
御
五
橋
東
彦
枚
枚
茨
池
和
泉
泉
門
海
貝
橿
勝
河
岸
粉
京
京
京
京
京
京
京
舞
舞
松
水
峰
箕
官
守
那
長
奈
奈

Ａ
　
Ｄ
Ｆ
　
　
Ｇ
　
Ｈ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
／
　
　
　
　
Ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

68年12月
会ｎ数

-･･■ J ㎜ 皿 ･ ･ ･ - ･

4 7

4 6

‐
‐
‐
‐

｜

６
０
０
０
　
９
０
３
２
２
７
０
　
９
９
７
４
５
　
２
０
５
６
０
０
８
９
７

２
　
５
８
６
　
５
４
　
５
５
６
４
４
　
４
４
５
６
５
　
２
５
４
５
３
５
５
２
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

84

78

０
６
９
　
０
２
２
９
７
１
４
２
　
１
・
３
C
X
I

８
７
２
’
５
４
４
４
３
２
４
５
　
３
５
０
）

本年度寄付額

_＿__＿

US8 505.20

　　　477.03

　　1,636.59

　　　　51.00

　　　289,00

　　　306.25

　　　　97.00

　　　435.03

　　　269.57

　　　380.58

　　　100.00

　　　141.00

　　　109.01

　　　752.61

　　1,046.08

　　　476.81

　　　336.02

　　　705.04

　　　480.04

　　　343.02

　　　343.02

　　　293.73

　　　　62.00

　　　370.102

　　　359.02

　　　161.28

　　　708.64

　　1,515.71

　　　512.02

　　　280.‘02

　　　199.12

　　1,685.161

　　　310.69

　　　108.00

　　　143.‘00

　　　538.76

　　　　77.00

　　　174.90

　　　441.03

　　・252.00･

　　　108.00

　　1 301,0111

　　　154.001

　　　707.04

　寄付額累計

㎜㎜■㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■■■■－

USS 2,350.14

　　　1,473.54

　　　2,128.11

　　　2,086.56

　　　2,756.04

　　　2,294.57

　　　1,820.52

　　　1,713.02

　　　1,699.76

　　　2,147.59

　　　1,960.05

　　　1,543.48

　　　1,430.05

　　　3,332.78

　　　2,620.77

　　　3,055.57

　　　2,435.03

　　　2,812.82

　　　　480.04

　　　2,021.02

　　　1,343.05

　　　2,682.55

　　　1,089.75

　　　2,508.76

　　　2,296.22

　　　　769.26

　　10,960.20

　　10,814.60

　　　6,575.56

　280･.02

　　　3,217,57

　　　4,933,26

　　　1,030j86

　　　1,908.00

　　　1,396･;02

　　　1,598.81

　　　1,547.17

　　　1,315.14

　　　11441.03

　　　1,491.42

　　　2,249.33

　　　3,082.24

　　　2,4?4.03

　　　5,412.50

一 13－

ﾊﾟｰｾこﾉﾄ
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　　300
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０
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５
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２
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　300
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４
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３
３
３
３
３
２
、
９
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９
４
ｒ
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次のﾊﾟｰｾﾝﾄ
に必要額

USS 469.86

　　　366.46

　　　211.89

　　　413.44

　　　443.96

　　　105.43

　　　539.48

　　　286.98

　　　420.24

　　　452.41

　　　519.95

　　　336.52

　　　169.95

’6.95

117.45

1
0
9
1
2
3

１
４

　100

1,429

L
r
）
9
　
　
C
9

０
４
　
（
ｘ
）

－
１
４
　
　
７

386

129

５
４
８
４
０
０
４

２
２
７
７
８
４
４

43

74

14

｜　.　‘92.00

　　　283.98

　　　　81.19

　　　412.83

，　　164.86

1　　　1881.97

１　　1 268.58

レー

　　　　17.76

　　　175.97

　　　107.50



ク　ラ　づ　名 68年12月
会員数 本年度寄付額 寄付額累計 ﾊﾟｰｾﾝ∧付言敲

　　寝　　屋　　川

Ｏ　小　　　　　浜

　　近　江　ハ　幡

　　大　　　　　野
　　大　　　　　阪

　　大　阪　城　南
　　大　阪　阪　南

　　大　　阪　　東
　　大　　阪　　北

　　大　　阪　　南
　　大　阪　西　北

　　大　阪　西　南

　　大　阪　住　吉
　　大阪天満橋

　　大　　阪　　西
　　大　阪　淀　川

　　大　　　　　津

Ｓ　蜻　　　　　江
　　　　　堺

　　堺　　　　　南

　　新　　　　　宮
　　白　　　　　浜

　　吹　　　　　田

Ｔ　高　　　　　石

　　高　　　　　槻
　　武　　　　　生

　　田　　　　　辺
　　富　　田　　林

　　豊　　　　　中
　　豊　　中　　南

　　敦　　　　　賀

Ｕ　宇　　　　　治

Ｗ　和　　歌　　山

　　和　歌　山　東
　　和　歌　山　南

Ｙ　大　和　郡　山

　　大　和　高　田
　　八　　　　　尾

　　八　　日　　市

　20

　39

　39

　30

285

　26

　28

　68

155

143

　29

　35

　62

　48

　82

　62

　76

　40

102

　54

　54

　37

　55

　37

　51

　50

　64

　49

　58

　23

　45

　60

　86

　71

　51

　41

　55

　43

　31

USS 591.93

　　　103.00

　　　255.57

　　　29.00

　　1,753.98

　　　748.05

　　　781.05

　　3,678.83

　　3,235.94

　　　811.05

　　　711.04

　　　840.06

　　　415.01

　　　372,02

　　　105.00

　　　65.00

　　　192.88

　　　149.23

　　3,570.65

　　　879.48

　　　103.00

　　　230.46

　　　425.46

　　　281.74

　　　156.00

　　　139.00

　　　361.00

　　　70.00

　　1,020.19

　　　460.04

　　　136.00

　　　161.01

　　1,426.23

　　　301.88

　　　448.02

　　　262.00

　　　660.04

　　　174.00

　　　68.00

USS　591.93

　　　　884.00

　　　1,321.15

　　　　659.02

　　21.858.83

　　　　748.05

　　　　781.05

　　　7,176.13

　　　7,845.91

　　　6,741.81

　　　　711.04

　　　　840.06

　　　2,782.63

　　　1,002.03

　　　3,392.88

　　　1,927.17

　　　3,120.87

　　　1,239.25

　　11,154.03

　　　4,777.16

　　　1,737.13

　　　1,370.55

　　　1,985.49

　　　1,n0.08

　　　2,243.01

　　　2,409.92

　　　3,005.06

　　　1,605.99

　　　2,801.70

　　　　460.04

　　　1,456.00

　　　2,561.09

　　　4,884.78

　　　4,621.98

　　　2,471.28

　　　1,543.26

　　　2,573.63

　　　1,517.06

　　　1.024.06

　　200

　　200

　　300

　　200

　　700

※200

　　200

　1,000

　　500

　　400

　　200

　　200

　　400

　　200

　　400

　　300

　　400

　　300

　1,000

　　800

　　300

　　300

　　300

※300

　　400

　　400

　　400

　　300

　　400

　　200

　　300

　　400

　　500

　　600

　　400

　　300

　　400

　　300

　　300

US8　8.07

　　1 286.00

　　　238.85

　　　240.98

　　　941.17

　　　　31.95

　　　　58.95

　　　303.87

　　1,454,09

　　　408.19

　　　158.96

　　　209.94

　　　317.37

　　　437.97

　　　707.12

　　　552.83

　　　679.13

　　　360.75

　　　65.97

　　　82.84

　　　422.87

　　　109.45

　　　214.51

　　　369.92

　　　306.99

　　　90.08

　　　194.94

　　　354.01

　　　98.30

　　　229.96

　　　344.00

　　　438.91

　　　275.22

　　　348.02

　　　78.72

　　　96.74

　　　176.37

　　　202.94

　　　215.94

計　　　84クラづ 4,697 44,815.34 234,515.92

（注）　本報告は５月31目現在における第365地区

　　　各クラづよりロータリー財団への寄付額を示す。

　　　ﾊﾟｰｾこﾉﾄは1968年12月末の会員数を基礎とし

　　　て計算。200％13ｸﾗﾗ，300％30クラづ，400％

　　　19クラづ，500％8クラづ，600％4クうう，700％

　　　1ｸﾗﾗ，800％3クラリ，900％1クラづ，1000％

　　　2クうづ，1200％1クラづ，合計82ｸﾗづ，その平

－14－

均は500％となる。新設２ｸﾗづは上記計算か

ら除かれている。※印は５月に新ﾊﾟｰｾこﾉﾄに

達したｸﾗづを示す。なお，本年７月分からの

ﾊﾟｰｾﾝﾄは1969年12月の会員数を基礎として

計算されるので，ﾊﾟｰｾこﾉﾄおよび次のﾊﾟｰｾこﾉﾄ

に必要な額に変更が生じることもあるのでご

注意下さい。

●

●
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糾画吠MヽKmせ四大４皿c四大･ｊ　肘祥

□□帰豪した研究グループ

　　　　　　団員からの礼状到着□□

　　　　　　　　　　LONDON，May 23，1970

Dear Mr. Tsukamoto，

　l would like to personally thank you，

for the kind interest you showed in my

GSE team whilst in District 365，and

for the many courtesies and great help

you gave us at all times.

　IVould　you　also　thank the two very

sweet　young　ladies who work in your

office.

　The last whole day in Japan，Thurs-

day 14th， was a very sad one for me，I

am afraid.A11 day long，l kept thinking

of the many kind and wonderful people

we met，and how sorry l would be to

say goodbye.However，all good things

must end，l suppose.

　l have enclosed the letter to Governor

Sato，and would ask you to send it on

to him，as we did not meet him.

　IVe will write an official team letter

shortly to you.

Most Sinceaely

PETER

　　　　　　　　　　　　　　　　　　24May， 1970

Dear Governor Tsukamoto，

　l wou】d】ike to thank yous　and G. S.

E.chairman okumura， and the Rotarians

and　friends　of　District　365　for　the

wonderful　study　tour of　your District

that you prepared for us.

　l can honest】y say， now having arrived

back in Austra】ia，that the total experi-

ence　of　being　in　Japan　was　one　in

-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃-かｰ-=｀S四W-ﾐwhich my personal horizons and levels冊子

of understanding were broadened and　　4

3

extended.l was warmed by the charm　　移管

and hospita]ity of the Japanese peop】e

and thrilled by the industry， energy and

imagination that have made Japan the

great nation that she is today.　There

are many tbings that l have leamed

that will be of benefit to my life here

in Australia.

　0n　the　other hand l have the desire

to retum to Japan with my wife and

family to spend longer in your honorable

country-perhaps a few years or more.

Even if this is not possible l wiH always

cherish fond memories of Japan and of

the Rotarians there.Ive wish you weH

for the future｡

　　　　　　　　　　　Sincerely yours

　　　　　　　　　　　DENIS LADBROOK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2a･5-1970

　　　Dear Mr. Tsukamoto

　　　　　l have now arrived safely in Esperance

　　　and　have started work again after 10

　　　weeks visit to Japan and travelling.

　　　　　l wish to thank you especially for the

　　　welcome you gave us and the time you

　　　spent in looking after us.You are an

　　　example of the very friendly， courteous

　　　and　helpful Japanese people who made

　　　my visit so memorable.

　　　　　Every Rotarian in your District that

　　　l met made every effort to make stay

　　　in lapan informative and entertaining.

　　　l am very　glad　of the opportunity to

　　　see some of your tourist sights， to visit

　　　some of your industries，to meet some

15-
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